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第26回 日 本 化 学 療 法 学 会 総 会(誌 上 発 表)

期 日 昭和53年6月17～19日

会場 日本都市 センターホール(東 京都)

会長 小酒井 望(順 天堂大教授)

誌 上 発 表

SCE-963

199.　 臨 床 材 料 分 離 菌 のSCE-963感 受 性

小 酒 井 望 ・岡 田 淳

順 大 臨 床 病 理

小 栗 豊 子 ・吉 村 千 秋

同 中 検

私 ども は1975年 か ら1977年 ま で に本 院 中 央 臨 床 検

査 室 で,各 種 臨 床 材 料 か ら分離 し た下 記 菌 種 に 対 す る

SCE-963の 抗 菌 力 を 測 定 し,CEZそ の他 セ フ ァ ロ ス ポ

リン剤 の そ れ と比較 した 。

Staphylococcus aureus(133株)に 対 す るMICは

0.39～12.5μg/mlに 分布 し,ピ ー クは0.78μg/mlで,

CEZよ りもや や 強 い 。E.coli(53種),Klebsiella(106

株)に 対 す るMICの ピ ー クは0.20μg/mlに あ り,耐

性 株 もあ るがCEZに 比 べ 著 し く強 い 抗 菌 力 を 示 した 。

Enterobacter(76株)に 対 す る抗 菌 力 は 弱 い が,CEZよ

りは 強 い 。Serratia(色 素 産 生 株14,非 産 生 株37)に

対 す る抗 菌 力 は 弱 い が,CEZのMICは す べ て>1,600

μg/mlで あ るの に対 し,800μg/ml以 下 のMICを 示 す

株 が か な り認 め られ た。

Poroteus属 の うちPr.mirabilis(48株)に は強 い抗

菌 力 を示 し,MICの ピ ー クは0.39μg/mlに あ り,CEZ,

CFX,CS 1170に 比 べ 著 し く 強 い。Pr.vulgaris(28

株),Pr.morganii(42株),Pr.rettgeri(30株),Pr.

inConstans(40株),Bacteroides(94株)に 対 し ては 抗

菌 力 は弱 か った 。

200.　 SCE-963の 基 礎 的 検 討

富 岡 一 ・小 林 芳 夫

慶 応 大 中 検 ・内科

目的:新 し く開 発 され たCephalosporin系 抗 生 剤 で

あ るSCE-963に つ き基 礎 的 検 討 を 加 えた 。

実 験 材 料 お よび方 法:慶 応 病 院 中検 微 生 物 室 で血 液 培

養 検 体 か ら分 離 同定 し たE.coli 31株,K.pneumoniae

とEnterobacter各16株 に 対 す るSCE-963の 最 小 発

育 阻 止 濃 度(MIC)を 化 療 の標 準 法 に 従 い 測 定 した 。 接

種 菌 液 はBacto-heart infusion brothの24時 間培養

菌 液 の原 液 とPBSに よる100倍 稀 釈 液 を用いた。比較

対 照 薬 剤 とし てCEZ,CETを 用 い た。Enterobacterの

産 生 す るCephalosporinaseの 測 定 は 先 に 報 告 した

ATCC6633をindicatorと す る β-lactamase簡 易測

定 法 を 用 い た 。

結 果:培 養 菌 液 の原 液 を 用 い たSCE-963のE.coli

27株 に 対 す るMICのpeakは0.2μg/mlで あった。し

か し6.25μg/ml～25μg/mlの 株 も4株 あつた。100倍

稀 釈 菌 液 を 用 い た 場 合0.1μg/ml以 下 ～0.39μg/mlで

31株 全 株 の発 育 を 阻 止 し そ のpeakは0.1μg/ml以

下(19株)で あ った 。K.pneumoniae16株 に対 する

SCE-963のMICは 接 種 菌 液 が 原 液 の 場 合9株 を0.2

μg/ml～1.56μg/ml,7株 を6.25μg/ml以 上 で発育阻

止 し た 。100倍 稀 釈 菌 液 で のMICは11株0.1μg/ml

以 下 ～0.78μg/ml,2株 に100μg/ml以 上 で あった。

SCE-963はE.coli,K.pneumoniaeに 対 しCET,CEZ

よ り優 れ た 抗菌 力 で あ っ た。 原 液 接種 のMICが400

μg/ml以 上 のEuterobacter 16株 中高 度 β-lactamase

産 生 株(5株)は100倍 稀 釈 で のMICも200μg/mlで

あ っ た。100倍 稀 釈 液 で のMICが12.5～200μg/mlで

あ った8株 は産 生 能 は 中 等度 で あ った。 なお低産生能株

で は3株 中2株 が0.78μg/mlで あ った。

201.　 SCE-963の 嫌 気 性 菌 に 対 す る 抗 菌作

用

渡 辺 邦 友 ・今 村 博 務 ・江 崎 孝 行

甲 畑 俊 郎 ・渡 辺 泉 ・二 宮 敬 宇

上 野 一 恵 ・鈴 木 祥 一 郎

岐 阜 大 微 生 物

新 しい セ フ ァ ロス ポ リン系 の薬 剤 であ るSCE-963に

関 す る細 菌 学 的 検 討 を,CEZを 比較 薬剤 として行ない,

次 の 成 績 を 得 た 。

嫌 気 性 菌 に 対 す るin vitroで の抗 菌 力は,全 体とし

てCEZよ り2～4倍 劣 った。 す なわ ちグ ラム陰性杆菌

のB.fragilisに 対 し25～100μg/mlのMICを 示し,

B.melaninogenicusに 対 し ては0.19μg/ml以 下のMIC

を 示 した 。 またF.necrophorum,F.variumに 対して
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は3.13μg/mlのMICを 示 し た が,F.nucreatum,

F.gonidiaformansに は,12.5μg/mlのMICで あ った 。

グラム陽性杆 菌 のP.acnes,P.granulosum,Bifidoba-

cterium adolescentisに は1.56μg/ml以 下 のMICを

示したが,E.lentum,E.limosumに は100μg/ml以

上のMICを 示 した。 グ ラ ム陰 性 球 菌 のV.parrula,

V.alcalescensに は0.39μg/mlのMICを 示 した。 グ

ラム陽性球菌 に は,1.56～50μg/mlのMICを 示 した 。

嫌気性菌 に対 す るin vivoで の 抗 菌 力 は,F.necro-

phorumを 用 い た マ ウ ス皮 下膿 〓 の 治 療 実 験 に よ り検 討

したが,1mg/マ ウス のSCE-963投 与 の 治 療 成 績 は1

mg/マ ウス のCEZ投 与 の成 績 よ りも優 れ た。

202.　 SCE-963に 関 す る 細 菌 学 的 評 価

西 野 武 志 ・岩 日 朋 幸

京 都 薬 大 微 生 物

新 しい セフ ァ ロス ポ リン系 抗 生 物 質SEC-963に 関す

る細菌学的 評価 を,比 較 薬 剤 と し てCephalothin(CET),

Cefazolin(CEZ)を 用 い 検 討 した 。

1.SCE-963はCET,CEZ同 様 グ ラム 陽 性 菌,陰

性菌に幅広 い抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 有 して お り,そ の抗 菌

力はグ ラム陽 性菌 で はCET,CEZと ほ ぼ 同 等 で あ った 。

しかし,グ ラム陰 性菌 に は これ ら2剤 よ り約10倍 優 れ

た抗菌力を示 した 。

2.臨 床分 離株 に 対 す る 感 受 性 分 布 で は,Staph.

aureusの 場合,0.39～0.78μg/mlに ピ ー ク を有 す る分

布を示 し,CET,CEZと ほ ぼ 同等 で あ った 。 グ ラム陰 性

桿菌のE.coli,Kleb3iella,Pro.mirabilisな どに対

しては,そ れ ぞれ0.1～0.2,0.2～0.78,0.78～1.5μg/

mlに ピー クを有 し,CET,CEZに 比 べ 非 常 に優 れ て い

た。

3.増 殖 曲線 に 及ぼ す 影 響 で は,E.coliの 場 合,0.05

μg/ml(MIC)で 殺 菌 作用 が見 られ た が,CET,CEZよ

り少し菌 量の影 響 を受 け や す か った 。

4.各 種細菌 の産 生す る β-1actamaseに 対 し,CET

やCEZと ほぼ 同様 に 不 活 化 され た 。

5.実 験的 マ ウ ス感 染 症 に対 す る治 療 効 果 は,5trept.

pneumoniaeIIIで はCEZと ほ ぼ 同 等 の 効 果 が 得 られ

た。 しか し,.E.coli No.29で は,CET,CEZに 比 べ 約

10倍 優 れ て お り,E.coli No.23で はCETの 約100

倍,CEZの 約10倍 優れ た 効 果 が 得 られ た 。 またPd.

pneummiaeの 場合,治 療1回 で はCEZに 比 べ 約3倍

優れ ていた が,1時 間 ご との 分 割 投 与 を 行 うと,SCE-

963は4回 ,6回 治 療 で,1回 治 療 の 約1/10のED50

値 とな り,頻 回 投与 に よ りCEZよ りも約15倍 優 れ た

治療効果が 得 られた 。

203.　 SCE-963の 大 腸 菌 に 対 す る 抗 菌 機 作

杉 中 秀 寿 ・嶋 谷 雅 博

大 阪 大 歯学 口腔 細菌

目的:最 近 開 発 され た セ フ ァ ロス ポ リン系 薬 剤 の1つ

で あ るSCE-963は 大 腸 菌 に対 し て著 明 な抗 菌 力 を 示 す 。

この薬 剤 の 作用 機 序 を セ フ ァ ゾ リン(CEZ)と 対 比 して

検 討 し,そ の 高 度 感受 性 の 要 困 を 明 らか にす る こ とを 目

的 と した 。

材 料 と方 法:Escherichia coli K 12を 被 検菌 株 と し

て用 い た 。peptidoglycan合 成 の 測 定 は 分 離 調整 した 細

胞 膜 画 分 を 酵 素 源 に,UDP-M-acetylmuramyl-L-alanyl

-D-glutamyl-meso-diaminopimelyl-[14C}D-alanyl-

[14C]-D-alanineとUDP-N-acetylglucosamineを 基

質 とし,無 細 胞 系 で合 成 され たpeptido91ycanと そ れ に

伴 っ て遊 離 す るalanineを そ の 放 射 能 を 指 標 と して 測定

した 。

結 果 と考 察:(1)被 検 菌 に 対 す るSCE-963お よび

CEZのMICは そ れ ぞ れ0.25お よび2.5μg/mlで あ

った 。(2)SCE-963お よびCEZは い ず れ も低 濃 度 で

transpeptidaseお よびD-alaninecarboxypeptidase

活 性 を 阻 害 し,そ の50%阻 害 濃 度 は そ れ ぞ れ1.0と

0.5μg/mlで あ った 。(3)薬 剤 透 過 障 害 の荷 い手 で あ る

細 菌 細 胞 外 膜 に 障 害 を 与 え るEDTA存 在 下 で の両 薬 剤

のMICを 未 添 加 のそ れ と比 較 す る と,SCE-963で は ほ

とん どそ のMICは 変 らず,一 方CEZで はEDTA添

加 に よっ て感 受 性 が 高 ま る こ とが わ か っ た 。 す な わ ち

SCE-963はCEZよ り外 膜 の 透 過 性 が よい こ とを示 し て

い る。

以上 の結 果 か ら,SCE-963が 大 腸 菌 に 高 度 感 受 性 を示

す の は,架 橋 形 成 に あ つか る酵 素系 に対 す る 感 受 性 が

CEZよ りも高 い た め で は な く,そ の 外 膜 に よ る 薬 剤 透

過 性 が す ぐれ て い る た め で あ ろ う と推 測 され る。

204.　 新 半 合 成 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン,SCE-963

の 抗 菌 作 用 に つ い て

土 屋 院 司 ・近 藤 正 煕 ・武 内 真 理 子

加 藤 弓 子 ・木 田 誠 ・小 野 英 男

武 田薬 品 中 研

目的:SCE-963,7β-[2-(2-aminothiazo1-4y1)aceta-

mido]-3-[[[1-(2-dimethylaminoethy1)-1H-tetrazol-5

y1]thio]methy1]-ceph-3-em-4-carboxylic acidのin

vitroお よびin vivo抗 菌作 用 に つ い て 検討 した 。

方 法:MIC測 定 はTSAを 用 い た 化療 標準 法 に よ り,

MBC測 定 はTSBを 用 い た2倍 希 釈 法 に よ り,生 菌 数
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測 定 は 常 法 に よ り行 な った 。 防御 効 果 はSLC-ICR,4

週 齢,雄 マ ウ ス(体 重19～239)に5%mucinあ る い

はTSB希 釈菌 液0.5mlを 腹 腔 内 に接 種 し,薬 剤 は1

～2回 皮下 投与 した 。

結 果:SCE-963は グ ラ ム陽 性菌 お よびH.influenzae

イ ン ドール 陽 性Proteus,Enterobacter spp.,C.freundii

を 含 む グ ラ ム陰 性菌 に抗 菌 力 を示 し た。 と くにこE.coli,

K.pneumoniae,H.influenzae,P.mirabilisに は 強 い

抗 菌 力を 示 し,そ れ ら菌 種 の臨 床 分 離 株 に対 す るSCE-

963のMICは0.2～0.78μg/mlで あ っ た 。SCE-963

の 抗菌 力は 培 地pH,馬 血 清 の添 加,培 地 種 にこよ っ ては

ほ とん ど変 化 しな い が,接 種 菌 量 に よるMICの 変 化 は

と くにご10 9CFU/mlと10 8CFU/mlに お い て 著 明 で あ

った 。SCE-963はMIC濃 度 にこお い て 明 らか な 殺 菌 お よ

び 溶 菌 作用 を 示 した 。 ま た,MBCは 多 くの 菌株 でMIC

と同 等 か2倍 で あ っ た 。 ヒ ト,マ ウ ス,ラ ッ ト,ウ サ

ギ,イ ヌ血 清 蛋 白 との結 合率 は7～54%で あ った 。 グ ラ

ム陰 性 菌感 染 マ ウス にこお け る防 御 効 果 は,多 くの菌 種 で

CEZの3倍 以上 で あ り,イ ン ドー ル陽 性P)roteus感 染

マ ウス に おけ る防 御 効 果 は10 6CFU/ml菌 液 接 種 に よ る

MIC値 を よ く反映 した 。

205.　 SCE-963の β-lactamaseに 対 す る 態

度

小 此 木 研 二 ・木 田 誠 ・米 田 雅 彦

武 田薬 品 中研

三 橋 進

群 馬 大 微 生物

β-lactamaseを 産 生 す る生育 中 の各 種 細 菌(33株)お

よび これ ら細菌 の菌 体 粗 抽 出 液 に よるSCE-963の 加 水

分 解 速 度 を,Cephaloridine(CER),Cephalothin(CET)

お よびCefazolin(CEZ)を 対 照 に 調 べ た 。

菌 種 に よ り4薬 剤 の加 水 分解 速 度 の順 位 は 多 少異 な る

が,生 菌 で は ほ ぼCER,CEZ,SCE-963,CETの 順 に

加 水 分 解 され やす く,粗 抽 出 液 で はProteus vulgaris

(CEZ,SCE-963CET,CERの 順 で加 水 分 解 さ れ や す

い)を 除 き,SCE-963の 加 水分 解 速 度 が 最 も小 さ か っ

た 。 生 菌 で の 加水 分 解 速 度 の 小 さ いCETは 粗 抽 出液 で

は 比 較 的 加水 分解 され や す く,と くにEscherichia coli,

proteus morganiiお よびEnterobacter sp.で そ の傾

向 が 大 きか った 。

生 菌 と菌 体 抽 出液 で の 薬 剤 の加 水 分 解 速 度 の 差 は そ の

薬 剤 に 対す る細 胞 外 膜 透 過 障害 の度 合 を 反 映 す る と考 え

られ るの で,上 記 事 実 を 確 か め る た め にE.coli TN

713お よびKlebsiella pneumoniae MN 1421を 用 い て

crypticity factor(粗 抽 出液 の β-lactamase活 性を生

菌 の β-lactamase活 性 で割った値)を 求めた。 その結

果 は上記実験事実 と良 く合 い,SCE-963のcrypticity

factorが 最 も小 さく,CETの それが最 も大 きく,CEZ

お よびCERの それ は両者 の中間の値で あった。

この ことはSCE-963が 細菌細 胞外膜透過性の点で4

薬剤 中最 も優れ ているこ とを示唆す るものであり,こ の

優れ た透過性が4薬 剤 中これ らの菌 に最 も強い抗菌力を

示す理 由の1つ と考 えられ る。

206.　 新 半 合 成 セ フ ァ ロ ス ポ リン,SCE-963

の 実 験 動 物 に お け る 吸 収,体 内分 布,

排 泄 に つ い て

土 屋 暁 司 ・近 藤 煕 正 ・喜 多 八 洲 男

春 野 躍 ・加 藤 弓子 ・武 内真 理子

武田薬品中研

目的:SCE-963の マウス,ラ ッ ト,ウ サギお よびイヌ

における吸収,体 内分布,排 泄 につい て検討 した。

方 法:SCE--963は マ ウスではsc,ラ ット,ウ サギで

はim,イ ヌではsc,im,ivに こ投与した。 薬剤濃度は

P.mirabilis ATCC 21100を 試験菌 とす る薄層カップ法

に よ り測定 した。

結果:最 高血漿 濃度 はマ ウス,ラ ッ トでは投与15分

後,ウ サギ,イ ヌでは30分 後 にみ られ,そ の後速やか

に減少し,マ ウス,ラ ッ トでは2時 間後にはほとんど検

出 されな くな ったが,ウ サギ,イ ヌでは6時 間後にも僅

かに検出 された。いずれの動物種においても腎濃度が最

も高いが,マ ウス,ラ ッ ト,イ ヌでは肝 へ も良 く移行

し,と くに イヌでは腎濃度に匹敵す る肝 濃 度 を示し,

CET,CER,CEZと は異 なる体 内分布を 示した。 イヌ

におけ る血漿中濃度は投与量に比例し て上 昇し,iv投

与に よる最高血漿中濃度はim投 与に よるそれ より著し

く高いが,消 失は速やかで あった。sc投 与 による最高

血漿中濃度は1時 間後にみ られ るが,そ の濃度はim投

与に よるそれ と同等で あった。SCE-963は 速やかに主と

して尿 中に排泄 され るが,胆 汁中に も良 く移行 した・

CET,CERの 胆汁排泄率 は極め て低 く,CEZの 胆汁排

泄率は比較的高いが,SCE-963の ラ ット,ウ サギ,イ ヌ

におけ る胆汁排泄率は さ らに高 く,CEZの 約2倍 であ

った。
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207.　 SCE-963臨 床 第1相 試 験 に つ い て

山本 俊夫 ・桑 原一 郎 ・足 立 幸 彦

近畿大第2内 科

山 口 登

武 田 薬 品

目的:正 常成人男子を対象に,SCE-963の 安 全 性 と

pharmacokineticsに つい て検討 した。

方法:投 与量は筋注:125mg,250mg,500mg各1

回,250mg×4回,250mg×10回,静 注:500mg×2回,

1,000mg×2回,点 滴静注:500mg/2hr×1回,2000mg/

1hr×2回 である。 以上 を計27名 に投 与 し 自 ・他覚症

状,全 検血,各 種肝 ・腎機能 検査へ の影 響 を 検 討 し,

SCE-963の 血清中,尿 中濃度を測定 した。

結果および考察:1)筋 注で尿沈 渣赤血球が極 く軽度

増加する傾向があ ったが,静 脈 内投与では認め られなか

った。 筋注局所に 自,他 覚的な異常はないが,500mg

投与時血清CPKが 軽度上昇す るので,同 一部位へ の連

続筋注は避けることが望 ましい。静脈投与1,000mg/回

まではみるべき所見はなか ったが,2,000mg×2回 投与

時,尿 蛋白,沈 渣 白血球,硝 子様円柱が出現 した。いず

れも正常人で も観察 され る程度 の軽度 のものであるが,

3例に一致して認め られたので今後 の大量連続投与時に

は,腎 への影響 に注意を払 う必要があ ろ う。そ の他には

特記すべ き所見は な く,臨 床使用は可 能 と判断 された。

2)筋 注部位か らの吸収は速やかで,血 清 中濃度 は約

30分 後にピークに達 し,濃 度は投与量 に比例 した。 血

中半減期は投与量,方 法にかかわ らず約0.8hrで あっ

た。連続投与に よる蓄積は認 められ なか った。24時 間

尿中排泄率は約75%で その大部分 は6時 間内に排 泄さ

れた。尿中に活性代謝物は検 出され なか った。

208.　 SCE-963の 静 脈 内 投 与 臨 床 第1相 試 験

に つ い て

坂 井 友 吉

坂井病態研究所

阿 岸 祐 幸

北大温泉治療研究施設

山 口 登

武 田 薬 品

目的:山 本らに よ り行なわれたSCE-963の 筋 肉内投

与による第1相 試験に引 き続 き,正 常成人男子志願者を

対象として,静 注,点 滴静注時の安全性 と,血 中 ・尿 中

の薬物動態につ き検討 した。

方 法:SCE-963の125mg,250mg,500mg各 単回

静注,1,000mg/2hr×1回,1,000mg/0.5hr×2回,

2,000mg/1hr×1回 の点滴静注をお こない,投 与前後の

自 ・他覚症状,身 体諸機能への影響,SCE-963の 血 清

中,尿 中濃度を測定 した。

結果 お よび考察:(安 全性)自 ・他覚症状,理 学 的 検

査,血 液一般検査,血 清化学検査,尿 検査において,生

理的要 因に よると思われ る変動は認め られたが,本 剤投

与 と明らかに関連づけ られ る異常所見はなか った。

(吸収 ・排泄)静 注時 の血清中濃度は,ほ ぼ投与量に

比例 した。125mg,250mg,500mg各 投与15分 後の

平均 濃度はそれ ぞれ9.3,20.8,38.8μg/mlで あ り,

排泄相の半減期 はいずれ もほぼ等 し く,平 均0。65hrで

あ った。点 滴静注終 了時 の平均血清 中濃度は1,000mg/

2hr投 与で30.5μg/ml,1,000mg/0.5hr投 与で51μg/

ml,2,000mg/1hr投 与で102.1μg/mlで あった。24

時間尿中排泄率は,投 与量,投 与方法 に より差はな く,

平均70%で,そ の うちの大部 分は6時 間以内に排泄 さ

れた。

209.　 SCE-963の 体 内 動 態 お よ び 臨 床 効 果

斎 藤 玲 ・加 藤 康 道 ・石 川 清 文

上 村 裕 樹 ・小 田柿 栄 之 輔

北大第2内 科

富 沢 磨 須 美

札幌北辰院院

中 山 一 朗

札幌鉄道病院

木 下 与 四 夫

札幌逓信病院

松 井 克 彦

滝川市立病院

新Cephalosporin系 抗生物質SCE-963に ついて,そ

の体 内動態お よび臨床効果について検討 を行なったので

報告す る。

方法:1)体 内動態2)健 康成人男子6名 に500mg

静注後 の血 中濃度,血 中半減時間,尿 中 排 泄 を み た。

b)59～80歳 の女性患者3名 に500mg静 注後の血中濃

度 の推移をみ た。濃度測定は,Proteus mirabilis ATCC

21100株 を検定菌 とす る薄層平板 カ ップまたはデ ィスク

法にごよった。 なお基層培地はD.S.T.寒 天を用いた。

2)臨 床効果:内 科的感染症に本剤を投与 し,そ の効

果を検討 した。

結果:1)各 群 の平均値 でみ る と,a)血 中濃度は15
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分で25.3μg/mlで,以 下漸減し,4時 間で0.3μg/ml

であ った。血 中半減時間は0.72時 間で,尿 中排泄率は

6時 間までで,78.9%で あった。b)血 中濃度は15分

で,38～125μg/mlと 高濃度を示 し,6時 間で0.6～1.8

μg/mlで あ った。 血 中半減時間は1時 間以上 と,延 長

傾 向がみ られた。

2)呼 吸器感染症7例,尿 路感染症14例,胆 道感染

症2例 の計23例 につい て検討を行なった。投与量は1

日0.5×2ま たは1.0×2でI.M.,I.V.,D.I.な どの

方法で投与され た。臨床効果は有効21例,や や有効1

例,無 効1例 と,よ い効果を示 した。ただ し,尿 路感染

症で,再 排菌 を認めた ものが3例 あった。なお特別な副

作用はなか った。

210.　 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るSCE-963の 臨

床 効 果 の 検 討

清 水 辰 典 ・斎 藤 永 憲

札幌医大第3内 科

新 しく開発 されたCephalosporin系 抗生物質SCE-963

は,グ ラム陽 性菌 はもとよ り,グ ラム陰性菌に対 して も

強い投菌力を示 し,ま た β-lactamaseに 対 して も安定

性が強い と言われ てい る。今回,私 共は本剤を呼吸器感

染症に使用す る機会をえたので,そ の成績を報告す る。

呼 吸器感染症6例:内 訳は肺炎4例(1例 はPAP),

両側性の うほ う状気管支拡張症1例,肺 化膿症1例 であ

る。投与方法:500mlの5%糖 液 また は電 解 質 液 に

1.0g(1例),1.5g(4例),3.0g(1例)を 入れ,2

時間かけ ての点滴静注を1日2回 行 った。期 間は3日 か

ら20日 間である。

臨床効果:著 効3例,有 効1例 で,無 効例はPAPと

の うほ う状気管支拡張症の2例 であ った。皮 内反応は全

例陰性であったが,1例 が投与後3日 目に全身掻痒感を

訴えたので投与を中止 した(1日6.0g使 用例)。 他に

特 記すべ き副作用は認められ なか った。

喀痰か らの分離菌 ・MICお よび血清中 濃 度:K.pne-

umoniae,E.coliが 検出 され,こ のMICは 共 に0 .20

μg/mlで あ った。点滴前 ・終了直 後 ・1時 間 後 ・2時

間後 の血清中濃度(Pmirabilis ATCC21100・ カ ップ

法)を 測定 しえたが,直 後で最高値を示 し,1.0g×2法

1例 で33.8μg/ml,1.5g×2法4例 では 平 均 で35.9

μg/mlで あ り,2時 間 後 で も3.3～6.6μg/mlの 値を

示 し,今 回分離 した菌のMICよ りも高値で あった。

211.　 SCE-963の 臨 床 使 用 経 験 に つ い て

今 村 憲 市 ・中 村 光 男 ・藤 岡 譲

斎藤 広 志 ・吉 田 秀 一 郎 ・中園 誠

柾 木 尚 義 ・木村 健 一 ・坂 倉 宗樹

松 永 宗 雄 ・平 井 一 郎 ・武 部 和 夫

弘前 大第3内 科

目的:新 しく合成 されたSCE-963はCephalosporin

分子 と β-lactamaseと の水素結合を阻害するセ系抗生

物質でグ ラム陰 性菌に対 して強い抗菌力が期待 される。

今回,種 々の感染症に本剤を使用 し臨床効果を検討した

ので報告す る。

対象 お よび方法:肺 炎5例,肺 化膿症1例,腎 孟炎2

例,膀 胱炎6例,胆 道感染 症1例 を対象 とした。投与量

は,呼 吸器,胆 道感染症は全例29/日(総 量18～38g,

平均26g),尿 路感染症は7例 が1g/日(5～13.5g,平

均7.1g),1例 が2g/日(20g)と し,投 与方法は全例

とも1日2回500mlの 基剤に溶解 し2時 間かけて点滴

静注 した。

成 績:呼 吸器感染症:肺 炎5例 中全例が著効,肺 化膿

症例は有効 と判定 された。 胸部陰影は3例 が14日 以内,

他の3例 は投薬終 了時にほぼ消失 した。 白血球 増加例

(5例)は 全 例 とも7日 以内に正常化 したが,赤 沈改善

は5例 が14日 以 内,1例 が14日 以上要 した。

尿路感染症:腎 孟炎1例,膀 胱炎の2例 が著効,他 の

例は全例有効 と判定 された。 また臨床 分 離 菌 に対する

MICをSCE-963,CEZ,CET,ABPCの 順に比較検討

す ると,E.coliで は接種菌量10 8CFU/mlに 対してそ

れぞれ0.05～0.39μg/ml,1.56～25μg/ml,12.5～100

μg/ml,100μg/ml以 上に分布 し,ま た胆道感染症例を

含むKlebsiellaで は,そ れ ぞれ0.2～1.56μg/ml,

1.56～25μg/ml,6.25～100μg/ml,100μg/ml以 上と,

SCE-963に 強い抗菌力を認めた。

副作用 はGOT,GPT上 昇例を1例 認めたがその程度

は軽か った。 これ らの結果か ら本剤は種 々の感染症に使

用 し うる有用な薬剤 と考 え られ る。

212.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的 臨 床 的 研 究

荒 井 澄 夫 ・本 田 一 陽

西 岡 き よ ・滝 島 任

東北大第1内 科

目的:新 しいセ ファロスポ リン系抗 生 物 質SCE-963

の臨床分離菌株に対す る抗菌力お よび臨床効果を検討し

た。MICは 化学療法学 会標準法に よった。

結果:Klebsiella 64株 に対す るMICは すべて6.25
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μg/ml以 下 であ り,71.8%以 上 の株 は0.78μg/ml以

下の濃度であ った 。 ま た,Haemophilus influenzae 54

株に対す るMICは す べ て25μg/ml以 下 で77.8%以

上の株は1.56μg/mlで あ った 。

慢性呼吸器疾 患 で 感 染増 悪 期 の 患者5例 に 本 剤 を 投 与

した。 投与方 法 は250m1の5%glucoseに2gを 溶

解し,1日1回 また は2回 の 点 滴 静 注 投 与 を 施 行 した 。

点滴時間は120分 で あ る。 起 炎菌 の検 索 で はKlebsiella

2例(K.pneumoniae 1,K.ozanae 1),H.infl.1例,

Staph.aureus 1例,起 炎 菌 不 明 の もの1例 で,そ の 明

らかなもの では喀 痰 中 か ら10 7/ml以 上 の 菌 が 分 離 され

た。Klebsiella感 染 症 で は 臨 床 症 状 の 改 善,菌 の 消失 を

認め著効を示 し,Staph.aureus,H.infl.感 染 症 では

症状の改善 は認 め るが 菌 の 消 失 は 認 め られ ず や や 有 効,

起炎菌不明 例で は無 効 で あ った 。 全 例 に 副 作 用 は 認 め ら

れなか った。

結論:本 剤 はKlebsiella,H.influenzaeに 対 し高 い

感受性を示 した 。臨 床 投 与 例 で は 著 効2例,や や 有効2

例,無 効1例 で あ った 。

213.　 SCE-963の 基 礎 的 研 究 な ら び に 呼 吸

器 感 染 症 に 対 す る 臨 床 的 研 究

渡 辺 彰 ・青 沼 清 一 ・佐 々 木 昌 子

大 泉 耕 太 郎 ・今 野 淳

東 北 大抗 研 内科

林 泉

磐 城 共 立 病 院 呼 吸 器科

目的,方 法:新 しい セ フ ァ ロス ポ リ ン系 抗 生 物 質SCE

-963は 広範 囲の 抗菌 力を 有 し
,と くに グ陰 桿 菌 に対 し

CEZ,CETよ り著 し く強 い 抗菌 力 を 示 す ,と され る。

我 々は本剤 の基 礎 的,臨 床 的 研 究 と して 以下 の検 討 を行

なった。

1)臨 床分離Kleb.pn.23株,Enterobacter 12株,

E.coli 4株,S.aureus 4株 に対 す るMICを ,CEZ,

CETのMICと 比 較 検 討 した。

2)呼 吸 器感 染 症18例 に 本 剤 を 投 与 して臨 床 効果 を

観察した。

結果:1)(1)Kleb.pn.に 対 す るMIC分 布 は,CEZ

より2～3段 階 優 れ0.20～0.39μg/mlに ピ ー クを有 す

る。CEZ,CET耐 性 の1株 は 本 剤 に 対 して も 耐 性 を示

した。(2)Enterobacterに 対 して はCEZ,CETよ りほ

ぼ4段 階 慶れ たMIC分 布 を 示 す 。(3)E .coliに 対 して

は他剤 より3～4段 階 優 れ
,S.aureusに 対 し ては まば

同等のMIC分 布 を示 した。2)(1)呼 吸 器 感 染 症18例

(肺化膿症3例,マ イ コ プ ラ ズマ 肺 炎1例,急 性 肺 炎9

例,慢 性肺疾患に伴 な う感染3例,肺 癌2次 感染2例)

に本剤を投与 して,著 効10例,有 効4例,や や有効2

例,無 効2例,と い う結果 を得た。(2)喀 痰分離菌に対

す る菌 消失効果はStr.pn.3/5,β-str.haemo.2/4,

H.infl.1/1,E.coli 1/1,Kleb.pn.2/3,Enterobacter

3/3,計12/17だ った。菌交 代現象 がPs.aerug.へ2

例,EnterobacterとCitrobacterへ 各1例 あったが臨

床症状 の増悪 はな く改 善 を 得 ている。(3)副 作用 として

GOT,GPTの 軽度上昇を3例 に認めた。 投与終了後正

常化 している。

214.　 SCE-963の 臨 床 的 研 究

山 作 房之 輔 ・鈴 木 康 稔

水原郷病院内科

呼 吸器感染症3例,胆 道 感染症2例(1名 は敗血症を

合併),尿 路感 染症2例 にSCE-963を 使用 し,全 例有効

であ った。 なお症例を重ね て検討 の予定 である。

215.　 SCE-963に 関 す る 臨 床 的 研 究

関 根 理 ・薄 田芳 丸 ・青 木 信 樹

信楽園病院内科

若 林 伸 人 ・林 静 一

同 薬剤科

渡 辺 京 子

同 検査科

CephalosPorin系 新抗生物 質SCE-963に ついて臨床

的検討 を行 ったので報告す る。

1.各 種腎機能障害者にSCE-963 1gを 静 注 したあ

との血 中濃度 を測定 した。

2.呼 吸器 感染症を中心に,2月20日 現在 で12例

の臨床 治験 を行 った。

216.　 SCE-963に か ん す る 臨 床 的 研 究

上 田 泰 ・松 本 文 夫 ・斎藤 篤

大 森 雅 久 ・柴 孝 也 ・山 路 武 久

井 原 裕 宣 ・北 條 敏 夫

慈恵医大第2内 科

新 しいCephalosporin剤 のSCE-963に つい て,以

下の ような臨床的検討を行 った。

抗菌力:臨 床分離 のEscherichia coli,Klebsiella

pneumoniaeそ れ ぞれ50株 お よびSerratia marces-

cens 10株 に対す るSCE-963の 最小発育阻止濃度(MIC)

を測定 した。E.coliに 対す る本剤のMIC分 布 のpeak

はbouillon 1夜 培養原液接種で1.56μg/ml,100倍 希
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釈液で0.1μg/mlに あ り,CEZに 比 し3段 階,CER,

CET,CEXに 比 し4～7段 階程度優れた抗菌 力 を示 し

た。K.pneumoniaeの 原液お よび100倍 希釈液に対す

るMICのpeakは それ ぞれ0.39お よび3.13μg/ml

に あ り,CEZよ り2段 階,CER,CET,CEXよ り4～

5段 階優れた成績 であった。S.marcescensのMIC分

布は6.25～100≦ μg/mlで あ った。

吸収,排 泄:健 康成人2例 に本剤250mgを1回 静注

した際の血 中濃度 は5分 後31.5～34.5,15分 後15.3

～18 .6μg/mlで 以後約0.7時 間 の血中半減期を もって

急速 に減少 し,4時 間後には0.4μg/m1と な った。 ま

た 尿中には注射後6時 間までに約60%が 回収 されたが,

そ の大半は最初の1時 間 に排泄 された。

臨床成績:呼 吸器感染症9例,尿 路感 染症7例 の計16

例に本剤1日0.5～4.0gを3～29日 間使用 し,11例

に有効の成績 を得た。本剤に よる と思われ る副作用は認

め られなか った。

217.　 SCE-963に 関 す る基 礎 的 臨 床 的 検 討

清 水喜 八 郎 ・熊 田 徹 平

東京女子医大第2病 院内科

目的方法:SCE-963に ついて基礎的,臨 床的検討をお

こな った。臨床分離株に対す る本剤 の抗菌力,健 康成人

におけ る本剤 の吸収,排 泄を しらべ,そ の血中濃度,尿

中回収率 を測定 した。

臨床例10例 について検討 した。

結果:臨 床分離E.coliに 対す る本 剤 の 抗 菌 力 は,

10 8/mlの 接種菌量の場合はMIC6.3～1.6μg/mlを し

めす ものが多いが,接 種菌量を106/mlに す る とMIC

は0.2μg/mlを しめす ものが多か った。Klebsiellaに

ついて も同様 であ り,10 8/mlの 接種 ではMICは12 .5

～3.2μg/ml ,10 6/ml接 種ではMIC 0.4～0.2μg/mlの

ものが殆 どであ った。本剤 の吸収,排 泄については,そ

のパターンは従来のCeftezolと 類似 してお り,3例 の

Ceftezolと のcrossoverで ほぼ同 じパ ター ンを しめ し

た。尿中か らの回収率は約50～60%(6時 間まで)で あ

った。

臨床成績は,肺 炎3例,気 管支炎1例 は全 例有効,尿

路 感染症4例 全例に有効,胆 道感 染症 は2例 中1例 に有

効 であった。全例副作用 は認め なか った。

218.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的 臨 床 的 研 究

真 下 啓 明 ・国 井 乙彦 ・深 谷一 太

東大医科研内科

SCE-963は わが国で開発 され た 新 しいセフ ァロスポ

リン系抗生物質 で,大 腸菌,ク レブ シェラな どに対して

従来の何れの セファロスポ リン剤 よりもす ぐれた抗菌力

を有す るといわれ る。本剤につい て行 った検討成績にっ

いて述べ る。

臨 床材料分離各種グ ラム陰性桿菌のSCE-963に 対す

る感受 性値 を化学療 法学 会法 にて測定 した。上記2菌 種

に おいてMIC値 はブイ ヨン原 液 接 種 で0.1～6.3μg/

ml,100倍 希釈液接種 で ≦0.05～0.8μg/mlに 分布し

す ぐれた値を示 した。CEZと の相関をみると,一 部に

交差耐性を有す る菌株がみ られたが,感 性 菌 におけ る

MIC値 は本剤 におい ては るかに優れていた。

CCl4に よる急性,慢 性肝障害 ラ ットにおけ る本剤の

血 中 ・尿 中 ・胆汁 中濃度 を健常 ラッ トと比較 した。血中

濃度は慢性障害群 で低値を示 した。胆汁排泄は急性障害

群で低下 し,尿 中排泄は両障害群で健常群 よ り高値を示

した。

臨床的には4例 に用いた。胆道感染症2例 では1例 有

効,1例 無効,肺 炎1例 では有効 であった。他の1例 は

ノカルジア症 と判 明 したもので無効であった。副作用は

み とめ られ なか った。

219.　 SCE-963の 臨 床 的 検 討

中 規 圭 一 ・小 山 優

渡 辺 健 太 郎 ・鈴 木 達 夫

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 検査科

SCE-963は 広領域 スペ ク トルを有す る新 しい半合成

CePhalosPorin系 抗生物 質であ る。

わ れわ れは本剤の各種細菌に対す る抗菌力を検すると

ともに,少 数 例の感染症 に使用 した ので,そ れらの成績

につ いて報告す る。

臨床分離 の各種細菌25株 に対す るSCE-963のMIC

を 日本化学療法学会標準法に従い測定 し,同 時に行なっ

たCEZの それ と比較 した。Staph.aureusで はSCE-

963のMICのpeakは0.78μg/mlに あ り,CEZよ

りやや劣 る感受性を示 した。E.coli,Klebsiella,Pro-

teus mirabilisに 対す るSCE-963のMICは1.56μg/

mlにpeakが あ り,CEZに 比 し2～8倍 強い抗菌力を

示 した。Enterobactercloacaeに ご対 してはCEZと 同

様SCE-963のMICは ≧100μg/mlを 示 した。

臨床実験例は肺炎3例,肺 結核の2次 感染1例,急 性

腎孟腎炎3例 の計7例 で,投 与量は1日1.0g～4.0gで

あったが,1日2g(1gず つ点滴あるいは静注)の も

のが大部分であ った。治療効果は肺炎3例 中1例 著効,
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2例無効,肺 結核の2次 感 染1例 は有効,急 性腎盂腎炎

3例中2例 有効,1例 やや有効の結果をえた。副作用は

1例もみられず,検 査所 見において も異常を きた した も

のはなかった。

220.　 SCE-963の 臨 床 使 用 経 験

稲 松 孝 思 ・島 田 馨

都養育院病院 内科

目的:近 年 β-lactamase抵 抗性のCephalosporin系

薬剤が種々開発され て来 てい るが,本 剤 もその1つ であ

る。高齢者を対象に本剤 の臨床効果,副 作用 の検 討を行

った。

方法:対 象は70歳 ～84歳 の高齢者5例 で,内 訳は,

敗血症1例,胆 道感染症2例,尿 路感 染症2例 であ る。

結果:腎 孟腎炎(E.coli)1例,胆 管炎(E.coli,Kleb.,

Clost.perf.,Citrobacter)1例 に著効がみ られた。 神

経因性膀胱に由来する慢 性尿路 感 染 症(E.coli,Kleb.,

Pseud.,Enterococcus)1例 で は臨 床的に有効であ った

が,Candidaへ の菌交 代がみられ た。 敗血症(E.coli)

例はAMK 200mg×2の 併用 が行なわれたため,著 効

例ではあるが本剤の効果 とは言えない。本剤に よると思

われる副作用はみ られなか った。

考察;臨 床効果,副 作用か らみて今後有 望 な 新Cep-

halosporin系 薬剤 と思われ る。

221.　 SCE-963の 臨 床 的 検 討

金 井 豊親 ・村 木 良 一 ・今 高 国夫

藤 井俊 宥 ・中 野 昌 人 ・滝 塚 久 志

岡山謙 一 ・勝 正 孝

国立霞 ケ浦病院内科

奥 井 津 二

同 呼吸器科

能 登 谷 隆 ・竹 田 直 彦

同 研究検査科

SCE-963は ,グ ラム陰性菌に対す る抗菌力 が,従 来

のセファロスポ リン系薬剤に比 し,著 しく強い といわれ

ているが,今 回,我 々はその臨床的検討を行 ったので報

告する。

対象:症 例は国立霞 ケ浦病 院内科に入院 した急性尿路

感染症8例(男1,女7,16～71歳),慢 性尿路感染症

11例(女11,24～73歳) ,呼 吸 器 感 染 症(女1,19

歳)で あった。

使用量,注 射方法:1日 量0.5g～2gを2回 に分割,

静注または筋注を行 った。

効果:急 性尿路感染症8例 中4例,慢 性尿路感染症11

例 中8例 有効で,そ の他,計20例 中13例 有効であ っ

た(65%)。

菌別 効果は大腸菌10例 中7例,ブ ドウ球菌3例 中2

例,ク レブ シェラ2例 中1例 有効,そ の他,計19例 中

12例 有効 であ った。

検査 成績:使 用前後に行 った末梢 血(赤 血 球,白 血

球,血 小板),肝 機 能(GOT,GPT,Al-P),腎 機 能

(BUN,ク リアチ ニン)に つい ては,GOTが 終 了後上 昇

した例があ ったが(14→43),そ の後次第に下降した。

副作用:開 始3日 目頃か ら,発 疹の見 られた ものが2

例あ ったが,中 止す るほ どではな く,終 了後発疹は消失

した。

なお,皮 内反応陽性 とな って使用で きなか った例はな

か った。

222.　 SCE-963の 内 科 領 域 に お け る 臨 床 的

検 討

富 井 正 邦 ・相 馬 隆 ・河 野 通 律

早 川 裕 ・東 冬 彦 ・藤 森 一 平

川崎市立川崎病院内科

新 しく開発 されたCephalosporin系 抗生剤SCE-963

について臨床効果を検討 したので報告す る。症例は7例

で,内 訳は腎盂腎炎3例,細 菌性肺炎3例,急 性胆の う

炎→菌血症1例 であ った。性別は肺炎の1例 が男性で,

他6例 は女性であ った。年齢は19歳 か ら85歳 にお よ

び,平 均53.3歳 で あった。投与量は原則 として1日2g

としたが,重 症例には1日4gを 用いた。投与法は1日

2回 筋注を原則 とした が,重 症 例 は1日4回 静 注 とし

た。投与期間は5～11日,総 投与量は7～44gで あ っ

た。 腎孟腎炎3例 の起炎菌 はE.coli 2例,Kl.pneu-

moniae 1例 であって,臨 床効果は著効2例,有 効1例

で あった。肺炎3例 の起炎菌はK1.pneumoniae 1例,

不 明2例 であって,臨 床効果は3例 と も有効であ った。

菌種別に臨床効果をみ る と,E.coli 3例 は 著 効2例,

有効1例,Kl.pneumoniae 2例 は何れ も有 効 で あ っ

た。総合効果判定は,7例 中著効2例,有 効5例 で,無

効例 は皆無 であった。 副作用は7例 全例で,自 他覚的に

認 めなか った。 投 与後 の各種検 査 成績,末 梢血,肝 機

能,腎 機能等につ いても何等異常を認 めなか った。
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223.　 SCE-963の 臨 床 的 検 討

伊 藤 章 ・福 島 孝 吉

横 浜市大第1内 科

神 永 陽 一 郎

同 中 検

目的:SCE-963を 臨床的に内科領域感染症に投与し,

臨床効果,細 菌学的効果,副 作用,投 与前後の検査値等

につ いて検討 した。 また臨床分離株について 日本化学療

法学会法に よりMICを 測定 した。

方法:呼 吸器感染症5例,敗 血症3例,計8例 にご1回

500～1,000mgを1日1～3回,3日 か ら29日 間投与

した。可能な限 り,細 菌学的検索お よび臨床検査値を投

与 前後に検査 した。

結果:臨 床的には,著 効1例,有 効1例,や や有効1

例,無 効5例 で,基 礎疾患を有す る重症例であ ったため

か,余 り良好な成績は得 られなか った。副作用 として筋

注 例に注射時疼痛が認め られた。 皮内テス トは,陽 性の

ため,本 剤投与を行い得なか った例が1例 あった。臨床

検査値では,本 剤投与による と思われ る異常値は認め ら

れなか った。

考 按:症 例 も少 く,基 礎疾患 も重症 なものが多か った

が,症 例 をえらんで投与すれば,今 後 とも,有 用な抗生

剤 とな り得 るで あろ う。

224.　 SCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 検 討

大 山 馨 ・金 木 美 智 子 ・日比輝 彦

清 水 隆 作 ・松 田正 毅

富山県立中央 病院

新 しいCephalosporin系 薬剤SCE-963に つい て基礎

的,臨 床的検討 を行 った。

抗菌 力につい ては臨床分離株

Staphylococcus aureus 24株,Streptococcus faec-

alis 12株,Escherichia coli 20株,Citrobacter

10株,Klebsiella 21株,Enterobuter 16株,

Serratia marcescens 6株,Proteus 40株,Pseudo-

monas aeruginosa 20株,計169株

につい てMICの 測定を行 った。測定法は化学療法学会

標準法に より,接 種菌 量は先づ10 6と し,SCE-963と

CET,CERの 比較検討 を行 った。 結果は グラム陽 性,

陰性菌 に対 してSCE-963は 広 く作用 し,E.coli 20株 の

MICは ≦0.2μg/ml～0.78μg/mlに 分布 し,Klebsiella

21株 のMICは ≦0.2μg/ml～3.13μg/mlに 分布を示

した。 またProteus全 株に感受性を示 したが,接 種菌

量を10 8と した場合はKlebsiella,Proteusで は抗菌

力 の低下す る ものがみ られた。SCE-963は10 6の 場合

CET,CERに 比較 して抜群 の抗菌 力を認めた。

臨床的には11例 の呼吸感染症 と6例 の尿路感染症に

本剤を投与 した。1日 投与量は1gか ら2gで あったが,

呼吸器感染症11例 中有効8例(72.7%),尿 路感染症6

例中有効4例(66.6%),や や有効2例(33.3%)で あっ

た。

副作用 として1例 にエオジ ソ細胞 の増多,1例 にGPT

の軽度上 昇を認めたが,SCE-963投 与 中止後1週 でい

ずれ も正常値に復 した。

225.　 急 性 白 血 病 に 合 併 し た 敗 血 症 症 例3例

に 対 す るSCE-963の 使 用 経 験

藤 田 信 一 ・舟 田 久

丹 羽 和 夫 ・服 部 絢 一

金沢大第3内 科

今回,急 性白血病 の治療 中に敗血症を合併した3症 例

に対 してSCE-963の 投与を試み,そ の臨床効果,副 作

用,お よび血 中分離菌に対す る薬剤感受性について検討

す る機会を得たので,そ の結果を報告す る。

3症 例を基礎疾患別にみ ると急性骨髄性白血病1例,

急性前骨髄性白血病1例,赤 白血病1例 であった。敗血

症発症時の好中球実 数はいずれの症例 も100/mm 8以下

であ った。また,菌 の側か らみると.E.coliとKlebsiella

の多菌種敗血症 が1例,E.coli敗 血症1例,Klebsiell4

敗血症1例 で,臨 床的にそれ ぞれ著効,判 定不能,有 効

と判定 された。

SCE-963は1回1gを5%ブ ドウ糖液300～500ml

に溶解 し,約2～3時 間かけ て点滴静注に より投与され

た。 併用抗生剤 と し てGM160～200mg/日,ま たは

AMK400mg/日 が筋注投与 された。

本薬剤に よると思われ る副作用 はみ られなかった。判

定不能の1例 では本薬剤投与中に軽度のBUN値 の上昇

がみ られたが,本 例では著明な出血傾向を呈していたこ

とか ら直 ちに本薬剤 による副作用 とは考 え られ なか っ

た。

血 中か ら分離 された4菌 株にご対す るSCE-963のMIC

値はすべ て0.2μg/ml以 下であ った。

以下か ら,原 因菌が本薬剤に感受性を有 す る場合に

は,本 薬剤は 白血病患者に合併した敗血症の治療に有効

な薬剤 と考え られる。
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226.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的,臨 床 的 研

究

山本 俊幸 ・北 浦 三 郎 ・加 藤 政 仁

永坂 博彦 ・菅 栄 ・南 条 邦 夫

加藤 錠一 ・森 幸 三 ・武 内 俊 彦

名古屋市大第1内 科

SCE-963に 関し,基 礎的,臨 床 的に検討 した結果 に

っいて報告す る。

胆汁中移行:胆 汁中移行については従来われわれ が行

なっているラット別 出肝灌流時の成 績は 灌 流3時 間 で

80%が 移行し,同 様に行な った 他 の セファ ロスポ リン

剤,ペ ニシリン剤に比して最 も高率 であった。

代謝物の検討:灌 流 液 お よび 胆 汁 をTLC-bioauto-

gramで 検討したがSCE-963以 外 の活性物質は認 めら

れなかった。

臨床成績:現 在胆の う炎1例,気 管支肺 炎1例 の2例

に使用し,2例 ともに有効で あった。投与量は,1回1g

を朝夕点滴静注した。投与 日数は6日 ～10日 間で,副 作

用として特記すべ きものは認 めなか った。

227.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的,臨 床 的 検

討

大久 保 滉 ・岡本 緩 子 ・呉 京 修

右馬 文彦 ・上 田良 弘 一前 原 敬 悟

関西医大第1内 科

目的:SCE-963に 対す る基礎的,臨 床的検討 を 加 え

たので報告す る。

方法,結 果:(1)抗 菌力:臨 床 分離菌 に対す るSCE-

963のMICを 化療標準法(菌 液:原 液お よび100倍 希

釈液)で 測定し,CER,CET,CEZと 比 較 した。St.

aureusに 対 しては4剤 ともほぼ同程度であ った。E.coli,

Klebsiella,Pr.mirabilisに おいては
,原 液,100倍

希釈液ともにSCE-963のMICは 他の3剤 より低か っ

た。Pr.vul8aris,Pr.rettgeriで はす べての株 が高い

MICを 示したが100倍 希釈ではMICが 低 くな
って く

る株が2～3み られた。

(2)吸 収,排 泄:ラ ットにSCE-963を100mg/kg筋

注した時の臓器内濃度をPr .mirabilis ATCC21100を

検定菌 とす る帯 培 養 法(D .S.T.Agar,pH7.2,PB

Standard)で 測定 した
。 濃度順位は腎,肝,血 清,肺,

脾の順であった。 なお,本 剤 の試験管 内回収率 は ほ ぼ

100%で あった
。

(3)臨 床:呼 吸器感染症3例 ,尿 路感染症4例,胆 道

感染症1例,不 明熱1例 の計9例 にSCE -963を 使用 し
,

臨床効果 を検討 した。効果 判定では有効3例,や や有 効

1例,無 効3例,発 疹 のため中止 した2例 は 不 明 であ

る。結局,副 作用 としては発疹2例,他 の1例 にALP

の上昇を認めた。

228.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的 な ら び に 臨

床 的 研 究

三 木 文 雄 ・浅 井 倶 和 ・久 保 研 二

川 合 馗 英 ・河 野 雅 和 ・高 松 健 次

塩 田憲 三

大阪市大第1内 科

新 し く開発 され たCephalosporin系 抗生物 質,SCE-

963に ついて検討 を行い,以 下 の成績 を得た。

抗菌 力:病 巣分離菌 のSCE-963に 対す る感 受性を 日

本化学療 法学会標準法に よ り測定 し,同 時 に 測 定 し た

CEZに 対す る感受性 と比較 した。前培養菌液 を100倍

に稀釈接種 して測定 した成績 では,Staph.aureus,E.

coli,Kle∂siella,.Proteus sp.のSCE-963に 対 す る

感受性分布の ピークは,そ れ ぞれ0.78μg/ml,0.1μg/

ml,0.2μg/ml,0.39μg/mlを 示 し,Staph.aureusで

はCEZよ り1段 階,他 の菌種においてはCEZよ り3

～5段 階す ぐれた感受性を示 した。Pseudomonas aeru-

ginosaは す べて100μg/ml以 上 の耐性を示 した。

臨床成績:気 道感染症6例,尿 路感染症2例,蜂 窩織

炎1例 にSCE-963,1日1.0～2.0gを 投与 し,気 道感

染症では全例明 らかな効果 を得る ことが出来ず,他 の3

例 では有 効の成績 を得られ た。 副作用 は とくに認め られ

なか った。

229.　 SCE-963に 関 す る基 礎 的 臨 床 的 研 究

副 島 林 造 ・直 江 弘 昭 ・松 島 敏 春

田野 吉 彦 ・溝 口大 輔 ・二 木 芳 人

川崎医大呼吸器 内科

目的,実 験方法:SCE-963に つい て患者分 離 株 に 対

す る試験 管内抗菌力を測定 し,CER,CEZ,CS-1170の

それ と比較 した。 さらに4例 について19点 滴静注後の

血 清中濃度をB.subtitis ATCC6633株 を指示 菌 とし

た平板cup法 によ り測定 し,同 時に尿中排泄 量 も測定

した。 また肺 炎桿菌肺 炎マウスに対 する治療 効果 も検討

した。7例 の呼吸器感染症 を主 とす る患 者に使用 して臨

床効果を検討 した。

結果:Staphylococcus aureusに こ対 す る 抗 菌 力 は

CER,CEZに や や 劣 るが,E.coli,Klebsiella pneu-

moniae,Proteus mirabilisに 対 してはCER,CEZ ,

cs-1170よ り勝れ てお り,E.coli 50株 で はす べ て,
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Klebsiella pneumoniae,Proteus mirabilisで は約80

%が6.25μg/ml以 下で発育阻止が認め られた。 しか し

Proteus vulgaris,Serratia marcescens,Pseudomonas

aeruginosaに 対 しては殆 んどの株 が100μg/mlで も発

育阻止 し得なか った。

1g2時 間かけ て点滴静注後の血清中 濃 度は,1時 間

後14～32μg/ml(平 均22.5μg/ml),2時 間後17～38

μg/ml(27.0μg/ml),6時 間 後1.6～4.8μg/ml(2.4

μg/ml)で あ り,6時 間までの尿中排泄率は約70%で

あ った。

肺炎桿菌肺炎マ ウスに対す る治療実験では,1日120

mg/kg以 上 の投与で治療 効果 が得られ,CS-1170よ り

や や勝れ た成績 であった。

呼吸器感染症 を主 とす る7例 に1日2g使 用 した 結

果,効 果判定 の可能であ った6例 中3例 に有効であ り,

と くに副作用は認め られなか った。

230.　 SCE-963の 臨 床 使 用 経 験

栗 村 統 ・玉 木 和 江 ・佐 々木英 夫

国立呉病院内科

森 岡 祐 介

同 薬剤科

土 井 秀 之

同 検査科

我 々はSCE-963を8例 の感染症に使用 した。気管支

肺炎3例,肺 化膿症2例,尿 路感染症2例,原 因不明の

発熱1例 であ る。

呼吸器感染か ら分離 された菌 は気管支肺炎の1例 から

Haemophilus,他 の2例 か らは起炎菌 と思われ る菌株は

分離 されなか った。肺化膿症 の2例 か らは,そ れ ぞれか

らKlebsiellaお よびHaemopkilusが 分離 された。尿路

感 染症の1例 からProteus,他 の1例 か らはKlebsiella

が分離 された。

SCE-963は 全例 とも1回1.0gを 生理的食 塩 水200

mlに 溶解 して約1時 間かけて1日2回,点 滴静注で投

与 した。

効果は,原 因菌不明の気管支肺炎の1例,お よびKle-

bsiellaに よる尿路感染症の1例 に有効であ った。Hae-

mophilusが 分離 された気管支肺炎にはやや有効 であっ

た。 その他の5例 では効果は見 られ なか った。

使用総 量は,8.0gか ら48.0gま でであ る。Klebsiella

に よる尿路感染症 の例で,ト ランスア ミナ ーゼ値の上昇

が見 られたが,投 与を中止す ることな く,総 量46gま

で使用す ることがで きた。他の例では副作用は見 られな

か った。

臨床 分離株 について,25μgk,10μg,5μg/discの3

濃度 のdiscを 作成 し,CER,CEZと 感受 性を比較し

てみた。全菌株 は744株 である。SCE-963,CERお よび

CEZは 殆 んど同様 の感受性patternを 示 したが
,Ente-

rococcusで はCERが60%,CEZが43%の 菌株で感

受性を示 したのに,SCE-963に は5%が 感受性を示した

に過 ぎない。Enterobacterで は,CERお よびCEZは17

%が 感受 性を示 し,SCE-963は46%が 感受性を示し

た。

231.SCE-963の 臨 床 検 討

河 野 通 昭 ・田 村 正 和

鈴 木 英 彦 ・螺 良 英 郎

徳島大第3内 科

SCE-963は 新 しい セファロスポ リン系抗生物質であ

り,従 来 のセフ ァロスポ リン系 抗生物質に比ベて,大腸

荷,ク レブ シェラ,エ ンテ ロバ クターに強い抗菌力をも

っことが特徴 といわれ ている。 今回我 々は6例 の感染症

に本剤を投与 し,そ の臨床効果お よび副作用について検

討を行 った。

本院入院患者で,呼 吸器感染症4例,腎 孟腎炎2例 を

対象 とした。基礎疾患は3例 に見 られ,癌 患者3例,肺

線維症1例 であ った。分離菌は3例 がグ ラム陰性桿菌で

あ り,そ の他は,β-Streptococcus,Normal floraであ

る。 投与量は1gを 生食20mlあ るいは電解質液200

mlに 溶解 し,朝 夕2回 投与した。 効果判定は臨床症状

の改善や,肝 機能,BUNの 投与前後での変動,ア レル

ギー症状 の有無 で行った。

6例 に投与 した結果 は,有 効4例,無 効2例 であり,

無効例は,肺 癌に合併 した肺 炎および呼吸器感染症例で

ある。

本剤は皮内反応陰性例に投与 したが,ア レルギー反応

や,肝 機能,腎 機能の異常等,副 作用 は認められなかっ

た。

232.　 SCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 検 討

沢 江 義 郎

九大医療短大第1内 科

竹 森 紘 一 ・横 田 英 子

九 大病院検査

新 し く開発 された β-lactamase抵 抗性 のCephalos-

porin系 抗生物質 であるSCE-963の 臨床分離菌に対す

る抗菌力お よび臨床応用 した ときの臨床効果および副作

用の有無につい て検討 したので報告す る。

九大第1内 科入院患者の臨床材料か ら分離された病原
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菌株について,SCE-963のMICを 測定 し,CEZ,CER

と比較した。 黄色ブ菌21株 では,大 部分を0.8～1.6

μg/mlで,CEZ,CERと ほぼ 同等 の抗菌 力であ った。

腸球菌4株 では25μg/ml以 上 であ った。 大腸菌23株

では,13株 が12.5μg/ml以 下 であ り,CERは す ベて

25μg/ml以 上であるのに比 ベる と非常 にす ぐれ てお り,

CEZも3.1～6.3μg/mlが 多いのに比 し数段階 す ぐれ

たものであった。 さらに接種菌 量を10 6/mlに す る と,

その抗菌力は一層顕著な もの となった。クレブ シェラ19

株もすべて6.3μg/ml以 下 で,CEZ,CERに 比 べては

るかにすぐれていた。しかし,エ ンテ ロバ クター21株,

セラチア6株,緑 膿菌21株 については,CEZ,CERと

同様にすベて100μg/ml以 上の耐性であ った。

肺癌や気管支拡張症に合併 した呼吸器感染症4例,大

腸菌性敗血症1例 にSCE-963を1日1～29,10～13日

間使用した。 有効2例,や や有効1例,無 効2例 で,

LDH,A1-Paseの 軽度上昇 した ものがあ った。

233.新 抗 生 剤SCE-963に 関 す る 基 礎 的,

臨 床 的 研 究

原 耕 平 ・中 富 昌 夫.那 須 勝

林 敏 明 一朝 長 昭 光 ・堀 内 信 宏

泉川 欣一 ・広 田正毅 ・重 野 芳輝

森 信興 ・斎藤 厚

長崎大第2内 科

餅 田 親 子.猿 渡 勝 彦

伊 折 文 秋.林 愛

同 中 検

新しく開発 された抗生剤SCE-963に つい て抗菌力,

血中・喀痰中濃度お よび尿 中回収率な どの基礎的研究 な

らびに臨床的効果や副作用につい て検討 したので報告す

る。

抗菌力:教 室保存の標準株22株 と各種臨床材料か ら

分離の803株 について化学療法学会標準法に 基 づ き,

CEZと 比較してMICを 測定 した
。

人における血中濃度;52歳61kg男 子 と58歳38kg

女子に1g 1時 間点滴静注 した場合の最高血 中濃度はい

ずれも点滴終了時で30～56μg/mlで ,点 滴終 了後6時

間目には2～3μg/mlの 活性が見 られ た
。64歳49kg

男子に2g 1時 間点滴静注した場合 も終 了時 が最 高で

60μg/ml6時 間目には4μg/mlで あ
った。

尿中回収率:1gお よび2g点 滴静注後の尿 中回収率

は点滴終了後6時 間までで約75%で あ
った。

喀痰内移行 と喀痰内細菌 の動態:大 腸菌感染のCystic

Bronchiectasis例 に1g 1時 間点滴 し湖 合 の喀 痰 内

移行濃度は点滴終 了後5時 間 目で0.2μg/mlで,そ れ

につれ て喀痰 内大腸菌数 も10 7/mlか ら10 5/mlと 減少

したが,7日 間の投与では消失しなかつた。本剤のMIC

は0.4～0.78μg/mlで あ った。

臨床 効果お よび副作用:呼 吸器感染症9例,尿 路感染

症5例 お よび胆の う炎1例 の計15例 に1日2～4g,4

～16日 投与 した場合 の有効 率は86%で あ った。副作用

としては トランスア ミネースの上昇が1例 にみ られた。

234.SCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 研 究

松 本 慶蔵 ・小 坂 志 朗 ・金 沢 知 博

高 橋 寛 ・馬 場 英 行.伊 藤 政 志

林 雅 人 ・吉 田 司 ・高 杉 良 吉

工 藤 国夫 ・鈴 木 隆 一 郎 ・飯 野 正 典

後 藤 興 治 ・木 村 久 男 ・長 沢 健 一

宇 塚 良 夫

SCE-963呼 吸器感染症研究班

目的:感 染症の多様性 と近年の変貌に対処す る上で新

抗生物質に対す る期待は大 きい。今回開発 されたSCE-

963の 呼吸器感染症における適応,投 与法,投 与量の確

立 を 目的 として検 討した。

方 法:(1)呼 吸器病 原菌に対す るMICを 他剤 と比較 し

た。(2)健 常成 人3名 に本剤 とCEZ各0.5gお よび1g

を点滴 し,血 中濃度,尿 中排泄を比較 した。(3)呼 吸器感

染症53症 例に本剤を投与 し臨床的検討を行 なった。

結果:(1)本 剤のMICは 肺炎球菌61株 に対 し,≦0.013

～0 .2μg/ml(ピ ーク0.05),イ ンフルエ ンザ菌54株:

0.39～0.78μg/mlに52株,12.5μg/ml 2株,肺 炎桿

菌19株:0.10～0.20μg/ml,大 腸菌7株:0.05～0.39

μg/mlで あ り,い ずれ もCEZに 比 し2～2 10倍 優れて

いた。(2)本 剤0.5g 1時 間点滴で血中濃度 ピーク値は

14.9μg/ml,1g 2時 間点滴で17.9μg/ml,1g 1時 間

で47.0μg/mlで 半減期40～60分 であ り,CEZ 1g 1

時間点滴では ピーク値77.0μg/ml,半 減期90分 であ

った。(3)肺 炎39,肺 化膿症4,慢 性気管支炎6,膿 胸

1,慢 性細気管支炎1,気 管 支拡張症1,急 性気管支炎

1に 本剤0.5g i.m.ま たは0.5～2gの 静注 また は 点

滴静注を行ない総投与量は1.5gか ら63gに 亘 る。臨

床 効果 は,著 効7,有 効35,や や有効5,無 効4,判

定不能2で あ り,肺 炎39例 中重 篤な基礎 疾患があ り1

日2g以 上を使 った2症 例を除 くと,0.5gま たは1g

1日2回 投与 にて有効率89%で あった。投 与中嘔 気を

訴 えた1例 と好酸球増 多お よびIgE上 昇1例 が 認 め ら

れた。
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235.　 呼 吸 器 感 染 症 に お け るSCE-963の 基

礎 的 臨 床 的 検 討

志 摩 清 ・福 田 安 嗣 ・浜 田 和裕

徳 永 勝 正 ・徳 臣 晴 比 古

熊本大第1内 科

目的:広 域抗菌スペ ク トラムを示す セフ ァロスポ リン

系薬剤で,β-lactamaseに 強い抵 抗性を示 すSCE-963

につい て,臨 床分離株に対す る抗菌力な らびに12例 の

呼吸器感染症に本剤を使用し,そ の効果 につ いて検 討を

試みたので報告す る。

方法:抗 菌力は 日本化学療法学会標 準法に準 じてMIC

を判定 した。なお,接 種菌量は10 6/mlと した。 その結

果St.aureus 50株 に対 して,そ の ピー クはMIC 0.78

μg/mlに あ り,こ れ以下のMICを 示す株 は全体 の93

%を 占めていた。E.coliで は,そ のピークは ≧0.1に

あ り,0.39ま でを入れ ると88%で あ った。Klebsiella

pneumn.50株 では ピークは ≧1に あ り,0.78ま でを入

れ る と92%で あ った。Proteus 21株 では,ピ ークは

0.39に あ り12.5ま でを入れる と62%を 占めていた。

Pseud.aerugi.35株 に対 してはMIC 25を 示す もの

が2株 で33株 は100μg/ml以 上 を示 した。Serratia

marcescensで はMIC 0.1～3.13を 示 す ものが50%

に認 められた。

気管 支肺炎,肺 化膿 症 慢性気管支炎の増悪 期の計12

例 に1回SCE-963500～1,000mgを5%糖 液500ml

に 溶解 し点滴静注1日2回 を10な いし28日 使用 した

結果,胸 部 レ線の改善度は著効4例,有 効4例,や や有

効3例,無 効1例 の成績を得,と くに副作用は認め られ

なか った。

236.　 小 児 科 領 域 に お け るSCE-963の 基 礎

的 検 討

広 松 憲 二 ・高 島 俊 夫

小 谷 泰 ・西 村 忠 史

大阪医大小児科

グラム陰性菌に対 しよ りつ よい抗菌 力 を もつ と同 時

に,従 来のセ ファロスポ リン系 薬剤耐 性菌に も有効 な分

子 内水素結合のつ よいSCE-963は 臨床的に も期待 され

るところであ る。今回,小 児科 領域 では本剤 の抗菌 力に

関す る検討を行 ったのでその成績につ いて述 べる。

小児細菌感染症病 巣由来株 ブ ドウ球菌,大 腸菌,肺 炎

桿菌のSCE-963感 受 性を 日本 化学療 法学 会の方法に準

じて測定し,同 時にCEZ,CER,CETの それ と比較 し

た。

ブ ドウ球 菌 のSCE-963感 受 性 ピー ク は,10 8/ml菌

液 接 種 で は,0.78μg/mlに あ りCEZ,CETと 同様の

抗 菌 力を 示 し た 。 しか しCERと 比 較 す る とそれは3管

程 度 劣 っ た。 一 方,10 6/ml菌 液 接種 では,感 受性ピー

ク は0.39μg/mlでCETよ り1管,CERよ り2管 程

度 抗 菌 力 は 劣 っ た。

大 腸 菌 の感 受 性 分布 は,10 8/ml菌 液 接 種 では0.39～

100μg/mlな い し それ 以上 で,感 受 性 ピー クは0 .39～

3.13μg/mlに あ り,CEZ,CER,CETに 比べ抗菌力は

優 れ て い る が,10 6/ml菌 液接 種 の場 合 に は,そ れはい

っ そ う顕 著 とな り感 受 性 ピ ー ク は0.2μg/ml,CEZ,

CER,CETに 比 べ3～5管 程 度 抗 菌 力 は 優れ ていた
。

肺 炎 桿 菌 に お い て も,本 剤 の 感 受 性 ピー ク は10 8/ml

菌 液 接 種 で3.13μg/ml,10 6/ml菌 液 接 種 で0.2μg/ml,

い ず れ の場 合 で もCEZ,CER,CETよ り優 れた抗菌力

を 示 した 。

237.　 SCE-963に 関 す る 基 礎 的 研 究― 臨

床 分 離 株 に 対 す るMICお よ び 家 兎

黄 色 ブ 菌 性 髄 膜 炎 に お け る 髄 液 中移

行 に つ い て―

小 林 裕 ・森 川 嘉 郎

春 田 恒 和 ・藤 原 徹

神 戸 市 立 中央 市 民 病 院 小 児科

目的:新 セ フ ァ ロ ス ポ リン系 抗 生 剤SCE-963に つい

て,そ の 有 用 性 を 知 る一 端 と して,臨 床 分離株感受性お

よび 髄 膜 炎 家 兎 に お け る髄 液 中移 行 を検 討 した。

方 法:MIC測 定 は 化 療 法 に 準 じ,接 種菌 量は10 8お よ

び10 6菌 液1白 金 耳 と した 。

家 兎 髄 膜 炎 は,既 に 報 告 した よ うに,黄 色 ブ菌液を大

槽 内に 接 種 し て作 製 した 。 接 種 後24時 間 目に本剤100

mg/kgをOne shot静 注 し,1/2,1,2時 間後に血液,

髄 液 を 採 取 し,Paper disc法 に て測 定 した。 検定菌に

はB.subtilis ATCC 6633を 用 い た。PBSとMonitrol

両 者 のStandardに つ い て検 討 した が,ほ とんど差を認

め なか った 。

結 果 お よ び考 察:Klebsiella pneumnoniae biovar.

oxytoca 41株 に 対 す るMICは<0.1～>100μg/mlに

分 布,感 性 株 と耐 性 株 に 分 か れ る よ うに 思われ,菌 量を

減 らす と著 明に 低 下 し た。10 6でE.coli 9株<0.1～

1.6,Sal.typki 3株<0.1～0.4,Sal.B1株0.8,

P.mirabilis 1株0.4,P.mnor8anii 1株1.6,K.pneu-

mnoniae 3株 と も0.2,Enterobacter3株0.4～0.8,

2株>100,Ps.aeru8inosa 8株>100μg/mlで,CEZ

の1/4～1/32,黄 色 ブ 菌14株 で は0.4～1.6μg/mlで'
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逆にCEZの1～4倍 で あった。

髄液中濃度は6羽 平均30分6.6,1時 間4.2,2時

間1.4μg/ml,髄 液血 清比百分率それぞれ12.0,31.6,

70.0%で,髄 液中移行はかな り良好であ った。

238.　 創 傷 ・皮 膚 ・軟 部 感 染 症 に 対 す る

SCE-963の 使 用 経 験

渡 辺 登 志 男

東北大第2外 科

内 海 範 夫

石巻赤十字病院外科

石 川 誠

宮城野病院外科

大 友 貞 孝

渡辺病院外科

目的:新 合成 セファロスポ リン剤SCE-963の 創傷,

皮膚 ・軟部感染症に対 する臨床効果につ いて検 討した。

方法:検 討症例は,21歳 か ら77歳 までの10例 であ

る。投与方法は,点 滴 静注法6例,1回 静 注法4例 で,

1回投与量は500mgか ら2,000mgを 用 いた。 投与

間隔は12時 間または24時 間で,総 投与 量は10～40g

であった。

成績:起 炎菌についてみ ると,ブ ドウ状球菌が5例,

大腸菌が14例,ク レブ シエ ラが1例 であ った。臨床効

果についての検討では,著 効 を認 めた もの は7例 で あ

り,有効2例,無 効1例 である。細菌学的効果につ いて

みると,投 与に より菌 の陰性化を認めた ものは6例 であ

り,減少2例,不 変1例 で,1例 に菌交代を認めた。総

合的効果判定では,著 効6例 とな り,有 効3例,無 効1

例となった。

無効と判定 された1例 は,77歳 の女子で急性膵壊死手

術後に外痩とな り,ブ ドウ状球菌を検出して1日2回1

9静注を8日 間続けたが,培 養で菌の減少を認めて も膿

汁排出には全 く変化を認めなか った例であ る。全例同時

併用薬剤を用,いていない ことか ら,SCE-963の 有効性が

窺われる成績 といえ よう。

腎機能,肝 機能,血 液像に,投 与に よる変 化はみ られ

ず,特 記すべき副作用 も認 めなか った。

239.　 広 域 性 セ フ ァ ロ ス ポ リンSCE-963の

抗 菌 力,吸 収 排 泄,代 謝,臓 器 移 行 性

お よ び 外 科 臨 床 応 用

石 山 俊 次

日大総合医学研究所

中 山一 誠 ・岩 本 英 男 ・岩 井 重 富

鷹 取 睦 美 ・川 辺隆 道 ・大 橋 満

村 田 郁夫 ・水 足 裕 子

同 第3外 科

半合成 セファ ロスポ リンC系 新抗生物質,SCE-963に

ついて基礎的臨床的検討をお こなった。抗菌 スペ ク トル

はCefazolinよ り優 れた成績を示 した。外科病巣 由来黄

色ブ菌株の感受性分布は0.4～6.25μg/mlに 分布 した。

大腸菌35株 では0.05～0.8μg/mlに35株 が 分 布 し

100μg/ml以 上 の株は1株 も認め られなか った。Kleb-

siella　23株 では0.2～25μg/mlに22株 を分 布 した。

しかし100μg/ml以 上に1株 の耐性株を認めた。Pro-

teus mirabilis 27株 では0.2～1.56μg/mlに 全ての株

が分布 した。健康成人男子3名 に本剤500mg筋 往 し,

血 中濃度,尿 中濃度をCup法 に て測定 した。 血中濃度

は投与 後15分 で ピークとな り平均14.2μg/mlを 示 し

た。T1/2は0.93時 間であ った。尿中濃度は1時 間で

ピー クとな り平均3,473μg/mlを 示 し6時 間 まで の平

均尿 中回収率 は64.5%で あ った。SD系 ラ ッ トに本剤

20mg/kg筋 注し臓 器移 行性を検 討した。その結果,腎,

肝,血 清,肺 の順 で分布した。 人尿中の代謝物を検討す

る 目的 でTLCを 用 い てBioautogramを 作 製 し た。

Solvent systemに はCHCI3:MeOH:0.1N NH4OAC

=10:9:1を,Adsorbentに は,Merck製Silicagel

ArtF 254を 用いた。その結果,人 尿中には抗菌活性 の

ある代謝物は認 め られ なか った。臨床応用 として外科感

染症8例 に使用 し6例 に有効,2例 に無効 の成績 を得た。

副作用 として1例 にGOTの 上昇例 と局所の疹痛 の1例

を認めた。

240.SCE-963に 関 す る 基 礎 的 検 討

岩 永 正 明(現 長崎大学熱研)

浜松医療 セン ター内科

田 中 寛

同 検査科

抗菌力:昭 和51年 度 当院臨床分離腸 内細菌690株,

腸球菌33株 について,SCE-963のMICを 測定 した。

接種菌液は10 9,10 8,10 7/mlの3種 を 使 用 した。E.
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coli,Klebsiella pneumoniae,Enterobacter cloacae,

Proteus morganiiで は 接 種 菌 量 に よ っ て,MICの 差

が 著 明で あ った 。Serratia marces cens,Citrobacter

freundii,Proteus inconstans,Proteus mirabilisで

も 明 らか に 差 を 認 め た が,Proteus vulgaris,Proteus

rettgeri,Streptococcus faecalisで は接 種 菌 量に よ る

MICの 差 は 認 め られ なか っ た。

10 8/mlの 菌 液 を用 い て,CEZと 比較 し て み る と,

Streptococcus faecalisに 対 し て は、CEZが 優 れ て お

り,Proteus rettgeri,Proteus vulgarisで は 同程 度,

す の 他す べ て の菌 種 に 対 して は,SCE-963の ほ うが圧 倒

的 に優 れた 抗 菌 力 を 示 した 。

著剤 の不 活 化:菌 液 の 濃 度10 9,10 8,10 7/mlを 用 い

て,MICを0.78,0.78,0.78μg/mlを 示 し たEnter-

obacterの10 9/mlブ イ ヨ ンに100μg/ml濃 度 にSCE

-963を 加 え て37℃ にincubateす る と3時 間 後 に薬 剤

は 全 て 不 活 化 され て いた 。10 6/mlに す る と3時 間 で60

%,6時 間 で100%で 失 活 した 。MICが1.56,0.39,

0.2のKlebsiellaを 用 い て 同 様 に 実 験 す る と10 6/ml

で は3時 間 で45%,6時 間で70%,10時 間 で80%が

不 活 化 され て い た。10 6/mlで は24時 間 後 で も20%の

活 性 が 残 って い た。

殺 菌 力:E.coli 10 7/mlブ イ ヨ ンにSCE-963,AMPC

を4MICの 濃 度 に 加 え る と3時 間後 に 菌 数 はSCE-963

で は2×10 4/ml,AMPCで は10 3/mlと な った 。

241.　 SCE-963の 胆 汁 中 排 泄 に つ い て

脇 慎 治 ・内 村 正 幸 ・武 藤 良 弘

門 野 寛 ・林 輝 義 ・鮫 島 恭 彦

浜 松 医 療 セ ン タ ー外 科

新 しい セ フ ァ ロス ポ リン系 抗 生 物 質 で あ るSCE-963

の 胆汁 中排 泄 に つ い て 検 討 した の で 報告 す る。

胆 石症 患 者 で 総 胆 管 にTチ ュー ブ を 留 置 し た患 者7例

を 対 象 とし,SCE-963 500mgを 静 注 し経 時 的 に 血 清 お

よ び胆 汁 を採 取 しそ の 濃 度 を 測 定 し た。 血 中 濃 度 では 注

射 後30分 で17.3～39.7μg/mlを 示 し 次第 に 減 少 し4

時 間 後 で は0.4～2.6μg/mlで あ った 。胆 汁 中 濃度 では,

静 注 後30分 で も96.4～439.6μg/mlと か な りの 濃 度

が 得 られ,全 例1時 間 後 で 最 高 濃 度 とな り275.0～488.0

μg/ml(平 均326μg/ml)で あ った。4時 間後 で は1.6

～28.8μg/mlで あ り,常 に 血 中 濃 度 よ り高 い値 を示 し

た 。 以上7例 の うち4例 に つ い て はCEZと のCross-

over法 に よ り比 較 検 討 し た が,血 中 濃度 で はCEZの ほ

うが各 時 間 で常 に 高 い 値 を 示 し,胆 汁 中 濃 度 で は注 射 後

2時 間 ま で はSCE-963の ほ うが 明 らか な 高値 を示 し た

が4時 間 後 ではCEZと ほ ぼ 同 程 度 とな った。

なお,こ れ らの症例 の尿 中排泄率 は注射後8時 間目ま

でに50.1～75.1%で あ った。

次に同様に胆石症患者でTチ ューブを留置 した患者3

例 と末期膵癌に よる閉塞性黄 疸でPTCに よ り胆管ドレ

ナ ージ施行 した患者1例 につ いてSCE-96319を 点滴

静注 し,経 時的に皿 中濃度,胆 汁中濃度を測定した。

胆石症患者3例 中2例 は点滴終了直後か ら胆汁中濃度

は87.3μg/ml,281.7μg/mlと 高濃度を示 し点 滴終了

後1時 間で最 高 とな り436.4μg/ml,490.7μg/mlを 示

した。 しか し肝機能検査上GOT,GPTが2週 間以上異

常値 を示 した胆石症 の1例 と同様 な所見を示し栄養状態

不 良な膵癌患者 では,胆 汁 中濃度は低 く最高値でもそれ

ぞれ1.9μg/ml,20.7μg/mlで あ った。

242.　 外 科 領 域 に お け るSCE-963の 基 礎 的,

臨 床 的 検 討

柴 田 清人 ・由 良二 郎 ・品 川長 夫

鈴 木 一 也 ・土 井孝 司 一石 川 周

高 岡哲 郎

名古 屋市大第1外 科

新 し く開発 され たセフ ァロスポ リン系抗生物質である

SCE-963に ついて,外 科領域での基礎的,臨 床 的検討

を行 なった。

抗菌 力:外 科病 巣分離の大腸菌27株,Klebsiella 27

株について,本 剤の抗菌力を本学会標準法に よって最小

発育阻止濃度(以 下MICと 略)を 測 定 し,あ わせて

Cefazolin(以 下CEZ)の それ と比較検討 した。大腸菌

では,本 剤の ピー クは0.8μg/mlでCEZの6.3μg/ml

と比べ優れていた。Klebsiellaで は,同 じく本剤のビー

クは0.8μg/mlに あ り,CEZの6.3μg/mlと 比べて

優れていた。

胆汁中移行:胆 道系疾患を有す る臨 床 例1例 におい

て,本 剤250mg筋 注時の血中お よび胆汁中濃度を測定

した。測定方法は,B.subtilis ATCC 6633株 を検定菌

とす る薄層 カ ップ法に よって行ない,標 準曲線には,血

中用にはMonitrol-Eを,胆 汁 用 に はpH 8.0 Phos-

phate bufferを 用 いた。

臨床使用成績:SCE-963を 外科的感染症例に 使用し

た。投与方 法 は,4例 は250mg筋 注1日2回 の6～8

日間投与で あ り,2例 は点滴静注1日2～3gを6～7日

間投与 した。 その結果,著 効2例,有 効1例,や や有効

1例,無 効2例 であ り,全 例何 らの副作用 も認めなかっ

た。
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243.　 胆 道 感 染 症 の 化 学 療 法(V)

SCE-963の 胆汁排泄,胆 嚢組織 内濃度 およびそ

の臨床的効果にに関す る検討

谷村 弘 ・丸 山啓 介 ・竹 中 正 文

向原 純 雄.日 笠 頼 則

京都大第2外 科

胆嚢摘出術施行23例 にこ,SCE-963 1gを 術直 前に投

与し,そ の胆汁移行,胆 嚢組織 内濃度 を検討 した。

1)胆 嚢管開存13例 での胆 嚢胆汁 中濃度 は,655±

140μg/mlと 著 しく高値 であ った。胆 嚢管閉塞10例 で

は,23.7±15μg/mlと 当然低か った が,そ の際 の総胆

管胆汁は435±139μg/mlと 高濃度 が得 られ た。

2)胆 嚢組織内濃度は胆嚢管開存14例(平 均25μg/

g)が,閉 塞7例(平 均13μg/g)よ りやや高い傾 向 を

示した。

3)Tチ ューブ設置8例 に,SCE-963,Cefoxitin,

Cefuroxime,Cefazolinの4種 の抗生物質をcrOss over

試験にて比較検討した。8例 中4例 にて,SCE-963が 他

の3者 の2～8倍 の高濃度の胆汁中移行を認め られたが,

SCE-963はCefazolin同 様 β-lactamaseに よ る 活 性

低下の著しいものが3例 あ った。

さらに,当 教室および関連病院におけ る 胆 道 感 染 症

46症 例に対して,SCE-963の 臨床的効果を検討 した。

4)SCE-963の0.5g,1日2回 投与群17例 では,

著効2例,有 効13例(有 効率88.2%),1g,1日2回

投与群24例 では,著 効1例,有 効15例(有 効率66.7

%),1g1日3～4回 投与群5例 では,著 効2例(有 効

率80.0%)で あった。 全体 として 著 効10.9%,有 効

652%,有 効率76.1%で あ った。

5)術 後感染予防のた めSCE-963を 投与 された17例

を加えた合計63症 例に おけ る副作用 としては,GOT,

GPT上 昇例3例,発 疹1例,悪 寒 ・発熱1例 が認 め ら

れた。

244.　 外 科 領 域 に お け るSCE-963の 基 礎 的

臨 床 的 研 究

小川道 雄 ・松浦 貴 志 男 ・神 前 五 郎

大阪大第2外 科

目的:新 しく合成され たセファ ロスポ リン剤SCE-963

について外科領域における基礎 的,臨 床 的 研 究 を 行 っ

た。

方法と結果:1)抗 菌 力:最 近1カ 月間の術後 の創お

よび膿瘍から分離した18株 につい て 日本化学療 法学 会

標準法に よるMIC(接 種菌量10 8お よび10 6/ml)を 測

定し,同 時に測定したCEZの それ と比 較 した。SCE-963

は2次 感染創か ら分離 されたKlebsiella pneumoniae,

E.coliに ついてすべてCEZよ り優れた 抗 菌 力 を示 し

た。一方Str6ptococcus faecalisに つ いてはCEZが 低

いMICを 呈した。

2)胆 汁,膵 液中への移行:PTCチ ューブ,膵 管チ

ューブか ら胆汁,膵 液を全量採取 し,移 行濃度を測定 し

た。胆汁中への移行は点滴投与では終了時に最高 となっ

たが,肝 機能その他の影響を うけ移行にば らつ きが あっ

た。終 了後1～2時 間で最高 とな った。

3)術 後感染症に対す る使用:腹 腔 内膿瘍,創 部感染

な どの重箱な2次 感染症例に対 してSCE-963を4～6g/

日投与した。 一部の症例にGM,TOBを 併用 した。 膵

頭十二 指腸切除後の1例 で消化性潰瘍の発生をみたため

一時投与を中止 したが,本 剤に よると思われ る肝 ・腎機

能障害はみ られなか った。

総 括:SCE-963は 外科領域に おけ る 感 染 症,こ とに

Klebsiella pneumnoniae, E.coliに よる術 後 感 染 症に

効果を期待 し うる。

245.　 外 科 領 域 感 染 症 に 対 す るSCE-963の

臨 床 試 用 成 績

白羽 弥 右 衛 門 ・酒 井 克 治 ・藤 本 幹 夫

上 田隆 美 ・平 尾 満

大阪市大第2外 科

沢 田 晃

大阪市立桃 山市 民病院外科

川 畑 徳 幸 ・土 居 進

大阪市立北市民病院

佐 々 木 武 也

藤 井寺市 道明寺病 院

政 田 明 徳 ・北 野 福 男

城 東中央 病院

われわれ は本剤 の体液 内濃度お よび尿中排 泄量を測定

す る とともに,こ れ を臨床 例に試用 したので,そ の結果

を あわせ て ここに報 告す る。6例 について本剤1gを5

%糖 液200mlに 溶解 し,1時 間かけて点滴静往した後

の血 清中濃度を測定し,そ の うち3例 では尿中排泄量を

も併せて測定 した。血 清中濃度の ピークは点滴終了直後

に み られ,平 均65.3μg/mlに 達 し,2時 間後は平均値

17.8μg/ml,6時 間後は2.4μg/mlと な った。 尿中排

泄 量は2時 間以内に投与量の50%に 達 し,8時 間 まで

の総 排泄量は平均70.3%で あ った。 また臨床例で胆汁

中濃度を測定 したが,点 滴開始後1時 間で平均21.7μg/



496 CHEMOTHERAPY MAY 1979

ml,2時 間値33.9μg/ml,4時 間後で もなお15.1μg/

mlが 測定 された。

臨床成績:対 象疾患は軟部組織感染症2例,虫 垂炎 ・

腹膜 炎9例,胆 道感染5例,術 創感染4例,術 後肺炎1

例,術 後尿路感染3例 な ど24例 で,こ れ らに対 して本

剤1日2な いし4gを,2な い し4回 に分割 して点滴静

注した。 投与期間は平均8.3日,投 与総量は5な い し

48g,平 均21.5gで あ った。 その結果,治 療成績は著

効8例,有 効9例,や や有効1例,無 効6例 で,そ の有

効率(著 効+有 効)は70.8%と な った。 重篤な副作用

はな く,1例 にGOT,GPTの 一過性軽度上昇が認め ら

れた。

246.　 SCE-963の 肝 リン パ,胸 管 リ ン パ 中

へ の 移 行 に つ い て

石井 哲 也 ・横 山 隆 ・古 本 福 市

竹 田真 円 ・市 川 徹

広島大第1外 科

一般 に閉塞性黄疸時には抗生剤の胆汁移 行は極 めて低

く,血 清中,肝 リンパ液中の濃度が病巣濃 度に大 きな影

響を お よぼす と考え られ る。

我 々はCephalosporin系 薬剤,SCE-963に ついて,

雑種成犬を用いて肝 リンパ,胸 管 リンパ,血 清 中濃度を

測定 したので報告す る。実験方法は雑種成 犬10～15kg

の ものを3頭 用い,ラ ボナール全麻 下に,胸 管,肝 門部

リンパ管 内にチ ューブを挿入,SCE-963を500mg静 注

し,3時 間にわた って採液した。

検定菌はB.subtilis PCI-219株 を用 い,培 地 はHI-

agar(栄 研),標 準曲線 はpH 7.4 PB,薄 層 カ ップ法に

て測定 した。

その結果,30分 後には肝 リンパ液 中のSCE-963の 濃

度は血清中濃度をover,v,60～130μg/mlと な った。

この時の血清中濃度は40～70μg/mlで あ り,血 清中濃

度 と,肝 リンパ,胸 管 リンパ液中の濃度のpeak値 はほ

ぼ比例 していた。2時 間以後 も,胸 管,肝 リンパ液中の

濃度は血清中濃度 よ り高値を示 したが,そ の差は徐 々に

縮少 した。

以上の ことか ら,SCE-963は 血清中か ら,リ ンパ液中

に移行す るもの と考 え られ,血 清中濃度が高いほ ど,リ

ンパ液中濃度が上 昇す る ものと考 えられた。

247.　 外 科 領 域 に お け るSCE-963の 臨床 的

検 討

井 口 潔 ・朔 元 則

森 山 正 明 ・白 日 高 歩

九 州大第2外 科

目的:新 しい セファロスポ リン系抗生物質であるSCE

-963に ついて
,そ の有効性 ・安全性につい て検討した

のでその概略を報告す る。

対 象:術 後 の腹腔 感染症3例 お よび トレーン挿入部感

染例1例 の計4例 について検討した。

結果:臨 床 効果 はやや有効2例,無 効2例 であった。

なお無効の1例 は緑膿菌 が検出されてお り本剤の効果検

討 には不適 である と考 え られ る。

副作用 にこつ いては,と くに問題 となる所見は認められ

なか った。

248.　 術 後 感 染 症 に お け るSCE-963の 臨床

的 検 討

山本 泰 寛 ・古 原 清 ・志 村 秀彦

福 岡大第1外 科

総胆管 ドレナージを施行 した,72歳 の女性の胆石症の

術後3週 間 目の症例にSCE-963を500mg,1回 静注

にて投与 し,血 中,胆 汁中お よび尿中の濃度を経時的に

測定 した。血中濃度は30分 値で27.6μg/mlと ピーク

を しめ し,漸 次下降 した。6時 間値は0.4μg/ml,24時

間 目には濃度は0.1μg/ml以 下 となった。

胆汁中の排泄濃度は1時 間 目か ら2時 間 目までに18.6

μg/mlの 値を しめ した。尿中排泄濃度は1時 間30分 ま

でに2,900μg/mlと 高濃度に排泄し,回 収率 は6時 間

30分 までに4.7%の ほ とん どが回収 され,1日 尿中回

収率は76.1%で あ った。

新 しいセ ファロスポ リン系抗生物質SCE-963の 使用

成績は胆道系疾患5例,胃 十二指腸疾患4例 の9例 の術

後感染症に1日2.0gを2分 で静注または点 滴で6～8

日間使用 し,有 効7例,無 効1例,不 明1例 の成績を得

た。

無効例は 胃癌の肝転移に よる胆道感染症 と不明例は肝

内結石症の術後胆道感染症に使用後4日 目に発疹を来た

したため中止 した症例で各 々1症 例あった。細菌学的に

はE.coli 4株 とEnterobacter,Aeron2onas,Acimto-

bacter,micrococcus,G+-Bac.の 各1株 とStaphylo-

coccus aur.4株 を検 出し,Aeromnonas,Micrococcus,

G+-Bac.の 各1株 に無効で,Enterobacter 1株はPr-

oteus morg.,E.coliへ 菌が交代 した。GOT,GPTの
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上昇は胆内結石症の1例 に,ま たGOTだ け上 昇は胃癌

の肝転移の1例 に使用後認 め,ま た発疹 を 見 た 症 例 以

外,副 作用はなかった。

249.　 外 科 領 域 に お け るSCE-963の 臨 床 的

検 討

世 良好 史 ・山城 和 夫 ・赤 木 正 信

熊本大第2外 科

新しく開発されたcephalosporin系 薬剤 で広域抗菌 ス

ペクトラムを有す るSCE-963を,外 科手術後 の感染症

患者に使用 したのでその結果につ いて報告す る。

対象症例は4例 で,す べて成人 男子,年 齢は21歳,

Crohn氏 病で腸痩形成,腹 腔内感染巣形成,37歳 胃癌

の横行結腸浸潤に よるイ レウスの上行結腸穿孔に よる穿

孔性腹膜炎,49歳 胆の う炎術後 の限局性 腹膜 炎,73歳

総胆管癌根治手術後の腹腔内感染 お よび肺炎 で,症 例2

をのぞいては,い ずれ も以前に他 の抗生物質投与 を うけ

無効であった症例で重症例であ る。使用 量は2～109で,

菌検索では.Proteus vulgaris,Proteus mirabilisな ど

が検出された症例3の 患老では2gか ら6gに 投 与量の

増加によってやや症状の改善をみた が,他 剤 への変更を

必要とした。E.coliが 分離され た2例 では,分 離菌 は

SCE-963に 対 し接種菌量10 8で0.10μg/mlとCEZ,

CET,ABPCに 比較 しては るか に高い感受性 を示 した。

Klebsiella pneumoniaeの1例 で も同様で あった。9日

間にわたって10g連 日投与の症例4に おいては,下 熱

傾向などがみ られたが,Psmdomonasの 感 染 もお こ り,

消化管出血に よる全身衰弱で死亡した。他 の3例 は生存

した。しかし4例 とも明 らかな本剤に よる副作用 はみ と

められず,臨 床所見,検 査成績 な ど総 合判定ではやや有

効と判定 された。分離菌 とくにE.coliの 感受性か ら判

断するとSCE-963は 効果 が期待 され る抗 生物 質 と判定

された。

250.　 股 関 節 部 手 術 に お け るSCE-963の 骨

髄 血 へ の 移 行 濃 度 に つ い て

桜 井 実

東北大整形外科

骨関節の疾患に対 して内固定金属 の使用や人工関節置

換術など大きな異物が挿入 され るよ うに な っ て き た 昨

今,感 染予防の観点か ら抗生物 質を どの ように利用すべ

きか論議 されている。骨髄ない し骨組織 への抗生物質の

移行についての情報を得 るため,ま た感染予防の見地か

ら新しいcephalosporin誘 導体のSCE-963を 術前に投

与し,術 中採取 される骨髄血 の濃度 を検 討した。

大学に関連す る2施 設 で,股 関節全置 換 術 に 先 だ ち

SCE-9631.09を 静注 し,時 間を追 って大腿骨頸部近傍

の手術操作時に得 られ る骨髄内の血液 と,同 時刻 に採取

した末梢血 を血清分離,凍 結保存 した ものについてP.

mirabilis ATCC 21100株 を用いAgar-well法 に より

濃度 を検定 した。

その濃度をグ ラフに プロ ッ トす ると10分 後に126μg

を示 した ものを最高に,時 間経過 とともに減少 し180分

後 に最低値1.3μgと な るが,そ の間の血液濃度に対す

る比率は対比し得た組合せ13件 中8件 が100%を 越す

きわめて高い移行率を示 した。この傾向は比較 したCEZ

で も同様であ るが,そ の9件 中4件 よ り も高 い 値 で あ

る。

骨 関節 の手術に際 しての感染予防対策上,こ の程度の

投与 法で通常遭遇する起 炎菌に対 して充分効果が期待で

き よう。

251.　 化 膿 性 骨 関 節 炎 に 対 す るSCE-963の

治 療 効 果 と抗 菌 力 に つ い て

桜 井 実

東北大整形外科

骨 関節の感染性疾患 の治療 において起 炎菌に対する抗

生物 質の投与が きわ め て重要 であるが,cephalosporin

系の新 しい誘導体であ るSCE-963の 抗 菌作用 と治療 効

果について検 討を加えた。

28症 例に対 し原則 として500～1,000mgを1～2時

間の点滴静注で1日2回 投与 したが,症 例に よって感染

病巣の局所 灌流に よって治療 した もの もあ る。排膿,腐

骨摘出や病巣掻爬の よ うな外科的処置を加味 した症例が

大部分で化学 療法だけに限る ものは9例 であ った。

起炎菌を証明 し得た ものは23例 で菌の種類は13種

にお よぶが最 も多 く検出 された ものはStaph.aur.で13

症例であ る。分離菌に対 してMIC(10 8/ml)を 知 り得た

ものは19検 体で,次 の ような知見を得た。

StaPh.aur.に 対 しては0.1～1.56の 範囲が大 部 分

であ るが,CEZのMICに 比 して高い ものが4,等 しい

ものが5,低 くて作用 してい るものが1検 体で,や や抗

菌力は低い。 しか し.E.coliに 対 しては2例 とも著 しく

抗菌力は強い。KIebsiellaに 対して もCEZよ りMIC

の低い ものが1例 あ り,CEZ 50μg以 上 のAlcali8enes

に対 し6.25を 示 した例があ った。

Staph.aur.に 対 し50,E.coliに 対 し100以 上の

CEZと の交叉耐性を示 した ものが各1例 認め られた。

化膿性関節炎に対 し全身投与だけで著効を見た ものが

3例 含 まれ るが根治 し難い慢性化膿性骨髄 炎に対 しては

外科的処置の組み合せが極め て効果的で 綜 合 的に85.7
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%の 有効率を得た。

252.　 皮 膚 科 領 域 のSCE-963治 療 成 績

朝 田 康 夫 ・梁 瀬 恵 子

関西 医大皮膚科

宗 義 朗

神戸 中央市民病院皮膚科

須 貝 哲 郎

大阪回生病院皮膚科

赤 木 正 志

八尾市民病院皮膚科

池 上 隆 彦

豊 中市民病院皮膚科

尾 高 達 雄

,関 西医大香 里病院皮膚科

早 川 実

大阪赤 十字病院皮膚科

SCE-963を 皮膚軟部感染症10例 に使用 した成績 につ

いて報告す る。対象疾患は,〓6例,〓 腫症1例,褥 瘡

2次 感染1例,〓 疽1例,感 染性粉 瘤1例 の計10例 で

ある。

本剤 の用法,用 量は原則 として1日29～49を1回

19～29の 割に朝夕点滴静注 に よ り行 っ た。ペニ シ リ

ン ・セ ファロスボ リン系薬剤に アレル ギーの既応 のあ る

症例お よび,SCE-963の 皮 内反応陽性例は対象か ら除外

し,ま た妊婦お よび授乳中の ものを除外 した。また1～2

の症例においては1日1回500mgを 筋注用溶解液3m1

に 溶解 して筋 肉内に注射 した。

成績:

〓6例 に おいては著効4,有 効2,癌 腫 症1で は 著

効,褥 瘡2次 感染では有効,〓 疽 では著効,感 染性粉瘤

ではやや有効であ り,全 症 例10例 中著効6例,有 効3

例,や や有効1例 のす ぐれた効果を示 した。 これ ら疾患

の病巣か ら分離 した黄色ブ菌お よび表皮ブ菌に対 す る本

剤 のMICは0.39μg/mlか ら3.13μg/mlに 至 る変動

を示 した。副作用は全例で陰性であった。

253.　 SCE-963に 関 す る臨 床 的 検 討

塚 本 泰 司 ・西 尾 彰 ・熊 本 悦 明

札幌 医大泌尿器科

このたび新 しいCephalosporin系 薬 剤 で あるSCE-

963に つ き臨床的検討を加え,以 下 の成績を得た。

対象:46～79歳 の慢性複雑性尿路感染症患者6例 で,

男子5例,女 子1例 であ る。、感染菌はK.Pneumooniae

2例,Pr.rettgeri 1例,S.marcescens 2例,投 与前

菌陰性1例 で ある。

投与量,投 与方法:1.0g×2回/日,静 注投与を原則

とし,投 与期間は5日 間 とした。

効果 判定:UTI薬 効評価基準に従 った。

結果:臨 床 効果 の薬 効評 価対 象 となった5例 では,著

効1例,有 効2例,無 効2例 であった。 カテーテル留置

の有無 との関係につい てみ ると,カ テーテル留置の4例

では有効ない し著効3例,無 効1例,カ テーテル非留置

の1例 は無効であ った。 また細菌学的効果についてみる

と,K.pneumoniaeの2例 では,消 失1例,菌 交代(→

Raeruginosa)1例,S.marcescensの2例 では菌交

代(→S.liquefaciens)1例,存 続1例,Pr.rettgeriの

1例 は存続で あった。 なお本剤を投与 した6例 には,自

覚的に もまた諸臨床検査において も,と くに副作用と思

われ る所見は,認 め られなか った。

254.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るSCE-963の 使

用 経 験

岸 洋一 ・多 胡 紀 一 郎.宮 村隆 三

島 野 栄 一 郎 ・細 井 康 男 ・仁藤 博

河 辺 香 月 ・斎 藤 功 ・中 内浩 二

浅 野 美 智 雄 ・弓 削 順 二 ・松村 敏之

西 村 洋 司 ・新 島 端 夫

,東 大泌尿器科

東 大付属病院 泌尿 器科 お よび関連病院にて,種 々の尿

路性 器感染症 に新合成 セファ ロスポ リン系薬剤SCE-963

を使用 した。

対象症例は急性膀胱炎14例,急 性腎孟腎炎16例(単

純性9例,複 雑性7例),慢 性複雑性膀胱炎10例,慢 性

複雑性腎孟腎炎6例,そ の他4例 で計50例 であった。

投与方法は静注が最 も多 く,投 与量は1日0.5g～1.0

gが 大部分で,投 与期 間は急 性症 では3～5日,慢 性症

では5～7日 が多か った。 なお急性膀胱炎で0.5g 1回

筋注 で効果 をみた症例が4例 あった。

効果判定 は,UTI研 究会の薬効評価基準 を参 考とし

た。

疾患別有効率は急性膀胱炎では有効 率は86%,急 性

腎孟腎炎では69%,慢 性膀胱炎で70%,慢 性腎孟腎炎

で83%で あ り,全 体での有効率は78%で あった。

投与 量別有効 率では急 性症1日0.59で の有効率が79

%,19で85%,慢 性症1日0,59で33%,19で85

%で あ った。

基礎疾患の有無で有効率を検討 したが,基 礎疾患のあ
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る複雑性感染症で66%,基 礎 疾患のない単純性感 染 症

で88%で あった。

起因菌としてE.lcoliが 最 も多 く,次 いでKlebsiella,

merobacterと 続いた。 全症例 の 消失率 は74%で あ

った。

副作用として1例 に軽度のGOT,GPTの 上昇を認 め

た。

255.　 SCE-963の 泌 尿 器 科 領 域 に お け る 使

用 経 験

勝 岡洋 治 ・河 村 信 夫 ・大 越 正 秋

東海大泌尿器科

尿路感染症患者に本剤を使用 し臨床的お よび細菌学的

効果を検討した。

用法用量は500mg×2/日 で5日 間 とした。投与方法は

筋注,点 滴静注の2種 類 で行 なった。 効果 判 定 はUTI

薬効評価基準に従 った。

MICの 測定は化療標準法に より接種菌量10 6cells/ml

で行なった。

症例は急性腎盂腎炎1例,慢 性腎盂腎炎1例,慢 性膀

胱炎1例,慢 性複雑性尿路感染 症2例 の計5例 で あ っ

た。全体の効果判定は有効2例,無 効2例,不 明1例 で

あった。起因菌別効果はE.coliに つ いて有効2例,無

効1例,Serratiaで は無効1例 で あった。 この中で菌

交代を1例 に認めた。

副作用は全例にみ られなか った。

臨床分離株のMICはE.coli(10株)に つい て良好

な感受性を示 した。Klebsiella(9株)は0.78μg/ml

にピークを持 ってお り,Proteus属(18株)は 一般に高

いMICで 耐性であった。Pr.morganii(7株)の うち

2株に高い感受性であった。Staphylococcus(8株)は

0.78,1.56μg/mlに 集中 していた。Enterococcus(6

株)の うち1株 を除 き耐性であ った。

256.　 SCE-963の 使 用 経 験

斎 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

新合成セファロスポ リン剤SCE-963を 当科 の尿路 感

染症,性 器感染症に使用 して良好 な結果を得 たので,そ

の経験例を報告す る。

257.　 尿 路 性 器 感 染 症 に 対 す るSCE-963の

基 礎 的,臨 床 的 検 討

大 川 光 央 ・田 谷 正 ・岡 所 明

平 野 章 治 ・黒 田恭 一

金沢大 泌尿器科

目的:セ ファロスポ リン系抗生剤SCE-963に つ いて,

血 中お よび排泄動態を告め,基 礎的,臨 床的検討を行 っ

たのでその成 績を報告 す る。

方 法:1.血 中お よび尿中排泄:種 々の腎濃能を有す

る患者6例 を対 象 として,本 剤500mg筋 注後の動態に

つ いて検討 した。2.臨 床成績:対 象は尿路感染症患者

12例(急 性単純 性腎盂 腎炎5例,急 性複雑性腎 盂 腎 炎

5例,急 性複雑性膀胱 炎1例,慢 性複雑 性膀胱 炎1例)

お よび男子性器感染症6例(急 性前立腺 炎3例,急 性前

立腺炎お よび急性副睾丸炎合併3例)の 計18例 であっ

た。原因菌はE.coliが12株 で半数以上を 占めた。投

薬方法は,4例 に対 しては本剤500mgを,14例 に対

しては本剤1.0gを,1日2回,前 者は筋注,後 者は静

注 もしくは点滴静注 し,投 薬期間は7日 とした。3.抗

菌 力:上 記E.coli 12株 に対す るSCE-963,CEZ,CET

お よびABPCのMICを 測定 した。

結果:1.血 中お よび尿中排泄:血 中濃度はおおむね

筋 注1時 間後にpeakが み られ,以 後 比較的速 かに下降

し,尿 中への排泄 も速か であ った。2.臨 床成績:著 効

9例,有 効7例,無 効2例 で有効率 は88.9%で あった。

なお副作用 としてGOT,GPTの 上昇が2例 に認 められ

た。3.抗 菌力:E.coliに 対す る本剤のMICは 他3剤

に比 し明らかに小 さ く,接 種菌量10 8,10 6/mlと も,12

株すべてに対 して0.39μg/ml以 下であ った。

258.　 SCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 研 究

和 志 田裕 人 ・上 田 公 介

安城更生病院泌尿器科

基礎:老 人を対象 としてSCE-963(SCE),CEZの 吸

収 ・排泄をcross over法 にて測定 した。 症 例 はSCE

500mgとCEZ 1gのone shot投 与群(I群;Ccrが

70ml/min以 上 の4例,平 均年齢61歳,皿 群;Ccrが

56ml/min以 下の4例,平 均年齢64歳),SCE1gと

CEZ2g時 間の点滴投 与 群(III群;Ccrが70ml/min

以上 の6例,平 均年齢71歳,IV群;Ccrが53ml/min

以下 の3例,平 均年齢76歳)で ある。薬剤 の測定 は検

定菌をSCEはProteus mirabilis ATCC 21100株,

CEZはDacillus subtilis PCI-219を 用い る薄 層平板

カ ップに より,希 釈液 は血清 は ヒ ト血 清 とpH7.0の リ
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ン酸bufferの 両者を用 い,尿 はbufferだ けを用 いた。

全例において,SCEは 希釈液に よる血 中濃度 に 差 は ほ

とんど認め られなか ったが,CEZは ヒ ト血 清 に よる希

釈のほ うがは るかに高い値を示 した。血中濃度半減期は

(血清希釈に よる)SCEI群;0.85,II群;1.17,III群;

1.04,IV群;2.41時 間であ り,CEZは それぞれ1.47,

2.05,1.57,5.20時 間であ った。12時 間後におけ る尿

中回収 率 はone shot群SCE70.2%,CEZ60.3%,

点滴投与群SCE54.4%,CEZ46%で あ った。

臨床:13例16株SCE1～29/dayの 投与を 行 な っ

た。細菌学的効果 は著効2株,有 効9株,無 効5株,臨

床的効果は著効2例,有 効2例,無 効9例 で あった。

259.　 SCE-963の 泌 尿 器 科 領 域 感 染 症 に お

け る 使 用 経 験

名 出 頼 男 ・藤 田 民 夫

名古屋保健衛生大泌尿器 科

大 島 伸 一

社会保険中京病院

目的:SCE-963の 抗菌剤 としての評価を泌 尿 器 科 領

域 感染症 に投与 して行 うこと。

方法:対 象患者は7例,う ち急性腎盂腎炎3例(腎 周

囲炎強 きもの2例),前 立腺炎3例,急 性副睾丸炎1例

であ る。用法は全例静注,朝 夕2回,用 量は,1例 で1

回250mg,5例 で1回500mg,1例 で1回1,000mg

であ った。起因菌検出検体 は,尿 または前立腺分泌液を

用いた。

結果:7例 とも,速 やか な症状改善,菌 消失を見た。

起因菌はいずれ もセフ ァ ロス ポ リン感性大腸菌であ っ

た。 しか し1例 の腎盂腎炎で,再 発 を見た。全例 とも,

副作用 としての 自覚症状,お よび血液学的 ・血液化学的

異常所見を認めなか った。

260.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るSCE-963の 臨 床

的 検 討

小 幡 浩 司 ・夏 目 紘 ・村瀬 達 良

安 藤 正 ・安 積 秀 和 ・坂 田孝 雄

名古屋第一赤十字病院泌尿器科

目的:急 性 お よび慢性の尿路感染症にSCE-963を 投

与 し,そ の細菌学的,臨 床的効果を検 討 した。

方 法:(1)女 子急性単純性膀胱 炎 の10例 に,SCE-

963を1回500mg筋 注 し,翌 日の尿所 見 ・尿中細菌 と

臨床所見を調べ,そ の 後 は 塩 化 リゾチー ム1日90mg

を投与,5日 目に再度,諸 検査を実施 し,SCE-963の

臨床効果を判定 した。

(2)前 立腺肥大症,前 立腺癌,腎 結石 に合併 したも

の,な らびに腎移植後に発症 した慢性腎盂腎炎2例 と慢

性膀胱炎7例 に5CE-963を1日2～49筋 注にて投与

し,そ の効果をUTI基 準に基いて判定 した。

結果:(1)急 性単純性膀胱炎の起因菌は全て,E.coli

であ り,SCE-963 1回 の投与で全例翌 日の尿所見,臨床

所見の改善がみ られ,5日 目の再燃率は50%で あった。

(2)慢 性複雑性感染の起因菌はProteus2株,Pseu-.

domonas 2株,Citrobacter 1株,Serratia 3株
,

Klebsiella 1株 であ った。UTI基 準で効果を判定する

と著効1例,有 効4例,無 効4例 であった。留置カテー

テル使用は3例 で,こ の うち有効1例,無 効2例 であ

り,無 使用例6例 中,著 効1例,有 効3例,無 効2例で

あ った。副作用は と くに認 められず,腎 移植後に膀胱炎'

を発症 した例 でも,BUN,CRと もに上昇を認めなかっ

た。

261.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るSCE-963の 基礎

的 臨 床 的 検 討

説 田 修 ・加 藤 直樹 ・鄭 漢彬

河 田幸 道 ・西 浦 常 雄

岐阜大泌尿器科

I.　基礎的検討

1.尿 中排泄率。健康 成人1人 に本剤250mgを 筋注

し尿中回収 率を測定 した ところ,2時 間で28%,8時 間

で50.9%で あ った。 これに500mgを 筋注した際の成

績 も追加す る。

2.抗 菌力。教室保存標準株12株 についての抗菌力

をCEZと 比較 した ところ,グ ラム陽性菌お よびE.coli,

Klebsiella pneumoniae等 ではCEZよ り2～6管 程度

優れたMICを 示 した。 また,ABPC耐 性E.coli 100

株 とABPC感 性E.coli 50株 のMICを 測定したとこ

ろ,10 8接 種 時で ピークは前者が12.5μg/ml,後 者が

6.25μg/mlに 見 られ,100μg/ml以 上の耐性菌は前者

2株 ・後者7株 で あった。 またKlebsiella 49株 等につ

い てもMICを 測定 した。

II.　臨床的検討

1.対 象患者 ・投与方 法。 尿路 感 染 症10例 に1回

250mg 1日2回,同3例 に1回500mg 1日2回,い

ず れ も5日 間連続投与を 行った。

2.臨 床成績。効果判定 はUTI薬 効評価基準に従っ

た。1日500mg投 与群10例 の総合臨床効果は,著効

1例,有 効4例,無 効5例 で,細 菌尿の改善は40%,

膿 尿の改善は20%に 見 られ,総 合有効率は50%で あ

った。 また1日19投 与群3例 では,著 効1例,有 効2

例 で,細 菌尿の改善は67%,膿 尿の改善は100%に 認
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められ,総 合 有効 率は100%で あ った 。

3.副 作用 。1日500mg投 与 群 の1例 に 一 過 性 の

GPT上 昇 とWBC減 少 が 見 られ,本 剤 が原 因 と考 え ら

れた。

262.　 SCE-963の 臨 床 使 用 経 験 お よ び 組 織

内 濃 度 に つ い て

加 藤 広 海 ・米 田 勝 紀 ・前 田 真

田 島 和 洋 ・多 田 茂

三 重 大泌 尿 器 科

方法:1)外 来急 性 膀 胱 炎 症 例19例 に,SCE-963

500mg,1回 静注 で翌 日来 院 さ せ,単 純 性 尿 路 感 染 症

UTI基 準項 目の 検査 を 行 な った 。

2)入 院患者 複雑 性UTI 14例 に,SCE-963 500mg

静注,朝 夕2回,5日 間 投 与 し,複 雑 性UTI基 準 項 目

の検査を行な った。

3)手 術時,目 的 臓 器 へ 到 達 す る と思 わ れ る2時 間 前

に,SCE-963 500mg静 注 後,1,2,3時 間 後 の 血 中 濃

度を測定す る とと もに,剔 出臓 器 内濃 度 の 測 定 を 行 な っ

た。剔出時 間が上 記 時間 に 一 致 しな い と きは,剔 出時 の

血中濃度 も,同 時 に 測定 した 。 対 象 症 例 は,前 立 腺 別 出

術8例 で,膀 胱壁 お よび 前立 腺,腎 部 分 切 除 術4例 で,

腎組織内濃度を測 定 した。

結果:1)分 離菌 は,E.coli 10例,Pse.cePacia 5

例,3ta.epi. 2例,Sta.mreus 1例 で,著 効7例,

有効10例,無 効2例 で,有 効率 は89%で あ った。

2)分 離菌は,Ser.marces6ens 5例,Ser.ligue-

faciens 1例,Pse.cepacia 4例,Pro.vulgaris 2

例,Pro.mirabilis 1例,Kl.pneumoniae 1例 で,著

効3例,有 効6例,無 効5例 で,有 効 率 は64%で あ っ

た。

3)血 中濃 度 の平均 値 は,1時 間13.9μg/ml ,2時 間

6.2μg/ml,3時 間3.8μg/mlで あ った
。 各 臓 器 内濃 度

と血中濃度 の比を 列 記 す る と,膀 胱 壁0.66,前 立 腺0 .37,

腎9.68で あ った 。

263.　 SCE-963の 基 礎 的 お よ び 臨 床 的 研 究

沼 田 正 紀 ・羅 成 奎

金 田 州 弘 ・宮 崎 重

大 阪 医 大 泌 尿 器 科

目的:腎 尿細 管機 能 を あ らわ す とい わ れ て い る腎 切 片

の131 I-Hippuran-uptakeのtechnicを もち い てSCE

-963の 腎毒 性を 調べ
る。

方法:家 兎 をSCE-963
,CEZ,CERの3群 に 分 け て,

それぞれ200mg/kg静 脈 内 投 与 した 。24時 間 後 屠 殺

し て 腎 を 摘 出 し,そ れ ら の腎 皮 質 切 片 をCross-Taggart

液 に20μCi/1 131 I-Hippuranを 含 ん だ培 養 液 の 中 で60

分 間incubationし た後,腎 切 片(S)と 培 養液1ml(M)

とをGamma-Scintillation Counterで そ れ ぞ れ のradio-

activityを 測 定 し た。 腎切 片 のHipPuran uptakeは 両

者 の 比 で 現 わ した(S/M ratio)。

結 果:正 常 家 兎 のS/M ratioは17.5±2.5で あ った 。

SCE投 与 群 のS/M ratioは17.7±0.6,CEZ投 与 群

のS/M ratioは19.4±2.8,CER投 与 群 のS/M ratio

は4.9±2.2で あ り,SCE-963,CEZの 両 群 は 正 常 範 囲

のS/M ratioで あ った が,CERは 著 明 に 低 下 した 。 他

の検 査 成 績 で は,尿 蛋 白 は 前2群 は 陰 性 で あ っ た が,

CER群 で は 投 与 後 陽 性 とな った 。Creatinine BUNで

は 前2群 に お い て 投 与 前 後 に 差 は 認 め な い が,CER群

で は 両者 と も投 与 後 上 昇 した 。

ま とめ:腎 切 片 のHippuran uptake,尿 蛋 白,Crea-

tinine,BUNの 結 果 か ら,今 回 の 投 与 量 でSCE-963,

CEZの 両 群 に は 腎 毒 性 を 認 め ず,CER群 で は 腎 毒 性 を

認 め た 。 また,腎 切 片 のHipPuran uptakeは 他 の検 査

よ りも腎 のdamageに 対 し て感 受 性 が高 い と思 わ れ た 。

臨 床 的 に は,TUR-P後 の 尿路 感 染 症10例 に 本剤 を

投 与 した の で,そ の結 果 も合せ て報 告 す る。

264.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るSCE-963

の 基 礎 と 臨 床

大 野 三 太 郎 ・富 岡 収 ・石 神 襄 次

神 戸 大 泌 尿 器 科

今 回 我 々はSCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 検 討 を 行 った

の で 報 告 す る。

健 康 成 人3名 にSCE-963,250mgを 筋 注 し,そ の血

中 濃 度,尿 中 排 泄 率 を 測 定 す る とと もに,各 種 臨 床 分 離

菌 株 に 対 す るMICを 測 定 し た。 ま た複 雑 性 尿路 感 染 症

に 対 し臨 床 使 用 を 行 い,投 与 法,有 効 性,安 全 性 等を 検

討 した 。

血 中濃 度 は 筋 中 後30分 で ピ ー クを もち 約16μg/ml,

尿 中排 泄 は6時 間 で63%の 回 収 率 を示 す 。MICはE.

coliで60%以 上 が0.5μg/ml(10 8 CFU/ml)でProtms

mirabilis,Klebsiella等 に も良 い 抗 菌 力 を 示 して お り,

Enterobacter,Serratiaに は 感 受 性 が低 い。

臨 床 使 用 で は20例 の 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に1日500mg

な い し2,000mgを5日 間 投 与 を 行 った 。1日500mg

使 用 で は25%,2,000mgで は70%,1,000mgで は

100%の 有 効 率 を 示 した 。 起 炎 菌 別 治 療 効 果 で はE.coli

で は6株 中4株 消失,Serratiaは9株 中2株 消 失,そ

の他Proteus rettgeri,Citrobaoter等 に も比較 的 消 失

効 果 が認 め られ た。 投 与 症 例 の うち1例 にGOT,GPT
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の上昇 がみ られた が,菌 血症が疑われたた め,本 剤 の副

作用か ど うか断 じ得 なか った。

265.　 SCE-963の 基 礎 的,臨 床 的 検 討

鎌 田 日出 男 ・平 野 学 ・高 本 均

近 藤 捷 嘉 ・荒 木 徹 ・大 森 弘 之

岡山大泌尿器科

SCE-963の 基礎的,臨 床的検討を行 った成 績 を 報 告

す る。

抗菌力:尿 路臨床分離菌113株 に対 し,本 剤 お よび

CEZのMICを10 6個/mlに て比較した。E.coli,Prot.

mimbilisで は本剤のほ うが良好 な成績で,MICのpeak

も0.2～0.39μg/mlと 良い感受性を示 した。 他 の菌株

では両剤ほぼ同等の成 績であった。

吸収,排 泄:健 康成人1名 に本剤250mgを1回 筋注

し,.Prot.mirabilis ATCC 21100株 を検定菌 として体

液濃度をCup plate methodに て測定 した。 血中濃度

のpeakは30分 で5.6μg/ml,以 後漸減 し,6時 間 目

には0.15μg/mlで あった。6時 間 までの尿中回収率は

55.8%で あった。

臨床成績:本 剤投与総数13例 中,除 外脱落症例を除

いた11症 例に対 してUTI薬 効評価基準に準 じて効果

判 定した。全例 何 らか の基礎疾患を有す る複雑 性尿路感

染 症であ った。 本剤 の投与は1日1.0～2.0gを2回 に

分 けて静 注し,5日 間連 日投与した。有 効2例,無 効9

例 であ った。細菌学的効果については,菌 消失5例,菌

存続9例,投 与後 出現6例 であ った。副作用 としては1

例 に投与後GOT,GPTの 軽度上昇を認めた。

266.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るSCE-963の 臨

床 的 検 討

相 模 浩 二 ・中 野 博 ・仁平 寛 巳

広島大泌尿器科

白 石 恒 雄

松 山赤十字病院泌尿器科

梶 尾 克 彦

国立福山病院泌尿器科

目的 な らびに方法:

泌尿器科領域におけ る尿路感染症に対 し,SCE-963を

投与 しその臨床的効果を検討 した。投与方法は点滴静注

とし,1回1g,1日2回,計2g,連 続5～7日 間投与

を行 なった。一部の症例においては腎機能 と尿中排泄 と

の関係,MICと 細菌学的 効果 な どの検討 を行 な っ た。

結 果:

腎機能正常例 におけ る尿中濃度は0～2時 間で最高値

を示 し,1,000μg/ml以 上 の濃度で,投 与開始後6時間

まで の総排泄率 は平均63%で あった。中等度腎機能低

下(Ccr.値,30～50ml/min)例 の尿中総排泄率は平均

33%と 正常例に比 し低値を示 した。

臨床効果はUTI研 究会の薬効評価 案 に準 じ判定し

た。ほ とん どの症例が慢性複雑性尿路感染症であったた

め,総 合判定では有効率約30%で あ った。治療前に

Pseudomonasの 混合感 染のみ られた例は全例無効であ

った。

副作用 については発疹 な どのアレルギー症状をきたし

た ものはな く,末 梢血液所見,肝 機能,腎 機能のいずれ

も投与前後で著変を認 めなかった。

267.　 SCE-963の 泌 尿 器 科 領 域 に お け る臨

床 的 検 討

湯 浅 正 明 ・上 間 健 造

藤 村 宣 夫 ・黒 川 一 男

徳島大泌尿器科

泌尿器科領域におけ る複雑性尿路感 染 症にSCE-963

を静注(500mgを 朝 夕2回one shot)ま たは点滴(1,000

mgを 朝夕2回)投 与した。

投 与症 例は前立 腺床炎5例,慢 性腎盂腎炎4例 で,現

在 も症例を追加検 討中であ るが,著 効3例,有 効2例,

や や有効1例,無 効3例 の結果 を得ている。

なお,9例 には副作用 は認めていない。

268.　 SCE-963に よ る尿 路 感 染 症 の治療経

験

小 嶺 信 一 郎 ・熊 沢浄 一 ・百 瀬俊郎

九 州大泌尿器科

新合成 セファロスポ リン剤SCE-963を 慢性 ・複雑性

尿路感染症14例 に投与 した。投与方法は5%glucose

500mlにSCE-963 1gを 入れ朝夕の2回 に点滴静注を

行 った。す なわ ち1日2g投 与であ り投与期間はすべて

5日 間 である。UTI薬 効評価基 準に準 じ判定す ると著

効1例,有 効6例,無 効7例 であ った。副作用は全例に

認めず末梢血 の臨床検査値 の著 明な変動 も認 めなかっ

た。
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269.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るSCE-963

の 臨 床 的 検 討

境 優 一 ・江 藤 耕 作

久留米大泌尿器科

目的:複 雑性尿路感染症に対す るSCE-963の 臨床的,

細菌学的効果検索のため。

方法:久 留米大学泌尿器科入院患者中,複 雑 性尿路感

染症14例 を対象 とし,内 わけは,慢 性膀胱炎7例,急

性腎盂腎炎1例,慢 性腎盂腎炎6例 であ った。

投与方法は全例統一 し,1回500mg,朝 夕2回,静

注5日間とした。

効果判定は,UTI研 究会判定基準に従 った。

副作用検索のため,自 覚症状 の問診,可 能 な限 りの血

液生化学的検索を行 った。

結果ならびに考察:疾 患別効果 では,慢 性膀胱 炎7例

全例無効であ り,急 性腎盂腎炎 の1例 は著 効,慢 性腎盂

腎炎6例 中著効1例,有 効4例,無 効1例 であ った。

起炎菌の推移をみ ると,E.coli 1株,StaPh.2株 は

菌の消失を認めたが,Pseudomonas 6株,Serratia 2

株は菌の存続を認めた。

Klebsiella 2株 中,1株 は消失 したが,1株 はPseu-

domonasへ の菌交代を認めた。

また,Proteusは,Sermtiaへ の菌交代を認 めた。

総合効果としては,著 効2例,有 効4例,無 効8例 で

あり,有効率は42.9%で あったが,Pseudomonasを

起炎菌とする6例 を除けば,75%と 高 い有効率 で あ っ

た。

副作用 としては,注 射直後 の軽 いめまいを訴 えた1例

を除いて,血 液生化学的に も異常は認 めなか った。

270.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るSCE-963の 使 用

経 験

原 種 利 ・垣 本 滋

中 野 信 吾 ・近 藤 厚

長崎大泌尿器科

尿路感染症患者にSCE-963を 使用 したので報告す る。

症例は38歳 か ら80歳 までの男子8例 ,女 子1例 で

ある。診断は慢性膀胱炎8例 ,急 性腎盂腎炎1例 で基礎

疾患は前立腺癌5例,前 立腺肥大症1例
,尿 道 断裂2例

および尿管狭窄1例 であ った
。急 性腎盂腎炎の1例 を除

いた8例 には尿道 カテーテルを留置してい る
。

投与方法はSCE-963を1回1g ,1日2回,計2gを

5日間点滴静注した
。

投与前の細菌はSerratia marcescens 4例
,Protms

vulgaris 1例,Serratia marcescensとProteus ret-

tgeriの 混 合 感 染1例,Serratia mrcescensとProteus

vulgarisと の 混 合 感 染1例,Serratia marcescensと

Pseudo monas aeruginosaと の 混 合 感 染1例 お よ び

Serratia marcescmsとFlavobacter gIIと の 混 合 感

染1例 で あ った 。 い つ れ も菌 数 は10 5/ml以 上 で あ った 。

投 与 後 はSerratia marcescens 1例 お よびSerratia

marcescensとPseudomonas aeruginosaの 混 合 感 染

1例 で は 細 菌 消 失 し膿 尿 も消 失 した 。Serratia marces-

censとProteus vulgarisの 混 合 感 染1例 は 菌 数 減 少

し膿 尿 も消 失 し た 。Serratia marcescmsの1例 は 菌

数減 少 し膿 尿 も改善 し た 。 他 の6例 は投 与 後 も不 変 で あ

っ た。 効 果判 定 は 著 効2例(22%),有 効2例(22%),

無 効5例(56%)で あ った。

自覚 的 に は 副 作用 は な か った が2例 にGOT,GPTの

上 昇 を 認 め た。

271.　 尿 路 感 染 症 に お け るSCE-963の 基 礎

的 臨 床 的 検 討

後 藤 俊 弘 ・大 井 好 忠 ・川 島 尚 志

小 畠 道 夫 ・岡 元 健 一 郎

鹿児 島 大 泌尿 器 科

新 し い セ フ ァ ロス ポ リン系 抗 生 剤SCE-963の 抗 菌 力,

吸 収 ・排 泄,尿 路 感 染 症 に おけ る臨 床 効 果 を 検 討 した 。

基 礎 的 検 討:

1)抗 菌 力:尿 路 感 染 症 分 離 菌 に た い す る抗 菌 力 を 日

本 化 学 療 法 学 会標 準 法 に 従 っ て測 定 し た。 接 種 菌 量 は

10 6/mlで あ る。E.coliで は感 受 性 の ピ ー ク は0.39μg/

mlに あ り50株 中23株(46%)が 分 布 しす ぐれ た 抗

菌 力 を 示 した 。Klebsiellaは50株 中27株(54%),

Enterobacterは48株 中36株(75%),Serratiaは

50株 中47株(54%),Proteus vulgarisは36株 中

23株(64%)が それ ぞ れ100μg/ml以 上 の 耐 性株 で あ

った 。Proteus mirab.は0,39～12.5μg/mlに 約 半 数

が 分 布 した 。

2)吸 収 ・排 泄:2名 の健 康 成 人 を 対 象 にProteus

mirabilis ATCC 21100を 検 定 菌 とし たthin layer cup

methodで 吸 ・排 を 測 定 した 。 血 中 濃 度 は1.0g静 注 例,

2.0g静 注 例 の い ず れ も15分 後 に ピ ー ク に 達 しそ れ ぞ

れ58.0,75.0μg/mlで あ った 。 尿 中 濃 度 は1.0g,2.0

g投 与 例 の い ず れ も投 与 後2時 間 まで に 最 高 とな り,そ

れ ぞ れ2,200,4,000μg/mlで あ り,6時 間 まで の 尿 中

回 収 率 は そ れ ぞ れ54.8%,36.6%で あ った 。

臨 床 成績:

慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症13例 に 本 剤500mgを1日2

回5日 間投 与 し,UTI薬 効 評 価 基 準 に よ り効 果 を 判 定 し
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た。総合有効率は61.6%で あ った。 自覚的副作用 とし

て1例 に蕁 麻疹がみ られた。血液生化学検査成績では1

例 にGOTとGPT,1例 にGPTの 軽度上昇を認めた。

272.　 SCE-963の 臨 床 応 用

松 田 静 治 ・古 谷 博

順 大産婦人科

丹 野 幹 彦 ・柏 倉 高

江東病院産婦人科

目的:7-aminocephalasporanic acidの 誘導体 である

SCE-963の 抗菌力試験,吸 収,排 泄実験を行 うほか産婦

人科領域 におけ る臨床応用を試みた。

方法:各 種産婦人科由来菌株 に つ いてin vitroの 感

受性試験を化療 標準法で行い,他 のCephalosporin剤 と

比較す るほか筋注,静 注後の血 中濃 度の推移,経 胎盤移

行の状況を観察 した。臨床成績では投与方 法別 の効果を

検討 した。

成績:

1)各 種被検菌の うちにE.coli,Klebsiella,Proteus

mirabilisな どのグ ラム陰性桿菌 に対す る本剤 の抗菌 力

はCEZ,CETよ りも優 れ,MIC値 は数管低 い結果を得

た。

2)1.0g静 注後の吸収は速 や か で,1時 間点滴 では

終 了時血中濃度の ピークが認め られ,か つ,経 胎盤移行

も割 に よく認め られ る。 乳汁中への移行は 他 のcepha-

losporin剤 とほぼ同様 の推移を示 した。

3)本 剤 の臨床応用を静注,点 滴静注,筋 注の投与法

に て検討 した。対象疾患は骨盤内感染症,尿 路感 染症 な

ど計10例 で,う ち9例 に本剤の効果が認め られた。

273.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るSCE-963に 関

す る 研 究

張 南 薫 ・国井 勝 昭 ・中 山 徹 也

昭和大産婦人科

目的:近 年,産 婦人科領域の感染症起因菌は グラム陰

性菌 の占める割合 が増加 してお り,と くに耐性菌の増加

が問題になってお り,こ れ らの菌に対 し,強 い抗菌力を

持つ抗生剤 の開発 は期待 され ている。SCE-963は 新 し く

開発 された広域 スペク トラムの セファロスポ リン系抗生

物質 で,と くに グ ラム陰性菌に対 し強い抗菌力を有す る

こ とを特長 とし,β-lactamase抵 抗性であ り,吸 収排泄

が よいなどの特性を有 してい る。われわれは,産 婦人科

領域におけ る本剤 の有用性を検討す る目的で以下の検討

を した。

方法:1.臍 帯血,羊 水中 移 行,分 娩時,本 剤1回

500mgを 静注 して臍帯血,羊 水中濃度を測定した
。測

定方法。Proteus mirabilis ATCC 21100を 検定菌とす

るカ ップ法に より,血 液検体 にはモニ トロールI血清稀

釈標準液,羊 水に は燐酸 緩衝液稀 釈標準液を使用した。

2.産 婦人科領域 の種 々の 感 染 症 に対 し,本 剤1回

500mg,1日2～4回 静注 で効果を検討した。

結果:1.1回500mg静 注後の母児間移行濃度を12

例につ いてみ る と,母 体血 の ピー ク値は20分 目の24.3,

30分 目の19.7μg/mlで あ り,60分 は10μg/ml,5

時 間 目は0.5μg/mlと な る。 臍帯 血20～30分 で5.0

～9.3μg/ml,35～60分 で9.2～12.0μg/mlの 移行が

認 め られ,羊 水中には0.4～3.0μg/mlの 移行が認あら

れた。

2.産 婦人科 におけ るグ ラム陰性菌に よる尿路感染

症,骨 盤 内感染症,羊 水感染症等に1回500mg,1日2

～4回 の静注 で,臨 床 効果を認 め,副 作用はなかった。

274.　 SCE-963の 使 用 経 験

中村 英 世 ・林 茂 ・岩 田嘉 行

川崎市 立川崎病院産婦人科

目的:新 しい抗生 剤であるSCE-963を 臨床に応用し,

その臨床効果,細 菌学的効果,副 作用,臨 床検査値に与

える影響につ いてし らべ ることを 目的 とした。

方法:対 象は,川 崎市立川崎病院産婦人科病棟に入院

中の患者17名 で,年 齢 は19歳 か ら68歳 にわたって

い る。 この うち,婦 人科悪 性腫瘍を基礎疾患にもつもの

が7名 含 まれているが,尿 管 カテーテル等の処置を施し

ている ものはいない。

投与方法は1例 の点滴 静注を除けば全てワンショット

静注 である。投 与量についてみても1日 量は2g～6g,

日数は3日 ～8日 の間 とな ってお り,総 投与量も6g～

30gと な ってい る。

成績:臨 床効果 についてみ ると,著 効2例,有 効10

例,や や有効2例,無 効2例,不 明1例 とな り,著効,

有効を合わせた有効率は71%と なった。起炎菌につい

てE.coliを み ると6例,Klebsiella 3例 とな り,その

他Sta.epidermidis,Sta.aureus,Micrecoccus,Strep.

viridans各1例 とな り,菌 を検出できなか った症例は

4例 であ った。

副作用:2例 経験 した。1例 は軽度悪心を訴えたが投

与を続行 した。 も う1例 は,投 与30分 に悪感戦 りつを

来た した もので,投 与を 中止 した。両例 とも皮内反応は

(一)で ある。投与前後 の末梢血,肝 機能,理 化学等につ

い てで きるだけ し らべた が,著 明な変化はみ られなかつ

た。
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275.　 SCE-963に 関 す る 研 究

青河寛 次 ・柄 川二 郎 ・皆 川 正 雄

社会保険神戸中央病院産婦人科

杉 山 陽 子 ・山 路 邦 彦

近畿母子感染症 センター

実験目的:抗 生物質SCE-963の 臨床価値を明 らかに

するため,そ の抗菌作用 ・吸収排泄お よび臨床成績を検

討した。

実験方法:1.抗 菌作用:臨 床分離465株 の本剤感受

性を,化 学療法学会標準法に準 じ測定 した。

2.吸 収排泄:Pr.mirabilis ATCC 21100を 被検菌

とする薄層カップ法を用 い,人 体 内濃度を測定 した。

3.臨 床成績:産 婦人科重症感染,延 べ12例 の臨床

効果および副作用を追求した。

実験成績:1.抗 菌作用:Klebsiella spp.,E.coli,

Pr.mirabilisな どに対し,他 のCephalosporin C,

Cephamycinに 比べ特異性をみた。

2.吸 収排泄:健 康妊婦2例 の血 中濃度 尿中排 泄 と,

胎児側移行5例 を観察 した。 本剤の臍帯血 濃度は,3時

間後に母体血の1/4前 後である。

3.臨 床成績:悪 性腫瘍に伴 う重 症感染8例 に,本 剤

1.0～(3.0g)×2/日 ×4～7日 間静脈 内投 与した ところ,

有効5例,無 効3例 である。

276.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るSCE-963の 検

討

高瀬 善次 郎 ・白藤 博 子 ・内 田 昌宏

川崎医大産婦人科

Cephalosporin系 抗生物質 であるSCE-963に ついて

検討を行なったので報告す る。

教室保存株についてStaph.aureusに おい ては10 8/

ml接 種,グ ラム陰性桿菌については
,10 6/ml接 種に よ

り,他のCET,CEZ,CERとMICを 比較検討 した。

Staph.aureusに おいては と くに他剤 と相違はな く
,

ややSCE-963が 劣ってい る傾向がみ られた。

E.coliに 対 してはSCE-963が 他剤に比較 して非常に

すぐれてお り,MICのpeakは0 .2/mlで ある。

Klebsiellaに ついても同様であ った
。

Proteus mirabilisに おいて も本剤 は他剤 に比較 して

すぐれた成績であるが,100μg/mlあ るいは それ以上 の

耐性菌が50株 中3株 にみ とめ られた。

Proteus vulgarisに ついて も
,他 剤がすべ て50μg/

ml以 上のMICで あるに もかかわ らず
,本 剤 では3.13

～100μg/mlの 間に分布 してい る
。

Serratiaに おいて も50株 中100μg/ml以 上の耐性

を しめす もの が14株 に認め られたが,他 剤 が す べ て

100μg/ml以 上耐性で あるのに比 較 して,1.56～50μg/

mlの 間に分布 してい る。

臨床成績は10症 例であ った が,そ のほ とん どは有 効

な成績であ り,と くに 副作用は認 め られなかった。

277.　 耳 鼻 咽 喉 科 領 域 に お け るSCE-963の

基 礎 的 な ら び に 臨 床 的 検 討

波 多野 努 ・和 田 健 二

加 藤 滋 郎 ・馬 場 駿 吉

名古 屋市立大耳鼻咽喉科

本 堂 潤

名古屋市立東市民病院耳鼻咽喉科

新 し く開発 されたcephalosporin系 抗 生 物 質SCE-

963に つ き,今 回若 干の成績を得 たので報告す る。

当科病巣 分離菌に ついてのMICで は,CER,CEZに

比し,Staphylococcus aureus,Staphylococcus epider-

midisで はやや 劣るが,Proteus speciesで は,は るか

に良い結果 であ った。

臨床成績では,急 性陰窩 性扁桃炎5例 で は す べ て 著

効,扁 桃 周囲膿瘍2例 では1例 著効,1例 無効であ った。

喉頭蓋軟骨膜炎1例 は有効,頬 部嚢腫化 膿 症1例 は 著

効,急 性顎下腺炎1例 はやや有効,鼻 痛1例 はやや有効

であ った。症例11例 で有効 まで含めた有効率は73%で

あ った。

扁桃摘 出予定患者につ き,20μg/kg筋 注 後30分 の

扁桃な らびに血清中の移行濃度を測定 した。4例 平均の

血清中濃度は18.6μg/ml,扁 桃組織移行濃度は5.0μg/

gで あ った。

臨床使用例での副作用は と くに認め なか った。

278.　 眼 科 領 域 に お け るSCE-963の 検 討

大 石 正 夫 ・西 塚 憲 次

本 山 ま り子 ・小 川 武

新潟大眼科

目的:新 合成 セフ ァロスポ リン剤SCE-963の 眼科的

応用 のた めに,基 礎的,臨 床的検 討を行 った。

方 法:教 室保 存菌株 な らびに臨床分離 菌 株 に 対 す る

MIC,感 受性分布を調 べた。

白色成熟 家兎眼を用 いて本剤の眼内移行の動態を検討

した。 なお,濃 度測定にはB.subtilis PCI 219を 検定

菌 とす る薄層平板 カ ップ法に よった。

各種 眼化膿症患者に,本 剤を点滴 またはone shot静

注に よ り投与して,治 療効果を検討 した。
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結 果 お よび 考 察:本 剤 は グ ラ ム陽 性 球 菌 お よび 緑 膿 菌

を 除 くグ ラ ム陰 性 菌 に 広 い 抗 菌 ス ペ ク トル を示 し た 。 臨

床 分 離 のS.aurms 20株 は ≦0.19～1.56μg/mlに 感

受 性 分 布 を 示 し,0.78μg/mlに 分布 の 山 が あ って9株,

45%が 占め た 。

家 兎 に500mg/kg筋 注 し た 際,前 房 水 内 へ は1時 間

後6.25μg/mlのpeak値 に 達 した 。50mg/kg静 注 時

に は1/2時 間後 にpeakに 達 し て7.53μg/mlの 移 行

濃 度 を 示 した 。 これ らはCEZに や や類 似 した 移 行 態 度

で あ った 。

と もにpeak時 に お け る眼 組 織 内 濃 度 は 良 好 で あ っ

た 。

眼 窩 蜂 窩 織 炎2例,化 膿 性虹 彩 毛様 体 炎2例,眼 内術

後 感 染 お よび 全 眼 球 炎 の 各1例 の 計6例 に,本 剤1回

1.0～2.0g点 滴 静 注 な ら び に1回0.5g1日2～3回

one shot静 注 を 併 用 して,4例 に有 効 に作 用 した 。

副 作 用 は み とめ らわ なか った 。

誌 上 発 表

Cefsulodin(SCE-129)

279.　 Cefsulodinの 抗 菌 力 お よ び β-

lactamase抵 抗 性

小 此 木 研 二 ・木 田 誠 ・米 田 雅 彦

武 田薬 品 中研

三 橋 進

群 馬 大微 生 物

新 し いCephalosporin系 抗 生 物 質 で あ るCefsulodin

の 抗菌 力 お よび β-lactamaseに 対 す る態 度 を 緑 膿 菌 を

中 心 に検 討 した 。

Cefsulodinの 緑膿 菌 に対 す る抗 菌 力 はSulbenicillin

(SBPC)お よびCarbenicillin(CBPC)よ り約10倍 強

く,Gentamicinと 同程 度 で あ っ た。 緑 膿 菌 のSBPCお

よびCBPC耐 性 はpenicillinase(PCase)に よ るこ と

が知 られ てい るが,Cefsulodinは これ ら耐 性 菌 の 大 部

分 に対 し て も強 い 抗 菌 力 を示 し た の で,臨 床 分離 緑 膿 菌

の β-lactamaseと の 関 係 を 調 べ た。

全 て の緑 膿 菌 はcephalosporinase(CSase)を 産 生 し,

SBPC耐 性株 はCSaseの 他 にI型(RTEM型),II型

(cloxacillin加 水 分解 型)お よ びIV型(CBPC加 水 分

解 型)PCaseの うち い ず れ か を 産生 した 。 精 製 酵 素 を 用

い たVmaxお よびKm値 測 定 結果 か らCefsulodinは

これ ら4種 類 の β-lactamaseに 強 い抵 抗 性 を 示 す こ と

が 明 らか とな った。Cefsulodinに 対 す る上 記PCaseの

基 質 親 和 性 は 他 のCephalosporinお よ びPenicillinに

対 す る基 質 親 和 性 に 比 べ て極 め て低 か った。 以上の結果

か らCefsulodinがSBPC耐 性 緑 膿 菌 に対 して強 い抗

菌 力 を示 す 理 由 の1つ は,本 剤 の β-lactamaseに 対す

る安 定 性 に よ る と結 論 した 。

一 方,Cefsulodinは 緑 膿 菌 以 外 の 各種 細菌 の β-lacta-

maseに 対 し て も極 め て 安 定 で あ った が,本 剤は緑膿菌

お よ び グ ラム陽 性球 菌 以 外 の菌 に対 して は弱い抗菌力し

か 示 さ なか った 。

280.　 臨 床 分 離 グ ラ ム 陰 性 桿 菌 の

Cefsulodin感 受 性

小 酒 井 望

順 大 臨 床 病 理

小 栗 豊 子 ・吉 村 千 秋

同 中 検

私 ど もは1975年 か ら1977年 に本 院 中央臨床検査室

で 各 種 臨 床 材 料 か ら分 離 さ れ た 下 記 菌 種 に つ い て,

Cefsulodinの 抗 菌 力 を 検 討 した。

緑 膿 菌157株 のMICは0.78～>1,600μg/mlに 分

布 し,そ の ピ ー クは3.13μg/mlで,被 検菌株 の約78%

は12.5μg/mlで 発 育 を阻 止 され,本 剤 は他のセファロ

ス ポ リン剤,CBPC,SBPCに 比 ベ 緑膿 菌 に対 し強い抗

菌 力 を示 し た 。同 じPseudomonas属 のPs.maltophilia

(45株),Ps.putida(41株),Ps.stutzeri(14株),Ps.

fluorescens(12株)に 対 す る 本剤 の抗 菌 力は,緑 膿菌に

対 す る抗 菌 力 に 比 べ 著 し く弱か った 。 また ブ ドウ糖非発

酵 グ ラ ム陰 性 桿 菌 で あ るFlavobacterium meningesep-

ticum(25株),Flavobacterium sp.(12株),Alcali-

genes(67株),Achromobacter xylosoxidans(16株)

に対 す る抗 菌 力 も弱 い。

次 にProteus属5菌 種,Pr.vulgaris(23株),Pr.

mirabilis(25株),Pr.morganii(33株),Pr.rettgeri

(17株),Pr.inconstans(19株)に 対 す る抗菌力も比

較 的 弱 か った 。

281.　 Cefsulodinに 関 す る 細 菌 学 的 評 価

西 野 武 志 ・岩 日朋 幸 ・尾 花 芳 樹

吉 本 正 ・塩 見 あ い

京 都 薬 大 微 生 物

新 しい セ フ ァロ ス ポ リン系 抗 生 物 質Cefsulodinに 関

す る細 菌 学的 評 価 に つ い て 検 討 した。

1.臨 床 分 離 株 に 対 す る感 受 性 分 布 ではStaPh.aur-

eusの 場 合,Cefsulodinは3.13μg/mlに ピークを有

す る分 布 を 示 し,Sulbenicillin(SBPC)と ほ ぼ同程度で

あ った 。 しか し他 の グ ラム陽 性 菌 に 対 して はSBPCよ り
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劣っていた。 グ ラみ陰 性 のE.coliの 場 合,50μg/mlに

ピー クを有 しSBPCやAmpicillin(ABPC)よ りも約8

倍程度劣っ ていた 。 しか しP.aeruginosaに 対 し て は

SBPCよ りも非常 に 優 れ た抗 菌 力 を 示 し,Gentamicin

(GM)よ りもや や優 れ て い た 。

2.各 種細 菌 の産 生す る β-lactamaseに 対 し 非 常 に

安定であ った 。

3.増 殖 曲線 に及 ぼ す 影響 で は,P.aeruginosaの 場

合,dose responseの あ る 殺 菌 作 用 が 見 ら れ た が,

SBPCやGMよ り菌 量 の影 響 を 受 けや す か った。 しか

しStaph.aureus,E.coliで は い ず れ の 菌 量 に お い て

もMIC濃 度 で殺 菌 作用 が 認 め られ た 。

4.P.aeruginosaを 用 い た 実 験 的 マ ウス 感 染 症 に 対

する治療効 果に つ い て,投 与 間 隔,投 与 回 数 を 種 々変 え

て検討 した。1回 投与 で はCefsulodinはSBPCよ り

約20倍 優 れた 治療 効 果 を 示 した が,GMよ り約2倍 程

度劣った。 しか し頻 回 投 与 し た場 合,GMよ り約3～7

倍優れた効果 を 示 し た 。 またGMやSBPCに 耐 性 の

P.aeruginosaに 対 して も有効 で あ っ た。

5.ア ミノ配糖 体 抗生 物 質 との 併 用 効 果 に つ い て 検 討

した ところ,P.aeruginosa,Klebsiella,Serratiaな ど

の菌種で協力作 用 が 認 め られ た 。

282.Cefsulodinの 緑 膿 菌 お よ び 大 腸 菌 に

対 す る 抗 菌 機 序 の 比 較

杉 中 秀 寿 ・嶋 谷 雅 博

大 阪 大 歯 学 部 口腔 細菌

目的:一 般 に 緑膿 菌 は β-ラ クタ ム抗 生 物 質 に 耐 性 で

ある。最近 開発 され たCefsulodin(SCE-129)を まと くに

緑膿菌に対 してす ぐれ た抗 菌 力を 発 揮 し,一 方,大 腸 菌

には比較的感 受性 が 弱 い。 そ こ で こ の薬 剤 の作 用 機 序 を

Penicillin G(PCG)の それ と対 比 し,両 菌 種 を 用 い て比

較検討した。

材料 と方法:被 検 菌 株 はPseudomonas aeruginosa

KM338お よびEscherichia coli K 12で
,そ のMICは

SCE-129で それ ぞれ6 .2と50μg/ml,PCGで30,000と

25μg/mlで あ った
。 無 細胞 系 で のpeptidoglycan合 成

の測定に はそ の前駆 体 で あ るUDP-N-acetylmuramyl-

pentapeptideとUDP-N-acetylglucosamineを 基 質 と

し,両 菌株か らえた 細 胞膜 画分 を 酵 素 源 と し て用 いた
。

細胞膜画分 への薬 剤 の 結 合 は14C-SCE-129を 用 い て 測

定した。

結果お よび考 察:(1)緑 膿菌 お よ び大 腸 菌 のpeptid-

oglycan架 橋 形成 に あつ か るtranspeptidaseお よ びD -

alanine carboxypeptidaseに 対 す るSCE -129の50%

阻害濃度 はそれ ぞ れ4 .0と46μg/ml,PCGで は2.5

と3.0μg/mlで あ った。(2)SCE-129の 標的部位を飽

和結 合す るのに必要な薬剤濃度は大腸菌 よ り緑膿菌 のほ

うが低 か った。(3)細 菌外膜に障害を与 えるEDTA添

加 に よる薬剤感受性を未添加の場合 と比べ ると,PCGで

はそのMICが 両株 とも著明に低下す るの に 対 し て,

SCE-129で はその効果が少 なか った。 以上 の 結 果か ら

SCE-129が 緑膿菌に高度感受性を示す のは,そ の外膜の

薬剤透過性がPCGに 比べて よいためであ り,一 方,大

腸菌に対 して比較的感受性が よくないのは架橋形成にあ

つか る酵素に対す る感受性が悪いためであろ うと推測 さ

れ る。

283.　 Cefsulodin筋 肉 内 投 与 臨 床 第1相 試 験

田 口鉄 男 ・中 野 陽 典 ・軸 屋 紘 蔵

大阪大微研外科

真 下 啓 明 ・国井 乙 彦 ・深 谷 一 太

東大 医科研 内科

山 口 登

武 田 薬 品

目的:Cefsulodinを 正常成人男子志願者に筋 肉 内 投

与 し,安 全性 とpharmacokineticsに ついて検討 した。

方法:125mg,250mg,500mgの 各単 回投与,お よび

500mg×2回,500mg×4回,250mg×10回 投与につい

て自 ・他覚症状 の観察,各 種検査 およびCefsulodinの

血清 中,尿 中濃度 の測定を行 なった。Cefsulodinは0.5

%カ ルボカ イン水溶液2mlに 溶解 し(250mg 10回 投与

時は,0.5%カ ルボカ イン水溶液 と蒸留水2mlと で比較

した),啓 筋半 月部に投与 した。

結果 お よび考察:(安 全性);Cefsulodinは い ず れ の

投与 量において も身体 諸機能 に影響 を及 ぼさず,ま た局

所刺激作用 も軽 微で,安 全性 が高いこ とで確 認され た。

た だし一 部の例 で尿沈 渣白血球 の軽度増 加が み られ た本

剤投与 との関連 は否定的 であるが,今 後 の 試 験 に お い

て,こ の点に留意す ることが望 まれ る。

(吸収 ・排泄);本 剤は臀筋か らすみやかに 吸収 され,

0.5～1hr後 に最高血 中濃度(Cmax)に 達 した。Cmax

は125mg,250mg,500mg各 単回投与時それぞれ平均

5.7,9.3,16.6μg/mlで あ り,以 後平均1.4hrの 半減

期 で減衰した。多回投与時の血中濃度曲線は単回投与時

の く りかえし とほぼ同様であ った。全例で の 本 剤の24

時間尿中排 泄率は平均約70%で あ り,そ の大部分は投

与後8時 間内に排泄 された。尿中に活性代謝物は検出 さ

れ なか った。probenecid併 用投与の影響 も検討 した。
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284.　 Cefsulodin静 脈 内 投 与 臨 床 第1相 試 験

山 本 俊 夫 ・桑 原 一 郎 ・足 立 幸 彦

近畿大第2内 科

山 口 登

武 田 薬 品

目的:正 常成人男子志願 者を対象に,Cefsulodinの 静

脈 内投与の安全性 とpharmacokineticsに つい て検討 し

た。

方法:点 滴静注(生 理食塩液に溶解 し,1時 間で注入)

は500mg,1,000mg,2,000mgの 各単回,お よび500

mg×2回 。静注(蒸 留水に溶解し5分 間で注入)は1,000

mg単 回投与 とし,投 与前後の 自 ・他覚症,全 検血,各

種 肝 ・腎機能検査をお こないCefsulodinの 血清 中,尿

中濃度を測定 した。

結果お よび考察:(安 全性);Cefsulodinは これ らの

用 量では,自 ・他覚所見 その他諸検査にほ とん ど影響を

及ぼ さず,臨 床的に使用す ることが可能であ ると判断 さ

れ た。 静注投与4～6時 間後一過性に白血球数の減少が

認 められたが,症 例数が少な く,点 滴投与時 は逆 に一過

性 の増加がみ られ,田 口らの筋 注投与では一定 の変動 は

なか ったので,本 剤 との関係は否定的 ではあるが,結 論

は今後の検 討に待ちたい。 なお田口 らの筋注時一部の例

に認め られた尿沈 渣白血球数 の軽度増加については,全

く認め られ なか った。

(吸収 ・排泄);500mg,1,000mg,2,000mg各 単回

点 滴静注終 了直後 の血清中濃度は,そ れぞれ平均37.2,

60.1,118μg/mlで あ り,以 後半減期平均1.3hrで 減

衰 した。1,000mg静 注10分 後の値は93.7μg/mlで,

30分 後 まで,同 量の点滴静注時 より高値で あ った。24

時間尿中排 泄率は全例の平均 で約80%で 投与量,投 与

法 に よる差 はほ とん どみ られ なか った。

285.　 Cefsulodinの 研 究

加 藤 康 道 ・斎 藤 玲

石 川 清 文 ・小 田 柿栄 之 助

北大第2内 科

佐 藤 清 ・松 宮 英 視

同 中 検

富 沢 磨 須 美

札幌北辰 病院

中 山 一 朗

札幌鉄道病院

木 下 与 四 男

札幌逓 信病院

目的:新 合成cephalosporin,Cefsulodinの 臨 床的

評価を行 うため以下の検討を試みた。

方 法 と結果:1.北 大中検 分離保存の緑膿菌315株 を

化学療 法学 会標準 法(接 種菌量10 5)で 本剤の抗菌力を

くらべ た ところ,分 布の ピークは6.3～12.5μg/ml,阻

止 濃度200μg/ml以 上を要 した もの13%で あ る。 対

照 としたPC-904,T-1220で はそれ ぞ れ6.3～12.5,

25μg/ml,お よび4.2%,3.1%で あ った。両者 との間

の感受性相関係数は0.57,0.52で あ った。

2.臨 床6例 に250mg1回 筋注時の血 中濃度と尿中

排泄を研究会指 定の方法で測定 した。血 中濃度のピーク

は1° で3.9μg/ml,T/2は 約3時 間である。6時 間ま

での尿 中排泄は投与 量の52%程 度 であ る。

3.11例 の各種感染症(呼 吸器3,尿 路8)に 投与し

てその効果をみた。症例は高齢者が多 く,全 例何 らかの

基礎疾患を もっていた。検出菌は緑膿菌で細菌学的有効

7/11(内1例 に菌交 代),臨 床的にやや有効以上6/11の

成 績であ る。投与前後の臨床検査値では腎不全合併の1

例 でBUN,SCr値 の上昇をみた。

考 察:本 剤 は緑膿菌に は抗菌 力強 く,ま た血中濃度の

持続 も長 いが,他 菌に対す る抗菌 力が悪いため,緑 膿菌

が 消失 した あとに菌交代 な どをお こす恐れがあ り,本 研

究で も肺 炎球菌 との混合感 染例 で肺 炎球菌が残 り臨床的

に無効例があ った。副作用は 多 くはないが,こ の辺が今

後治療上問題 とな ろ う。

286.　 Cefsulodinの 使 用 経 験

田 中 英 二 ・森 岡 正 信

北 大第3内 科

Cefsulodinを 使用 した2症 例につ き報告す る。 症例
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1は67歳 の急性骨髄性 白血病 で,発 熱,喀 痰 の出現 と

ともに胸部X-Pで 左下肺野に浸潤陰影 を認め,咽 頭お

よび喀痰培養で緑膿菌が検 出され た。 化療標準 法の10 8

接種に よるMICは6.25μg/mlで,た だ ちにCefsulodin

250mg×2/日 筋注投与を行 った ところ,2日 後 に解 熱 と

喀痰の減少を認め,細 菌培養 で緑膿菌 が消失したため6

日間で投与を中止 した。 しか し再 び喀痰 か ら緑膿菌が同

定されたため,同 量のCefsulodinを 再開 し,16日 間投

与で菌の消失 および他覚所見 の改 善を認めた。

症例2は46歳 の慢性骨 髄性白血病急転化例で,原 疾

患に対す る多剤併用療 法後,高 度の好中球減少状態にひ

き続 き,40℃ を超 え る高熱が出現,CEZお よびDKB

の併用で一時的に解 熱効果を認めたが,そ の後再び発熱

し,CBPC,Cefsulodin,DKBの3剤 併用を行 っ た が

効果な く,咽 頭お よび喀痰か ら クレブ シェラが 同定 され

た。各種抗生剤に対す る効果 も殆ん どな く,肺 感 染に ひ

き続 く敗血症で死亡 した。剖検時の肺組織 の細菌学的検

査で クレブ シェラが検出 された。以上,症 例1は 緑膿菌

による肺炎に対 して除菌効果 と臨床 効果 を認め,症 例2

は クレブ シェラに よる肺 炎に対 して無 効 と判定 した。 と

もに特記すべ き副作用は認 めなか った。

287.　 血 液 疾 患 に 併 発 し た2次 感 染 症 に 対 す

るCefsulodinの 臨 床 効 果

三 国 主 税 ・相 川 啓 子

国立札幌病院内科

白血病等の血 液疾患 の2次 感染症にCefsulodinを 使

用し,そ の臨床 効果 を検詞 した。

対象と方法:昭 和52年1月 か ら53年1月 までに白

血病等の入院患者で38℃ 以上の高熱が出現 し,感 染症

が疑われた8例 を対象 とした。基礎疾患は急性 白血病5

例,慢 性 白血病1例,悪 性 リンパ腫2例 であ る。投与法

は1日0.75～1.0g 3分 割筋注(5例),分 割点滴静注

(3例)を 行い,使 用期間は5～48日 間であ る。 また,

本剤以外 の抗生剤の併用は疾患 の特質上 さ け られ な い

が,可 能 な限 り本剤使用後を同一薬剤に した。

成績:本 剤単独 使 用 例2例,Cephalosporin系,A-

minoglycoside系 の薬剤 の併用例は6例 である。効果 の

判定は併用時困難 な場合 もあるが臨 床 所 見 を 目安 とし

た。Ps.aeruginosaに よる肺炎2例 は有効 で,使 用 後

2～4日 で下熱 し,肺 所見 も改善した。Ps.aeruginosa

による敗血症には無効で あった が,本 例は白血病 末期 例

で,E.coliの 敗血症3日 後 にPs.aeruginosaの 敗血

症を認めたので,本 剤 の使用 が発 症後24時 間以後 とな

っている。 その他 の5例 はPs.aeruginosaを 検出 され

ない肺炎,気 管支 炎,歯 根周囲炎であ り,臨 床的に有効

であ った。副作用は使用前後 の尿血液,ト ランスア ミナ

ーゼ
,尿 素窒素,電 解質等 を検討 したが,6MP併 用例

の1例 だけに軽度 の トランスア ミナーゼ上昇 をみ た以外

はみ られない。

当院Ps.aeruginosa分 離菌の4例,5株 のMICは

10°で1.56～12.5で あ り,GMと 同程 度でSBPCよ

り2～4管 低値を示 した。

結語:8例 中7例 に有効 で,と くにPs.aeruginosa

に有効 であ るが,当 菌 の検 出され ない例に も有効例を認

めた。

288.　 Cefsulodinに 関 す る 臨 床 的 研 究

真 下 啓 明 ・国 井 乙 彦 ・深 谷 一 太

東大 医科 研内科

Cefsulodinは 緑膿菌 に対 して選択的に抗菌 力 を 有 す

る国産 の新 しいセフ マ冒スポ リン系抗生物質 であ る。本

物質 についての検討成績を述べ る。

臨床 材料 分離各種 グ ラム陰性桿菌 のCefsulodinに 対

す る感受性値 を化学療 法学 会法に て測定 した。緑膿菌に

対す るMIC値 は大部分1.6～200μg/mlに 分布 したが,

一部1 ,600μg/ml以 上 のもの もみ られた。 他 の諸菌種

に対 してのMIC値 は50～200μg/mlに 分布 した 。

臨床的には慢性気管支炎の同一 例に2度 使用 し,他 の

1例 の気管支拡張症の患者に使 用 し た。 前 者 に は1日

125mg×2と250mg×2,後 者には1日250mg×3と

500mg×2の 方式で筋注 した。いずれの場合において も

病態の上の問題 もあ って緑膿菌を消失 させ るには到 らな

か った。副作用はみ とめ られなか った。

289.　 Cefsulodinに か ん す る 臨 床 的 研 究

上 田 泰 ・松 本 文 夫 ・斎 藤 篤

大 森 雅 久 ・柴 孝 也 ・山 路 武 久

井 原 裕 宣 ・北 条 敏 夫

慈恵医大第2内 科

抗 緑膿菌作用 を 有 す る新 し いCephalosporini剤 の

Cefsulodinに つ いて,以 下の臨床的検討を行 った。

抗 菌力:臨 床分離のPseudomonas aeruginosa 50株,

Escherichia coliお よびKlebsiella pneumoniae各40

株 に対す る本剤の最小発育阻止濃度(MIC)を 測定 した。

P.aeruginosaはbouillen 1夜 培養 原液接 種では,ほ

とん どの株が100≦ μg/mlを 示 したが,100倍 稀 釈液 で

はMIC分 布 のpeakは0.78μg/mlに あ り,GMよ り

は1段 階劣 ったが,CBPCよ り5～6段 階程度す ぐれた

成績であ った。E.coli,K.pneumoniaeに 対す るMIC

分布 のpeakは,そ れ ぞ れ25μg/ml,50μg/mlに あ
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り1感 受性は鈍であ ったが,接 種菌量に よる差はみ られ

なか った。

吸収,排 泄:健 康成人2例 に本剤250mgを1回 筋注

し,ま た同一例にprobenecidを 併用して吸収,排 泄を

比較検討 した。本剤単独例での血 中濃度 のpeakは30分

後で5.3～7.5μg/ml,半 減期 は12.～1.3時 間,筋 注

後6時 間 までの尿中回収 率は52.5～63.7%で あ った。

またprobenecidに よる本剤 の腎排泄抑制効果がみ られ

た。

臨床成績:内 科系諸緑膿菌感染症14例(肺 炎3例,

食 道気管痩1例,尿 路感染症10例)に 本剤を1日250

～1,000mg,3～56日 間使用 し,8例 に有効の成績をえ

た。 本剤に よる と思わ れる副作用は認め られなか った。

290.　 緑 膿 菌 感 染 症 に 対 す るCefsulodinの

臨 床 的 検 討

滝 塚 久 志 ・村 木 良 一 ・今 高 国夫

中 野 昌人 ・岡 山 謙 一 ・金 井豊 親

勝 正 孝

国立霞 ケ浦病院内科

我 々は新し く開発 された抗緑膿菌用注用 セファロスポ

リン剤Cefsulodinを,緑 膿菌感染が認 められた入院患

者10例 に使用 し,そ の効果を検討 した。

対象は尿路感染6例,呼 吸器 感 染2例,火 傷 感 染1

例,褥 創感染1例 で,性 別では男性4例,女 性6例 で,

年 齢分布 は16歳 ～73歳 であ った。投与量お よび投与方

法 は500mg～1,000mg/日 で,1日2～3回 筋注 または

点 滴静注 とし,投 与期間は尿路感染で3～7日 で,呼 吸

器感染 その他で7～33日 に及んだ。

そ の結果は尿路感染6例 で,著 効4例,有 効1例,無

効1例 であ った。呼吸器感染2例 の うち,急 性肺炎 例で

は喀痰中か ら緑膿菌は消失し,咳 嗽,微 熱 も改善 したが,

胸部X線 像,血 沈等は改善せずやや有効 とし,気 管支拡

張症例は無効であった。火傷感染例は局所か ら菌 は消失

しなか ったが,臨 床的に改善を認めやや有効 とし,褥 創

感染例では菌の消失,局 所 の改善を認 め有効 とした。

以上,緑 膿菌感染 症 に 対 しCefsulodinの 投与は10

例 中著効4例,有 効2例,や や有効2例,無 効2例 であ

り,緑 膿菌 に対す る効果 としては10例 中6例 に菌の消

失 を認 めた。 なお全例で 副作用 および投与前後の臨床成

績に異常を認めなか った。

291.　 Cefsulodinの 基 礎 的 臨 床 的 検 討

中 川 圭 一 ・渡 辺 健 太郎

小 山 優 ・木 原 令 夫

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 検査科

CefsulodinはPs.aeruginosaに 対して強い抗菌力

を有す るCephalosporin系 の新 しい抗生物質 である。

われわれは本剤につ き若干 の基礎的検討を行ない,Pse-

udomonas感 染症11例 に本剤を投与し,そ の治療効果

を検討 したので,そ れ らの成績について報告する。

臨床分離のPs.aeruginosa 25株 に対するCefsulodin

の抗菌力は原液接種ではMIC≧25μg/mlが12株 あり,

他は ≦6.25μg/mlで あ ったが100倍 希釈液接種では25

μg/mlのMICを 示 す ものが4株 で,他 はすべてMIC

で3.13μg/ml≧ で あった。

1例 の気管支炎 の患者 にCefsulodin 1gを500mlの

KN3Bに 溶解 し,1時 間で点滴注入 した際 の血中濃

度,尿 中排泄率,喀 痰 中濃度を測定 した。 血 中濃度の

peakは30分 後で32.0μg/ml,1時 間後19.0μg/ml,

6時 間後3.0μg/mlを 示 した。 尿中回収率は6時 間ま

でで,63.1%で あった。 また喀痰中濃度は6時 間の蓄

疾において1.1μg/mlを 示 した。

臨床実験例は呼吸器感染症7例,尿 路感染症4例 の計

11例 であ る。 投与量は250mg 1日2～3回,筋 注6

例,1,000mg 1日2回 点滴3例,500mg 1日2回 点滴

2例 であ った。除菌効果は11例 中10例 で,菌 交代し

た ものは4例,臨 床的効果は有効7例,や や有効1例,

無 効2例,効 果判定不能1例 であった。副作用としては

アレルギー熱 と思われ るものが1例 あったが,検 査所見

に おいて も異常 をみ とめた ものはなか った。

292.　 Cefsulodinの 臨 床 的 研 究

山 作房 之 輔 ・鈴 木 康 稔

水 原郷病院内科

緑膿菌性尿路感染症2例 にSCE-129を 使用し,1例

はSCE-129のMICが1,600μg/mlで あったが,2例

とも排菌を停止 した。

なお,症 例を重ね て検討 の予定である。
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293.　 Cefsulodinに 関 す る 臨 床 的 研 究

関根 理 ・薄 田芳 丸 ・青 木 信 樹

信楽園病院 内科

清 水 武 昭

同 外 科

若 林 伸 人 ・林 静 一

同 薬 剤科

渡 辺 京 子

同 検査科

緑膿菌に対 して選択的抗菌 活性を示す新 セフ ァロスポ

リン系抗生物質Cefsulodinに ついて,腎 機能障 害者に

投与したときの血 中濃度を測定し,少 数例なが ら臨床治

験を行った。

1.中 等度腎機能障害者2例(Ccr 55,40ml/min)

と,Ccr 5ml/min以 下の腎不全患者 の非透 析 日2例,

透析日2例 に それぞれCefsulodin 0.5gを 静注 し,1,

3,5,8,24時 間後に採血 して血中濃度を測定 した。中

等度障害者の場合,peakは1時 間後でそれぞれ40,25

μg/mlで あ り,5時 間後にはそれぞれ9.0,4.6μg/ml

となり,24時 間後には測定で きなか った。 腎不全患者

の非透析日は2例 の平均でpeakは73μg/ml,以 後緩

徐に低下して24時 間後の値は25.5μg/mlで あ った。

透析日例は透析を うけた後の値 が非透 析 日例 よ りも低

く,透析の影響が認め られた。

2.2月20日 現在で,緑 膿菌に よる呼 吸器感 染症2

例,他 の菌 と緑膿菌との混合感染であ る胆 道 感 染 症1

例,計3例 にCefsulodinを 使用し,い ずれ も治療 目的

を達した。副作用はみ られなか った。

294.　 Cefsulodinの 基 礎 的,臨 床 的 研 究

大 久保 滉 ・岡本 緩 子 ・呉 京 修

右 馬文 彦 ・上 田良 弘 ・前 原 敬 悟

関西医大第1内 科

目的:抗 緑膿菌用抗生剤 として開発 されたCefsulodin

の基礎的,臨 床的検討を行 なった。

方法:1)抗 菌力;化 療 標 準 法 で 緑 膿 菌 に 対 す る

CefsulodinのMICを 測定 し
,DKB,GM,SBPC,CBPC

と比較した。2)吸 収排泄:(a)血 中濃度;健 康成人3名

に500mg筋 注し経時的血 中濃度 と尿中回収を 測定 した 。

(b)臓器内濃度:ラ ッ トにCefsulodin 10mg/kg筋 注し

臓器内濃度を測定 した。 また臓器 エマルジ ョンか らの試

験管内回収実験 も行な った。なお(a)(b)ともPS .aerugi-

nosa NCTC 10490を 検定菌 とし
,D.S.T.Agarを 用

いた帯培養法に よ り測定 した。3)臨 床 例:緑 膿菌 の検

出された褥瘡感染2例,留 置カテーテル使用 中の尿路 感

染症2例,慢 性気管支 炎1例,計5症 例に250mg～1g/

dayを7～17日 間投与し,臨 床的効果を検討 した。

結果:1)Ps.aeruginosaに 対 してCefsulodinは 原

液接 種で1.6な い し3.1μg/mlにMICの ピー クを有

しDKB,GMと 類 似していたが両剤耐性株で本剤に感

受性株があ った。2)吸 収排泄:(a)血 中濃度:血 中濃度

ピー クは1° 値で13～23μg/mlと な り6° で5μg/ml

以下 とな った。尿中回収は25～82%と パ ラツキを認め

た。(b)臓器内濃度:腎 に一番高濃度で以下,血 液>肺>

脾>肝>筋 の順でCETに 類似 していた。試 験管内回収

実験では80%以 上 を回収 した。3)臨 床例:緑 膿菌 に

対 しては4例 に菌の消失を認めたが,い ずれ も他の菌 へ

交代がみ られた。1例 は持続 して緑膿菌が検出 された。

295.　 Cefsulodinに 関 す る 基 礎 的 な ら び に

臨 床 的 研 究

三 木 文 雄 ・浅 井 倶 和 ・久 保 研 二

川 合 埴 英 ・高 松 健 次 ・河 野 雅 和

塩 田憲 三

大阪市大 第1内 科

P5eudomonasに 対 して抗菌力を示 す ことが 特徴 とさ

れ ている新CePhalosPorh系 抗生物質,Cefsulodinに

つ いて検討 を行 い,以 下 の成績を得た。

抗菌 力:病 巣 分離菌 のCefsulodinに 対す る感受性を,

日本化学療 法学 会標準 法で測定 した。前培養菌液を原液

のま ま接種測定 した成績 では,Staph.aureusは3.12

μg/ml,E.coliは50μg/ml,Klebsiellaは50μg/ml,

Proteus sp.は100μg/mlと 比較的低 い感 受性 を示 し

たが,PSeudomonas aeruginosaは6.25μg/mlと 他

の β-lactam系 抗緑膿菌剤に比 して,す ぐれた感 受性を

示 した。

臨床成績:現 在 までにPs.aeruginosaを 起炎菌 とし

て分離 した5例 の内科系感染症に,Cefsulodin 1日500

～1,500mgを 投与 した。 慢性気管支炎2例 では,い ず

れ も本剤 の投与 によ り喀痰 中のPs.aeruginosaは 消失

したが,気 管支拡張症 の2例 では,本 剤投与に よっても

Pseudomonasを 除去 し得なか った。 尿路感染症1例 で

は,基 礎疾患 の悪 化に より,本 剤 の効果 を確認 し得 なか

った。 これ ら5例 において,と くに副作用 は認 め られ な

か った。
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296.　 Cefsulodinの 使 用 経 験

柴 田弘 俊 ・正 岡 徹 ・植 田 高 彰

大阪成人病 センター内科

Cefsulodinを 緑膿菌(Ps)感 染症に経静脈 的 に 投 与

し,血 中濃度を測定 し,臨 床的に も良好な結果を得たの

で報告す る。

本剤の0.75g,1gを 各々2例 に1時 間点滴に よ り投

与 した場合の血中濃度は,点 滴終 了時に最高値を示 し,

それぞれ26.4お よび42.5μg/dlで あった。 半減期 は

点滴終了後1.5時 間であ り,尿 中排泄 率は平均71%で

あ った。

臨床的には,本 剤を投与した緑膿菌感 染症4例 中3例

に有効 であった。

症例1,AMoLの 寛解導 入中WBC 500の とき血液培

養 か らPsを 検 出し,先 行抗生剤の投与を中止 し,本 剤

の単独投与に より3日 後に解熱,そ の後血液所 見 も完 全

寛 解 とな った。症 例2,AMoLの 寛 解導 入中WBC 400

の とき発熱,血 液培 養は陰性で あったが尿中か らPsを

検出 し,本 剤の単独投与 に より4日 後に 解 熱 し尿 中 の

Psも 消失 した。 症 例3,胃 癌術後に肝膿瘍 を合併し,

Drainageに よ り解熱したが,排 液中か ら大 量のPsを

検 出した。本剤投与15日 後に排菌 は陰性化 し,全 身状

態 も著 明に改善 した。排液中の濃度は1gの 点滴終了後

3時 間値 で14・4μg/dlで あ った。 症 例4,自 然耐性株

に よる と考 えられ る無効症例である。

297.　 Cefsulodinの 緑 膿 菌 感 染 症 に 対 す る

臨 床 効 果

河 野 通 昭 ・香 西 勝 人

中 山 正 ・螺 良 英 郎

徳島大第3内 科

SCE429は セフ ァロスポ リン系抗生物質であるが,緑

膿菌に対 して抗菌力が強い特徴 を有 してい る。

我 々は2例 の緑膿菌感染症 に本剤を投与 しそ の効果お

よび副作用を検討 したので報告する。

症例1 47歳 の男性で気管支拡張症の例で20歳 か ら

発病 して両側肺下野に著明な気管支拡張 がある。喀痰 は

膿性 で100ml前 後を喀出 している。 微熱 と呼 吸困難 が

あ り,喀 痰か ら クレブシェラと緑膿菌が多数検出 され た

ので,混 合感 染 と考 えて,SCE-129を250mg×2筋 注

で投与 した。1週 間 の投与を行 った ところ クレブ シェラ

は消失 した。 しか し緑膿菌は残存 し,喀 痰量の増加,白

血球増 多が見 られ,無 効で あった。 肝機能,BUNを 本

剤投与前後で測定 したが異常は見 られなか った。

症例268歳 の女性,皮 膚癌 の リンパ節転移のある患

者 で尿路感染症を反復 してい る。末梢血白血球増多およ

び尿混濁があ り,緑 膿菌が107/ml検 出された。SCE-

129を 朝夕2回250mgづ つ筋注で5日 間投与したが白

血球増多が続 き,尿 混濁 も改善 されなかったので無効と

判定 した。投与中にGOT,GPT,BUNの 上昇が見られ

たが,胃 潰瘍の穿孔に よる手術 のため3,000mlの 輸血

を行 ってお り,そ の後 の急性腎不全が,関 係していると

考 えられ る。以上2例 に投与 し無効であったが,静 注投

与 も行われ てお り,投 与 量な どの検討が必要である。

298.　 Cefsulodinに 関 す る 基 礎 的,臨 床的

研 究

原 耕 平 ・中 富 昌 夫 ・那 須 勝

林 敏 明 ・朝 長 昭光 ・堀 内 信宏

泉 川 欣 一 ・広 田 正 毅 ・森 信興

斎 藤 厚

長崎大第2内 科

餅 田 親 子 ・猿 渡 勝 彦

伊 折 文 秋 ・林 愛

同 中 検

抗緑膿菌抗生剤Cefsulodinに ついて基礎的臨床的検

討を加えたので報告す る。

抗菌力:教 室保存の標準株22と 臨床分離株804に つ

い て化学療法学会標準法に基い てCEZと 比較してMIC

を測定 した。

血 中濃度:46歳 男子 と68歳 女子に19を 点滴静注し

た場合 の最高血 中濃度 はいずれ も点滴終 了時で,40～50

μg/mlで あった。 点滴終 了か ら6時 間 目には2μg/ml

程 度の活性があ った。

喀痰内移行濃度 と喀痰内細菌の動態:慢 性気管支炎と

汎細気管支炎症例に1g点 滴静注した場合の最高濃度は

0.9～1.0μg/ml,500mg筋 注の場合0.79μg/ml,2g

点滴静注では0.78μg/ml以 下であった。2例 の慢性気

管支炎例 で,点 滴終了後4～5時 間 目頃から緑膿菌の減

少がみ られた。

尿 中排泄 と尿中細菌 の動態:1gを 点滴静注した場合

の尿中回収率は8時 間 目までで87%で あった。緑膿菌

105/ml以 上 と大腸菌103～104/mlを 証明された慢性勝

胱炎 に19点 滴した場 合,両 菌 は3時 間 目から減少し始

め8時 間 目には10 2/ml以 下 とな り2日 目から消失した。

臨床効果お よび副作用:緑 膿菌が証明された授性気管

支炎12例,気 管支拡張症1例 お よび慢性膀胱炎の計14

例に1日1～297～24日 間,主 に点滴静注した。有効

以上は5例 で有効率38%で あ った。 副作用としては発
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疹1例 とトランスア ミネース上昇の1例 の計2例 であ っ

た。本剤は緑膿菌感染症に有用 な もの と考え られた。

299.　 Cefsulodinの 基 礎 的,臨 床 的 研 究

松 本慶 蔵 ・宇 塚 良 夫 ・鈴 木 寛

野 口行 雄 ・渡 辺 貴 和 雄 ・玉 置 公 俊

宍 戸春 美

長崎大熱研内科

目的:Cefsulodinは 合成PCの 側鎖 の研 究結果か ら

合成された緑膿菌に抗菌力を有 す るユニー クなCepha-

losporin製 剤である。本剤の呼 吸器感 染症 化学 療 法に

おける位置付けを 目的に次の検討を行な った。

方法:(1)呼 吸器病原菌に対す るMICを 測定した。(2)

ラットに筋往投与し臓器 内濃度を測定 した。(3)呼吸器感

染症4例 に本剤を投与 し,起 炎 菌のMIC,血 中濃度,

喀痰中移行,尿 中排泄 ならびに臨床効果の検討を行な っ

た。

結果:(1)緑 膿菌17株 に対す るMICは ≦0.2～3.13

μg/ml(ピ ー ク0.39μg/ml)で,Piperacillinと ほぼ同

じ分布を示した。肺炎球菌63株 では1.56～ ≧12.5μg/

ml(ピ ーク6.25μg/ml),イ ンフ ル エ ンザ菌27株 で

3.13～>100μg/ml(ピ ー ク50μg/ml)で 呼吸器感染症

の主要起炎菌中緑膿菌にだけ高い抗菌力を示 した。(2)ラ

ットに20mg/kg筋 注投与 した時,各 臓器内濃度は15

分がピークで腎,血 清,肺,肝 の順で排泄は速 かであ っ

た。(3)緑膿菌性慢性細気管支炎に0.25g 1日2回 筋注

にて血中濃度ピーク10.2μg/ml,喀 痰 か らは検 出され

ず(<0.1μg/ml),MICの0.78～1.56μg/mlに 達 せ

ず無効。 インフルエンザ菌性肺炎 ・慢性 細 気 管 支 炎 に

250mg 1日2回 筋注で,血 中 ピー ク4.2μg/ml,喀 痰

で0.11μg/mlで 無効。緑膿菌性慢 性気管支炎1例,気

管支拡張症1例 に500mg 1日2回 投与にて2例 とも有

効で,緑 膿菌感染症は3例 中2例 が有効であ った。副作

用は認められなか った。

300.　 小 児 領 域 に お け るCefsulodinの 基 礎

的 検 討

広 松 憲 二 ・高 島 俊 夫

小 谷 泰 ・西 村 忠 史

大阪医大小児科

小児緑膿菌感染症においてア ミノ配糖体系薬剤の使用

はとくに使用法,副 作用の面で も常に慎重 さが要求 され

る。したがって緑膿菌に対す るよ り抗菌力のす ぐれたぺ

ニシリン系薬剤の出現は望 まれ るところであ る
。

今回,Cefsulodinに ついて小児細菌感染症病巣 由来緑

膿菌,大 腸菌,ブ ドウ球 菌を用 い,従 来 か ら のGM,

SBPC,ABPCと 比較す るため その抗菌 力を検 討した。

方法は 日本化学療 法学 会標準 法 に 則 り,10 8/ml菌 液

お よび10 6/ml菌 液 を用 いMICを 測定した。

緑膿菌 の感受性分布 は,10 8/ml菌 液接 種の場 合,1.56

～200μg/mlに 分布 し,感 受性 ピー クは6.25μg/mlで,

抗菌力はGMよ り1管 程度劣 ったが,SBPCよ り5管

程度優れ ていた。10 6/ml菌 液接種 の場 合,感 受 性 ピー ク

は3.13μg/mlでGMと 同程度 の抗菌 力を示 した。

大腸菌では感受性分布は,10 8/mI菌 液接種 の場 合,50

μg/mlな いしそれ以上 に分布し,感 受性 ピー クは50μg/

mlで,10 6/ml菌 液接種 の場合,そ れ は25μg/mlで あ

ったが,SBPCに 比べ ると抗菌力はやや劣 った。接種菌

量に よ り2管 程度差がみ られた。

ブ ドウ球菌では感受性 ピー クは,10 8/ml菌 液 接 種 で

6.25μg/ml,10 6/ml菌 液 接 種 で は3.13μg/mlで,

SBPCと 同様 の抗菌 力を示 したが,ABPCに は2管 程度

劣 った。

301.　 抗 緑 膿 菌 用 セ フ ァ ロス ポ リンCefsu-

lodinの 抗 菌 力,体 内 分 布 とPhar-

macokineticsに つ い て

石 山 俊 次

日大総合医学研究所

中 山 一誠 ・岩 本 英 男 ・岩 井 重 富

鷹 取 睦 美 ・川 辺 隆 道 ・大 橋 満

村 田 郁 夫 ・水 足 裕 子

同 第3外 科

半合成セフ ァロスポ リンC系 新抗生物質,Cefsulodin

(SCE-129)に ついて基礎的検討をお こな った。外科病巣

由来黄色ブ ドウ球菌46株 に対す る感受性 分 布 は1.56

～12.5μg/mlに あ り,そ の ピークは6.25μg/mlに31

株(67.3%)が 分布 した。大腸菌53株 に対 しては50～

100μg/ml以 上に分布 し,ピ ー クは100μg/mlに37株

(69.8%)が 分 布 した。Klebsiella 23株 で は100～>

100μg/ml以 上であ り,ピ ークは100μg/mlに16株

(69.5%)が 分布 した。Proteus mirabilisでは27株

中1株 が50,9株 が100,17株 が100μg/ml以 上に

分布 した。緑膿菌51株 では,1.56～25μg/mlに47株

が分布 しその ピ ー クは6.25μg/mlに25株(49.6%)

が分布 したが,100μg/ml以 上に も耐性株が4株 認め ら

れた。健康成人男子3名 に500mg筋 注 し,血 中濃度お

よび尿中濃度をcup法 に て測定 した。血 中濃度は15分

で9.1μg/ml,30分 で ピークとな り15.7μg/ml,1時

間で11.6μg/ml,2時 間で7.6μg/ml,4時 間 で3.6
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μg/ml,6時 間では測定不能であ った。尿中濃度は,1

時間で ピー クとな り平均2,623μg/mlを 示 し,6時 間 ま

での平均尿中回収率 は49.9%で あ った。上記の成績に

ついて,One compartment model methodに よ りPhar-

macokinetic parameterを 検 討した。 そ の結 果Ke.

0.41h-1,T 1/2 1.68hr,Vd27.51,T-max 0.5h,C-

max 14.7μg/ml,AUC 11.3(μg/ml)hrで あった。

302.　 外 科 領 域 に お け るCefsulodinの 基 礎

的,臨 床 的 検 討

柴 田 清人 ・由良 二 郎 ・品 川 長 夫

鈴 木 芳 太 郎 ・土 井 孝 司 ・石 川 周

高 岡哲 郎

名古屋市大第1外 科

新 しいCephalosporin系 抗生物質であるCefsulodin

について,外 科領域において基礎的,臨 床的検討を行な

ったので報告す る。本剤は今 まで のCephalosporin系

抗生剤には見 られなか った抗 緑膿菌作用が きわめ て強い

とい う特徴を有 している。

(1)抗 菌力:外 科病巣分離の緑膿菌130株 に つ い

て,本 剤お よび各種抗緑膿菌剤 の抗菌力を調べた。測定

法は本学会標準法に従ってその最小発育阻止濃度(以 下

MICと 略)を 求 めた。 原液接種にて 本剤は6.3μg/ml

に ピークを示 し,全 株200μg/ml以 下 のMICで あっ

た。GMの ピークは1.6μg/ml,AMKは3.2～6.3μg/

ml,CBPCお よびSBPCは 各 々100μg/mlで あった。

したが ってCefsulodinは ほぼAMKに 匹敵す る抗 菌

力を示 す と考 え られた。

(2)ヒ トにおけ る胆汁中移行,胆 道系疾患 を有す る

臨 床例2例 において,本 剤250mg筋 注後 の血 中および

胆 汁中濃度を測定 した。血 清中の ピー クは2例 とも1時

間 後に あ り,各 々14・3,16・8μg/mlで あった。胆汁中

濃 度は,胆 汁量や肝機能に よっ て異 なるが投与後1～2

時間 の胆汁において2例 ともピー ク値を示 し,各 々3.4,

4.8μg/mlで あった。6時 間まで の胆汁中移行率は,各

各0.16,0.05%で あ り,本 剤 の胆汁移行は,あ ま り良

好ではなか った。

(3)臨 床使用成績:緑 膿菌を検出 した外科的感染症

6例 に本剤を使用 し,有 効4例,や や有効1例,無 効1

例 で,副 作用は認め なか った。

303.　 外 科 領 域 に お け るCefsulodinの 試用

経 験

川 畑 徳 幸 ・土 居 進

大阪市立北市民病院外科

白 羽弥 右 衛 門 ・酒 井 克 治 ・藤 本幹夫

平 尾 智 ・上 田隆 美

大阪市大第3外 科

沢 田 晃

大 阪市立桃山市民病院外科

佐 々 木 武 也

藤井 寺市立道明寺病院外科

政 田 明 徳 ・北 野 福 男

城東 中央病院外科

新合成セ ファロスポ リン系抗生物質Cefsulodin(以 下

Cefと 略記)を 外科領域で試用 したので,そ の結果を報

告す る。

1.吸 収 ・排泄。健康成人4例 にCefを 筋注し,血清

中濃度 と尿中排泄量を測定 した。また,臨 床例で胆汁内

移 行を検 討した。

血 清中濃度:Cef 250mg筋 注後血清中濃度のピーク

は1時 間後 にあ らわれ,平 均31.0μg/mlを 示した。8

時 間値は平均0.31μg/mlで あった。500mg筋 注後血清

中濃度 のピー クは30分 後 に1あらわれ,平 均40.5μg/ml

を示 した。8時 間値 は平均3.78μg/mlで あった。

尿 中排泄 量:Cef250mg筋 注8時 間後までの尿中排

泄量 は平均226.7mg(90.7%)で あ り,500mg筋 注後

のそれは平均362.3mg(72.4%)で あった。

胆汁内濃度:Cef 500mg筋 注後胆汁内濃度のピーク

は2～3時 間にみ られ,平 均3.6μg/mlで,血 清中濃

度 よ りも低値であ った。

2.Cef臨 床治療成績。Cefを 投与 された緑膿菌感染

症例は熱傷2例,2次 感染1例,胆 道感染3例,術 後創

感染4例,褥 瘡感染2例,術 後尿路感染2例 などl4例

であ る。 これ らの症例に対 してCefl回0,259な いし

0.59,1日2～4回,筋 注,静 注あるいは点滴静注によ

り,5～28日 間,総 量2.5～27.59投 与した。 その結

果,著 効1例,有 効5例,や や有効4例,無 効4例 の結

果 をえた。特記すべ き副作用はみ とめられなかった。
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304.　 外 科 領 域 に お け るCefsulodinの 臨 床

的 検 討

山 本泰寛 ・古 原 清 ・志 村 秀 彦

福 岡大第1外 科

総胆管結石症にて総胆管 ドレナ ージを施行 した39歳

の女性にSCE-129を250mg 1回 筋注後経時的に血中,

胆汁中および尿中の濃度を測定 した。血中濃度は1時 間

目に10.0μg/mlと ピー クを しめ し,漸 次減少 し,6時

間目には0.5μg/mlと な り,24時 間 目には測定限界0.1

μg/ml以 下となった。胆汁 中濃度は3時 間 か ら4時 間

目までに31.1μg/mlと 高濃度排泄を見たがその後は測

定限界濃度以下であった。 尿 中 濃度 は1時 間 後1,264

μg/mlで その後2時 間 目には1,488μg/mlと 高濃度に

排泄され,そ の後漸次減少し,1日 尿中回収率 は75.4%

であった。臨床的使用成績は、SCE-129が 緑膿菌 に強 い

抗菌力を示す特異的 な面か ら,原 疾患は胃,十 二 指腸疾

患4例,直 腸疾患,胆 道疾患,虫 垂疾患の各1例,合 計

7例の術後緑膿菌感染症(腹 腔お よび皮下膿 瘍4例,創

感染2例,腹 膜炎1例)1日500～2,000mgを 点滴 ま

たは静注で5～10日 間投与 し,有 効6例 で胃癌の肝転移

の1症 例が無効で有効率85.7%で あ った。細菌学的に

検出した緑膿菌7株 中3株 は消失 したが他は使 用後 も検

出した。

PseudomonasとE.coliの 混合感 染 例 で 使 用 後 に

Enterobacter,Bacterotdesへ と菌 が 交 代 し,E.coli

もなお検出した胆汁性腹膜炎 の1症 例があ った。

副作用は胆石症術後腹膜炎の1症 例 にGOT,GPTの

上昇を使用後に認めたが,他 には特記すべ き副作用を認

めなかった。

305.　 Cefsulodinの 眼 科 的 応 用 の た め の 基

礎 的,臨 床 的 検 討

大 石 正 夫 ・西 塚 憲 次

本 山 ま り子 ・小 川 武

新潟大眼科

目的:Cefsulodinの 眼感染症に対する臨床応 用 の た

めに,抗 菌力,眼 内移行の基礎的検討 を行 い,さ らに緑

膿菌性眼感染症に対す る臨床効果 を検 討 した。

方法:教 室保存菌株に対す る本剤のMICを 測定 した。

さらに眼病巣由来のPs .aeru8inosa 20株 な らびにS.

aureus 20株 の感受性分布を検討した
。

本剤の眼内移行の動態を知 るために,白 色成熟家兎に

500mg/kgを 筋注
,静 注 して経時的に前房水 内 濃 度を

測定した。濃度測定にはPs .aeru8inoSa NCTC 10490

を検定菌 とす る薄層平板 カ ップ法に よ り行 った。 またそ

れぞれ前房水 内濃度 のpeak時 に眼球を摘 出して,眼 組

総内濃度を測定 した。

臨床的には,緑 膿菌性角膜潰 瘍の1症 例 に 本 剤 を 局

所,全 身投与 して,治 療効果を検討 した。

結果 お よび考察:本 剤 はPs.aeruginosaお よび一部

のグ ラム陽性菌につ よい抗菌力を示 し た。 臨 床 分 離 の

Ps.aeruginosa 20株 は0.78～ ≧100μg/mlに 分布 し,

3.13μg/mlに 分布 の山を示 した。S.aureusは1.56～

6.25μg/mlに 分布 し,3.13μg/mlに 分 布 の 山が あっ

た。

家兎眼におけ る前房水 内移行 は,筋 注では1時 間後に

5.17μg/ml,静 注では1/4時 間後13.67μg/mlの それ

ぞれpeak値 が えられた。眼組織 内に もか な り良好 な移

行がみ とめ られた。

12歳 の緑膿菌性角膜潰瘍症例に,本 剤 の1%水 溶液

の点眼,な らびに250mg～500mg 1日2回 筋 注によ り

著 効がみ とめられ た。 副作用 はみ とめ られ なか った。

306.　 Cefsulodinの 研 究

宮 本慎 一 ・西 尾 彰 ・熊 本悦 明

札幌医大泌尿器科

新規抗緑膿菌抗生剤Cefsulodinに ついて基 礎的,臨

床的に検討 し,次 の ような成績を得た。

抗菌力:臨 床分離緑膿菌88株 に 対 す るCefsulodin

のMIC分 布は,10 8/ml接 種で3.13～50μg/mlと>

1,600μg/mlの2峰 性 で あ り,10 6/ml抗 種 では3.13

μg/mlに 大 きな ピークがあ る。大腸菌10株 のMICは

10 8/ml,10 6/ml接 種 と も25な い し50μg/ml以 上で

あ る。

血 中濃度 ・尿 中排泄:健 康成人 男子2名 のCefsulodin

500mg筋 注後 の血 中濃度は1時 間後 に ピ ー クが あ り

10.1～11.0μg/mlで あ り,6時 間後では測定感 度 以 下

である。 投与後2時 間 まで の尿 中 濃度は1,800～2,300

μg/ml,投 与後6時 間 までの尿中回収率は46.0～50.6%

である。

臨床成績:緑 膿菌 を起 炎菌 とす る複雑性 尿路感染症患

者16名 にCefsulodinを1日500～1,000mg,5日 間

投 与した。総 合臨床 効果は著 効5例,有 効3例,無 効8

例であ る。副作用 としては好酸球 が軽 度増 加 した1例 を

経 験した。
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307.　 尿 路 感 染 症 に お け るCefsulodinの 基

礎 的,臨 床 的 検 討

高 橋 美 郎 ・平 井 庸 夫

小 林 正 人 ・白 岩 康 夫

福 島県立医大泌尿器科

福島県立 医科大学附属病院 泌尿器科に入院中の慢性複

雑性尿路感染症を有す る患者7例 に対 し,Cefsulodinを

投与 し,基 礎的検討 として,投 与薬剤 の血中濃度,尿 中

濃度,MICを 測定 し,ま たそ の臨床効果を検討 した。

血中濃度は,Cefsulodin 250mg筋 注3例,500mg点

滴静注3例 について測定 し,前 者 の最高値の平均は13.1

μg/ml,後 者 のそれは24.5μg/mlで あ り,投 与量の差

が,そ の まま表 われた ものと考 える。

尿中濃度,お よび投与後8時 間 目まで の 尿 中 回 収 率

は,250mg筋 注3例,500mg点 滴静注2例 で検討 し,

筋注例の回収率63.8%,78.0%,37.6%に 対 し,点 滴

静注例のそれ は40.9,36.3%と 低値を示 した。筋注群

中,最 低値 を示 した1例 は,Ccr 30.6ml/minと 中等度

腎障害 を有 していた。

CefusulodinとSBPCのMICを 臨床分離 緑膿 菌6

株について検討 し,SBPCよ り約1管 程 度本剤 の感受 性

は勝れ ていた。

Cefsulodin投 与7例 の臨床効果判 定 は,有 効4例,

無効3例 で,有 効率57.1%で あ った。投与方 法お よび

投与量は,250mg 1日2回 筋注3例,500mg 1日2回

点滴静注4例 と異 なるが,そ れに よる臨床効果の差 は と

くにみ られなか った。全例に本剤投与前後の末梢血液,

腎機能,肝 機能 の検査を行い,ま た 自覚的副作用 を問診

したが,1例 に,筋 注部の軽度疹痛を認めただけで,そ

の他 とくに異常がみ られなか った。

308.　 Cefsulodinの 泌 尿 器 科 領 域 に お け る

使 用 経 験

勝 岡 洋 治 ・河 村 信 夫 ・大 越 正秋

東海大泌尿器科

起因菌 として緑膿菌が検出 された慢 性複雑性 尿路感染

症患者に本剤を使用 し臨床的お よび細 菌学的効果を検討

した。

1日 投与量は125mg×2,250mg×2,500mg×2の

3種 類で,投 与期間は5日 間 とした。投与方法 は筋注,

点滴静注の2種 類で行な った。効果 判定 はUTI薬 効評

価基準に従 った。

MICの 測定は化療標準法に よ り接種菌量10 6 cells/ml

で行なった。

症例 はいずれ も基 礎疾患を有す る尿路感染症で慢性膀

胱炎5例 ・腎孟腎炎1例 の計6例 であった。効果判定は

膀胱炎 につ いては著効1,有 効1,無 効3,腎 孟腎炎で

は無効1で,全 体 の有効率 は33.3%で あった。

副作用は1例 に軽度肝障害 をみ とめた。

臨床分離 のPaeruginosa 27株 のMICの ピークは

3.13μg/mlに あ り,感 受性株に対す る本剤の抗菌力は

ア ミノ配糖体系薬剤に匹敵す る。全株のほぼ半数(52%)

が6.25μg/ml以 下で あったが、一方,100μg/ml以 上

の耐性株 も26%に み られ全体 としてダラタラとしたパ

ターンを示 した。

309.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefsulodinの

検 討

清 水 保 夫 ・兼 松 稔

河 田 幸 道 ・西 浦 常 雄

岐阜大泌尿器科

斎 藤 功

東京共済病院泌尿器科

目的:抗 緑膿菌 剤 として開発 されたCefsulodinの 尿

路感染症 に対す る有用 性を基礎 的ならびに臨床的に検討

した。

方 法 と結果:1)抗 菌 力;嫌 気性菌27株 については

岐 大標準 法,尿 路 由来の緑膿菌93株 については化療標

準 法に したがいCefsulodinのMICを 測定した。

嫌 気性Gram陽 性球菌 に対 し ては6.25μg/mlか ら

25μg/m1,嫌 気性Gram陽 性桿菌ではEZentumを 除

外 すれば,≦0.39μg/mlか ら125μg/mlの 範囲に分布

し,ま ず まずの抗菌力が期待で きるが,嫌 気性Gram陰

性桿菌 ではB.praeacutus,F.nemphorumの 各1株

を除 けばMICは すぺて25μg/ml以 上であ り,100μg/

ml以 上 もまれ ではない。

緑膿菌93株 に対す るMICの ピ ー クは12.5μg/ml

で あ りSBPCに 比較すれば2管 程す ぐれた抗菌力を示し

たが1100μg/ml以 上 の耐性 も認め られた。

2)臨 床的検討;緑 膿菌に よる慢性複雑性尿路感染症

9例 に対 してCefsulodinを 投与 した。投与量 投与方

法は症例毎に決定 された ため一定ではない。総合臨床効

果(有 効率)は22%(2/9)、 細菌学的効果(除 菌効果)

は44%(4/9)で,1/3の 症例に菌交代症がみ られてい

る。 なお,特 記す べ き副作用は認め られなかった。

結論:Cefsulodinは 緑膿菌 尿路感染症に対して効果

が期待 できる薬剤 と考 え られ るが,治 療に際 しては嫌気

性菌を含 めた菌 交代症 の発生に注意を払 う必要があろ

う。



VOL.27 NO.3 517CHEMOTHERAPY

310.　 緑 膿 菌 に よ る 慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に

対 す るCefsulodinの 臨 床 的 検 討

鈴 木 恵 三

平塚市民病院泌尿器科

長 久保 一朗 ・木 村 太 紀 ・三 井 久 男

立川共 済病院泌尿器科

名 出 頼 男 ・藤 田 民 夫

名古屋保健衛生大泌尿器科

Ps,aeru8inosaに 特異的に抗菌力を発揮す るといわ

れる,新合成セファロスポ リン剤のCefsulodinに つい

て,本菌に起因す る慢 性複雑性尿路感染症を主 な対象疾

患として,臨 床成績を検討 した。

対象疾患:41～86歳 にわた る入院患者14例 で,い ず

れも複雑性基礎疾患を有す る尿路感染症 である。1例 の

Klebsiellaを除いて,全 てPs.aeruginosaに よる感染

である。 すなわち13例 中,Ps.単 独感染10,混 合感

染3で あった(Ps.とCandida,2,Ps.とEntero-

bacter,1)。 留置 カテーテルは3例 に用 いてあ る。

臨床成績:250mg～1,000mg/日 を4～7日,I.V.ま

たはI.V.D.に より投与 した。 臨床効果は,UTI判 定

基準によると,有 効6,無 効7で,有 効率 は46.1%で

あった(Klebsiellaの1例 は無効)。菌 交代をみた もの

は3例(23.1%)で あった。Candida,Enterobacterと

の混合感染例では,Ps.だ けが消失 した。

前立腺組織内への移行を,前 立腺手術症例において測

定したが,血 中レベルの約1/6～1/10程 度の濃度を認め

た。

副作用:前 立腺肥大症術後の72歳 の男子に3,000mg

を投与したところ,BUN 13.8→28.9mg/dl,Creatinine

1.1→3.3mg/dlと 上昇 した。 この例を除いて,末 梢血,

肝,腎 機能に異常を認め なか った。

考察:セ ファロスポ リン剤で比較的少量投与で もPs.

に有効性を持つ メリッ トと,菌 交代を主 とす るデ メリッ

トが,向 後の論議の 目的 となろ う。

311.　 Cefsulodinの 臨 床 使 用 経 験

山崎義 久 ・鈴 木 紀 元 ・森 下 文 夫

栃 木宏 水 ・前 田 真 ・多 田 茂

三重大泌尿器科

目的:基 礎疾患を有す る慢性複雑性 尿路感染症 は治療

に対する抵抗性が高い
。言 い変 えれば,臨 床的 に薬 効あ

るいは効果の持続に耐 え得 る薬剤が少 な く
,一 方,耐 性

菌でもあ り,化 学療法中の菌交代現象,薬 物 の腎毒性 の

問題,宿 主側の加令に よる全身抵抗 力の減少,免 疫能の

低下1消 耗性疾患を基礎疾患 として有す るな ど,条 件は

はなはだ悪い こ とが 多い。

ここに従来弱毒菌 と呼ばれ る菌群 に よる重篤な感染症

の存在が問題 とされ て来 た。 しか も化学 療法剤の開発に

伴 って増加す るとい う皮 肉な現象を呈す る結 果 と な っ

た。 しか しなが ら,新 薬 の開発はpoorriskの 患者にあ

えて観血的治療 を施 すためには必 須の条件であ り,臨 床

側 の要求 でもある。我 々は今回,合 成 セフ ァロスポ リン

系 のCefsulodinを 複雑 性尿路感 染症で緑膿菌を起 炎菌

とす る症例を対象 として使用 し,そ の効果 を検 討した。

方法:Cefsulodin 250mg朝 夕筋 注,500mg朝 夕筋

注,500mg朝 夕点滴静注で5日 間投与 し,UTI薬 効評

価基準に定 める検査 法で必要項 目をチ ェックし,同 基準

に従 って効果を判定 した。

結果:5例 に菌 の減少,2例 に消失を見た。 尿所見 は

5例 に改善,2例 に尿中白血球 の消失 をみた。薬 効判定

は著効2例,有 効5例,無 効1例 であった。 副作用 は全

例認 めなかった。

312.　 Pseud0momsに よ る 複 雑 性 尿 路 感 染

症 に 対 す るCefsulodinの 基 礎 的,臨

床 的 検 討

大 川 光 央 ・竹 前 克 朗 ・岡 所 明

平 野 章 治 ・中 下 英 之 助 ・内 藤 克 輔

黒 田恭 一

金沢大泌尿器科

目的:PSeudomna3に 対 し強 い抗菌 力を有す る合 成

セ ファロスポ リン系抗生剤Cefsulodinに ついて,血 中

お よび排泄動態を含め,基 礎的,臨 床的検討を行 ったの

でその成績を報告す る。

方法:1.血 中濃度お よび尿中排泄:健 康成人男子2

例お よび種 々の腎機能を有す る尿路感染症(UTI)患 者

6例 を対象 として,本 剤250mg筋 注後の動態について

検討 した。2.臨 床成績:対 象は,P.aeruginosaに よ

る複雑性UTI患 者12例 で,本 剤500mgを 朝 夕2回

に分割 の上筋注 し,7日 間投薬 した。3.抗 菌 力:臨 床

分離naerugimsa 18株 に対す るCefsulodin,SBPC

およびGMのMICを 測定 した。

結果:1.血 中濃度 および 尿中排泄:血 中濃度は いず

れ も1時 間値が 最高で,正 常 例のhalf-lifeは1.3時 間

で腎機能 の低下 と ともに延長 した。正常 例の6時 間まで

の尿中回収率は75.9%で,腎 機能 の低下 とともに減 少

した。臨床成績:著 効2例,有 効1例,無 効9例 で,

有効率は25.0%で あった。細菌学的 効果 をP.aerugi-
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nosaに つ いてみる と,13株 中11株(84.6%)が 消失

した。なお副作用は認め られなか った。3.抗 菌 力:本

剤のMICはSBPCの それ よ り明 らか に 小 さ く,GM

のそれ よ り全般的にやや小 さい値 を示 した。

考察:CefsulodinはPseudomonas感 染症 に有効 な

抗 生剤 と考え られた。

313.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefsu-

lodinの 使 用 経 験

池 田達 夫 ・町 田修 三 ・吉 田 修

京都大泌尿器科

目的:Ps.aerug.単 独感染あ るいはPs.aerug.感 染

を含む混合感染に よる複雑性尿路 感 染 症 にCefsulodin

を使用 し,本 剤 の有効 性を検討 した。

方法:投 与方 法は筋 注で,外 来通院患者3症 例(腎 痩

設 置に よる慢性腎孟腎炎2例 ・VUR術 後の複雑性 膀 胱

炎1例)に 対 し7日 間250mg/日 を投与,入 院患者4症

例(膀 胱癌1例 ・前立腺肥大症術後1例,前 立腺癌術後

1例 ・尿道損 傷術後1例)に 対 し7日 間500mg/日 を投

与 した。臨床効果 の判定はUTI薬 効評価基準に従が っ

た。

結果:7例 中著効例2例 ・有効例2例 ・無効例3例 で

あ ったが,無 効例 中2例 はいずれ も合併症 として インス

リン療 法中の糖尿病 と伴 なってお り,原 疾患が膀胱癌,

前立 腺癌 であった。 カテーテル留置の有無についてみ る

と,著 効例,有 効例の全例に カテーテル留置が行なわれ

てお り,無 効例 中2例 には カテーテル留置が行なわれ て

いなか った。菌 交代は2例 にみ られ,い ずれ もKlebsiella

で あった。

副作用は注射部位の局所 疹痛以外に連続投与 に支障を

きたす ものはなか った。

ま とめ:Ps.aerug.に よる複雑性尿路感染症 に対 して

Cefsulodinを 投与 しその臨床効果 を検討 したが,綜 合有

効率は57%で あ った。

314.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お け るCefsu-

lodinの 使 用 経 験

三 品輝 男 ・渡辺 決 ・荒 木 博 孝

板 倉康 啓 ・小 林 徳 朗 ・金 子 宏

京都府医大泌尿器科

目的:泌 尿器科領域 におけ る緑膿菌に よる複雑性尿路

感染 症に対す るCefsulodinの 有効性を検索す る。

方 法:1977年1月 か ら1977年8月 までの8カ 月間に

当科に 入院 した緑膿菌 による複雑性尿路感染症20例 に

対 しCefsulodin 250mg朝 夕2回5な い し7日 間 筋 注

し1そ の治療効果判定をUTI判 定基準に より行った。

結果:細 菌 尿の消長に膿 尿の改善度を加味した判定を

行 うと,著 効2例,有 効11例,無 効7例 で有効率65%

となった。

緑膿 菌の消長 を見 てみ ると陰性化17例1不 変3例 で,

緑膿菌 の消長 に膿 尿の改善度を加 味した判定規準では有

効率85%と なった。20例 中 カテーテル留置中14例 と

非留置 中6例 に分 け,効 果 判定を行 うと細菌尿消長から

は有効率は前者64%,後 者67%,緑 膿菌消長からは前

者86%,後 者83%で あった。

Cefsulodin投 与後菌交代 および不変の例の尿中分離

菌をみ てみ る とE.colt 4例,Prot.vulgaris 1例,

Ps.diminuta 1例,Ps.spp.1例,Ps.spp.+Cloaca

1例 であ った。全例に薬疹,骨 髄抑制,肝 機能障害およ

び腎機能障害な どの副作用はみ られなか った。

考察:Cefsulodinは 緑膿菌に よる尿路感染症に有効

な抗生物質 と考え られ る。効果 のみ られなかった3株の

緑膿菌に対して も本剤投与量を もっ と増量すれば,さ ら

に良い結果 が得 られた と考え られ る。

315.　 Cefsulodinの 泌 尿 器 科 学 的 検討

古 沢 太 郎

京都第二赤十字病院泌尿器科

目的:緑 膿菌に感受性を有 す るCephalosporin製 剤

として開発 されたSCE-129の 泌尿器科的応用に関して,

臨床 尿由来Pseudomonas aeruginosa(以 下Ps.aerug.

と略 す)に 対す るin vttroで の感受性分布,他 薬剤と

の感受性相 関な らびに実 際の臨床投与効果 につ いて検

討。

方法:臨 床尿 由来 のPs.aerug.62株 に対し10 8お

よび10 6の2菌 量で,SCE-129のMICを 化療標準法

に従 って測定 し,そ れ らの分布曲線を作成した。また,

同時に測定 されたMACの 分布 曲線を もそれぞれ併記し

てMIC曲 線 との並行関係 なども検討 した。なおまた

本剤 とGMな らびにSBPCと の感受性 相関を10 8な

らびに10 6の 菌量別に検討 した〇-

Ps.aerug.を 起 因菌 とす る慢性複雑性膀胱炎の4症例

に本剤を1日500mg(分2)7日 間筋注 して,そ の臨

床効果をUTI薬 効評価基準に従 って検討した。

結果 と考察:

1)MIC分 布のPeakは10 8で は3.12μg/ml似 下

略)と>100の2相 性で前者がやや高 く,10 6では1.56

と1段 階上昇 し,か つ鋭角で数 も増 して,し かも大多数

の93.5%が0.78～6.25の 範囲に含まれた。MAC分

布 はMICと10 8で はやや非並行的であったが,10 6で

は並行的な波形を示 した。
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2)他 剤との感受性相関;GMと では10 8でGMが や

や勝り,10 6で は逆にSCE-129が 勝 ってお った。SBPC

とでは10 8でSCE-129が 圧倒的 に優 勢で,106で はや

や両者の差は10 8程 ではなか ったがSCE-129の ほ うが

3段階くらい優勢であった。

以上のことか ら,尿 路 でのPs.aerug.感 染症には1

日量500mg(分2)筋 注で も十二分 に効果 が期 待 し得

ることが予測 された。

3)種 々の基礎疾患を有 し,Ps.aerug.が 起 因菌(10 5

1例,10 6 2例,10 7 1例)と 考え られた症例で,年 齢68

～83歳 までの4例(♂3,♀1)に ついて本剤 を1日500

mg(分2)7日 間筋注 した結果,著 効1,有 効3の 成績

を得た。副作用は全例み られなかった。

316.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefsulodinの

基 礎 的,臨 床 的 検 討

黒 田泰二 ・松 本 修 ・片 岡須 雄

三 田俊 彦 ・石 神 嚢 次

神戸大泌尿器科

目的:緑 膿菌に起因す る複雑 な尿路感染症 に対す る,

Cefsulodinの 治療効果 および安全性の検討。

抗菌力:尿 跨感染症患者か ら分 離 した,Ps.aerugi-

nosa 24株 に対 し,化 療標準法に従い,本 剤のMICを

GM,SBPC,の それ と比較検討 した。 ピー クは3.12～

6.25μg/ml(10 6 cells/ml)で,GMの それ より1～2管

劣るが,SBPCの それ より4～5管 す ぐれ ていた。

吸収 ・排泄:血 中濃度 および尿中排泄をPs.aerugi-

nosa NCTC 10490株 を用い,薄 層 カ ップ法にて測定 し

た。健康成人男子3名 に本剤250mg筋 注。血中濃度の

ピークは,30分 で平均値14.7μg/ml,6時 間後には痕

跡であった。尿中濃度は0～1時 間 ま で が 平 均 値374

μg/ml,6時 間 までの尿中回収率は86.4%で あ った。

臨床成績2緑 膿菌 による複雑性尿路感染症患者21名

に本剤を投与した。成績は著効9例 ,有 効7例,無 効5

例で,有 効率76.6%で あ った。細菌学的効果 は緑膿菌

21株 に対し,消 失19株(消 失率90.5%)で あ った。

副作用:本 剤投与中お よび後に,血 液学的検 査な らび

に,自,他 覚的症状に異常は認め られ なか った。

317.　 慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お け る

Cefsulodinの 基 礎 的,臨 床 的

検 討

高 本 均 ・鎌 田 日 出男 ・平 野 学

近 藤 捷嘉 ・荒 木 徹 ・大 森 弘 之

岡山大泌尿器科

Cefsulodinの 基礎的,臨 床的検 討を行 ったのでその成

績 を報告 する。

抗菌 力:尿 路感染 症か ら分離 したPseudomonas 23株

に対 し10 8個/ml接 種で,本 剤 とGMのMICを 比較

した。全体にGMの ほ うが 良い成績 であったが,GM耐

性菌 で本剤に 良い感受性を示す株 もみ られ た。

吸収 ・排泄:健 康成 人1名 に500mgを 点 滴静注 し,

1名 に125mgを 筋 注し,各 々の血 中濃度お よび 尿中排

泄 をCup法 にて測定 した。 点滴例 の血 中濃 度 のPeak

は1時 間 目に あ り12μg/mlで,以 後す みやか に減 少し,

6時 間 目では0.9μg/mlで あった。 尿中排 泄率 は6時

間 までに87.8%で あった。 筋 注例 の血 中濃度 のPeak

は30分 後で3.3μg/mlで あ り,以 後漸 減 し,6時 間

目では0.5μg/mlで あったo尿 中排泄率 は6時 間 まで

に62.8%で あった。

前立腺組織 内濃度:前 立腺肥大症患者5名 に前立腺摘

出時に本剤500mgを 静注 し,前 立腺組織 内濃度お よび

摘出時の血中濃度をCup法 にて測定 した。 前立腺組織

内濃度は4,0～9.6μg/mlで,摘 出時血中 濃度の26.8

～82.1%に 相当 した。

臨床成績:慢 性複雑性尿路感染症14例 に,本 剤1日

量0.5～1.0gを5～9日 間にわた って筋注 または点滴

に よ り投与 した。慢性複雑性腎孟 腎 炎9例 で は著 効2

例,有 効5例,無 効2例,慢 性複雑性膀胱炎5例 では有

効3例,無 効2例 であ り,有 効率71.4%で あ った。投

与 前尿中分離菌17株 中Pseudomonasは12株 で,そ

の うち9株 の消失をみた。副作用お よび臨床検査値の異

常 は認めなか った。

318.　 緑 膿 菌 感 染 症 に 対 す るCefsulodinの

臨 床 的 検 討

藤 村 宣 夫 ・湯 浅 正 明

上 間 健 造 ・黒 川 一 男

徳島大泌尿器科

Pseudomonas aeruginosaが 分離 された複雑 性 尿路

感染症10例 にCefsulodinを 使用 したので,そ の成績

を報告す る。

症例は下部尿路感染症7例,上 部 尿路感染 症3例 で,
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投与方法は250mgを 朝夕2回 筋注 また は500mgを

朝夕2回 点滴静注 し,臨 床効 果 は,著 効3例,有 効1

例,や や有効2例,無 効4例 であった。

Pseudomonas aeruginosaの 消長は7株 が消失,3株

が減少したが,消 失をみた7例 の うち2例 はSerratia

marcescensに 菌交代 していた。

副作用 は全例に認め られ なか った。

319.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefsulodinの

基 礎 的,臨 床 的 検 討

藤 井元 広 ・中 野 博 ・仁 平 寛 已

広島大泌尿器科

白 石 恒 雄 ・畑 地 康 助

松 山赤十字病院泌尿器科

目的:Pseudomonas感 染症 に有 効な合成 セフ ァロス

ポ リン系抗生物質SCE-129の 基礎的 お よび臨床的検討

を 目的 として実験 を行 った。

対象お よび方 法:Ccrが31.0～49.3ml/minの 中等

度 腎機能障害者5名(3名 に1回250mg,2名 に1回

500mgの 筋 注を1日2回,5日 間施行)に 対 してsingle

dose studyとmultiple dose studyを 行 った。

緑膿菌 を起炎菌 とす る複雑性尿路感染症 の11例 に本

剤 を1回250～500mg,1日2～3回,5～13日 間,計

2.5～7.0gを 筋注投与 した。 初 回筋注時に注射後0～3

時 間,3～6時 間の尿中濃度 と起炎菌の本剤に対す るMIC

を測定 した。

成績 および考察:吸 収 ・排泄:single doseの 場合,

血 中濃度は2時 間以 内に ピークがあ り,500mg投 与群

は15～25μg/ml,250mg投 与群は6.2～7.9μg/mlと

dose responseが み られた。半減期は1.6～4.5時 間 と

延長 していた。 尿中濃度は ピーク時233～1,625μg/ml

で6時 間 までの回収率は22.7～73.7%で あ った。multi-

ple dose studyで は本剤 の蓄積傾 向を認 めなか った。

臨床成績:11例 中有効3例 で 有 効 率27.3%で あっ

た。尿中濃度 と起炎菌のMICお よび細菌学的 効果 との

関連は,緑 膿菌7株 中6株 のMICよ り尿中最 高濃度が

高値を示 し,こ の6株 中1株 が消失,5株 に菌 交代現 象

を認めた。副作用は発疹,ア レルギー症状 な どはな く,

1例 にGOT,GPTの 高値がみ られ た。

320.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefsulodinの 使

用 経 験

中野 信吾 ・堀 建 夫 ・広瀬 建

原 種 利 ・斎 藤 泰

長崎大 泌尿器科

居 原 健 ・天 体 太 平

長崎市民 病院泌尿器科

慢性複雑性尿路感染症12例 にCefsulodinを 使用し

た。

対象は19歳 か ら76歳 までの男性10例,女 性2例

であ った。その内訳は神経因性膀胱お よび術後に合併も

た慢性膀胱炎7例,慢 性腎孟腎炎5例 であった。慢性膀

胱炎では全例に留置カテーテルが施行 され,慢 性腎孟腎

炎 では3例 に尿管皮膚痩 が造設 され てカテーテルを留置

してい る。

投与方法は1日,250mgを2回 筋注したもの1例,

500mgを2回 筋 注 した もの5例,500mgを1回 点滴

静注 した ものが1例,1,000mgを1回 点静注したもの

が5例 であった。

投与前 の尿 中分離菌 は,10例 にPseudomonas aerugi-

nosaを 認めた。他の2例 にはProvidenciaを 認めた。

いずれ も菌数は10 5/ml以 上で あった。

UTI研 究会の薬効評価基準 に よ る と尿 中分離菌が

Pseudomonas aeruginosaで あ った10例 のうち500mg

投与群2例 では,1例 に有効で あった。1,000mg投 与

群8例 では著効1例(12.5%),有 効2例(25%)で 有効

率は37.5%で あ った。細菌尿だけでみると500mgで

は1例 は菌 交代,他 の1例 は不変であ った。1,000mg

投 与群 では陰性化1例(12.5%),減 少2例(25%),菌

交 代5例(62.5%)で あ り不変は認めなかった。臨床効

果 では有効率は高 くなか ったが,尿 中分離 菌でみると

1,000mg投 与群 では有効率37.5%,菌 交代62.5%で

Pseudomonasに 対 して有 効であった。 なお副作用はな

か った。
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321.Cefsulodinに よ る 尿 路 感 染 症 の 治 療

経 験

百 瀬 俊 郎 ・熊 沢 浄 一

九 州大泌尿器科

尾 本 徹 男 ・黒 田 憲 行

伊 東 健 治 ・武 居 哲 朗

九 州厚生年金病院泌尿器科

中 山 健 ・稗 田 定

宮崎県立宮崎病院泌尿器科

慢性 ・複雑性尿路感染症例で尿中か ら,Pseudomonas

aeruginosaを 分離 した11症 例にCefsulodinを 投与

した。1例 だけは1回250mg,1日(朝 夕)2回,す な

わち1日500mgの7日 間投与,他 の10例 は1回500

mg,1日(朝 夕)2回,す なわち1日19の5日 間点

滴静注投与を行 った。1日500mgの1例 は無効,1回

19の10例 は著効1例,有 効4例,無 効5例 の臨床効

果を認めた。 臨床効果判定 はUTI薬 効評価基準に準 じ

て行 った。細菌学 的にはPseudomonas aer.が 消失 し

たもの5株,存 続 した もの5株,菌 交代した もの1株 で

あった。MICを 測定した ものは6株 であ るが108接 種

で6.25μg/ml1株,12.5μg/ml2株,50μg/ml1株,

100μg/ml以 上2株 であ り13.5,50μg/mlの ものは消

失したが6.25,100μg/ml以 上の ものは存続 していた｡

副作用は全例に認め てい ないがGOT,GPTが 軽度上 昇

した ものを1例 に認めた。

322.緑 膿 菌 に よ る 尿 路 感 染 症 に 対 す る

Cefsulodinの 使 用 経1験

古 賀 浩 作 ・河 田栄 人 ・江 藤 耕 作

久留 米大泌尿器科

目的:緑 膿菌 に よる尿路感染症に対 しセファロスポ リ

ン系抗生物質Cefsulodinを 使用 し,そ の治療効果 なら

びに副作用の検討。

方法:投 与対象は,昭 和52年1月 中旬か ら昭和52年

9月 中旬 までの約8カ 月間に久留米大学泌尿器科を中心

とす る関連病院で治療 した入院患者13例 で,全 例基礎

疾患を有す る複雑性尿路感染症でその内訳は慢性複(雑性

膀胱炎9例,慢 性複雑性腎孟腎炎4例 であ る。投与方法

は10例 にCefsulodinを1回250mg,1日2回 筋注に

て連続5日 間,3例 に1回500mg,1日2回 点 滴 静注

にて5日 間連続投与 した。なお効果判定はUTI効 果判

定基準に基づ き判定 した。副作用の検 索は,自 覚症状,

肝機能,腎 機能,血 液一般検査を行な った。

結果:1日500mg筋 注投与群10例 中慢性複雑性膀

胱炎6例,慢 性複雑性腎孟腎炎4例 で,そ の使用効果は

著効3例(30%),無 効7例(70%)で あった 。1日1,000

mg点 滴静注群 では3例 全例慢性複雑性膀胱 炎であ り,

著効1例(33.3%),有 効1例(33.3%),無 効1例(33.3

%)で あった。パルー ンカテーテル留置例は500mg筋

注群に3例 であ ったが全例無効で あった。1,000mg点

滴静注群では2例 で1例 に有効であった。副作用に関し

ては自覚症状,腎 機能,血 液一般検査に とくに異常所見

は認 めなか ったが,500mg筋 注群 におい て1例 に一過

性の トランスア ミラーゼの上昇を認 めた。

323.Cefsulodinの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

後 藤 俊 弘 ・大 井 好 忠

川 畠 尚 志 ・岡本 健 一 郎

鹿児島大泌 尿器科

陣 内 謙 一 ・白 浜 勉

佐 賀県立病院泌尿器科

阿世 知 節 夫 ・坂 本 日 朗

鹿児島市 立病院泌尿器科

Cefsulodinの 試験管 内抗菌力,吸 収,排 泄,臨 床成

績について検討を加えたので報告す る。

抗菌力:尿 路感染症 由来 の緑膿菌83株 のMICを106

i接種で測定 した。 感受性の ピ ー クは3.12μg/mlで,

GMよ り1段 階劣 るが,SBPCよ りは3～4段 階優れ。

かつSBPCと 交叉耐性は少 ない。

血 中濃度,尿 中排泄:健 康成人3名 を対象に本剤250

mg筋 注後 の血 中濃度 と尿中排泄を観察 した。検定菌に

Pseudomonas aeruginosaNCTC10490を 使用 し,薄

層カ ップ法 で測定 した。血中濃度は筋注30分,1時 間

後平均値 で7.2μg/mlと ピー クを示 し,2時 間後に3.7

μg/ml,4時 間後に1.1μg/ml,6時 間後に0.5μg/ml

に減衰 した。6時 間 目まで の尿中回収率 は49.5%で あ

った。

臨床成績:複 雑 性尿路感染症17例 を対 象 とした。年

齢は41～77歳,性 別 は男子15名,女 子2名,投 与量

は1日 量0.5～1.Og,投 与期 間は5～8日 間 とした。全

例緑膿菌感染例であ るが,単 独感染13例,混 合感 染4

例 である。効果判定はUTI薬 効評価基準に従 った。1

群 では3例 中3例(100%),4群 では8例 中6例(75.0

%)の 群別総合有効率であ った。総合臨床効果は17例

中9例(52.9%)に み られた。 自覚的副作用 として注射

部痛が1例 み とめ られた。 血液生化学検査 ではGOT,

GPT上 昇例が各 々2例,BUN上 昇例が2例 み られ た

が,Creatinineは 正常 であった。
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324.　 産婦人科領域におけ るCefsulodinに

関す る研究

張 南薫 ・国井勝昭 ・中山徹也

昭和大産婦人科

目的:Cefsulodinは 緑膿菌に対 す る抗菌力がSulbe-

nicillin,Carbenicillinよ りも強 く,Gentamicin,Dibe-

kacinと 同程度であ り,β-lactamaseに 強い抵抗性を有

す るな どの特長を もつ,セ フ ァロスポ リン系 の抗生物質

であ る。われわれは産婦 人科領域 におけ る本剤の有用性

を検討す る目的で以下 の検討を行 った。

方法:1.臍 帯血,羊 水 中移行。分娩時,本 剤1回250

mgを 筋 ・静注後の臍帯血,羊 水中濃度を測定 した。測

定方法,Pseudomonas aeruginosa NCTC 10490を 検

定菌 とす るカップ法,標 準稀釈液は血液検体には血清稀

釈液,羊 水には燐 酸緩衝液稀釈液を使用した。

2.産 婦人科 領域 の緑膿菌感染症に対 し,本 剤を1回

250～500mg筋 注 また は静注 して,治 療効 果 を 検 討 し

た。

結果:1.1回250mg筋 注後 の母児間移行濃度は16

例平均で,母 体血 のピークは40分 ～1時 間にあ り,8.2

～8 .5μg/mlで あ り,5時 間 目に は0.9μg/mlで あっ

た。臍帯血 濃度は,90分 前後に ピークがあ り,3.8μg/

mlで あ り,羊 水中へは0.5～1.8μg/ml前 後,最 高3.6

μg/mlの 移行が認め られた。

2.産 婦 人科 におけ る緑膿菌に よる尿路 感染症,骨 盤

内感染症,術 創感染症等に,1回250～500mg,1日1

～2回 筋 注で,臨 床的,細 菌学的効果 を認 めた。 副作用

はなかった。

325.　 Cefsulodinに 関 す る 研 究

青 河 寛 次 ・皆 川 正 雄 ・柄 川 二 郎

社 会保険神戸中央病院産婦人科

山 路 邦 彦 ・杉 山 陽 子

近畿母子感染症セン ター

実験 目的:抗 生物質Cefsulodinの 臨床価値を 明らか

にす るため,そ の抗菌 作用,吸 収排泄 ならびに産婦人科

臨床成績を検討 した。

実験方法:1.抗 菌作用:臨 床分離142株 のMIC

を,化 療学会標準 法に準 じ測定 した。

2.吸 収 ・排泄:Ps.aeruginosa NCTC 10490を 検

定菌 とす る薄層 カ ップ法を用い,人 体 内 濃 度 を 測 定 し

た。

3.　 臨床成績:産 婦人科重症感染症:7例 で,主 に緑

膿菌 分離例 の臨床効果,副 作用を追求 した。

実 験 成 績:1.抗 菌 作 用:緑 膿 菌47株 の うち,≦12,5

μg/ml 89.3%で あ り,他 のCephalosporin,Cepha-

mycinに 比 ぺ 特 異 的 で あ り,一 方,大 腸菌100株 の感

受 性 は この逆 で あ った 。

2.吸 収 ・排 泄:健 康 婦 人,子 宮癌 例 の血 中濃度,尿

中排 泄 を 測定 した。 分娩 時 の 胎 児側 移 行:13例 では,他

のCephalosporinに 比 べ や や低 値 か つ 遅延 傾 向を示し

た 。

3.臨 床 成 績:悪 性 腫 瘍 に 伴 う重 症 感染,5例,産 科

感 染,2例 に 対 し本 剤0.25～1.09×2/日 ×4～7日 間筋

注 ～ 静 注 した と こ ろ,4例 に 有 効 だ った。 本剤投与中,

緑 膿 菌 は 消 失 す る場 合 が 多か った が,菌 交 代例が 目立っ

た 。

326.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るCefsulodinの

検 討

高 瀬 善 次 郎 ・白 藤 博 子 ・内 田 昌 宏

川 崎 医 大 産 婦 人科

Cefsulodinに つ い て,教 室保 存 株 に つい て,接 種菌

量10 8/ml,10 6/mlに つ い て,そ のMICを 検討 した。

Staph.aureusに お い て は,3.13～6.25μg/mlで あ

った 。

E.coliは す べ て50μg/ml以 上 のMICで ある。

Klebsiellaに お い ては 半 数 以 上 の菌 株 が,100μg/ml

以 上 の耐 性 で あ る。

Proteus mirabilisに お い ては10 8/mlで は100μg/

ml以 上 で あ り,10 6で は50μg/ml以 上 であ った1。

Proteus vulgarisに お い て は,す べ て100～100μg/

ml以 上 の耐 性 であ る。

Pseudomonas aeruginosaに 対 し て は,本 剤 と,

Carbenicillin,Sulbenicillin,Gentamicin,Dibekacin,

Tobramycin,T-1220な ど と比較 検 討 した。 その結果,

10 8/ml接 種 に お い て は,GMと 同 じ よ うなMICを し

め す が,10 6/mlで は,ア ミ ノ配 糖 体 抗生物 質 よりは,

や や 劣 った 成 績 であ るが,そ の他 の もの よ りはすぐれた

MICで あ った 。

臨 床 に 使 用 した も のは4例 に す ぎな いが,尿 路感染の

3例,お よび 術 創 感 染 の1例 で は 有 効1例,著 効3例 の

成 績 で あ り,と くに 副 作 用 は 認 め な か った。
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誌 上 発 表

Cefuroxime(SN107)

327.　 Cefuroximeの 抗 菌 力 に つ い て

三 橋 進

群馬大微生 物

新セ フ ァロス ポ リン系 抗 生 物 質 セ フ ロキ シム(CXM)

を用いて種 々の臨 床 分 離 株 に 対 す る抗 菌 力 お よび β-lac-

tamaseに 対 す るCXMの 安 定 性 の検 討 を 行 な った ので

報告す る。

1)臨 床 分 離株 に 対 す る 抗 菌 力:種 々 の 臨 床 分 離 株

600株 につ い て のCXMの 抗 菌 力 をCefazolin(CEZ),

Cephaloridine(CER),Ampicillin(APC)を 対 照 薬 と

して調べ た。E.coli(100株)10 8cells/ml 1白 金 耳 の 接

種ではCXMのMICピ ー クは 対 照 薬 剤 と 同 じ6.3μg/ml

にあ った。10 6cells/ml 1白 金 耳 接 種 時 のMICはCEZ

1.5μg/ml,CER 3.1μg/ml,CXM,APCは 共 に6.25μg/

mlで あ った 。CXMは10 8,10 6cells/ml接 種 に お い て

もMICの 変動 は 認 め ら れ なか っ た。Klebsiella pne-

umoniae(100株),10 6cells/ml接 種 で は,CXMのMIC

ピークは3.1μg/ml,CEZ3.1μg/ml,CER3.1～6.3μg/

mlで あ った 。CXMの ピ ー ク は シ ャ ー プ で あ っ た が

CEZ,CERは 幅 広 い カ ープ を 示 し た 。proteus mdol-

(100株)10 6接 種 で は,CXMのMICピ ー クは3.1～6.3

μg/ml,APC3.1μg/ml,CEZ6.3μg/ml,CER12.5μg/

mlで あ った 。Proteus indol+(100株)で はCXMが

やや有効 であ ったが,他 薬 剤 は ほ とん ど無 効 で あ った 。

Enterobacter cloacae(100株)10 6接 種 時 で 累 積 分 布 か

ら30%阻 止値(ID30),70%阻 止 値(ID70)を み る と

CXM,ID30(6μg/ml)ID70(約41μg/ml),APC;ID30

(25μg/ml)ID70(>100μg/ml),CEZ,CERはID30,

ID70共>100μg/mlで あ った。Serratia marce3cens

(100株)で は10 6接 種 でCXMのID30は 約9μg/ml,

ID7。(95μg/ml),APCのID30は65μg/ml ,ID70(>

100μg/ml),CER ,CEZの それ ぞれ は と もに>100μg/

mlで あ った。

2)β-lactamaseに 対 す る安 定 性:CXMの β-lacta-

maseに 対す る安 定 性 を 調 べ た
。PCaseの うちI,II,IV

型お よびKlebsiellaのPCaseに 対 し て 特 に 抵 抗 を 示

したが,II型PCaseで はや や 分 解 され た
。 ま たCSase

ではP.aeruginosa ,C.freundii,E.coli,E.cloacae

の産生す るCSaseで はCERの1/100か ら1/10 ,000し

か分解 さ れ ず きわ め て 安 定 で あ った
。 しか し例 外 的 に

P.vulgarisの 産 生 す るCSaseに はCERの2倍 程 度

加水分解 され た。 以 上 の 結 果 か らCXMは 全 般 的 に β-

lactamaseに 対 し,強 い抵抗性 がある と結論 された。

328.　 Cefuroximeの 各 種 β-lactamaseに

対 す る 安 定 性 に つ い て

奥 村 和 夫 ・加 藤 日出子 ・横 田 健

順大細菌

目的:Cefuroxime(CXM)は 広 域 スペ ク トル を 持 つ

β-lactamase抵 抗 性Cephalosporin新 誘 導 体 で あ る。

本 報 告 はCXMの 各種 β-lactamaseに 対 す る安 定 性 お

よび活 性 阻 害 作 用 の検 討結 果 を示 し た。

方 法:Richmond分 類 のI型 か らV型 に 到 る各 種 の

β-lactamase産 生 菌 を 被 検 菌 とし た 。III型 β-lactamase

産 生 菌 と し てR+E.coli,IV型 と し てK.pneumoniae,

I型(CESase)産 生 菌 と し てC.freundii,P.morganii,

P.vulgaris,P.inconstans,P.rettgeriを 使 用 し た 。

β-lactamaseは 被 検 菌 の 音 波 破 砕 液 の 遠 心 上 清 を 使 用

した 。 β-lactamaseの 比 活 性 はMacroiodometryで,

Vmax,Km,Ki値 はMicroiodometry法 で 測 定 した 。

成 績:CXMは 各 種 の β-lactamaseに 極 め て 安 定 で

ほ と ん ど分 解 さ れ な い が,Ic型(CESase)だ け に あ る

程 度 分 解 され た 。 この 酵 素 を 産 生 す るP.vulgarisは

200μg/mlのMICを 示 す が,高 度 耐 性 とな らな い の は

酵 素 産 生 量 が 少 ない た め で あ ろ う。 大 部 分 の 日和 見 病 原

体 の 産 生 す るIa型CESaseに は 分 解 され な い だ け で な

く0.01μM以 下 のKi値 で 酵 素 活 性 を 強 く阻 害 し た 。

考 察:CXMはTEM型 β-lactamase(PCase)に 対

して 稀 に しか 分 解 され な い だ け で な くKm値 が 大 きい

の でR+の グ ラ ム陰 性 桿 菌 に は す ぐれ た 抗菌 力 を示 す 。

また,CESaseの うち,Ic型 だ け 多 少 分 解 す る が この

酵 素 は ほ とん どP.vul8arisに 限 定 され るの で,そ の 他

のCESase産 生 菌 に は 良 好 な 抗 菌 力 を 示 す 場 合 が 多 い 。

329.　 臨床分離菌 のCefuroxime感 受性

小酒井 望 ・岡田 淳

順大臨床病理

吉 村 千 秋

同 中検

私 ど もは1977年 に 本院 中央 臨 床 検 査 室 で 各種 臨 床 材

料 か ら分離 し た 下記 菌 種 に 対 す るCefuroximeの 抗 菌

力を 検 討 し,CEZ,CFXな どの そ れ と比較 し た。

Staphylococcus aureus(133株)に 対 す るMICは

0.78～>100μg/mlに 分 布 し,ピ ー ク は1.56μg/ml

で,CEZよ りも抗 菌 力 弱 く,CFXよ りは 強 い 。

E.coli(62株)で は,MICは3.13～400μg/mlに

分 布 し,抗 菌 力 はCEZ,Cefamandoleよ り弱 く,CFX
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とほ ぽ 同 程 度 で あ る。

Enterobacter(79株)で はMICは3.13～1,600μg/

mlに 分 布 し,200μg/ml以 上 が57%を 占 め る。

Serratia(色 素 産生 株13,非 生 産 株77)で はMIC

は50～>1,600μg/mlに 分布 し,抗 菌 力 は 弱 い が,CEZ

のMICは す べ て>1,600μg/mlで あ るの に 対 し,200

μg/ml以 下 のMICを 示 す 株 がか な り認 め られ た。

Proteus属 の うちPr.mirabilis(48株)に は 強 い 抗

菌 力を 示 し,MICは1.56～6.25μg/mlに 分 布 し,ピ

ー クは3.13μg/mlでCEZよ りも抗 菌 力 が 強 い 。Pr.

vulgaris(28株)で は3.13～1,600μg/ml,Pr.mor-

ganii(42株)で は25～1,600μg/ml,Pr.rettgeri(30

株)で は0.39～400μg/mlに 分 布 し,MICの 大 きい菌

株 が 多か った が,CEZよ りは 抗菌 力 が強 く,CFXと ほ

ぼ 同程 度 な い し多 少 弱 い 。Pr.inconstans(40株)で

はMICは1.56～100μg/mlに 分 布 し,CEZよ りは抗

菌 力は 著 し く強 い 。

Bacteroides(94株)に 対 し ては 抗 菌 力 は 弱 く,CEZ

と 同程 度,CFXよ りは 弱 い 。

330.　 Cefuroximeの β-lactamaseに 対 す

る 安 定 性 に つ い て

宮 村 定 男 ・寺 尾 通 徳

新 潟 大 細 菌

目的:Cefuroxime(CXM)は β-lactamaseに 対 し

抵 抗 性 を 有 す る こ とが 特 色 と さ れ て い るの で,既 知 β-

lactam抗 生 物 質PCG,ABPC,MCIPC,CER,CETお

よびCEZと 本 物 質 の 各種 β-lactamaseに 対 す る 安 定

性 を比 較 検 討 した 。

方 法:供 試 菌 株 は,CS-ase産 生 菌 と し て,C.freu-

ndii GN 346,P.inconstans GN 627,P.vulgaris GN

76お よ びY.enterocoltica NU 294を,PC-ase産 生

菌 と し て,P.mirabilis GN 79,E.coli RGN 14,K.

pneumoniae GN 67お よ びS.marcescens NU 3の8

株 を 用 い た 。

酵 素 は,菌 体 のSonicator破 砕液 の 遠 心 上 清,ま た

は そ の ゲル 濾 過 法 に よ る部 分製 品 を用 い た。MICは10 6

cells/ml 1滴 接 種 の寒 天 平 板 稀 釈 法 で,酵 素 の 薬 剤 分

解 作 用 はbioassayで,Kmお よ びKiはmicroiodo-

metric assayで 測 定 した 。Kiの 計 算 はDixon plotで

行 った 。

成 績 お よび 考 察:CXMはPCase産 生 菌 に 対 し高 い

抗 菌 性 を 示 し,CSase産 生菌 に も耐 性 度 は低 い。 そ れ は

供 試 菌 株 の 産 生 す る β-lactamaseに 対 す る 安 定 性 と よ

く平 行 した 。GN 76,NU 294お よびNU 3株 の酵 素 に

つ い て 測 定 し たKm値 は,GN 76を 除 き,CXMは 他

の薬剤 よ り高い値を示 し,.β-lactamaseと 親和性の弱い

ことが うかがわれ た。なおCERを 基質 とし,GN 346お

よびGN 79株 の酵素に対す るKi値 を求めると,そ れ

ぞれ0.45お よび0.41μMで,こ の ものが β-lactamase

に対す る強力な拮抗阻害剤 であることが認め られた。

331.　 Cefuroximeの 嫌 気 性 菌 に 対 す る抗菌

作 用

渡 辺 泉 ・江 崎 孝 行 ・今村 博 務

甲 畑 俊 郎 ・渡 辺 邦 友 二 宮 敬 宇

上 野一 恵 ・鈴 木 祥 一郎

岐阜大微生物

目的:半 合成Cephalosporin C系 の抗生 物質 である

SN 107の 嫌 気 性 菌 に 対 す る抗 菌 作 用 をin vivoお よび

in vitroで,CER,CET,CEXお よびCEZと 比較検

討 した 。

方 法:MICの 測 定 は 教 室 の常 法 に 従 が って行 なった。

マ ウス の実 験 的 皮 下膿 瘍 に対 す る治 療 実験 は,F.nec-

rophorum(S-45)を マ ウ ス皮 下 に 接 種 し,2日 後局所

に 腫 瘍 を 認 め た マ ウス に対 し,SN 107の0.5mg/マ ウ

ス/日,1mg/マ ウ ス/日 お よ び2mg/マ ウ ス/日 皮下注射

で7日 間 行 な った 。

結 果:SN 107はB.fragilisに 対 し て は,3.13μg/

mlと50μg/mlの あた りに2峰 性 の ピー クを示 した。

Fusobacteriumに 対 し ては,12.5μg/ml以 下であ った。

嫌 気性 グ ラム 陽 性 桿菌 お よび 球 菌 に 対 し て は,6.25

μg/ml以 下 のMICを 示 し た 。

他 のCephalosporin系 薬 剤 との比 較 で は,本 剤は嫌

気 性 グ ラム陰 性 桿 菌 に 対 し て は,CER,CET,CEXお

よびCEZと 同等 か や や 優 れ てい る。一 方,嫌 気性 グラ

ム陽 性 菌 に 対 し ては,CER,CETお よ びCEZよ り劣

る がCEXよ り優 れ て い る。

次 で,F.necrophorum(S-45)に よ る マ ウスの実験

的 皮 下 膿 瘍 に 対 す る治 療 効 果 で は,非 治療 群では7日 後

に 局 所 に 膿 瘍 が 残 存 し てい た が,SN 107の 治療群では,

0.5mg/マ ウ ス/日 お よび2mg/マ ウス/日 で 著 し い 膿瘍

の 縮 少 が 認 め られ た 。

332.　 Cefuroximeに 関 す る細 菌 学 的 評価

大 槻 雅 子 ・日 置 恵 二

平 畑 賢 一 ・西 野 武 志

京都薬大微生物

新 しい セファロスポ リン系抗生物質SN 107に 関する

細菌学的評価を既知Cephalothin(CET),Cefazolin

(CEZ)を 比較 薬剤 として検 討した。
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.1.SN 107はCET,CEZ同 様 グ ラ ム 陽 性 菌,陰 性

菌に幅広 い抗菌 スペ ク トラ ムを 有 して お り,そ の抗 菌 力

は グ ラ ム 陽性 菌 で はCET,CEZに 比 べ2～4倍 劣 っ

た。しか し,グ ラム陰 性 菌 に は これ ら2剤 よ り数 倍 優 れ

た効果 を示 し,CET,CEZが 無 効 で あ るCitrobacter,

Enterobacterな どに も抗菌 力 を示 し た。

2.マ ウス実 験 的感 染 症 に 対 す る治 療 効果 をStrept.

pneumoniae,E.coli3株,K.pmumoniae 2株,Ser.

marcescens,Pro.morganiiの 計8株 を 用 い て 検 討 し

た。SN 107の 治療 効 果 は い ず れ の菌 株 に つ い て も 他 の

2剤 よ り優 れ,ED50値 で 比 較 す る とCETよ り3～68

倍,CEZよ り1.2～8.7倍 優 れ た 効果 を示 し た 。

3.マ ウスに お け るSN 107 1mg/mouse投 与 時 の血

中,臓 器 内濃 度 を 測定 す る と腎 が最 も高 値 を 示 し,次 い

で肝,血 清,肺 の 順 で,脾 でわ ず か に 認 め られ た 。

4.投 与 間隔,投 与 回数 を 種 々変 えた 場 合 の 治療 効 果

は菌種に よ り異 な り,E.coliの よ うにSN 107の 殺 菌

作用が強 く現わ れ る場 合,分 割 投 与 に よるED50に 大 き

な差は認 め ら れ ず,K.pneumoniaeの よ う にSN 107

の短時間 内殺菌 作 用 が弱 く,drug free時 の 増 殖 抑 制 効

果が弱い場 合 には 分 割投 与 に よる治 療 が よ り有 効 で あ る

と思われ,マ ウ ス腹 腔 内 の菌 数 変 化 に お い て も同様 な結

果を得 るこ とがで きた。

333.　 Cefuroximeの 研 究

加 藤 康 道 ・斉 藤 玲

石 川 清 文.上 村 裕 樹

北大第2内 科

中 山 一 朗

札幌鉄道病院

富 沢 磨 須 美

札幌北辰病院

木 下 与 四 男

札幌逓信病院

目的:本 剤は7位 の側鎖に-OCH3基 を もち,Cepha-

losporinaseに も抵抗性があ るとい う。 本剤 の臨床上 の

評価を加えるため次の検討を行 った。

方法と結果:1.著 明な腎肝障害の ない高令者4例 に

750mg 1回 筋注時 血 中 濃 度 は1° 平均35 .8,6°7.1

μg/mlでT/2は 約2時 間で あった。 また尿 中回収率は

平均89.3%と なった。1,500mgをone shot静 注時

(3例)は30'64,4° で も10μg/ml以 上 で,同 量 を1

時間点滴 した場合(3例)終 了時31,4° 8.5μg/mlで

T/2は 約1 .7時 間である。尿 中回収率 は6° で53.3%

となった。測定 法はB.sub.ATCC 6633株 を用い研究

会指定 の方 法で,ま た標準線はMomtrol-1お よび燐酸

バ ッフ ァーpH 6で お こな った。

2.22例 の感染症(RTI9,UTI 13)に 本剤 を 主 に

1日2回 投与 して効果 をみた。高令者が多 く,基 礎疾患

を もつ 例 が 多 か った。 効果は細菌学的に15/20に 菌の

消失を み,臨 床的には17/21に 有効で,軽 快 を 含 め る

と95%の 有効 率 とな った。難 治性UTIも 臨床的には

全例軽快 した。臨床検査値では1例 にRBC,Ht,Hb,

栓球数 の一過性軽 度減 少を認 めた。

考案:本 成績 か らみ る と高令者 では血 中半減期 も長

く,ま た臨床的 に1日2回 の投 与で も充 分な効果 を うる

ことができる と考 える。 もちろん重 症感染症においては

他剤 と同様1日3～4回 またはそれ 以上 の投与 を必要 と

す るで あろ う。

334.　 Cefuroximeの 基 礎 的,臨 床 的 研 究

渡 辺 彰 ・青 沼 清 一 ・佐 々木 昌 子

大 泉 耕 太 郎 ・今 野 淳

東 北大抗 研内科

目的,方 法:新 合成 セ フ ァ ロ ス ポ リン系 抗 生 物質

Cefuroxime(SN 107)はMethoxy基 を有す る点か ら,

セフ ァマイ シン系抗生物質 に近 い β-lactamse抵 抗性を

有 し,と くに グ ラム陰性桿菌に対す る抗菌 力が強 いとさ

れ る。我 々は本剤 の基礎的 ならびに臨床的研究 として以

下 の検討 を行 なった。

1)臨 床分離Kleb.pn.23株,Enterobacter 12株,

E.coli 4株,S.aureus 4株 に対す るMICを,CET,

CEZのMICと 比較検討 した。

2)呼 吸器感染症8例,尿 路感染症1例 に本剤 を投与

して臨 床効果を観察 した。

結果:1)(1)Kleb.pn.に 対す るMIC分 布は,CEZ

よ り1～2段 階劣 るがCETよ り1段 階優れ,3.12～

6.25μg/mlに ピー クを 有 す る。CET,CEZ耐 性で本

剤 に感性 の1株 がみ られた。(2)Enterobacterに 対す る

MIC分 布はCET,CEZと ほぼ 同等で1.56～3.12μg/

mlに ピー クを有す る。(3)E.coliに 対しては他剤 よ り

や や優れ,S.aureusに 対してはやや 劣 るMIC分 布 を

示 した。2)(1)呼 吸器感 染症8例(肺 化膿症1例,急 性

肺炎3例,各 々気管支拡張症,Sequestration,肺 気腫

お よび心不全,肺 癌 に伴 な う肺感染 が1例 ずつ),尿 路

感染症1例(E.coliに よる腎孟炎)に 本剤 を,全 例1

日量3gを 投与 して,著 効3例,有 効4例,や や有効2

例,無 効0,と い う結果 を 得 た。(2)呼吸器感 染症では

Str.pn.2/2,Kleb.pn.1/2,Enterobacter 1/2と い

う菌消失効果を みた。(3)副作用 としてはGPTの 軽度上
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昇 とい う1例 を認めただけであ った。

335.　 Cefuroximeの 使 用 経 験

玉 木 重

藤 田総合病院内科

目的:SN 107を 呼吸器感染症 お よび 尿路感 染症 な ど

に使用 し,そ の臨床効果 お よび副作用を検討 したので報

告す る。

方法:対 象は入院患者13例 で,性 別は 男5例,女8

例,年 令は26才 か ら85才 に お よんだ。投与法は,750

mg静 注1日2回 が8例,1日1回4例,1日1回 か ら

2回 に増量した もの1例 で あった。効果の判定は 自他覚

症状,検 査成績 お よび菌消失の有無に依 った。

成績:呼 吸器感染症は10例 で,そ の うち5例 では肺

炎像の著明改善を認めたので有効 と判定 し,3例 では臨

床症 例の改善を もって有効 とした。1例 は本剤使用1日

で基礎疾患 の心不全で死亡 したので判定を保留した。結

局10例 中8例 で有効であ った。尿路 感染症 は2例 で,

いずれ も慢性反覆性であ って,か つ カテーテル使用例 で

あった。2例 とも検出菌はE.coliで,そ の うちの1例

では全 く膿尿が本剤の使用に よ り清澄 とな り,菌 も消失

した。1例 では使用中に再検 した感受性検査 の成績に よ

り5日 間の使用で中止せ ざ るを えなか った。す なわち2

例中1例 に有効であ った。骨 髄炎の1例 では慢性腎不全

を合併 し血液透析施行例 であったので,テ ス トでは(-)

であ ったが,本 剤使用4日 目に〓痒感 の出現をみたので

中止のやむな きにいたった。全体 として13例 中9例 に

効果をえた ことになる。

副作用については投 与前後 の末梢血,検 尿,肝 機能,

BUNな どを調べたが異常所見 を認 め ず,1例 で〓痒感

をていしただけで あった。

336.　 Cefuroximeの 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る

治 療 成 績

林 泉

磐城共立病院呼吸器科

目的:Cefuroxime(SN 107)に つ い て呼 吸器感染症

に使用 し,そ の臨床効果を検討したのでその結果 につ い

て報告す る。

方法:対 象は肺炎9例,肺 化膿症1例,計10例 であ

る。投与法はSN 107 1500mgを5% Glucose 250ml

に溶解し,30分 で1日2回 点滴 静注し た。 臨床効果 は

臨 床症状,レ 線上 の改善,血 液学的所見,菌 の変動に よ

り判定 し,副 作用 も検討 し た。平均投与量は42.3gで

あ った。

成績:細 菌性肺炎9例 に有効,肺 化膿症1例 に無効で

有効率90%で あった。起 因菌はStrept.pn.2例,α

お よび β-Streptococc.3例,Neisseria 2例,Staphy-

lococc.aureus 1例,Haemophilus inf 1例 ,.Pseu-

domonas aerug.1例 で あ り,Pseudomonasに は無効

であ った。38℃ 以上の高熱8例 が37℃ 以下 の平熱に

戻 る期間 は 平均3.1日,胸 部X-P上 陰影消失までに

要す る期間 は9例 で14.9日 であ った。1例 の無効例は

肺化膿症 で,SN 107使 用 中陰影増悪 し,39℃ の熱が下

らず1週 間で 中止 した。

副作用はGOT,GPTに 軽度の上 昇を来た した もの

が4例 あ り,う ち2例 はALPに も上昇を来たした。し

か し投薬を続け,終 了後正常に戻 った。

考察:細 菌性肺炎には90%の 有効を示 したが,Pseu-

domonasに は無効で あ った。肝機能障害に注意を要す

る と思われた。他にSN 107に よると思われ る異常所見

はなか った。 また,皮 内反応で陽性の ものが1例 あった

ので使用 しなか った。UTIに1例 使用 し たが著効だっ

た。

337.　 Cefuroximeの 臨 床 的 検 討

中野 昌人 ・村 木 良一・・今 高 国夫

藤 井俊 宥 ・滝 塚 久 志 ・金 井豊 親

岡 山謙 一 ・勝 正 孝

国立霞 ケ浦病院 内科

奥 井 津 二

同 呼吸器科

能 登 谷 隆 ・竹 田 直 彦

同 検査科

今回我 々はグ ラクソ社で新し く開発 されたSN 107に

つ き,臨 床的検討を行 ったので報告す る。

対 象は国立霞 ケ浦病院 内科 に入院 した呼吸器感染症と

尿路感 染症 であ る。

投与 方法はSN 107 750mgを 静注 では生食20m1,

筋 注では蒸留水4mlに 溶解し使用 した0

対象14例 の内訳 は呼吸器感染症2例,尿 路感染症12

例で あった。 男:女 は5:9で,年 令は21～74才 であ

った。

呼吸器感染症 では気管支拡張症 と肺化膿症の各々1例

ずつで あ り,尿 路感 染症は12例 で5例 は無徴候性細菌

尿,7例 は腎 孟腎炎 であった。起因菌は,E.coli 10件,

Klebsiella 4件,Enterobacter 1件 であった。E.coli

は10件 中全例(100%),Klebsiella 4件 中1件(25

%),Enterobacterの1件 に有効であった。

Klebsiellaの4例 のMICを 測定 したが,1件 は100
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μg/ml以 上の耐性菌 で あった。 結局,呼 吸器感染症の

2例は有効であ り,尿 路感染症の12例 中無徴候性細菌

尿の5例 中2例(40%)と7例 の腎孟腎炎(100%)に 有

効であり,有 効率は14例 中11例 で78.5%で あった。

副作用は筋注例の1例 で注射部位の疼痛を訴 えた。 そ

の他,血 液,検 尿,肝 機能,BUN,Creatinineを 本剤

投与前後で検査を行ったが,と くに 異常所見 は なか っ

た。しかし血小板が正常範囲内ではあ ったが増加傾 向を

認めた。皮内反応陽性例は認め られなか った。

338.　 Cefuroximeの 臨 床 使 用 経 験

稲 松 孝 思 島 田 馨

養育院 病院 内科

目的:近 年 β-lactamase抵 抗性 のCephalosporin

系抗生剤の開発が盛 ん で あ るが,本 剤 もその1つ であ

る。高令者に本剤の臨床 効果,副 作用 の検討を行 った。

方法:対 象は73才 ～95才 の4例 で,敗 血症1例,

腎孟炎2例,肺 炎1例 であ る。SN 107 375mg～750mg

を1日2～3回,2日 ～15日 間,筋 注な い しは点 滴投

与を行った。

結果:皮 内反応を行 った4例 とも陰性 であった。著 効

例は腎孟炎(E.coli,Staph.aur.)の1例,有 効例 は

腎孟炎(E.coli,Pr.morg.,Enterococcus)1例,肺

炎(Klebsiella,Acinetobacter)1例 である。Klebsiella

敗血症の1例 に本剤を投与したが,胃 癌 の末期 であ り,

DICを 併発し本剤投与3日 目に死亡,無 効 と判定 した。

腎孟炎の1例 では緑膿菌への菌交 代がみ られ た。 肺炎の

症例において経過中にCooMBS試 験陽性化,好 酸菌増

多,GOT,GPTの 一過性上昇がみ られた。

(考察)投 与期間の長い例が多 く,や や 切れ味 の悪 い

印象であった。投与量が少い可能 性がある。

339.　 Cefuroximeに 関 す る 基 礎 的,臨 床 的

検 討

富 岡 一 ・小 林 芳 夫

小 沢 幸 雄 ・山 上 恵 一

慶応大中検.内 科

目的:新 しく開発 されたCephalosporin系 抗生剤SN

107に つ き基礎的 ・臨床的検討を加えた
。

1.　基礎的検討

方法:主 として血中由来株 を中心に各種臨床検体か ら

分離 ・同定したグラム陰性桿菌に対す るSN 107の 最小

発育阻止濃度(MIC)を 標準法 に より測定 した。接種菌

液はBacto-heart infusion brothに よ る24時 間培養

菌液のPBSに よる100倍 稀釈菌液を用 い た。 比較対

照薬剤 にCER,CET,CEZを 使用 した。

結果:血 中由来E.coli 38株 中35株 に対し,SN 107

は0.1μg/ml≧ ～6.25μg/mlのMICを 示 し,peakは

3.13μg/ml(12株)～6.25μg/ml(11株)に あ った。

CETよ り優れ,CERと ほぼ同等,CEZよ りや や劣 る

抗菌 力であった。血 中由来Klebsiella 20株 に対 しては

SN 107のMICは0.39μg/ml～6.25μg/ml,peakは

3.13μg/ml(11株)でCER,CETよ り優れ,CEZと

同等 あるいはや や劣る抗菌 力であ った。 血 中由来株14

株を含むEnterobacter 21株 に対 し,CER,CET,CEZ

は全 て200μg/ml以 上 のMICで あった が,SN 107は

3.13μg/ml～6.25μg/mlのMICを8株 に対 し示 した。

CEZのMICが200μg/ml以 上 で あ ったP.cepacia

14株 に対 しSN 107のMICは3.13μg/ml～12.5μg/

mlで あった。

2.　 臨床的検討

慶応病院 入院 中SN 107を 投与 され た(1.5g/日 ～4g/

日)10例 中肺結核症 と診断 され た1例 を除 く9例 中7

例(腎 孟炎3例,気 管支炎1例,肺 炎2例,扁 桃炎1例)

が有効 と判定 され た。無効例1例 に薬 疹を認めたが,他

に特記す べき副作用 は認 めなか った。

340.　 Cefuroximeの 使 用 経 験

渡 辺 哲 造 ・石 橋 弘 義

末 原 幹 久 ・可 部 順 三 郎

国立病院医療 センター呼吸器科

Cefuroxime(SN 107)を 呼 吸器感 染症9例,尿 路感

染症1例 に使 用した臨床成績 について報告す る。

呼吸器感 染症の内訳は急 性肺炎4例,肺 化膿症2例,

気管 支拡張 症,び 慢性汎細気管支炎,肺 線維症の急性増

悪 の各1例 であ った。

急 性肺炎4例 中3例 では喀痰中か らインフルエ ンザ桿

菌,ク レブ ジェラ,エ ンテロバクタなどを検 出したが,

明確な起炎菌は決定で きなか った。1.5g筋 注,2.25～

3.0g静 注(い づれ も分2)で 有効。 肺癌 に合併 した急

性肺炎では クレブ ジェラが起炎菌で あった が2.25g7日

間使用で無効。肺化膿症(起 炎菌不 明)の2例 はやや有

効1例,不 明1例 。気管支拡張症,び や ん性汎細 気管支

炎,肺 線維症(い づれ も起炎菌不 明)は 全例有 効であ っ

た。1.5g～3.0g使 用。 カテーテルを留 置 した意識障害

患者の膀胱炎1例 では クレブジ ェラが減少 し有効であ っ

たが,の ち緑膿菌が増 えた。1例 に薬物 ア レルギーに よ

ると思われ る弛張熱が12日 目か ら起 こ り,中 止後2～3

日で下熱 した。ほかに副作用 のみ られ た例はなか った。
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341.　 慢性気管支 炎再燃 例に対す る

Cefuroximeの 使用経験

小 林 宏 行 ・志 村 政 文

高 村 研 二 ・北 本 治

杏林大第1内 科

目的:H.influenzaeを はじめにKlebsiella,Ser-

ratia等 の グラム陰性菌お よび各種 グ ラム陽性菌に対 し

抗菌力を有す る新抗生剤SN 107の 慢性気管支炎例にお

け る臨床効果を 検討す るため本治験を行 った。

方法:当 院入院中の慢 性気管支炎再燃 例10例 に対 し,

本剤1,500mgを1日2回,原 則 として14日 間点滴静

注 し,使 用前後 におけ る臨床症状,検 査所見を観察 した。

結果 お よび考察:本 剤 使用前喀痰 中検 出菌の うち有意

な病原性を有す るとみ られ た例はH.infuenzae 2例,

Klebsiella pn.1例,Ps.a.1例,S.aureus 1例 で

あ り,他 の5例 は グ ラム陰性菌が 混在 した例が多か った

が菌数の点 で起 例性 が決定 できなか った。

10例 中7例 に臨床症状 お よび所見の改善が み られた

が,臨 床的 に副作用 と してみな し うる愁訴をみた例は な

か った。 また,本 剤使用前後におい て末梢血一般検査,

GPT,GOT,ALP,Creatinine,BUNお よび尿所見等

について観察 した が,GPT,GOTの 軽度上昇例1例 を

み とめたほか,異 常所見を呈 した例はなか った。

以上 か ら,本 剤は慢性気管支炎再燃例に対 して検討を

試 み るに充分価値 ある薬剤 と考 えられ る。

342.　 Cefuroximeに か ん す る 臨 床 的 研 究

上 田 泰.松 本 文 夫 ・斉 藤 篤

大 森 雅 久 ・柴 孝 也 ・川 路 武 久

井 原 裕 宣 ・北 条 敏 夫

慈恵大第2内 科

新 しいCephalosporin剤 のCefuroximeに ついて,

以下 の臨床的検討を行 った。

抗菌 力

臨床 分離 のEscherichia coli,Klebsiella pneumo-

niae各50株,Serratia marce3cens 8株 に 対 す る

Cefuroximeの 最小発育阻止濃度(MIC)を100倍 稀釈

菌液接種 で測定 した。E.coliお よびK.pneumoniaeに

対す る本剤 のMICは,い ずれ も0.78～100≦ μg/mlに

幅 広 く分布 した が,両 菌種 とも44株(88%)が ≦6.25

μg/mlで 発育を阻止 され た。 こ れ ら の成績 はCER,

CET,CEXな どより1～5段 階程度す ぐれた ものであ

る。本剤 のS.marcescensに 対す るMICは すべ て100

≦μg/mlで あ った。

吸収,排 泄

健康成人2例 に 本剤750mgを1回 静注 した際の血中

濃度は,15分 後52.0～60.0μg/mlで,以 後0,7～0.8

時間 の血 中半減期を もってすみやかに減少 し,6時 間後

には0.16～0.38μg/mlと なった。注射後6時 間までの

尿中 回収率は約70%で あった。

臨床成績

急性お よび慢性膀胱炎5例 に本剤1日1.5gを8～14

日間使用 し,3例 に有効 の成績を えた。本剤に よると思

われ る副作用は認め られ なか った。

343.　 Cefuroximeに 関 す る 臨 床 的 研究

真 下 啓 明 ・国井 乙 彦 ・深 谷一 太

東大 医科研 内科

Cefuroxime(SN 107)は 英国で開発された新しいセフ

ァロスポ リン系抗生物質で,β ラクタマーゼに対して抵

抗性を有 し,Hemophilusな どに抗菌力がすぐれている

とされ る。本物質について行 った検討成績について述べ

る。

臨床材料分離各種 グラム陰性桿菌 のSN 107に 対する

感受性値を化学療法学会法 に て 測定 した。本剤のMIC

値 は大部分の菌株において0.8～25μg/mlに 分布した。

CEZと の感受性相関を み る と,一 部に交差耐性株の存

在 をみ とめた。感性株のMIC値 はCEZよ りやや小さ

い もの と同等の もの とがみ とめ られた。

臨床的には肺癌に合併 し気管支造 影後に発症した肺炎

の1例 に使用 し,や や有効 と判定 された。副作用はみと

め られなか った。

344.　 Cefuroximeの 基 礎 的 臨 床 的 研究

中 川 圭 一 。鈴 木 達 夫

小 山 優 ・本 島 新 司

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 検査

Cefuroximeは 新 しい 半合成Cephalosporin系 抗生

物質で β-lactamaseに 対 し抵抗性の強 い広領域スペク

トルの新物質 である。われわれは本剤につき若干の基礎

的検討を加 え,各 種感染症16例 に投与 したのでそれら

の成績につい て報告す る。

1)各 種細菌に対す る本剤 の 感受性:臨 床分離のE.

coli,Klebsiella,Enterobacter,Proteus vulgaris,

Proteus mirabilisに 対す る本剤の感受性をCEZと 比

較 した ところE.coli,Klebsiella,Enterobacter,Pro-

teus mirabilisに おいてCEZよ り若干す ぐれた感受性
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を示した。

2)吸 収お よび排泄:4例 のVolunteerに 本剤750

mgを 筋注した際 の血中濃度は30分 後がPeakで 平均

22.0μg/ml,6時 間後で1.2μg/mlでHalf lifeは

1.58時 間であった。750mg静 注 では15分 後49.0μg/

ml,6時 間後0.6μg/mlを 示 し,Half lifeは0.91時

間であった。1,500mg点 滴注入は1例 に行 ったが 血 中

濃度は点滴終了時がPeakで63.6μg/ml,6時 間後 で

2.23μg/mlを 示 した。

臨床実験例は肺炎6例,肺 結核 の2次 感 染1例,急 性

気管支炎1例,急 性胆の う炎4例,慢 性膀胱炎2例,敗

血症2例 の計16例 であ る。投与量は1日750mg2～

3×,重 症例だけ1日1.5gず つ3回 で,投 与法はivあ

るいはDIで 行 なった。 臨床 効果は 著効3例,有 効8

例,や や有効2例,不 明1例,無 効2例 の成績 をえた。

副作用としては発疹,発 熱各1例,GPT,Alkali-Pの

一過性上昇1例 だけであ った。

345.　 Cefuroximeの 臨 床 的 検 討

伊 藤 章 ・福 島 孝 吉

横浜市大第1内 科

神 永 陽 一 郎

同 中検

目的 ・方法:SN 107を 内科領域諸感染症 に 投与 し,

臨床効果,細 菌学的効果,副 作用 等について検討 した。

また,臨 床分離菌に つ い て も,化 学療法学会法に よ り

MICを 測定 した。

結果:呼 吸器感染症4例,尿 路感染症3例,敗 血症2

例,腸 管感染症1例,計10例 に1回750mg～1,500

mg,1日1～2回 を筋注4例,静 注4例,点 滴2例 で投

与した。投与期間は最低5日,最 長28日 間 で,5例 で菌

消失,1例 で菌減少,1例 で菌 交代が認められた。 臨床

的には,著 効2例,有 効5例,や や有効1例,無 効2例

で,有 効率70%で あ った。副作用 として,筋 注例,4

例中2例 で,注 射時疼痛を訴えたが,継 続投与可能であ

った。好酸球数が投与前0%→ 投与後10%へ と増加が

1例で認められた以外には,と くに副作用は認め られな

かった。皮内テス トは,全 例陰 性で,皮 内テス ト陽性の

ため投与できなか った症例はない。

考察:SN 107は,臨 床的に症例を え らんで用 いれば,

今後とも有用な抗生剤 であると考 えられ る。

346.　 Cefuroximeの 臨 床 成 績

片 山哲 二.安 達 正 則 ・小 花 光 夫

美 田誠 二 東 冬 彦 ・藤 森一 平

川崎市 立川崎病院内科

私 どもはSN 107を 内科領域 の感染 症13例 に投与 し

些か の知見 を得 たので報告す る。対 象は肺炎8例,気 管

支拡張症 の急性増悪1例,急 性腎孟腎炎2例,慢 性腎孟

腎 炎1例,急 性腎孟腎炎 と肺炎の合併1例,計13例 で,

男子9例,女 子4例,年 令は32才 か ら83才 にお よぶ。

投与方法は1日 量1.5gを 筋注(8例)ま たは静注(5

例)し た。投与 日数は5な い し22日,平 均11日 であ

る。起炎菌を同定 し得た症例は肺炎8例(延6例)中,

St.aureus 1例,腎 孟腎炎3例(延4例)中,Kleb.

pneumoniae 2例,Ps.aeruginosa 1例,Enterococcus

1例 であ った。菌 消失 お よび臨床症状 の改善 か ら見 た本

剤 の効果 は肺炎延9例 に対 し著効2例,有 効7例,気 管

支拡張症の急 性増悪1例 に も有効。腎孟腎炎延4例 では

Kleb.pneumoniaeに よる慢 性1例 とEnterococcusに

よる急性1例 に有効,Kleb.pneumoniaeに よる 急性1

例は 白血球尿や,軽 減 して も菌交代(Proteus vulgaris)

あって不 明,Ps.aeru8inosaに よる急性1例 で は無効

で あった。結局,有 効率は延14例 中12例 で86%に

当る。 副作用 と して1例 に頸部 リンパ腺腫大,好 酸球増

多,肝 機能障害を認 めたほかは,造 血機能,肝 機能,腎

機能 な どに悪影響はみ られ なか った。 なお菌交 代現 象は

4例 に み られ,Kleb.pneumoniae→Candida(尿),

Kleb.pneumoniae→Proteus vulgaris(尿),Entero-

coccus→Ps.aeru8inosa(尿),Staph.aureus→Kleb.

pneumoniae(喀 痰)を 各 々1例 に認めた。

347.　 Cefuroximeに 関 す る 研 究

武 田 元 ・庭 山 昌俊 ・岩 永 守 登

蒲 沢 知 子 ・田 中 容 ・木 下 康 民

新潟大第2内 科

われわれはCefuroxime(CXM)の 吸収 ・排 泄 と臨

床効果について検討 したので,そ の成績 を報告す る。

1.吸 収 ・排泄:腎 機能正常の1人 の患者にCXM 3g

と1.5gを2時 間で点滴静注 し,そ の各 々の血中濃度 と

尿 中回収率 を 調 べ た。 測定方法 はBacillus Subtilis

PCI 219株 を検定菌 とす る薄層 カ ップ法で,標 準 曲線は

血 中濃度の場 合には ヒ ト血清,尿 中濃 度 の場合 にはpH

6.6,1/15MのPBSで 稀 釈 して作製 した。

3g点 滴静注時では,peakは 点滴終了時 に あ って,

165μg/mlで,点 滴終 了後6時 間 で も6.3μg/mlを 認
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めた。1.5g点 滴 静注時 では,peakは 点滴終 了時の61

μg/mlで,3g点 滴時 の曲線に沿 って下降 し,点 滴終了

後6時 間で も2.2μg/mlを 認 め た。 点滴開始後8時 間

までの尿中回収率は各 々75.7と88.3%で あ った。

2.臨 床効果:肺 炎患者3例,腎 盂腎炎患者2例 の計

5例 にCXMを 投与 した。肺炎 の3例 中2例 に 有効で

あった。無効 の1例 は慢性の経過を と り,病 巣部か ら直

接採痰を試みたが病原菌は分離で きなか った。腎盂腎炎

の2例 は 尿培養でいずれ も大腸菌を分離 してお り,1日

750mg×3回 の筋注,12～13日 間 で 治癒 した。 発疹な

どのアレルギー症状や投与中の検査値の異常は全 くみ ら

れ なか った。

348.　 Cefuroximeの 臨 床 的 研 究

山 作房 之輔 ・鈴 木 康 稔

水原郷病院内科

呼吸器感染症2例 、尿路感染症3例,胆 道感染症2例

(1名 は敗血症),顎 下腺 炎1例,不 明熱1例 にSN107

を使用 し,有 効7例,無 効2例 の成績を得,な お症例を

重ね て検討 の予定であ る。

また,新 大第2内 科,信 楽園病院 と合同で腎機能障害

患者に おけ る血 中濃度推移の変化 に つ い て検 討中で あ

る。

349.　 Cefuroximeに 関 す る 臨 床 的 研 究

関 根 理 ・薄 田 芳 丸 ・青 木 信樹

信楽園病院内科

若 林 伸 人 ・林 静 一

同 薬剤科

渡 辺 京 子

同 検査科

β-lactamaseに 対 して抵抗力 を 有 す る新セ ファロス

ポ リン系抗生物質Cefuroxime(SN107)を23症 例に

使用 したので報告す る。

呼吸器感染症21例,尿 路感染症2例 で,そ れぞれ1

例ずつ慢性腎不全患者が含 まれている。

腎不全例 で は0.75gを1日1回 投与 し,他 は1日2

回以上 を 投与 した。1回 量 は0.75gが5例 、1gが1

例,1.5gが12例,2gが4例 であった。投与 回数は1

日2回 が18例,3回,4回 が各1例 で あった。高熱の

持続 した肺炎で1日 毎に投与法を変更 した ものが1例 あ

った。

全体 として著効5,有 効12,や や 有効2,無 効4の

結果であ った。 尿路の2例 は著効,有 効であ り,や や有

効,無 効は いずれ も呼 吸器例であった。

副作用 と しては発熱 の疑 われ た ものが1例 あったが
,

投与前後の検査成績 では,腎 ・肝・骨髄機能の異常はみ

られ なか った。好機球増多 が2例 にみ られた。

350.　 Cefuroximeの 基 礎 的,臨 床 的検討

大 山 馨 ・金 木美 智 子

松 田 正 毅 ・清 水 隆 作

富 山県立 中央病院内科

セ ファロスポ リンC系 の 抗生物質で あ り
,β-lacta-

maseに 対す る抵抗性を有す る も の と して開発された

SN107に つい て基礎的,臨 床的検討を行った
。

1.　 臨床材料 分離株 に対す る抗菌力

臨床材料か らの新鮮 分離株Staphylococcus aureu`s

24株,Streptococcus faecalis 12株,E. coli 20株、

Citrobacter 10株,Klebsiella 21株,Enterobacter

16株,Serratia 6株,Proteus 40株,Ps. aeruginosa

20株,計169株 につい て本学会標準法に従い、本剤の

最小発育阻止濃度をCET,CERお よびABPCと ともに

比較検討 した。

結果は グラム陽性,陰 性菌に対 してSN107は 広く作

用 し,と くにE. coliのMICは0.78μg/ml～12.5μg/

mlを 示 した。 またProteusのMICは0.78μg/m1～

>100μg/mlに 分布 したが、 とくにProteus rettgeri

お よびinconstansのMICは0.78μg/m1～6.25μg/ml

に分布 し,SN107はCET,CERお よびABPCと の比

較 においてE. coliお よびProteusに 対して強い抗菌

性を示す ことが認め られた。

2.　 臨床成績

呼吸器感染症11例,尿 路感染症6例,敗 血症2m

計19例 に本剤を投与 した。 投与方法 は1日1.5g～

2.25gで1日2回 ない し3回 に分けて250mlの ブドウ

糖液 と と もに 点滴静注 した。効果は呼吸器感染症では

11例 中9例,尿 路感染症 で は6例 全例,敗 血症例では

2例 中1例 に有効であ った。副作用 としては1例 に一時

的のGOT,GPT軽 度上昇を認めた。

351.　 Ce£uroximeに 関 す る 臨 床 的研究

山 本 俊 幸 ・北 浦 三郎 ・永 坂博彦

加 藤 政 仁 ・菅 栄 ・南条 邦夫

加 藤 錠 一 ・森 幸 三 ・武 内俊彦

名古屋市大第1内 科

Glaxo社 で開発 された β-lactamaseに 抵抗性を有す

る半合成Cephalosporin C系 の抗生物質であるSN107

に関 し,6例 の呼吸器感染症,2例 の尿路感染癌1例
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の胆道感 染症 の9症 例 に本 剤 を 投 与 した 結 果 に つ い て 報

告する。投 与方 法 は1日1～2回 の点 滴 静 注 な い しone

shotに ょ り,投 与量 は1回0.75g～1.5g,1日0.75

g～3gの 投 与 と した 。投 与 期 間は,最 短5日,最 長14

日で,総 投与 量は7.5g～42gで あ った 。9症 例 の うち,

細菌学的 効果 の認 め られ た も の は,5例 で56%,投 与

前の分離 菌は,Strept. pneumoniae, Klebsiella, Str.

spp, Elnterobacter, E. coli, GNB sppで あ っ た。

臨床的 に本剤 が 有 効 と判 定 され た ものは,著 効1例,

有効4例,や や 有効2例 で9例 中5例 が 有 効 で56%で

あった。他 は 判定 不 能1例,無 効1例 で,無 効 例 はStr.

viridans,Klebsiellaが 治療 前 に 分 離 さ れ,投 与 後 は

Proteus vulgaris,Klebsiellaが 分 離 さ れ た 脳 血 栓 を

有する肺 炎症 例で あ った 。 な お 副作 用 と して特 記 す る も

のはみ られなか った 。

352.　 Cefuroximeに か ん す る 基 礎 的 な ら び

に 臨 床 的 研 究

三 木 文 雄 ・浅 井 倶 和 ・久 保 研 二

川 合 値 英 ・河 野 雅 和 ・高 松 健 次

塩 田 憲 三

大 阪 市 大 第1内 科

β-lactamaseに 抵 抗 性を 示 す 新 し いCephalosporin

系抗生物 質,Cefuroximeに つ い て検 討 を 行 い,以 下 の

成績を得 た。

抗菌 力:病 巣分 離 菌 のCefuroximeに 対 す る感 受 性

を 日本化学 療 法学 会 標準 法 に よ り測 定 し,同 時 に 測 定 し

たCEZに 対 す る感受 性 と比 較 した 。 前 培 養 菌 液 を100

倍稀釈 して接種 測 定 した成 績 で は,Staph.`aureus, E.

coli, Klebsiella,Proteus sp.のCefuroximeに 対 す

る感受性 分布 の ピー クは,そ れ ぞ れ1.56μg/ml,6.25

μg/ml,3.12μg/ml,1.56μg/mlに 存 在 しCEZに 対

す る感受性 と比 較 す る と,8taph.aureus,Klebsiella

では とくに差 が 認 め られ ず ,E.coliで はCefuroxime

に対す る感受 性 がCEZに 対 す る 感 受 性 よ り1段 階 低

く,逆 にProteus sp.で はCefuroximeに 対 す る感 受

性のほ うが1段 階す ぐ れ た 成 績 で あ る。 な おPseudo-

monasは す ベ て100μg/ml以 上 の耐 性 を 示 した
。

臨床成績:現 在 まで に9例 の 内科 系感 染 症 にCefuro-

xme1日2 .25～3.0gを 投 与 し気 管 支 肺 炎3例 中2例

有効,1例 や や 有 効,感 染 を 伴 っ た肺 癌4例 中1例 有

効、3例 無効,例1の 腎 盂 腎 炎 は有 効,胆 の う炎,敗 血

症各1例 は,と もに 無 効 の成 績 を 得 た。 副 作用 は,筋 注

時の局所 疼痛 以外,と く に 認 め ら れ な か っ た。 現在 な

お,症 例を加 え て検 討 中 で あ る
。

353.　 Cefuroximeの 基 礎 的,臨 床 的 研 究

大 久 保 滉 ・岡 本 緩 子 ・呉 京 修

右 馬 文 彦 ・上 田良 弘 ・前 原 敬 悟

関西医大第1内 科

目的:β-lactamaseに 抵 抗性を有す る半合成Cepha-

1osporin系 抗生物質Cefuroximeの 有用性を検討 す る

目的で,基 礎的,臨 床的検討を行な った。

方 法:1)抗 菌力,化 学療法学会標準法 でSN107の

MICを 測定 し,CEZ,CET,CER,CEX,ABPCと 比

較 した。2)体 内分布,ラ ッ トにCefuroxime 100mg/

kg筋 注時の臓 器内濃度 をB.subtilis ATCC 6633を

検定菌 とす る帯培 養法 で測定 した。3)臨 床使用例,主

として基 礎疾患 を有す る胆 の う炎,副 鼻腔炎,肺 炎(3

例),蜂 窩織 炎(疑 敗血症)の 計6症 例に1日1.5gか

ら4.5gを5日 か ら25日 間使用 した。

結果:1)抗 菌 力:a)E. coli 45株 に対 しては他 の薬

剤 より優 れ た抗菌 力 を示 した。b)Klebsiella 12株 の

MICはCEZと ほぼ同様で,他 剤 よ り優 れ て い た。c)

Proteus mirabilis 27株 のMICはABPCと 同様で,

他 剤 よ り優れ ていた。Prot.vulgaris,rettgeriで は

他 の薬剤 と同様 で あった。d)Staphylococcus aureus

39株 のMICはABPC,CEXよ り優 れ,CET,CER,

CEZよ りは劣 っていた。2)体 内分布:濃 度順位は腎>

肝>血>肺>脾>筋 ＞脳 の順で あ り,肝 内濃度は15分

後 に約280μg/mlと 高値を示 したが,4時 間後では測定

不能 となった。脳 において も30分 後1.5μg/mlの 微量

なが ら証 明された。3)臨 床使用例:他 剤 と の 併用を行

な った1例 を除 き,有 効4例,無 効1例 であ り,副 作用

は全例に認めなか った。

以上の結果か らCefuroximeは 有用なCephalosporin

系抗生物質であ ると考え る。

354.　 Cefuroximeの 内 科 的 感 染 症 へ の 応 用

丸 山博 司 ・岩 井 謙 一・ 山 口防 人

辻 本 兵 博

星 ケ丘厚生年金病院内科

新 しい β-Lactamase抵 抗性セフ ァロスポ リン系抗生

物質Cefuroxime(SN107)を 呼吸器感染症を中心に使

用 し,そ の臨床効果を検 討 した。対象患者は当科入院中

の9例 で,肺 炎7例(PAP4例,MP1例,細 菌 性2例),

慢 性気管支炎(汎 細気管支炎を伴 う)1例,慢 性腎盂腎

炎1例 であ る。 この うち2例 に基礎疾患を有 していた。

年 令は20～72才 にわた り,男6例,女3例 であ った。

本剤に対 して皮内反 応陰性の者に,0.75gあ るいは1g
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を朝 夕2回 点滴静注 した。投与期間は6日 ない し2週 間

までであ った。

臨床効果 は,著 効1例,有 効6例,無 効2例 で あ っ

た。呼 吸器感染症 で の 分離菌 は,Streptococcus pne-

umoniae 2例,Hemophilus influenzae 1例,尿 路感

染症ではE.coliで あ った。 こ の うち,Streptococcus

1例 は無効例であ った。 なお有効率は78%で あ った。

副作用は,肝,血 液,腎 などの検査を行 ったが異常所見

をみ とめなか った。 また,皮 膚発疹 もみ られ なか った。

355.　 Cefuroximeの 臨 床 使 用 経 験

栗 村 統 ・玉 木 和 江 ・佐 々木英 夫

国立呉病院 内科

森 岡 祐 介

同 薬剤科

土 井 秀 之

同 検査

我 々はSN107を 感染症 の8例 に使用 した。気管支肺

炎5例,尿 路 感染症2例,頸 部淋巴腺炎1例 の計8例 で

あ る。

気管支肺炎で原因菌 と思われる菌 が検 出されたのは,

Enterobacter, Klebsiellaの 各1例,Haemophilusの

2例 で,残 りの1例 は原因菌は不 明であ った。尿路感 染

症は2例 ともE.coliが 分離 され た。頸部淋巴節炎は原

因菌が不明であ った。

SN107の 投 与は,1回 量1.5gを 点滴静注で1日 に

2～3回 行った。

効果 は,気 管支肺炎では原因菌 と思われ る菌が分離 さ

れ なか った例を除 き,4例 で有効 であった。尿路感染症

は1例 は有効,他 の1例 ではやや有効であ った。頸部淋

巴腺炎には総量136gを 使用 し有効であ った。

副作用 と思われ るのは トランス アミナーゼ値 の上昇 が

1例,発 疹1例,赤 血球減少1例,好 酸球 が増加 した も

の2例(発 疹例を除 く)と,8例 中5例 に見 られた。 し

か しこのためにSN107の 使用 を中止 した のは 発疹を

見 た1例 だけであ る。

25μg,10μg,5μg/discの3濃 度 のSN107のdisc

を作製 し,CERお よびCEZと,臨 床分離株 に 対す る

感受性を比較 した。3者 ほぼ同様の感受性patternを

示 したが,Gram陽 性菌ではEnterococcusでCERが

約50%の 株が感受性を示 したのに対し,CEZ,SN107

はそれぞれ劣 った。Gram陰 性桿菌では,Enterobacter

は44%の 株はSN107に 感受性を示 した の に 対 し
,

CER,CEZは4%で 明らか な差が見 られ た
。Pseudo-

monas cepaciaは13株 中4株 が,SN107に 感受性を

示 した 。Citrobacterも8株 中7株 が,SN 107に 感受

性 を 示 し,CER,CEZと 明 らか な差 が 見 ら れ た。disc

法 で は あ るが,SN107はGram陰 性 菌 に よ り有効な抗

生 剤 と考 え られ た。

356.　 Cefuroximeに 関 す る 基 礎 的,臨 床 的

研 究

宍 戸 春 美 ・松 本 慶 蔵 ・鈴 木 寛

野 口 行 雄 ・宇 塚 良 夫 ・玉 置 公 俊

羅 士 易 ・渡 辺 貴 和 雄

長 崎 大 熱 研 内 科

SN 107(Cefuroxime)は,英 国Glaxo社 で開発さ

れ た β-lactamaseに 抵 抗 性 を 有 す る半 合成Cephalo-

sporin C系 の 新 しい 抗 生 物 質 で あ る。我 々は,本 剤に

関 す る基 礎 的 ・臨 床 的 研 究 を 行 な い,本 剤 の有用性につ

い て 検 討 し た。

1)呼 吸器 由来 の病 原 性 明確 な臨 床 分 離 株 に対す る最

小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)測 定 成 績

(1)Hemophilus influenzae 53株 の106 6/ml 1白 金

耳 接 種 時 に お け る本 剤 に 対 す るMICは,0.39μg/ml～

12.5μg/mlに 分 布 し,そ の ピ ー クは ,0.78μg/mlで あ

っ た 。MICの ピ ー ク値 を,CET(3.13μg/ml),CEX

(12.5μg/ml),CER(12.5μg/ml),CFX(12.5μg/ml).

CEZ(2.5μg/ml)と 比 較 す る と,本 剤 が2～5段 階優

れ た 成 績 が 得 られ た 。

(2)Klebsiella pneummiae 19株 の10 6/ml 1白 金耳

接 種 時 に お け る本 剤 に 対 す るMICは0.78μ9/ml～3.13

μg/mlに 分布 し,そ の ピー クは1.56μg/mlに あ った。

CEZ,CER,CET,CEX,CFXと 比 べ,ほ ぼ1～2段

階 優 れ たMIC値 で あ った 。

(3)Escherichiai coli 7株 の10 6/ml 1白 金 耳接種時

に お け る本 剤 に 対 す るMICは0.39μg/ml～12.5μg/

mlに 分 布 し,CET,CER,CEX,CFXよ り優 れ た成

績 が 得 られ た 。

2)臨 床 例 に お け る 検 討

体 液 内 濃 度 測 定 成 績,皮 内 反 応 成 績 な らび に本剤の臨

床 的 ・細 菌 学 的 効果 お よび 副 作用 等 につ い て報 告す る。
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357.　 Cefuroximeに 関 す る 基 礎 的,臨 床 的

研 究

原 耕 平 ・中富 昌夫 ・那 須 勝

林 敏 明 ・朝 長 昭 光 ・堀 内 信 宏

泉 川欣 一・・広 田 正毅 ・森 信 興

斉 藤 厚

長崎大第2内 科

餅 田 親 子 ・猿 渡 勝 彦

伊 折 文 秋 ・林 愛

同 中検

英国グラクソ社で新 し く開発 されたSN 107は β-1ac-

tamase抵 抗性抗生剤であ る。本剤に つ いて基礎的 ・臨

床的検討を加 えたので報告する。

1)抗 菌力:教 室保存の標準株22株 と各種臨床材料

から分離された830株 について化学療法学会標準法に基

いてMICを 測定し,CEZの それ と比較 した。

2)人 における血中濃度:71才46kg男 子の慢性気

管支炎例に750mg1時 間点滴 した場合 の最高血中濃度

は点滴終了時の約65μg/mlで あ った。点滴終了後6時

間目には約4μg/mlが 証明 された。

3)喀 痰内移行濃度 と喀痰内細菌の動態;本 症例 の喀

痰中からは肺炎双球菌 が10 7/ml以 上検 出 され て い た

が,本 剤750mg点 滴静注1時 間 目頃か ら約0.2μg/ml

が喀痰内へ移行 し,そ れにつれ て本菌が減少 し始め,6

時間目には10 4/mlと な り,2日 目か ら消失 した。

4)臨 床効果お よび副作用;呼 吸器感染症(肺 炎10,

慢性気管支炎3,肺 化膿症5,マ イコプラスマ肺炎1,

肺結核1,肺 癌1)の21例 と腎盂腎炎 の1例 に1日

1,500～4,000m9,8～16日 間静注 また は点滴静注を行

なった。有効以上は9例 で,そ の有効率は47%で あ っ

た。副作用 としては発熱をみた もの1例,悪 心嘔吐1例

および好酸球増多1例 の3例 であ った。肝機能,腎 機能

などには異常を認めなか った。

358.　 Cefuroximeの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

志 摩 清 ・福 田安 嗣 ・浜 田和 裕

徳 永勝 正 ・徳 臣 朝 比 古

熊本大 第1内 科

目的:Cephalosporin Cか ら合成 さ れ た新 し い抗生

物質Cefuroxime(CXM)に つ い て,そ の有効性を基

礎的,臨 床的に検討 した。抗菌力:化 学療法学会標準法

に従い,接 種菌量10 6/mlに て 行 ったSt. aureus臨 床

分離50株 に対す るCXMのMICピ ークは1.56μg/

mlで あり,同 時 に行 ったCEZの0.78μg/mlと 殆ん

ど同様 のMICを 示 した。GNBで あるE.coli(50株 〉

に対 してはCXM,CEZの それ は6.26,1.56とCEZ

が優れ ていたが,Kleb.pneumoniae(50株)で はCXM,

CEZのMICは1.56μg/mlで あ り,Proteus群(23

株)で はCXM,CEZの いつれ も,6.25～100μg/mlと

ば らつ き,菌 種 の差 を示 し た。Serratia(28株)で は

両者 とも100μg/ml以 上であ り高度耐性を示 している。

血 中濃度:健 康成人2名 につい てCXM1,500mgを5

%糖 液に溶解 し,点 滴静注(2時 間)に て投与 した。

そ の血 中濃度は30分,30μg/ml,1時 間35μg/ml 2

時間47μg/mlと な り,3時 間30μg/mlと 以後 漸減 し

た。CXM750mgを 同様に点滴静注 し た 例では,1時

間15μg/ml,2時 間27μg/ml,3時 間18μg/ml,で

あ った。臨床治験:呼 吸器感染症4例(膿 胸1,気 管支

肺炎2,慢 性気 管支炎増悪例1)に つ い て 検討 し た。

H. influenzaeを 原因 とし た 膿胸に対 してCXM4,500

mg/日,14日 間で 細菌学的,胸 部 レ線著効,気 管支肺

炎ではCXM3,000mg/日 、14日 で,慢 性気管支炎で

はCXM1,500mg/日,7日 間でいつれ も有効,気 管支

肺炎(GNB)で,CXM1,500mg/日,10日 間でやや有

効であ った。 これ ら4例 は臨床効果があ りと判定した。

副作用:特 記す べ きものは認め られなか った。

359.　 Cefuroximeの 胆 汁,膵 液 移 行 な ら び

に 外 科 領 域 に お け る 臨 床 効 果 の 検 討

酒 詰 文 雄 ・相 川 直樹 ・三 浦 誠 司

山 田好 則 ・石 引 久弥

慶応大外科

Cefuroximeの 胆汁,膵 液中移行,な らびに外科的感

染症に対す る治療効果、術後感 染予防効果,副 作用につ

い て臨床的検討を行 った。

胆汁 中移行 は総 胆管結石術後Tチ ューブ を 留置した

11日 目の患者に本剤750mg静 注後,血 中 と と もに胆

汁中濃度測定を行 った。血中には投 与15分 後,56.0μg/

ml,1時 間値24.5,2時 間値8.9で あったが,胆 汁中

濃度は15分 後,1.0μg/ml,1時 間値30.0,1.5時 間

値41.0と ピークを示 し,以 後下降 した。膵液移行は膵

頭部癌術後10日 目の症例に本剤1.5g静 注,血 中お よ

び残存膵 々管チ ューブか ら採取 した膵液中濃度を測定 し

た。 血 中濃度は15分136μg/ml,1時 間51,3時 間

6.4で あったが,膵 液 中濃度は15分20.8μg/mlと 最

高値を示 し,1,3時 間それぞれ4.6,0.4と 下降 した。

本剤は胆汁か ら膵液中に早期か ら移行するが,移 行率は

膵液 よ り胆汁に高か った。

臨床検討症例は10例 で,術 後急性化膿 性膜 炎2例,

敗血症,化 膿性胆管炎,術 後創感染各1例 と術後感染予
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防5例 で あ った。 本剤投与 は0,75～1.5g 1日2回 静

注,投 与期間は5～16日,最 大投与総量は27gで あ っ

た。感染症例分離菌はProteus 3株,Klebsiella 2株,

そ の他のGNRお よびEnterococcus,Bacteroides等

であ った。感染症に対す る臨床効果は有効1例,や や有

効1例,無 効3例 、術後感染予防では有効4例 、無 効1

例で,副 作用は 全例に認め られなか った。

360.　 外 科 に お け るCefuroximeの 抗 菌 力,

吸 収 排 泄,臓 器 移 行 性 お よ び 臨 床 応 用

石 山 俊 次

日大総合医学研究所

中 山一 誠 ・岩 本英 男 ・岩 井 重 富

鷹 取 睦 美 ・川 辺 隆 道 ・大 橋 満

村 田郁 夫 ・水 足 裕 子

同 第3外 科

半合成セ ファロスポ リン系新抗生物質Cefuroximeに

つい て基礎的検討を行 った。 外科病 巣由来,大 腸菌53

株に対 する 感受性分布 は0.4～50μg/mlに 分布 し,そ

の ピークは6.25μg/mlに53株 中29株(54.7%)が

分布 した。CERと 類似 した成績を示 し た が,本 剤に は

耐性が認め られ なか った。肺炎 桿菌23株 では23株 中

12株(52.1%)が ピークとして6.25μg/mlに 分布し,

100μg/ml以 上の耐性株が2株 認 め られ た。CEZよ り

1段 階 劣るが,CERと は同等の成績 で あ った。 変形菌

の うち,Proteus mirabilisで は27株 中12株(44.4

%)が ピークとして6.25μg/mlに あ り100μg/ml以

上 の株が2株 認め られ た。

健康成人男子3名 にCefuroxime 500mgを 筋 注し,

血中濃度お よび尿中濃度をCup法 に て測定 した。 血 中

濃度は30分 後 にピークとな り,平 均22.6μg/ml,6時

間後では1.1μg/mlで あ った。 尿中濃度は 投与後1時

間に ピー クとな り3,380μg/mlを 示 した。6時 間 まで

の尿中回収率は平均81.4%で あった。

SD系 雄 性 ラッ トに25mg/kg筋 注した時 の臓器内濃

度 をPaper disc法 に て測定した。 腎が最 も高 く,次 い

で肝,血 清,肺 の順であ った。

外科感染症9例,お よび感 染予防2例 に本剤を使用 し

た。9例 中,1例 著効、7例 有効,1例 無効の成績を得

た。 副作用は感染予防を含む11例 中2例 に し び れ 感

(numbness)を 得たが,症 状 の発現は本剤使用10日 以

後,静 注時に認 めたが,中 止す るまでにはいた らなか っ

た。

361.　 外 科 領 域 に お け るCefuroximeの 基

礎 的,臨 床 的 検 討

柴 田 清 人 ・由良 二 郎 ・品 川 長夫

土 井 孝 司 ・石 川 周 ・高 岡 哲郎

松 垣 啓 司

名古屋市大第1外 科

新 し く開発 された セファロスポ リン系抗生物質である

Cefuroximeに ついて,外 科領域での基礎的 ・臨床的検

討を行なった。

(1)抗 菌 力:外 科病巣由来 の大腸菌21株 および

Serratia 22株 につい て,本 学会標準法に従 って本剤の

最小発育阻止濃度(以 下MICと 略)を 測定し、あわせ

てCefazolin(以 下CEZ)の それ と比較検討した。

大腸菌では,原 液接種に て,本 剤 のMICの ピークは

6.3μg/mlに あ ったが全株50μg/ml以 下であった
。し

か しCEZは ピークは1.6μg/mlに あ るも100μg/ml

以上 の株 が33%に も見 られ,本 剤 がCEZ耐 性菌にも

有効であ ることがわか った。Serratiaで は,CEZは 全

株200μg/ml以 上のMICで あ ったが,本 剤 も100倍

希釈液接種にて50μg/ml以 上のMICで あった。

(2)胆 汁中移行:家 兎お よび ヒ トにおいて,本 剤の

胆汁中移行を測定した。3羽 の家兎に25mg/kgの 本潮

を筋注した場 合,平 均 の6時 間 ま で の胆汁中回収率は

0.38%で あま り良好な移 行で は な か った。胆道系に何

らか の疾患を有す る臨床例,2例 に750mgの 筋注,2

例 に750mg静 注1日2回 の連続投与中の各々の血中お

よび胆汁 中移行を測定 した が,筋 注時の6時 間までの胆

汁中移行率は0.018%と0.014%ま た静注時の移行率

は0.08%,0.02%と 全体的に見た場合,本 剤の胆汁中

移行はやや低い感 じであ った。

(3)外 科的感染症6例 に本剤を使用し,著 効1例 、

有効2例,や や有効1例,無 効1例 であった。
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362.　 胆 道 感 染 症 の 化 学 療 法(IV)-と くに

Cefuroximeの 胆 汁 排 泄,胆 嚢 組 織 内

濃 度 とそ の 臨 床 的 効 果 に つ い て

谷 村 弘 ・丸 山啓 介 ・向原 純 雄

瀬 戸 山元 一・ 竹 中 正 文 ・日笠 頼 則

端 野 博康 ・原 慶 文 ・重 城 博 一

西 嶋 義 信 ・木 戸 晋 ・伊 豆 蔵 健

藤 井 一 寿 ・安 本 裕 ・関 谷 司

片 岡 三 朗 ・高 岡 水 束 ・塩 田 隆 三

京都大第2外 科 他8施 設

Cefuroximeの 胆道感染症 に対す る基 礎的,臨 床的検

討を加えたので,そ の成績 を報 告す る。

1)胆 嚢摘出症例33例 にCefuroxime 1.5g静 注後

血中濃度,胆 嚢胆汁,総 胆管胆汁,胆 嚢組織内濃度を測

定した。胆嚢管閉塞のない症例24例 では,胆 嚢胆汁中

濃度は投与直後か ら投与後3時 間半 までで平均68.5μg/

ml(最 高255μg/ml),胆 嚢管閉塞例4例 では殆ん ど検

出で きな か った。 胆嚢組織内濃度 は 各 々41.8μg/g,

51.5μ9/9と 差は なか った。 総胆管胆汁 中濃 度は1時 間

以内で7.6～145μg/ml(平 均42.4μg/ml)で あ り,

1～2時 間以内では12.5～211μg/ml(平 均62.0μg/ml)

と高濃度の胆汁移行を認めた。

2)Cefuroxime 2g静 注後 の経時的胆汁 中濃 度の推

移は,T-tube設 置例12例 におい て,そ のピー クは1～

2時 間目に あ り,平 均64.0μg/mlで,3～4時 間で も

24.2μg/mlを 示 した。

Cefazolinとcross over法 に より比較 した場 合,ピ

ーク値はほぼ同等であるが
,Cefazolinの ほ うがや や高

値であった。

3)投 与後6時 間 ま で の胆汁 中回収率は,Cefazolin

よりもやや高い傾向を示 した。 とくに2時 間 目までの胆

汁中回収率はCefuroximeの ほ うが優 れていた。

4)胆 嚢炎26例,胆 管炎6例,計32例 の胆道感染

症に対してCefuroximeに よる治験 を試み,著 効7例,

有効20例 で有効率84.4%を 得た。な か で もCepha-

10thin無 効2例 に対して全例有効,Cefazolin無 効8例

中5例 に有効であ った。 とくに急 性胆嚢炎のため従来な

ら緊急手術を要した と推測 され る症例の うち,手 術を受

けることな く治癒 させ得た ものが8例 あ った。

5)Cefuroximeを 投与 した全症例66例 はいずれ も

皮内テス ト陰性 で あった。 そ の うち,嘔 吐,薬 疹,発

熱 ・悪寒,発 熱 ・下痢各1例,GOT・GPT上 昇2例 を

惹起したが,い ずれ も投薬中止に より消失 した。

363.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るCefuroxime

の 検 討

松 田 静 治 ・古 谷 博

順大産婦人科

丹 野 幹 彦 ・柏 倉 高

江東病院産婦人科

目的:7-amino cepholosporanic acidか らの 誘導体

であるCefuroximeに つ い て抗菌力,吸 収,体 内移行

な どの基礎的検討を行 うとともに臨床応用を試みた。

方 法:産 婦人科領域 か ら分離 し た 各種菌株 を用 い,

in vitroに お け る感受性試験 を 化療標準法 で 行い,類

似のCephalosporin剤 と比較す るほか,750mg静 注後

の血 中濃度,経 胎盤移行をCup法 にて測定 した。 臨床

応用 では投 与方法別 の効果を検討 した。

結 果:1)各 種被検菌 の うちE. coli, Klebsiellaに

対する本剤の抗菌 力はCEZに や や 劣 り,CETよ り若

干 よい結果が得 られ,Staph. aureusに おけ るMICは

CET,CEZよ りも高い。

2)750mg静 注では30分 値約39μg/ml,1時 間値

19μg/mlの 血中濃度が得 られ,ま た 経胎盤移行 も投 与

後4時 間 まで他のCephalosporin剤 と ほぼ 同様の推移

を示 した。

3)本 剤の臨床応用を静注,点 滴静注,筋 注の投与法

に て検討 した。対象は骨盤内感染症(子 宮付属器炎,子

宮 内感染 など),外 性器感染症,創 感染 お よび尿路感染

症 で計14例 に使用 し約72%の 有効率を得 た。なお投

与 間隔 では1日2回 投与での効果が期 待 され る。

364.　 Cefuroximeに 関 す る 研 究

青 河 寛 次 ・皆 川 正 雄 ・柄 川 二 郎

社会保険神戸 中央病院産婦人科

杉 山 陽 子 ・山 路 邦 彦

近畿 母子感 染症 センター

目的:抗 生物 質Cefuroximeの 臨床価値を明 らか に

す るため,そ の抗菌作用,吸 収排泄,産 婦人科臨床成績

を検討 した。

実験方法:

1.抗 菌作用:最 近臨床分離 した諸種細菌:465株 の

MICを,化 療標準法に準 じ測定 した。

2.吸 収排泄:B. subtilis ATCC 6633胞 子浮遊液を

被検菌 とす るカ ップ法に より,人 体内移 行を追求 した。

3.臨 床成績:産 婦人科感染症:12例 に お け る臨床

成績お よび副作用を考察した。

実験成績:
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1.抗 菌作用:本 剤はEnterobacter spp.に 対 し他

のCephalosporin C, Cephamyciinに 比べ てよい抗菌

活性を示 し,ま た,Pr. rettgeri, Pr. mirabilisな どに

良好なMICを えた。

2.吸 収排泄:CXM1.5g/2hrs. d. i.時 の血中濃度

は,妊 娠婦人が非妊娠婦人 よりもpeak levelが や や低

値で,か つprolongationの 傾向を呈 し,尿 中排泄 も こ

の態度を反映 した。

3.臨 床成績:CXM 0.75～3.0g×2/day,3～12日

間投与 した ところ,骨 盤 腹膜炎 など9例 に有効だ った。

365.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るCefuroxime

の 基 礎 的,臨 床 的 検 討

高 瀬 善 次 郎 白藤 博 子 ・内 田 昌宏

川崎医大産婦人科

Cephalosporin Cか ら合成 された新抗生物質Cefuro-

xime(SN107)に ついて,産 婦人科領域 に お け る基礎

的,臨 床的検討を行な ったので報告す る。

本剤は β-1actamaseに 対す る抵抗性 が強 く,ま た,

イン ドール産生 のProteusに も,従 来 のCephalosporin

剤に比較 して,す ぐれた抗菌 力を有 していた。

また,母 体にSN107を750mg静 注 した場合 の胎盤

通過 性,羊 水移行について検討 した。

母 体血清 中濃度は静注直後 において60μg/mlで あ り,

膀帯血清は,静 注後30～60分 でpeakに 達 し,母 体血

清中濃度 の約5分 の1で あった。

羊水 中移行は2時 間40分 か ら50分 がpeakで あ り,

17.0μg/mlを しめす もの もあ り,羊 水移行は高い抗生

物質 である。

また,胎 児臓器内移行は,腎 に もっ とも高 く、脳への

移行はみ られない。

母乳 中へ の移行は最高0.5μg/mlで あ り,従 来の抗

生物質 の うちでは中等度の移行で あった。

さらに また,母 体に750mgを 静注 した場合の分娩後

の新生児血中濃度を測定 してみると,娩 出後24時 間経

過後 も0～0.15μg/mlの 移行がみ られていた。

そ の他,少 数例であるが,当 科領域 の感染症に使用 し

たので報告する。

副作用 としては1例 に嘔気 嘔吐 の認め られた ものが

あ った。

366.　 Cefuroximeに 関 す る 臨 床 的 検 討

江 夏朝 松 ・西 尾 彰 ・熊 本悦 明

札幌医大泌尿羅科

この度我 々は新 ら しいCephalosporin系 薬剤 である

SN107を 尿路感染症患者 に投与 し,以 下ρ成績を得た。

1.対 象:複 雑性尿路感染症を有す る入院患者11例

で,急 性複雑性尿路感染症2例,慢 性複雑性尿路感染

症9例 であ る。男子6例,女 子6例,年 令は29～76才

であ る。な お こ れ らの感染菌はPseudomonas 3例,

E. coli 3例,Serratia 2例,Proteus 1例,Klebsiella

1例,SerratiaとKlebsiellaの 混合感染1例 である。

2.投 与 量,投 与方 法:4例 には,1.5g×2回/日,7

例 には0.75g×2回/日 をい ず れ も点滴 静注で5日 間投

与 した。

3.効 果判定:UTI薬 効評価基準に従った。

4.結 果:1日3.0g投 与 の4例 では,有 効2例,無

効2例,1日1.5g投 与例 では,有 効5例,無 効1例 、

脱落1例 で あった。細菌学的効果 につい てみると,消 失

4例,減 少1例,菌 交代2例,不 変3例 であった。

なお本剤を投与 した11例 には,と くに異常 と思われ

る副作用は認め られなか った。

367.　 Cefuroximeに よ る 急 性 淋 菌 性 尿 道 炎

の 治 療

斉 藤 功

東京共済病院泌尿器科

目的:新 セ ファロスポ リン系薬剤,Cefuroximeを 急

性淋疾に使用,そ の臨床的,細 菌学的効果,な らびに副

作用について検討 した。

方法:東 京共済病院泌尿器科外来を受診した淋疾患者

に,Cefuroxime 1回,750mg～1,500mgを 筋注し,

24時 間(可 能な症例は2～4時 間後 も),3～4日,7日

後 とそれぞれ尿道分泌物の有無お よび細菌学的検査をチ

ェ ックし,同 時に副作用について も検討した。

結果:750mg投 与3例,1,500mg投 与7例 の計10

例に投与したが,7日 後判定で全例,尿 道分泌物消失、

細菌 陰性の著効を得た。

なお筋注2～4時 間後の判定可能であった4例 中,3

例は2時 間後 グラム染色 で 陰性双球菌 の 消失を みてい

る。

副作用に つ い て は、筋注部位 の 疹痛を全例に認めた

が,急 性ア レルギー症状 と考え られ るものは1例 もなか

った。
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368.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefuroxime

の 検 討

大 原 憲

済生会神奈川県病院泌尿器科

大 越 正 秋 ・河 村 信 夫

東 海大 泌尿器 科

目的:新 ら しい セフ ァロスポ リン系抗生剤 のSN107

が,泌 尿器科領域 において有用 であ るか否かについて,

基礎的な らびに臨床 的に検討 した。

方法:(1)SN 107,750mgを 健康成 人5人 にone shot

静注し,そ の血中濃度を経時的に測定 した。

(2)SN 107を 正常 ウサギ お よび膀胱炎 ウサ ギの膀胱に

750mgず つ注入 し,そ の膀胱か らの吸収 の有無を検討

した。

(3)泌尿器科的感染症例 にSN107を 投与 し,そ の効果

を検討した。

結果お よび考察:(1)健 康成 人5人 にSN107 750mg

を静注すると,静 注後30分 で は59.2μg/mlの 血 中濃

度になるが,1時 間では29.6μg/mlに な り,3時 間で

は7.1μg/mlと な る。 尿中回収率 は3時 間 で83.4%

であった。

(2)ウサギ膀胱 内注入では,SN107が 血 中 に移行 す る

こと,膀 胱炎 ウサ ギでは正常 ウサ ギよ り移行量 の多い こ

とがみとめ られた。

(3)SN107を 臨床例14例 に投与した。UTI基 準に従

って判定す ると,慢 性複雑性尿路感染症 に750mgを1

日3回5日 間筋注 した5例 には全例無効であ り,他 の9

例は判定不能であった。副作用は全例 にみ とめ られ なか

った。

369.　 尿 路 ・性 器 感 染 症 に 対 す る

Cefuroximeの 臨 床 的 検 討

鈴 木 恵 三

平塚市民病院泌尿器科

長 久 保一 朗 ・木 村 太 紀 ・三 井 久 男

立川共済病院泌尿器科

名 出 頼 男 一藤 田 民夫

名古屋保健衛生大泌尿器科

β-lactamaseに 抵抗性 を示 す 新合成 セ ファロスポ リ

ン剤Cefuroximeを ,Pseudomonasを 除 く尿路感染

症に対し投与した臨床成績につい て報告す る。

I)対 象疾患,計41例 の外来お よび入院患者で あ

る。年令分布は20～82才 の成人 である。疾患部位別で

み る と,急 性 単 純 性11例(PC耐 性 菌 に よ る膀 胱 炎1,

前 立 腺 炎2,前 立 腺,副 睾丸 炎1,非 淋 菌 性 尿 道 炎2,

腎 盂 腎 炎5)で あ る。 慢 性複 雑 性 で は,下 部 尿 路 感 染

26,上 部 尿 路 感 染5で あ っ た。

II)投 与 方 法,量 と 期 間:入 院 症 例 に は1日750

mg～1,500mgを2～4回,I.V.ま た はI.V.D.に よ

り投 与 した 。 外 来 例 で は,1,500mg one shot静 注 に よ

っ た 。期 間 は,お お む ね 急 性 症 で3～7日,慢 性 症 で

5～7日 で あ った 。

III)臨 床 効 果:UTI判 定 基準 に よ る と(尿 道 炎 と前

立 腺 炎 を 除 く),著 効,有 効 を 合 せ た 有 効 率 は,急 性 単

純 性 症 で9/11(81.9%),慢 性 症 下 部16/25(64.0%),上

部5/5(100%)で あ った 。 菌 種 別 消 失 効 果 を み る と,

E. coli 20/21(95.2%),Kleb. 1/3, EEnterobacter 1/3,

P. vulg. 0/1, P. sp. 1/1, mcrococcus 0/1, Cocoba-

cillus 1/1, Alcinetobacter 2/2, Morganella 1/1, E.

coli/Kleb. 1/1,E. coli/P. mir. 1/1, E. coli/St. epid.

1/1,Kleb./Enterobacter 0/1, Kleb./Serratia 1/1,未

同定GNB 2/2で,綜 合 的 には32/41(78.1%)で あ っ

た 。

IV)副 作 用:麻 疹 様 発疹1(投 与 中止),筋 注 時 疹 痛

1(1例,1回 だ け で 中 止),SGOT上 昇3,SGPT上

昇1,ALP上 昇1を 認 めた が,い ず れ も一 過 性 で 投 与

中 止後1～2週 で 正 常 に 復 し た 。

370.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefuroxime

の 基 礎 的,臨 床 的 検 討

堀 江 正 宣 ・加 藤 直 樹

河 田 幸 道 ・西 浦 常 雄

岐 阜 大 泌 尿器 科

目的:新 合 成 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 系 薬 剤Cefuroxime

(SN107)に つ い て の抗 菌 力、 吸 収 と排 泄 に 関 す る 基 礎

的 検 討 と,10症 例 の 尿 路 感 染 症 に対 す る 治 療 成 績 を 検

討 した 。

方 法 ・成 績:1)抗 菌 力;教 室保 存 の標 準 株17株,

尿 路 由 来 のABPC耐 性 大 腸 菌98株,Klebsiella 52株,

お よび.Proteus mirabilis 50株 に つ い てCEZを 対 照

薬 剤 と して 化 療標 準法 に よ りMICを 測 定 し た。 標 準 株

のMICはCEZと 同 程 度 で あ り,ABPC耐 性 大 腸菌 に

つ い ては,原 液 で は2剤 と も12.5μg/mlにMICの

peakを 認 め,100倍 希 釈 液 で は6.25μg/mlと な り抗

菌 力 に 差 を 認 め な か った が,100μg/ml以 上 の 耐 性菌 は

CEZの ほ うに 多 く認 め た 。Klebsiella, Proteus mira-

bilisで は,CEZの ほ うが1～2管 程 度 抗 菌 力 が 優 れ て

い た 。

2)尿 中 排 泄 ・代 謝;健 康 男 子 にSN 107 750mgを
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one shot静 注後の尿中排泄を薄層 カップ法で 検討す る

と,6時 間まで の尿中回収率は88.5%と 優れ ていた。

また同一 の尿で のBioautogramの 検討では,ど の時点

の尿 もSN 107のspotだ けを認めた。

3)臨 床成績;SN 107を1回750mgあ るいは1,500

mgを1日2回,筋 注 ない しは静注で5日 間投与 した計

10例 の症例で,急 性症は,急 性単純性膀胱炎 と急性単

純 性腎盂腎炎 の2例 でいずれ も著効を示 した。慢性症の

8例 は,慢 性複雑性尿路感 染症で,単 独感染例4例 、混

合感染例4例 でその有効率は それぞれ75%,50%で あ

りtotalで63%で あ った。副作用は1例 も認めてお ら

ず,血 液生化学的検査上,異 常を認めた ものは1例 もな

か った0

371.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefuroximeの

基 礎 と臨 床

藤 井 昭 男 ・島 谷 昇

羽 間 稔 ・石 神 嚢 次

神戸大泌尿器 科

三 田 俊 彦

姫 路 日赤泌尿器科

SN 107の 抗菌力,吸 収 ・排泄に関す る 基礎的検討 な

ちびに急性淋菌性尿道炎,複 雑性尿路感染症に対す る臨

床 的検討を行ない,以 下の結果を得たので報告す る。

抗菌力:尿 路 感染症分離菌,E.coli 22株,Krlebsiella

19株,Enterobacter 22株,Serratia 100株,Pseu-

domonas 19株 に対す るSN 107とCEZのMICを 化

学 療法学会標準 法 に よって 測定 した。E.coliで は1段

階CEZが 優れ てい た が,Klebsiellaで はSN 107が

数 段階優れていた。Enterobacterで はSN 107は6.25

μg/mlにpeakを 認 め,CEZは 全 て 耐性 で あった。

Pseudomonas,Serratiaで は 両剤 と もに耐性であっ

た。

吸収 ・排泄:健 康成 人3人 にSN 107を750mg one

shot瀞 注 し,血 中 ・尿中濃度をB.subtilis ATCC 6633

を検定菌 として,薄 層 カ ップ法 で 測定 した。血 中濃度

peakは10分 にあ り,6時 間後に は ほ ぼ0と なった。

6時 間後の 尿中回収率は92%で あ った。

臨床効果:急 性淋菌性尿道炎は1例 で,SN 107を750

mg one shot静 注し,効 果は著効 で あった。 複雑性尿

路 感染症は21例 で投与量は1.5g～4g,投 与 日数は5

日間,投 与経路 は 点滴静注 で,UTI効 果 判定基準に従

って有効率 を検討 してみ ると,著 効3例,有 効12例,

無 効6例 で有効率71.4%で あ った。

なお副作用に関 しては22例 中1例 も異常を 訴えた も

のもな く,GOT,GPT,BUN,一 般 検血 等 で も異常は

認めなか った。

372.　 Cefuroximeの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

鎌 田 日出 男 ・平 野 学 ・高 本 均

近 藤 捷 嘉 ・荒 木 徹 ・大 森 弘之

岡山大泌尿器科

Cefuroximeの 基礎的,臨 床的検討を行 った成績を報

告す る。

1)抗 菌 力:尿 路臨 床分離菌125株 に対し,本 剤およ

びCEZのMICを10 9個/mlに て比較 した。Staph.

aureus, E. coliで は両剤 と もほ ぼ同等の良い抗菌力を

示 した が,Prot. mirabilisで は本剤 のほ うが良好な成績

を示 した。Serratia, Pseudomonasに 対 して両剤 とも

100μg/ml以 上 の耐性で あった。

2)吸 収,排 泄:健 康成人1名 に本剤750mgを1回

静注 し,B. subtilis ATCC 6633を 検定菌 として体液濃

度をCup plate methodに て 測定し た。血中濃度の

peakは15分 後で56μg/ml,以 後急速 に低下し,6時

間 目でtraceと な った。6時 間 までの尿中回収率は98.5

%で あった。

3)臨 床成績:本 剤投与総 数22例 中,除 外脱落症例

を除いた15例 に対 してUTI薬 効評価基準に準じて効

果判定 した。なお全例何 らか の基礎疾患を有す る複雑性

尿路感染症例 で あ った。本剤 の投与 は1日1.5～2.0g

を2回 に分け て筋注あ る い は静注 し,3～5日 間連日投

与 した。慢性複雑性膀胱炎11例 中著効1例 、有効2例,

無 効8例,慢 性複雑性腎盂腎炎4例 中著効1例,無 効3

例 であ った。

副作用 としては筋注部の疹痛1例,臨 床検査で投与後

にGOT,GPTの 軽度上昇 を1例 に認めた。

373.　 尿 路 感 染 症 に お け るCefuroximeの

臨 床 的 検 討

藤 村 宣 夫 ・湯 浅 正 明

上 間 健 造 ・黒 川 一 男

徳 島大泌尿器 科

泌 尿器科領域 の複雑性 尿路感染症14例 にSN 107を

使用 した ので,そ の臨床成績を報告す る。

1)投 与量は750mgを 朝 夕2回 筋注 し,投 与日数は

全例5日 間 とした。

2)臨 床効果は,著 効3例,有 効4例,無 効6例,中

止1例 で有効率は53.8%で あった。

3)細 菌学的効果は,13株 の うち,消 失7(53.8%),

減少1(7.7%),不 変4(30.8%),菌 交代1(7.7%)で



VOL. 27 NO. 3 CHEMOTHERAPY
539

あ った。

副作用 は1例 に 軽 度 の薬 疹 が認 め られ,投 与 を 中止 し

た。

374.　 Cefuroximeの 尿 路 感 染 症 に 対 す る 治

療 経 験

熊 沢 浄 一 ・百 瀬 俊 郎

九 州 大 泌 尿器 科

新抗菌 剤SN 107を 各 種 尿路 感 染 症14例 に投 与 し た 。

対象は 男性12例,女 性1例,年 令 は25才 か ら80才

までで あ った。 す べ て 尿路 に基 礎 疾 患 を 有す る複 雑 性,

慢 性尿路 感 染症 例 で あ り1回750mg,1日(朝 夕)2

回,す なわ ち1日1.5g投 与 を5～7日 間 行 っ て い る。

5例 は筋 注投 与,9例 は 静 注 投 与 で あ る。

著効3例,有 効3例,無 効8例1有 効 率43%の 臨 床

効果を認 め た。 なお 臨 床 効 果 の判 定 方 法 に はUTI薬 効

効果判定 基準 法 を 用 い てい る。

細菌学 的 に検 討 す る とE. coli 4株,Prot. morg. 1

株,Cloacae 1株 は す べ て 消失 し,Citrobacter 1株,

5erratia 2株,Pseudomonas aer. 4株 は す べ て存 続 し,

KlebsiellaとAcinetobacterの 混 合感 染 例 はPseudo-

monas aer.に 菌 交 代 して い た 。

副作用 は全 例 に 認 め てい な い 。

誌 上 発 表

Cefamandole

375.　 臨 床 分 離 菌 のCefamandole感 受 性

小 酒 井 望.岡 田 淳

順 大 臨 床 病 理

吉 村 千 秋

同 中 検

私 どもは,1977年 に 本 院 中 央 臨 床 検 査 室 で 各 種 臨 床 材

料か ら分離 した 下 記 菌 種 に 対 す るCefamandoleの 抗 菌

力を検討 し,CEZ,CFXな どの そ れ と比 較 した 。

Staphylococcus aureus(133株)に 対 す る本 剤 のMIC

は0.39～6.25μg/mlで,ピ ー クは0.78μg/mlに あ り,

CFXよ りも抗 菌 力 は 著 し く強 く,CEZよ り もや や 強 い 。

Staph. epidermidis(39株)で は,MICは ≦0.10～>

100μg/mlに 分 布 し,CFXよ り も抗 菌 力 は 著 し く強 く,

CEZよ り もや や 強 か った 。

E. coli(62株)で は,MICは0.78～800μg/mlに 分

布し,抗 菌 力 はCEZと ほ ぼ 同程 度 で あ る。 本 剤 にMIC

の小 さい株 は,CFXに 対 し や やMICは 大 き い が,本 剤

にMICの 大 きい 株 は,CFXにMICは 小 さ い。 この こ

と は 以下 の グ ラム陰 性 桿 菌 に,ほ ぼ 共 通 し て 言 え る こと

で あ る。

Enterobacter(79株)で はMICは3 .13～>1,600μg/

mlに 分 布 し,200μg/ml以 上 が80%を 占め る。Ser-

ratia(90株)で は25～>1,600μg/ml,Proteus vulgaris

(28株)で は0.78～>1,600μg/ml,Pr. morganii(42

株)で は100～>1,600μg/ml,Pr. rettgeri(30株)で

は0.20～800μg/ml,,Pr. inconstans(40株)で をよ0.39

～400μg/mlに 分 布 し
,MICの 大 きい 株 が 多 い 。Pr.

mirabilis(48株)で は0.39～50μg/mlに 分 布 し,ピ ー

クは0.78～1.56μg/mlに あ る。CEZよ りは 抗 菌 力 は

強 い 。Bacteroides(94株)に は抗 菌 力 は 弱 い 。

376.　 Cefamandoleの 抗 菌 作 用 に つ い て

今 村 博 務 ・小 林 と よ子 ・渡 辺 泉

江 崎 孝 行 ・甲 畑 俊 郎 ・渡 辺 邦 友

二 宮 敬 宇 ・上 野 一 恵 ・鈴 木 祥 一 郎

岐 阜 大微 生 物

Cephalosporin系 の新 抗 生 物 質 で あ るCefamandole

の 抗 菌 作用 につ い て検 討 した 。

方 法:1)抗 菌 力:E. coli 32株,K. pneumoniae 18

株,S. marcescens 40株,Proteus 45株,B. fragilis

58株,Fusobacterium 9株,嫌 気 性 グ ラム陽 性 桿 菌18

株 お よび 嫌 気 性 グ ラム陽 性 球 菌20株 に 対 す る抗 菌 力を

CEZと 比 較 し た。 さらに 嫌 気 性 菌 に つ い て はCER,CET

お よびCEXと も比 較 した 。

2)MICに お よぼ す 諸 因 子 の影 響:接 種 菌 量,培 地

の 種 類 お よび培 地pHがCefamandoleの 抗 菌 力に お よ

ぼ す 影響 を嫌 気 性 菌 に つ い て 検 討 した。

3)自 然耐 性mutantsの 分 布:B. fragilis(MIC=

12。5μg/ml)お よびP. prevotii(MIC=0.39μg/ml)に

つ い て 自然耐 性mutantsを 測 定 した 。

4)Cefamandoleの 殺 菌 作 用:E. necrophorumを 用

い て,Cefamandoleの 種 々の濃 度 で の殺 菌 作 用 と菌 の

形 態 を比 較 した 。

結 果:1)抗 菌 力:Cefamandoleの 好 気 性 菌 に 対 す る

抗 菌 力はCEZと ほ ぼ 同様 で あ った 。 な お 本 剤 に 対 し

S. marcescensお よびP. aeruginosaはCEZと 同 様 す

べ て100μg/ml以 上 のMICで あ っ た。 嫌 気性 菌 に つ

い て は,一 般 にCephalosporin系 に 低 感 受 性 で あ るB.

fragilisを 除 い て,高 い 感 受 性 を 示 した 。 またCefa-

mandoleの 嫌 気 性 菌 に 対 す る抗 菌 力はCEXよ り優 れ,

CET,CERお よびCEZと ほぼ 同様 で あ った 。

2)MICに お よぼ す 諸 因 子 の 影 響:嫌 気性 菌 の一 部 の

菌 株 は接 種 菌 量 お よび 培 地 の 種 類 に よ ってCefamandole

に 対 す るMIC値 に 変 動 が み られ た。 な お培 地pHに ょ
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るMICの 変動 は認 め られ な か った 。

3)自 然 耐 性mutantsの 分 布:E.necropkorumお

よびP.prevotiiの 両 菌 株 と も,10 10個 あ た り で は

Cefamandoleに50μg/ml以 上 の 自然 耐 性mutantsは

認 め られ な か った 。

4)Cefamandoleの 殺 菌 作 用:種 々の 濃 度 にCefa-

mandoleを 含 有 す る ブ イ ヨ ン 中 の生 菌 数 は 時 間 と と も

に 減 少 し,Cefamandole含 有 濃 度 が 高い ほ ど急 速 に 減

少 した 。 ま たCefamandole含 有培 地 中 の菌 の形 態 は,

Cefamandoleの 濃 度 が 高 い ほ ど時 間 の経 過 と と も に 強

いdamageを 受 け た 。

377.　 Cefamandoleに 関 す る 細 菌 学 的 評 価

平 井 芳 美 ・西 野 武 志

京都薬大微生物

新 しい セ フ ァ ロ スポ リン系 抗 生 物 質Cefamandoleに

関す る細 菌 学 的 評 価 を,比 較 薬 剤 と してCefazolin(CEZ)

を 用 い検 討 した 。

1.抗 菌 ス ペ ク トラム で は,グ ラ ム 陽 性 菌 に 対 し,

CEZと ほぼ 同等 で あ った が,陰 性 菌 に 対 し て は,CEZ

よ りも優 れ た抗 菌 力を 示 した 。

2.臨 床 分離 株 に 対 す る感 受 性 分 布 で は,Staph.au-

rensに 対 し,感 受 性 の ピ ー クを0.78～1.56μg/mlに

有 し,CEZと ほ とん ど同 等 で あ った が,グ ラム陰 性 桿 菌

のE.coli,Proteus,Enterobacter等 に 対 し て は,CEZ

に 比 べ 優 れ て い た。 この 傾 向は 接 種 菌 量 を10 6cells/ml

と した場 合 に著 しか った 。

3.抗 菌 力に お よぼ す 諸 因 子 の影 響 では,E.coli,K.

pnenmoniaeに おい て,馬 血 清 添 加 や,接 種 菌 量 の増 加

に よ り,抗 菌 力が や や 減 弱 す る こ とが認 め られ た 。

4.増 殖 曲線 にお よ ぼ す 影 響 を,Ecoli,K.pneu-

moniaoを 用 い て検 討 した が,短 時 間に お け る殺 菌 作 用

は,CEZに 比 べ,少 し弱 か った 。

5. 実 験 的 マ ウ ス感 染 症 に 対す る 治療 効 果 は,E.coli

ST0198株 では,CEZよ りもや や 優 れ て お り,分 割 投

与 に よっ て も,両 薬 剤 と もにED50値 の 変 動 は 認 め られ

なか った 。K.pneumoniaeで は,治 療1回 は,CEZの

ほ うが や や 優 れ て い た が,1時 間 ご との 分 割 投 与 を 行 な

うと,Cefamandoleは,4回,6回 治 療 で,1回 治 療

の 約1/10のED50値 と な り,CEZよ り も優 れ て い た 。

また,CEZ耐 性 のPmmorganii 101株 に 対 し て も,

Cefamandoleは 治 療 効 果 が 認 め られ た。

378. Cefamandoleの 抗 原 性

原 田 稔 ・竹内三津男

新 家 泰 子 ・江 幡 光 雄

塩野義研究所

目的:新 しい セ フ ァ ロ ス ポ リン系 抗 生 物 質Cefaman-

doleの 副 作 用 検 定 の1つ と し て抗 原 性 を 動 物 レ ベ ル で

検 討 した。

方 法:免 疫 原性 の検 定;Cefamandole自 体,或 いはそ

のBGG結 合 物 を 免 疫 原 と し,目 的 に応 じて適 当 な助剤

を 選 ん で,ウ サ ギ,モ ル モ ッ ト,マ ウス(い くつか の近

交 系)を 免 疫 し,抗Cefamandole抗 体 の産 生 を,誘 発

抗 原Cefamandole19-BSAに よ り検 討 した 。 抗体 検出に

は,ゲ ル 内沈 降 反 応,間 接凝 集 反 応,PCAの3つ の方

法 を 採 った 。 誘 発 抗 原 性 の 検 定:Cefamandole21-BGG

に 対 し て産 生 され た 抗Cefamandole抗 体 を 用 い,Cefa-

mandole自 体 を 誘 発 抗 原 と し て使 用 し た 場 合 の免 疫反

応 の成 否 を み た 。 また,PCG,ABPC,CET,CEZと の

交 差 反 応 性 を,そ れ ぞ れ の蛋 白質 結 合 物 を 用 いた反応系

に て 検 討 した 。

結 果:免 疫 原 性;免 疫 原 と し てCefamandole21-BGG

を 用 い た 場 合 も,Cefamandole自 体 を 用 い た場 合 も,抗

Cefamandole抗 体 の 産 生 は,対 照 薬 に 対 す る抗 体産生 よ

り も,一 般 に,著 し く低 か っ た 。 誘 発 抗原 性:Cefaman-

doleに 対 して 産 生 され た 抗Cefamandole抗 体にCefa-

mandole-BGGそ の もの を 組 合 わ せ た場 合,血 清反応は

い ず れ も陰 性 で,む しろ,Cefamandole19-BSAに より

惹 起 され る反 応 に 阻 害 的 に 作 用 し た 。 ま た,他 剤 との交

差 反 応 は 多 くの 場 合,陰 性 を 示 す が,抗Cefamandole-

IgE抗 体(C3H/Heマ ウ ス)お よびIgG1抗 体(モ ルモ

ッ ト)がCET20-BSAと,さ らに,抗Cefamandole・

IgG1抗 体(モ ル モ ッ ト)がPCG6-BSAと 或 る程 度 交

差 反 応を 起 す こ とが観 察 され た 。

379.　 Cefamandoleの 体内動態および臨床

効果

斎藤 玲 ・加藤康道 ・石川清文

上村裕樹 ・小田柿栄之輔

北大第2内 科

富 沢 磨 須 美

札幌北辰病院

中 山 一 朗

札幌鉄道病院

新Cephalosporin系 抗 生 物 質Cefamandoleに つい



VOL. 27 NO.3
CHEMOTHERAPY 541

て,そ の体 内動態お よび臨床効果につ いて検討を行 な

ったので報告す る。

方法;1)体 内動態:a)健 康成人男子6名 に1g静

注,b)患 者3名 に0.5g筋 注,c)患 者3名 に1g静

注,d)患 者3名 に1g1時 間点滴静注な どにおけ る,

血中濃度お よび尿中排泄についてみ た。 濃 度 測 定 は,

B.subtilis ATTC 6633株 を用い る薄層平板 デ ィス ク法

によった。

2)臨 床効果:内 科的感染症 に対 して本剤を投 与し,

その臨床効果についてみた。

結果:1)各 群の平均 値でみ ると,a)血 中濃度は10

分後133.5μg/m1を 示 し,3時 間 で1.4μg/mlで あ っ

た。T/2は27分 であ った。尿中排泄率は4時 間で96.7

%で あった。b)血 中濃度は30分 で ピー クを示 し18.8

μg/mlで あった。尿 中排泄率は4時 間 で75.6%で あっ

た。c)血 中濃度は15分 後87μg/mlで,4時 間で2.6

μg/mlで あった。T/2は46分 で あった。 尿中排泄率

は4時 間で75.6%で あ った。d)血 中濃度は点滴終了

時47.3μg/mlで,4時 間で3.5μg/mlで あ った。 尿

中排泄率は5時 間 で74.5%で あった。

2)呼 吸器感染症5例,尿 路感染症12例 の計17例

について検討 したo投 与量は,1.0g×2ま たは0.5g×

2が 多 く,I.M.,I.V.,D.I.な どの方法で投 与 され た。

投与期間は4～10日 間であ った。著 効4例,有 効8例,

やや有効1例,無 効3例,不 明1例 であ った。なお特別

な副作用は認められなか った。

380. Cefamandoleに 関 す る 基 礎 的,臨 床

的 研 究

荒 井 澄 夫 ・本 田 一 陽

西 岡 き よ ・滝 島 任

東北大第1内 科

目的:新 しいセフ ァロス ポ リン系 抗 生 物 質,Cefa-

mandoleの 臨床分離菌株に対す る抗菌力お よ び 臨 床 効

果を検討した。

結果:Klebsiella 64株 に対す るMICは100μg/ml

から0.2μg/mlま で広 く分布するが,70%以 上 の株が

1.56μg/ml以 下の濃度であ った。H.influenzm 54株

では25μg/mlか ら0.2μg/m1ま で広 く分布 す るが,

その75%は0.78μg/mlの 濃度であ った。

慢性呼吸器疾患 で感染増悪期 の患者8例,尿 路感染症

2例,胆 道感染症1例 に本剤を投与 し た。 投 与 方 法 は

250mlの5% glucoseに2gを 溶解 し,1日1回 また

は2回 の点滴静注投 与を施 行した。点 滴時間は120分 で

ある。起炎菌の検索では,呼 吸器感染症はH.influ.1,

E.coli 1,Klebsiella 1,Stapk.aureus 1,Serratia

1,不 明3,ま た尿路感染症はE.coli 2例,胆 道感染

症 は不 明であった。呼吸器感染症8例 中 臨 床 症 状 の 改

善,菌 の消失が認め られた もの4例-著 効,症 状の改善

が認め られ なか った もの3例,不 明1例 であ った。尿路

感染症では著効1,不 明1例 で あった。

副作用はtransaminaseの 上昇1例,白 血球の減少2

例,発 疹1例 で,こ の うち1週 以内に投与中止 したのは

1例 であった。

結論:本 剤はKlebsiella,H.infuenzaeに 対 し高い

感受性 を示 し,臨 床投与例では著効5例,無 効3例,不

明3例 であった。副作用は11例 中4例 に認められた。

381.Cefamandoleの 腎 毒 性 に 関 す る 研 究

武 田 元 ・田 中 容 ・庭 山 昌俊

岩 永 守 登 ・蒲 沢 知 子 ・木下 康 民

新潟大第2内 科

われわれはCefamandoleの 腎毒性を検討す るために,

家兎を用いて実験を行 った ので,そ の成績 を報 告す る。

Cefamandole,Cefazolin(CEZ),Cephalothin(CET)

の各 々2g/kgを3羽 つつの家 兎に連 日10日 間静 注し

た。連 日体重測定 と蓄尿を行い,体 重変動を観察 し,蛋

白尿と血尿 の有無を調べた。実験 開始前,5日 後,10日

後 に採血 し,血 清 クレアチ ニンを測定 した。 また,10日

後 に家兎を屠殺 した後,両 側 の腎臓を摘出 し,PASHE

染色を施 し,組 織像をみた。

Cefamandole静 注群では,3羽 ともに体重減少を認め,

蛋 白尿が出現 した。しかし,血 尿は ほとんどみ られず,

血清 クレアチ ニンも上昇を認めなかった。CEZ静 注群で

は,3羽 中1羽 は体重減少,1羽 は不 変,1羽 は増を示

した。3羽 ともに高度の蛋白尿を認めたが,血 尿は全 く

み られなかった。血清 クレアチ ニンの上昇 も認めなかっ

た。CET静 注群 では,3羽 ともに体重増加を 認め,蛋

白尿,血 尿はほ とん ど出現 しなか った。 もち ろん,血 清

クレアチ ニンの上昇 もみ られなか った。腎組織像につい

ては未 だ詳 し く検討 していないが,Cefamandoleの 腎毒

性はCEZと ほぼ同 じで,CETよ りは強い と思われ る。

また,Cefamandolelg/kgとGentamicin(GM)50

mg/kgを10日 間併用 し,Cefamandoleま たはGM単

独注射群に比べ腎障害が増強す るか否 か に つ い て 検 討

し,明 らかに腎障害が増強す るとい う結果を得 た。

382. Cefamandoleの 臨 床 的 研 究

山 作房 之 輔 ・鈴 木 康 稔

水 原郷病院 内科

呼吸器感 染症4例,尿 路 感 染 症3例 にCefamandole
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を使用 し,有 効5例,無 効2例 の成績を得,さ らに症例

を重ねて検討 の予定であ る。

383.　 Cefamandoleに 関 す る 臨 床 的 研 究

関 根 理 ・薄 田 芳丸 ・青 木 信 樹

信楽園病院内科

清 水 武 昭

同 外科

若 林 伸 人 ・林 静 一

同 薬 剤科

渡 辺 京 子

同 検査科

セファロスポ リン系新抗生物質Cefamandoleに つい

て臨床的検討を行った。

1.Cefamandoleの 胆汁中移行につ い て 検 討 した。

Tチ ューブ挿入直後 と1週 後,2週 後 にCefamandole

を投与 したあとの胆汁を採取 し,濃 度 を測定 した。血中

濃度 との対比 につ いて も検討を行った。 また,手 術直前

に1gを 静注し,術 中の胆嚢内胆汁濃 度を測定 した。得

られた胆汁中濃度は症例に よりか な りのバラツキがみ ら

れたが,極 めて高濃度の場合 もあ り,胆 汁 中移行の よい

薬剤である ことを裏付け るものであった。

2.腎 機能障害者に1gを 静注したあとの血中濃度を

測定 し,腎 機能障害の程度 と血 中濃 度の推移 との関連に

ついて検討 した。

3.2月20日 現在で18例 の感染症例に使用 し
,良

好 な成績を得 てい る。特記すべき副作用は認め られてい

ない。

384.　 Cefamandoleに か ん す る 臨 床 的 研 究

上 田 泰 ・松 本 文 夫.斉 藤 篤

大 森雅 久 ・柴 孝 也 ・山 路 武 久

井 原裕 宣 ・北 条 敏 夫

慈恵医 大第2内 科

新 しく開発 され たCephalosporin剤 であ るCefaman-

doleに ついて臨 床的検討を行い,以 下の ような成 績 を

えた。

抗菌力:臨 床分離のE.coli,Klebsiella pneumoniae

各50株 お よびSermtia marcescens 8株 に対す る本

剤 の最小発育阻止濃度(MIC)を 測定 した。瓦cOliに 対

す る本剤 のMICは0.39～100≦ μg/mlに 分布 し,そ の

peakは0.78μg/mlに あ った。K.pneumoniaeに 対す

る本剤 のMICは0.78～100≦ μg/mlに 分 布 し
,そ の

peakは1.56μg/mlに あった。本剤 のK.pneummiae

に対す る抗菌力はCEZと ほぼ同等で あ った。S.mar-

cescensに 対 して,本 剤は他のcephalosporin剤 と同

様に50μg/ml以 上 のMICで あ った。

血 中濃度,尿 中排泄:健 康成人3例 に本剤1.0gを1

回筋注お よび静注 した際の血中濃度をcross overで 検

討 した。血 中濃度のpeakは 筋注時30分 で46.3μg/ml,

静注時15分 で149.3μg/mlに 達 し,以 後は0.99,

0.62時 間の血 中半 減期 を もって減少 した。6時 間までの

尿中回収率 は筋注,静 注 ともに91.8%で あった。慢性

腎不全患者2例 に本剤1.0g 1回 静注 した際 の血中濃度

は健康成人 のそれに比 して高値 を とり,か っ血中半減期

は1.18時 間(Ccr 53ml/min),5.76時 間(Ccr3 .8

ml/min)と 延長を認めた。

臨床成績:SBE1例,肺 炎1例,尿 路 感 染症7例 の

計9例 に本剤を使用 し,有 効5例,無 効4例 の結果をえ

た。副作用 として全例に特記すべ きものは認められなか

った。

385.　 Cefamandoleに 関 す る 臨 床 的 研 究

真 下啓 明.国 井 乙 彦 ・深 谷 一 太

東大医科研内科

Cefamandoleは 米国で開発 され,米 国ではnafate塩

が使用 され たが,わ が国へはsodium塩 が導入 された。

Citrobacter,Enterobacter ,Hemopkilusに 対する抗菌

力がす ぐれ てい るとされ る新セフ ァロスポ リン系抗生物

質であ る。 本物 質についての検討成績 を述べ る。

臨 床材料 分離 各種 グ ラム陰性桿菌のCefamandoleに

対 する感受性値 を化学療 法学 会法にて測定 した。多 くの

菌株 においてMIC値 は ≦0.4～12.5μg/mlに 分布し,

す ぐれ た感受性を示 した。CEZと の相関を検討すると,

一 部の菌株に交差耐性がみ とめ られ たが
,感 性株におい

てはCefamandoleの 感受性が一般にCEZよ りすぐれ

ていた。

臨床的には肺化膿症 の2例 に使用 した。1日1gず つ

2回 を生理食塩液200～300mlに 溶解 して点滴静注を行

った。1例 は病初Hemopkilusを 喀疾か ら分離した。

2例 とも有効 であ った。1例 に回復期にあた り好酸球増

加をみ とめ た。

386.　 Cefamandoleに 関 す る 基 礎 的,臨 床

的 検 討

富 岡 一 ・小 林 芳 夫

小 沢 幸 雄 ・山 上 恵 一

慶応大 中検 ・内科

目的:新 し く開発 されたCefamandole系 抗生剤Cefa-
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mandoleに つ き基 礎 的 ・臨 床 的 検 討 を 加 え た 。

基礎 的検 討:

1)方 法:主 と して 血 中 由 来 株 を 中 心 に 各 種 臨 床 検 体

か ら分 離.同 定 した グ ラ ム陰 性 桿 菌 に 対 す るCefaman-

doleの 最小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 標 準 法 に よ り測 定 し

た。接 種菌 液 はBacto-heart infusion brothに よる24

時 間培 養菌 液 のPBSに よ る100倍 稀 釈 菌 液 を 用 い た 。

比較対 照薬 剤 にCER,CET,CEZを 使 用 した 。

2)結 果:血 中 由 来38株 のE.colt中33株 に 対 し,

CefamandoleのMICは0.1μg/ml以 下 ～6.25μg/ml

に分布 し,23株 に 対 し0.78μg/ml以 下 のMICを 示

した。CER,CET,CEZの い つ れ よ り も優 れ た 抗菌 力 で

あった。血 中 由来Klebstella20株 中3株 に はCefaman-

doleは12.5μg/ml以 上 のMICで あ った が,残 る17

株 には0.2μg/ml～3.13μg/mlのMICでCER,CET,

CEZよ り優 れ た抗 菌 力 で あ っ た。 血 中 由 来 株14株 を

含む21株 のEnterobあcterに 対 す るCER,CET,CEZ

のMICは200μg/ml以 上 で あ っ た。 し か しCefaman-

d0leは10株 に 対 し1.56μg/ml～6.25μg/mlのMIC

を示 し,残 る11株 に 対 し て は50μg/ml以 上 のMIC

を示 した。

臨 床的検 討:慶 応 病 院 にE.coliお よびKlebsiellあ

に よる腎孟 腎 炎 に て 入 院 した4例 の 患 者(E.coli 2例,

Klebsiella 2例)にCefamandoleを2g/日 ～4g/日 投

与 して,有 効3効,や や 有 効1例 で あ った 。不 明 熱 患 者

1例 に投与 した が無 効 で あ っ た。5例 と もに特 記 す べ き

副作用 を認 め な か った 。

387. Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

滝 沢 敬 夫 ・阿 部 澄 子

東 京 女子 医 大 内科

長 田 富 香

同 中検

呼吸 器感 染症13例 と 尿 路 感 染 症1例 の計14例 に

Cefamandoleを 使 用 し得 た 。

対象年 令 は,55才 ～89才 ま で,平 均69才 で あ り,

うち男性8例,女 性6例 で あ る。 対 象 疾 患 と し ては,急

性気管支 炎2例,慢 性 気 管 支 炎 の 急 性 増 悪3例,気 管 支

喘息4例,肺 線 維 症 に 肺 気 道 感 染 の合 併 した1例,肺 癌

に肺気道 感 染 の合 併 した1例,び まん 性 細 気 管 支 炎 の2

例,肺 癌 に腎 孟 炎 の 合 併 した1例 で あ る。

感染症 の起 炎 菌 同 定 に 成 功 しえ た もの は,10例 で,内

訳は,喀 疾か ら,Klebsiella pneumoniu 2例,Haem-

Pkillus influenzae 5例,肺 炎 球 菌1例,大 腸 菌1例,

尿か らの大 腸 菌1例 で あ る。

投与 量お よび方法は,1回1g,1日2～3回 に分け1

回約250mlの5%グ ル コースに溶解1時 間をかけ る割

合で,点 滴静注で行 った。投与期 間は,5～37日 で,平

均15日 であ る。

効果は,主 治医の主観 に よる判定 に よ る と,著 効2

例,有 効8例,や や有効4例 であった。

副作用 はと くにみ とめ なか った。

388. Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

中 川 圭 一 ・小 山 優

渡 辺 健 太 郎 ・鈴 木 達 夫

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 検 査科

米国Lilly社 で開発 され た 新 しい 半 合 成Cephalo-

sporin系 抗生剤Cefamandoleに つ き,各 種細菌に対す

る抗菌力を検討 し,11例 の各種感 染症 に本剤 を投 与 し

た ので,そ れ らの成績 について報告す る。

臨床分離の各種細菌25株 に対す る本剤 のMICを 日

本化学療法学会標準法に より測定 し,同 時 に 行 な っ た

CEZの それ と比較 した。

E.coliに 対 して3.13μg/mlは が本剤のMICのPeak

で,CEZよ りややす ぐれ,Klebsiellaに 対 しては3.13

μg/mlと25μg/mlの2カ 所にPeakが あ り,CEZよ

りやや劣 る。Proteusmirabilisに 対しては本剤 のMIC

のPeakは1.56μg/rnlと12.5μg/mlの2カ 所にあ る

が,CEZよ りややす ぐれ た感 受 性 を 示 した。Entero-

bactercloacuに 対 して は 両 者 と も ≧100μg/mlの

MICを 示 したoStapk.mreusに 対 しては本剤のMIC

は0.39μg/m1がPeakでCEZよ りや や 劣 る感受性

を示 した。

臨床実験例は肺炎6例,急 性 腎盂腎炎4例,急 性膀胱

炎1例 の計11例 で,投 与量は1日1g2回 が大部分で

点滴 あるいは静注で投 与した。治療効果は有効8例,や

や有効1例,無 効2例 であ り,無 効 例は肺炎症例であ っ

た。無効の1例 はPs.aerugtnosaが 検出 されたので,

無効 の結果は当然 と思われ るが,他 の無効例は1日2g

の投与量では不足であ った と思われ る。 なお副作用は1

例 もみ とめ られず,検 査所見において も異常はみ とめ ら

れなか った。
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389.　 Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

今 高 国 夫 ・村 木 良 一 ・藤 井 俊 宥

中 野 昌 人 ・滝 塚 久 志 ・金 井 豊親

岡 山 謙一 ・勝 正 孝

国立霞 ケ浦病院内科

新 しいCephalosporin系 抗 生 物質Cefamandoleを

呼吸器お よび尿路感染症に使用 し,効 果 ならびに副作用

について検討 した。

対象お よび方法:呼 吸器感染症9例(肺 炎6例,慢 性

気管支炎2例,気 管支拡張症1例),尿 路 感 染 症11例

(急性5例,慢 性6例)の 計20例 に使用 した。投与方法

は1回0.5～1g,1日2～3回,筋 注 または,点 滴静注,

或いは両者の併用 とした。 投 与期 間は6～19日 であ っ

た。効果判定は 自他覚症状に加えて,呼 吸器では胸部写

真,検 査所見 により,尿 路では,尿 所見,細 菌学的効果

か ら総 合的 に判定 した。

成績:呼 吸器感染症では,有 効5例(肺 炎は4例),や

や有効2例,気 管支拡張症1例 では喀痰の減少をみず無

効 で,有 効率は5/9で あった。

尿路感染症では,有 効7例(急 性4例,慢 性3例),や

や有効3例,無 効1例 で,有 効率は7/11で あった。全

例 を通 して,有 効率は12/20(60%)で あった。

主な菌別効果では,E.coli6例 は全例有効,Klebsiella

1例,Proteus 2例 にやや有効,Enterobacter 1例 に無

効(菌 交代)で あった。

副作用では,全 身掻痒感 のため1例(肺 炎)で 投与中

止 し,1例 に筋注部位 の硬結が認め られ た。検査所見で

はGOT,GPTの 一過性上昇が1例 に認め られたほか異

常は認め られなか った。17例 について直接 クー ムス-

テス トを行なったが,陽 性化は皆無であった。

390.　 Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

松 岡康 夫 ・安 達 正 則.愼 野 久 春

鈴 木 洋 通 ・小泉 宏 ・東 冬 彦

関 本 敏 雄 ・入 交 昭一 郎 ・藤 森 一 平

川崎市立川崎病院内科

新 しいCephalosporin系 抗生剤 であるCefamandole

を各種感染症に投与 し,そ の臨床効果につ き検討を加え

た ので報告す る。症例は24例(男7例,女17例),年

令は24～88才,平 均58.2才,何 らか の基礎疾患を有

す る者が17例 を 占めた。疾患の内訳は急性腎盂腎炎13

例,肺 炎,肺 化膿症5例,敗 血症2例,急 性 膀 胱 炎2

例,慢 性気管支炎急性増悪1例,不 明熱1例 であ った。

原 因菌はE.coli 8例(全 例 尿 路 感 染 症),Kl.pneu-

moniae 6例(尿 路感染症4例,呼 吸器感染症1例,敗

血症1例),D.pneumonioe 2例,Pr.mirabilis 2例,

そ の他2例,不 明4例 であった。使用 量は1日1.5～6g

(平均3g)を 静注ない し筋注 し,使 用期間は2～34日,

平均9.4日 であ った。

効果判定では著効,有 効18例(75%),や や有効,無

効3例(12.5%),副 作用のため途中中止3例(12.5%)

であ った。やや有効,無 効例 の内訳はKl.pneunmoniae

に よる腎盂炎,原 因菌不明の肺炎,不 明熱であった。副

作用 を認めたのは3例 で,い ずれ も2～4日 目で投薬を

中止 してい る。1例 では全身発疹を認め,1例 では静注

のたびに咽頭 異和感 を訴え,他 の1例 では血小板減少を

認 めた。 この例は腎盂炎 の患者で入院時 より血小板5,5

万 と減 少してお り,投 与3日 目に1.5万 まで減少したた

めに中止,そ の後5日 目には15.2万 まで上昇,Cefaman-

doleの 副作用 とは断定 で きない。その他の例 では末梢

血,肝 機能,腎 機能 な どの検査 でと くに変化を認めなか

った。

391.　 Cefamandoleの 体 内 動 態 お よび 臨床

使 用 経 験

稲 松 孝 思 ・島 田 馨

都養育院 内科

目的:投 与量,投 与方法決定の参考 に 供 す るため,

Cefamandoleの 体内動態 をCephalothinと 比較検討し

た。 また高令者におけ るCefamandoleの 臨床効果,副

作用の検討を行 った。

方法:若 年Volunteer 3名 にCefamandole 1g,お

よびCephalothin2gを 持続 注入ポンプを用いて,2時

間かけて静脈 内に投与 し,経 時的に採血,採 尿を行い濃

度を測定 した。

臨床使用 対象は46才 ～89才 の11例 で,内 訳は敗血

症2例,尿 路感染症4例,肺 炎2例,そ の他3例 であ

る。本剤1g～2gを1日2～3回,4日 ～16日 間,筋

注 または静脈 内投 与を行った。

結果:血 中濃度 お よび6時 間 までの尿 中 回 収率 を示

す。

皮内反応は実施した11例 全例が陰性であった。著効

例は敗血症(E.coli)1例,腎 盂腎炎(E.coli)1例,

誤嚥 性肺炎1例 であ った。有効例は腎盂腎炎(Ecoli)

(Pr.vulg.,Pr.morg.,Enterococcus)2例,肺 炎(Kleb.,

Serratia,Pseud.)1例 であった。無効例は敗血症(E.

coli)1例 だけで,他3症 例は本剤投与開始後,本 剤の

適応 のない ことが判明 したため,効 果が判定できなかっ

た。使 用全例において本剤に よると思われる副作用はみ

られ なか った。
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考察:静 脈 内投与時CETに 比 して高い血 中濃度の得

られることが確認 された。

392. Cefamandoleの 臨 床 治 験

白 川 茂 ・植 原 典 美

京都大第1内 科

米国Eli Lilly社 で開発 され た 注 射 用Cefamandole

系の新抗生物質Cefamandoleの 感 染症 に対 す る臨床効

果につき検討を行い,若 干の知見をえたので報告す る。

対象症例は17才 か ら82才 に至 る男子8例,女 子12例

の20症 例である。感染症のほ とん どは単純性感染症で,

内訳は腎盂腎炎10例,気 管支肺炎5例,胆 道感染症2

例,急 性大腸炎2例,急 性 リンパ管 炎1例 であった。 こ

れら症例の基礎疾患ないし合併症は低 色性貧血,周 期 性

好中球減少症,甲 状腺機能充進症,尿 管結石,パ ーキ ン

ソン症候群,前 立腺肥大,脳 血管障害,気 管支喘息,細

網肉腫症,リ ンパ肉腫症,慢 性骨髄性 白血病急性転化,

胆道癌,胆 石症,結 核性胸膜炎 な どで,感 染症 単独例は

4例であった。Cefamandole投 与は,17例 につき5%

糖液250～500mlと ともに1～2gを1日2～3回 点i滴

静注し,3例 は0.5gを1日2～3回 筋注 した。投与 日

数は4～14日 で,投 与総 量は4～66gで あ った。

効果判定は臨床お よび細菌学的効果を 勘 案 し て 行 っ

た。腎盂腎炎10例 中著効5例,有 効5例,気 管支肺炎

5例中著効2例,有 効1例,や や有効2例,胆 道感染症

2例,急 性大腸炎2例,急 性 リンパ管 炎1例 に有 効であ

った。分離菌はE.colt 9例,Proteusmimbilis 2例,

Streptococcus pneumontu 2例,Klebsiella pneu-

moniae 1例,Pseudomonas aeruginosa 2例,Sa-

lmonetla 1例 に検出 したが,細 菌学的にPseudomonas

uruginosaに は無効であ った。 これ らの検討を通 じて

Cefamandole投 与に よる副作用 と考 えられ るも のは 認

めていない。

393. 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るCefamandole

の 使 用 経 験

前 川 暢 夫 ・中 西 通 泰 ・川 合 満

久世 文 幸 ・小 田芳 郎 ・西 山秀 樹

坂東 憲 司 ・細 川 昌則 ・望 月吉 郎

戸 川 真一・

京都大結核胸 部疾患研究所第1内 科

目的:注 射用Cephalosporin系 新抗生剤Cefamandole

の呼吸器感染症に対する臨 床効果 を検討 した。

方法:グ ラム陰性お よび陽性の球菌,あ るいは グラム

陰性桿菌に よる呼吸器感染症 で,入 院 中の患者5例 を対

象に,Cefamandoleを 単独使用 した。 投 与法は,筋 注

(1例)で は1gを4mlの 蒸留水に溶解 して1日2回,

点滴静注では1gを250mlの 生理食塩水または5%ブ

ドー糖液に溶解 し,約1時 間 で注射 し,1日1回 または

2回 投与 した。投与 日数は9～19日,総 投与量は12～

32gで あ った。

臨床効果はX線 経過,症 状,検 査成績 な どを もとに綜

合判定 した。

成績:臨 床効果は肺炎の1例 で有効,気 管支肺炎 の1

例でやや有効,残 り3例 は不明であ った。 副作 用 は 筋

注,点 滴静注ともに特記すべ きものはなか った。

症例1:40才,女,肺 炎,52年10月 か ら喘息重積

状態 とな り入院 した。直 ちにネオフ ィリンの点滴を始め

たが,X線 で右下野に肺炎陰影を認 め,Cefamandolelg

の点滴を1日1回,計12g使 用し,血 沈 の正常化 と陰

影 の縮少 を認め た。原因菌は不明であ ったが,有 効 と判

定 。

症例2:71才,男,気 管支肺炎,52年4月 血沈促進,

CRP(帯),右 下野 の陰影で入院。経 口でCEX1日1.5

g,5日 間の投与で無効 であった の でCefamandoleに

変更 し,1gを1日2回 の点滴 で計16gを 使用。CRP

陰性化,陰 影縮少 し,や や有効 と判定 した。 分 離 菌 は

Kleb.edmrdiiで あ った。

残 る3例 中2例 は肺癌に伴な う感染であ り,1例 は多

数の空洞を呈す る症 例で病因不 明であ り,い ずれ も臨床

効果は不明におわった。

394. Cefamandoleに 関 す る 基 礎 的,臨 床

的 検 討

大 久保 滉 ・岡本 緩 子 ・呉 京 修

右 馬 文彦 ・上 田 良弘.前 原 敬 悟

関西医大第1内 科

目的:Cefamandoleに 関す る基礎的,臨 床的検討を加

えたので報告す る。

方法,結 果:(1)抗 菌 力:臨 床分離菌に対す るCefa-

mandoleのMICを 化療標準法(菌 液:原 液お よび100

倍希釈液)で 測定 し,CER,CET,CEZ,CFXと 比較 し

た。St.mreusのMICはCEZと 同程度であ った。E

co〃,Pr.mimbilisで は原液,100倍 希 釈液 ともに他

剤 よりMICの 低い株が多か った。IPr.vulgaris,Pr.

rettgeriで はすべて100μg/ml以 上 のMICで あった。

(2)吸 収,排 泄:ラ ッ トにCefamand0le100mg/kg

筋注 した時の臓器内濃度,お よび家兎 に50mg/kg静 注

した時 の血中お よび胆汁中濃度,尿 中排泄 をB.subtilis

ATCC 6633を 検定菌 として帯培養 法(pH7.2PB stan-
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dard)で 測定 した。濃度順位 は腎,血 清,肝,肺,筋,

脾 の順 であった。なお,本 剤の試験管 内 回 収 率 は ほ ぼ

100%で あ った。家兎の胆汁 中濃度は血中濃度 より高 く

3時 間までの回収率は1.3%,2時 間 までの尿中回収率

は約58%で あ った。

(3)臨 床:す べて基 礎疾患 を有す る肺炎2例,胆 道感

染症2例,尿 路感染症2例,そ の他2例 の計8例 に使用

し,臨 床的効果を検討 した。効果判定 と し て は 有 効4

例,無 効4例 であった。 副作用,検 査値 の異常 は認め て

いない。

395.　 Cefamandoleに 関 す る基 礎 的 な ら び

に 臨 床 的 研 究

三 木 文 雄 ・浅 井 倶和 ・久 保 研 二

高 松 健 次 ・河 野雅 和 ・塩 田憲 三

大阪市大第1内 科

Cefamandoleに つ い て検討を行い,以 下 の成績 を得

た。

抗菌力:病 巣分離菌のCefamandoleに 対す る感受性

を 日本化学療法学会標準法に より測定 し,同 時に測定 し

たCEZに 対する感受性 と比較 した。前培 養菌液 を100

倍稀 釈し接種測定 した成績 では,Stapk.aureus,Ecoli,

Klebsiella,Proteus sp.のCefamandoleに 対 する感

受性分布 のピークは,そ れ ぞ れ0.39μg/ml,1.56μg/

ml,1.56μg/ml,0.78μg/mlに 存在 し,い ずれ の菌種

に おい てもCEZよ り1～2段 階す ぐれ た感受性 を示 し

た。

吸収,排 泄:成 人にCefamandole 1gを2時 間 で 点

滴静注 した場合 の 血清中濃度は,点 滴終 了時47μg/ml

を示 し,以 後急速に低下 し,2時 間後8.6μg/m1,4時

間後6.5μg/ml,6時 間後0.8μg/mlを 示 した。 この

間,尿 中濃度は,最 高4,500μg/ml内 外 に達 し,点 滴

終了6時 間後までに92.5%が 尿中に回収 され た。

臨床成績:現 在 までに2例 の気道感染症 と1例 の横隔

膜下膿 瘍の患者にCefamandole 1日2～4gを 投与 し,

気道感染症 では ともに有効の成績 を得た。 副作用は現在

の ところ認め られ ていない。 目下,症 例を増加 して検討

続 行中であ る。

396.　 Cefamandoleの 臨 床 検 討

河 野 通 昭 ・鈴 木 英 彦

川 原 久 須 二 ・螺 良 英 郎

徳島大第3内 科

斉 藤 紀 ・高 杉 緑

協立病院内科

Cefamandoleは セフ ァロスポ リン系抗生物質であり
,

グラム陽性菌だけ でな く,グ ラム陰性桿菌に も抗菌作用

を もち,と くに,エ ンテロパ クター,シ トロパクター,

イ ン フ ル エ ン ザ菌 に も強 い 抗菌力を示す ことが,動

vitroの 成績 で報告 されてい る。

今回我 々は,内 科領域 におけ る感染症に,本 剤を静注

で投与し,臨 床効果 お よび副作用 について検討したので

報 告す る。

症例は11例 で,呼 吸器感染症3例,尿 路感染症およ

び腎盂腎炎5例,そ の他胆 の う炎,褥 創,不 明熱それぞ

れ1例 であ る。投与量は1日1gか ら4gを2回 に分割

して,静 注で投与 した。不明を除 く10例 の うち8例 が

有効な結果 を得た。 投与前後に肝機能お よびBUNを 測

定 したが,膵 臓癌の例にGoTが58KUと 軽度上昇が

み られ た。 この例では1週 間後 にGPTは 正常となって

お り,抗 癌剤 の投与がCefamandoleと 同時に行われて

お り,基 礎疾患に よるものと考 えられ る。その他の例で

はGOT,GDT,BUNの 異常 な変動 は認め られず,ま

た,発 疹,発 熱等 のアレルギー症状 も認め られ なかっ

た。今回の検討例では癌3例,糖 尿病2例,そ の他を含

めて8例 に何 らかの基礎疾患が認め られ るが,本 剤の投

与で80%が 有効であ り,臨 床的に有用性があると考え

られ る。

397.　 呼 吸 器 感 染 症 に お け るCefamandole

の 臨 床 的 検 討

西 本 幸 男 ・山木 戸 道 郎

桑 原 正 雄 ・渡 辺 隆

広島大第2内 科

新 しいセ ファロスポ リン系抗生物質で あるCefaman-

doleに つ い て 以下の検討を行な ったので,そ の成績を

報 告す る。

吸収 と排 泄:健 康成人 と入院症 例(軽 度腎障害者およ

び 中等度腎障害 者)に 対 して本剤を投与し,血 清中濃度

お よび尿中回収率 を,B.subtilis ATCC 6633を 検定菌

とす る薄層Cup法 にて測定 した。

健康成人 にCefamandole 1gをone shotで 静注し

た場合の血清中濃度 のピー クは,15分 後で56μg/mlを
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示し,6時 間 ま で の尿 中 回収 率 は84.3%で あ った 。 他

方,入 院症 例 にCefamandole 1gを 筋 注 し た 場 合 の 血

清中濃度 は,1時 間 後 が ピー クで19.5～31.5μg/mlを

示し,6時 間 まで の 尿 中 回 収 率 は50.6～63.7%で あ っ

た。

呼吸器感 染症 へ の応 用:急 性 気 管 支 炎,気 管 支 肺 炎,

肺膿瘍,慢 性 気 管 支 炎 な ど の 入院 症 例8例(43才 ～90

才)に 対 し て,Cefamandole 2g～4g/日 をone shot静

注また は筋注 に て7日 間 投 与 した 。 急 性 気 管 支 炎1例,

気管支 肺炎1例 お よび 慢 性 気 管 支 炎(急 性 増 悪)2例 の

計4例 は著 効 を示 し,他 の5例 中,Kleb.pneumonioe

菌(MIC:3.13μg/ml)感 染 に よ り急 性 増 悪 を お こ し

たと考 えられ る慢 性気 管 支炎 症 例1例 が 無 効 で あ った 以

外は,す べ て有 効 で あ っ た。 副 作用 は,9例 中3例 に 食

欲不振 を きた した が,投 与 を 中 止 す る まで に は い た らな

か った。

398. Cefamandoleに 関 す る 研 究

副 島 林 造 ・直 江 弘 昭 ・松 島 敏 春

田 野 吉 彦 ・加 藤 収 ・繁 治 健 一

川 崎 医 大 呼 吸 器 内 科

目的な らび に実 験 方 法:Cefamandoleに つ い て,各

種患者分離 株 に対 す る 試 験 管 内 抗 菌 力 を 測 定 し,CER,

CEZ,CFXの 抗菌 力 と 比較 し た。 さ ら に5例 の患 者 に

1gあ るいは2g点 滴 静 注 後30分,1,2,4,6時 間

母に採血 し て,B.subtilis ATCC 6633株 を 指 示 菌 とし

た平板Cup法 に よ り血 清 中濃 度 を測 定 し,同 時 に 尿 中

排泄につい て も検 討 した 。 さ らに4例 の 呼 吸 器 感 染 症 患

者に使用 して,そ の 効 果 を 検 討 した 。

結果:Stapkylococcus aureusに 対 す る 抗 菌 力 は

CER,CEZに や や 劣 るが,Ecoliに 対 す る 抗菌 力 は勝

れて お り,50株 中43株 は12.5μg/ml以 下 で 発 育阻

止が認 め られ た 。Prote鋸mirabiltsに 対 す る抗 菌 力 も

勝れ ていた が,Klebsゴellapneumoniaeセ こ対 す る 抗 菌

力は,CEZと ほ ぼ 同等 か や や 劣 る 成 績 で あ り,Pseu-

domoms aeruginosa,Serratia marcescensに 対 して

は,ほ とん ど抗 菌 力 は 認 め られ な か った 。

Cefamandole 1gを2時 間か け て点 滴 静 注 後 の血 清 中

濃度は,1時 間 後38～55μg/ml(平 均47.7μg/ml),2

時間後60～64μg/ml(62.7μg/ml),6時 間 後1.4～

3.2μg/ml(2 .1μg/ml)で あ り,2g投 与 で は1時 間 後

60μg/ml,2時 間 後85～90μg/ml,87.5μg/ml),6時 間

後2.0～5.0μg/ml(3.5μg/ml)で あ った 。 さ らに6時

間までの尿 中排 泄 率 は い ず れ も80%程 度 であ った 。

臨床観察 例 は,肺 炎,慢 性 気 管 支 炎 な ど呼 吸 器 感 染 症

4例 にす ぎな い が,1日2g,7～10日 間使 用 した 結 果,

3例 に 有 効 で あ り,と くに 副作 用 は 認 め られ な か った 。

399. Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

沢 江 義 郎

九 州大 医 療 短 大 第1内 科

新 し く開 発 され たCephalosporin系 抗 生 物 質 で あ る

Cefamandoleに つ い て,臨 床 分 離 菌 に 対 す る 抗 菌 力,

臨 床 症 例 に 応 用 した と きの臨 床 効 果 お よび 副 作 用 の 有 無

な どを 検 討 した の で 報告 す る。

九 大 第1内 科 入 院 患 者 の臨 床 材 料 か ら分 離 され た 菌 株

につ い て,CefamandoleのMICを 測定 し,CER,CEZ

のMICと 比 較 した。 黄 色 ブ 菌21株 で は,す べ て0.8～

3.1μg/mlで 耐 性菌 は な いが,腸 球 菌4株 は す べ て50μg/

ml以 上 で,CER,CEZに 比 べ て,や や 抗 菌 力 が 劣 って

い た 。 大 腸 菌23株 で は,12.5μg/ml以 下 の 感 性 菌 は

3株 と 少 く,12.5～25μg/mlが9株,≧100μg/mlが

10株 で,CEZに 比 べ 抗 菌 力 の 劣 る も の が あ った が,

CERよ り2濃 度 段 階 す ぐれ て い た。 ク レブ シ ェ ラ19株

で は 多 くが12.5～25μg/mlで 大 腸 菌 同 様CEZに や や

劣 る が,CERよ りもす ぐれ て い た 。 エ ン テ ロパ クタ ー

21株,セ ラチ ア6株,緑 膿 菌21株 で は,エ ン テ ロパ

ク タ ーの1株 を除 い て,CEZ,CERと 同 じ く100μg/

ml以 上 の 高 度 耐 性 で あ っ た。

呼 吸 器 感 染 症1例,尿 路 感 染 症2例 に,Cefamandole

1日1.5～2g7日 間 使用 し,い ず れ も有 効 で あ った が,

急 性 白血 病 の1例 では 緑 膿 菌 に よる 歯 肉炎 の悪 化 が み ら

れ た 。 副 作用 と してみ るべ き もの は 認 め られ なか っ た。

400.Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

志 摩 清 ・福 田 安 嗣 ・徳 永 勝 正

浜 田 和 裕 ・徳 臣 晴 比 古

熊 本 大 第1内 科

目的:Cephalosporin系 の 新 しい 抗 生 剤 の1つ で あ る

Cefamandoleに つ い て,そ の 基 礎的,臨 床 的 検 討 を 行

った の で,そ の 成績 を報 告 す る。

抗 菌 力:日 本 化 学 療 法学 会 の標 準 法 に 従 い,そ の 抗 菌

力 をCEZと 対比 し て検 討 した 。 そ の 接 種 菌 量 は106/ml

で 行 った 。

臨 床 分離 株:St.あureus50株:MICはCefamandole

で は0.2～1.56μg/mlに 分 布 し,そ の ピ ー クは0.78

μg/mlで あ っ た が,CEZで は0.2～6.26μg/mlで,そ

の ピ ー クは0.78μg/mlで あ った 。Ecoli50株:MIC

はCefamandoleで は0.78μg/ml,CEZで は1.56μg/

mlに ピー クを認 め た 。Kleb.pneumoniae50株:そ の

MICはCefamandoleで は0.78μg/ml,CEZで は1.56
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μg/mlに ピークを認め,Ecoliと 同様にcefamandole

のほ うがやや優れ て い た。Proteus群21株:MICは

cefamandole,CEZと もにその ピー クは12.5μg/mlに

あ ったが,広 い範囲にば らつ き,菌 種 の違いを示 した。

Serratia 28株:MICはCefamandole,CEZと も50

μg/ml以 上にあ った。Pseud.aeruginosa 35株:MIC

はCefamandole 100μg/mlで,CEZと 同様 に 高度の

耐 性を示 した。

血 中濃度:健 康成人2名 について,Cefamandole 2g

を5%糖 液500mlに 溶解 し,2時 間 で点滴静注を行い,

その血 中濃度を測定 した。点滴後,30分 で13.5μg/ml,

1時 間で19.0μg/ml,2時 間 で32.0μg/mlと ピー ク

に達 し,3時 間で8.0μg/ml,4時 間 で4.5μg/ml,6

時 間で1.8μg/mlと 漸減 した。

臨床 治験:呼 吸器感染症7例(気 管支肺炎3;肺 化膿

症4例)にCefamaRdoleを 使用 し,そ の有効性を検討

した。使用量は1.59～3.09/日 を分与 したが,5～15日

間 の使用 で,細 菌学的,レ 線像的に有効5例,や や有効

2例 と治療効果を認め た。副作用 は と くに認め なか っ

た。

401.　 Cefamandoleに 関 す る基 礎 的,臨 床

的 研 究

原 耕 平 ・中 富 昌夫 ・那 須 勝

林 敏 明 ・朝 長 昭 光 ・重 野 芳輝

堀 内 信 宏 ・泉 川 欣 一 ・広 田 正 毅

森 信 興 ・斉 藤 厚

長崎大第2内 科

餅 田 親 子 ・猿 渡 勝 彦

伊 折 文 秋 ・林 愛

同 中検

新 し く開発 された抗生剤Cefamandoleに ついて,抗

菌 力,血 中濃度あ るいは喀痰内移行濃度 などの基礎的研

究 ならびに臨床使用効果お よび副作用 を検討 したので報

告 する。

抗菌 力:教 室保存の標準株22株 と臨床材料か ら分離

の810株 の計832株 について,化 学療法学会標準法に

基づ き,CEZと 比較 してMICを 測定 した。

人におけ る血中濃度:68才 女子慢性気管支炎例にCe-

famandole 1gを1時 間点滴静 注 した場合の最高血中濃

度は,点 滴終了時72μg/mlで あ った。点滴終了後6時

間 目には0.38μg/mlで あった。

喀痰内移行濃度:本 症例 にCefamandole投 与後の喀

痰 内移 行濃 度は,点 滴終 了後5時 間 目で最高値0.43μg/

mlで あった。 また67才 男子慢性気管支炎例に,同 様

に1gを1時 間点滴静注の場合は,点 滴終了後1時 間目

で最高0.3μg/mlで あ った。

臨床使用効果お よび副作用:呼 吸器感染症20例(肺

炎9,肺 化膿 症4,慢 性気管支炎4,膿 胸1,肺 結核1,

肺癌1)と 腎盂腎炎1例 の計21例 に2～4g,7～20日

間点滴 静注にて投与した。著効5例,有 効6例,や や有

効4例,無 効3例 で,有 効率は61%で あった。副作用

としては発疹 をみ た ものが1例 だけであ った。その他,

血液学的,肝 機能 または腎機 能上 の副作用はみられなか

った。

402.　 Cefamandoleに 関 す る基 礎 的,臨 床

的 研 究

鈴 木 寛 ・松 本慶 蔵 ・宇 塚 良 夫

野 口行 雄 ・羅 士 易 ・永武 毅

井 手 政 利 ・渡 辺 貴 和 雄

長崎大熱研 内科

新規に開発 されたCephalosporin系 抗生物質である

Cefamandoleに ついて,次 の ような検討を行った。

1.抗 菌力:喀 痰か ら ≧10 7/mlに 分離 された呼吸器

病原菌に対す る最小発育阻止濃度(MIC)を 測定した。

インフルエ ンザ菌,大 腸菌,肺 炎桿菌 に 対 す る本剤の

MICの ピー クは0.39～0.78μg/mlに,肺 炎球菌では

0.10～0.20μg/mlに 分布 して い た。 インフルエンザ菌

について,そ の抗菌力を他剤 と比較す ると,従 来のCe-

phalosporinと 異 な り,本 剤 は極 め て高 い抗菌力を示

し,Ampicillin,Sulbenicillinと 近似値 を示す ことが

特徴的成績 であ る。

2.吸 収 ・排泄:71才,体 重31.5kgの 女性に本剤1

gを5分 間で静注 した際の血中濃度は,静 注終了時240

μg/mlで,以 後急速に低下 し,1時 間後には22μg/ml,

2時 間後には11μg/mlと な り,そ の半減期は43分 で

あ った。静注後3時 間 までの尿中排泄率は74%で あっ

た。

3.臨 床成績:内 科系細菌感染症11例 に本剤を1日

2～6g静 注あるいは点滴静注で投与 した結果,呼 吸器感

染症7例 中6例 に有効,1例 無効,肝 膿瘍1例 と敗血症

1例 はいずれ も有効,急 性膀胱炎2例 は1例 著効,1例

有効であった。

副作用 としては11例 中1例 に軽度のGOT,GPTの

上 昇を認めたが,投 与中止に より速やかに改善した。
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403.　 Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 研 究

橋 本伊 久 雄 ・沢 田 康 夫

中 村 孝 ・三 上 二 郎

天 使病院外科

戸 次 英 一

同 内科

我々は,か ねてか ら各種抗生剤 の組織 内濃 度につ いて

着 目し,既 に数度に わ た り本学会 に お い て発表 してき

た。今回,さ らにCefamandoleに ついての知見を得た

ので,こ こに報告する。

このたび開発 されたセフ ァロスポ リン系抗生 剤Cefa-

mandoleの 注射剤を用い,21例 の急性虫垂炎手術にお

いて,術 前投与 したCefamandoleの 切除虫垂組織 内濃

度を測定した。症 例に よっての差異は あるが,虫 垂 の炎

症程度 との正の相関関係を認めた。

次に胆石症等の胆道系疾患8例 の手術時 において,術

中採取したA,B胆 汁の濃 度を測定 した。 うち4例 はA

胆汁の極めて高値を認め,同 時に採取 した末梢血お よび

B胆 汁の数十倍 の高値を しめ す も の もあ ることを認め

た。

臨床的には,胆 の う炎10例,腹 膜炎10例 に用いた

が,著 効2例,有 効12例,や や有効5例 であった。

本剤は吸収排泄 ともに速やか で,極 めて短時 間で ピー

クに達するが,血 中濃度持続時 間は短 い ようである。従

って,本 剤の投与回数は,1日,2～3回 の 点滴使用が

望ましいといえよ う。

404.　 Cefamandoleの 胆 汁 中 移 行 に 関 す る

検 討

川 口英 弘 ・堤 敬 一 郎 ・吉 田 奎 介

新潟大第1外 科

閉塞性黄疸の合併症 として,化 膿 性胆管炎な らびに,

急性閉塞性化膿性胆管炎は,最 も重篤な ものの1つ であ

る。胆道感染症の起因菌 としては,Ecoli,Klebsiella

などのグラム陰性桿菌が多い。我 々は,今 回これ らの菌

に高い感受性を持つ と予想 され るCefamandoleを 用

い,胆 汁中移行 を 検討 した。 症例 は,閉 塞性黄疸 にて

PTC,な らびにPTCD(経 皮経肝 胆道 ドレナージ)を 施

行した症例で,胆 道閉塞時 な らびに減黄後 の肝 胆汁中へ

のCefamandoleの 移行を検索 した。 ま た,こ れ と比

較検討するために,Tチ ューブ挿入例に も,同 様に施行

した。Cefamandoleの 投与は,2gを 生食100mlに 溶

解し,30分 間で点滴静注 した。血清 中Cefamandole濃

度も同時に測定した。濃度の測定は,B.subtilis ATCC

6633を 用いた寒天平板 法 に て行 なった。 血 清中Cefa-

mandole濃 度 は,点 滴終 了時 に 最高値に達 し,82・4～

166.1μg/mlで あ り,大 多数の症例が,100μg/ml以 上

であった。胆汁中Cefamandole濃 度はTチ ューブ挿入

例では,症 例に よりかな りば らつ きはあるが,一 般 に高

値 を示 し,点 滴終 了後30分 に最高値 に達し,最 高152

μg/mlで あった。胆道閉塞時 の肝 胆汁中濃度は,極 め

て低 く,最 高は2.2μg/mlで あ り,PTCDに て減黄 さ

れた時点では,胆 汁中濃 度 も最高26.1μg/mlと 著し く

上昇 した。以上か ら,胆 道閉塞時 には,抗 生剤 の胆汁中

移行は極め て遅延 し,有 効な治療濃 度は得難 く,こ の意

味 か らも,胆 管 ドレナ ージの重要な ことを確認 した。

今後 も症 例を重ね て検討してい く予定 である。

405.　 外 科 に お け るCefamandoleの 検 討;

抗 菌 力,吸 収 排 泄,臓 器 移 行 性 お よ び

臨 床 応 用 に つ い て

石 山 俊 次

日大総合医学研究所

中 山一 誠 ・岩 本 英 男 ・岩 井重 富

鷹 取 睦美 ・川 辺 隆 道 ・大 橋 満

村 田郁 夫 ・水 足 裕 子 ・坂 部 孝

同 第3外 科

半合成 セ ファロスポ リンC系 新抗生物質,Cefaman-

doleに つ いて基礎的臨床的検討 を お こ なった。 抗菌ス

ペ ク トルはCefazolinと 類似し た成績 を示 した。外科

病 巣由来,黄 色 ブ ドウ球菌,大 腸菌,肺 炎桿菌 に対す る

感受性分布 もCefazolinの それ とほとんど類 似してい

る。 しか しproteus mirabilisに 関 してはCefazolin,

Cephalothin,Cefoxitinよ りも3～4段 階優 れ た 成績

を示 した。健康成人男子3名 にCefamandole 500mg

筋注 し,血 中濃度,尿 中濃度をCup法 にて測定した。

血 中濃 度は投与後30分 で ピー クとな り平均16.8μg/ml

を示 した。4時 間後 で0。68μg/ml,6時 間 では 測定不

能であ った。T1/2は077時 間 で あ った。 尿中濃 度は

1時 間に ピーク とな り平均3,347μg/mlを 示し,6時

間 までの平均尿中回収率は77.6%で あった。SD系 ラ

ッ トに本剤20mg/kg筋 注 した際の臓器移行性をPaper

disc法 に て 測定し た。その結果,腎 が最 も高 く,次 い

で血清,肝,肺 の順に分布を示した。人尿 中の代謝物を

検討す る 目的 で,Thin layer chromatographyを 用い

て,Bioautogramを 作製 したoAdsorbentに は,Merck

F 254(Silicagel)を,Solvent systemはn-BuOH:

AcOH:H2O=3:1:1,Test organismに はB.subtilis

ATCC 6633株 を用 いた。 その結果,人 尿中には抗菌活
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性 のある代謝物を認め られ なか った。臨床応用 として,

外科感染症9例 に本剤を使用 し,7例 に有効,2例 に無

効の結果を得た。副作用 はと くに認め られなか った。

406.外 科 領 域 に お け るCefamandoleの 基

礎 的 お よび 臨 床 的 検 討

三 浦 誠 司 ・相 川 直 樹

石 引 久 弥 ・阿 部 令 彦

慶応大外科

我 々はCefamandoleの 胆汁移行お よび腹腔滲出液 中

移 行を測定 し,外 科感染症 に対す る治療,予 防効果 お よ

び副作用について臨床的検討を行 った。

吸収,排 泄:(1)血 清中濃度(4例):Cefamandole 1g

静 注後,15分 で平均53μg/mlと 最高値 を示 し,以 後

比較的急速に減少した。(2)胆汁移行(1例):Cefaman-

dole 1g静 注後,2～4時 間で140μg/mlと 最 高値を示

した。(3)手術後腹腔 内滲 出液中 へ の 移行(4例);胃 癌

症 例に術後Cefamandole 1gを1日3回 静注投与 し,

脾窩 にballoon catheterを 留 置して3日 間 の滲 出液を

採取,滲 出液量お よびCefamandole濃 度を測定した。

滲 出液量は第1病 日に最 も多 く,以 後急速 に減少 した。

Cefamandole濃 度は1～4μg/mlで あった。

臨床成績;対 象症例は17例 で,内 訳 は敗血症1例,

限局性腹膜炎1例,術 後肺炎1例,胆 管炎1例,術 後膀

胱炎1例,ド レーン部皮下膿瘍1例,感 染予防的投与11

例であ る。投与方法は14例 には1g×2回/日 静注,2

例に1g×3回/日 静注,1例 に1g×2回/日 を5日 間施

行後,2g×2回/日 に増量 した。 起因菌 を 証明 し得たの

は5例 で,E.coli,Klebsiella,Enterococcus等 が 多

か った。臨床的効果は,感 染症6例 中の4例 に有効,2

例に無効,感 染予防的投与11例 中10例 に有効,1例

は効果不 明であった。全症例を通じて副作用 として認む

べ きものは無か った。

407.Cefamandoleの 胆 汁 内 お よ び 胆 嚢 壁

内 移 行 に 関 す る 検 討

野 々下 頼 之 ・吉 田 雋

毛 受 松 寿 ・村 上 忠 重

東京医歯大第1外 科

目的:胆 道感染症に対する化学療法 では胆汁中へ高濃

度に移行す る薬剤が好ましい。Cefamandoleに ついて,

胆汁お よび炎症の場である胆嚢壁内への移行について検

討 した。

方法:4例 の胆石症 例と2例 の胆管癌例について,術

後,Cefamandole 1gを 静注 し,血 液 と,ド レナー ジチ

ユーブか ら胆汁を経時的に採取 し,濃 度を測定した。ま

た,6例 の胆石症例に対 して,術 直前 にCefamandole 1

gを 静注 し,30分 後 に 胆嚢内胆汁,血 液を採取し,濃

度 を測定 した。 また,別 出 した胆嚢の一部を1/10モ ル

ー リン酸 緩衝液10ml中 で ミキシ ングし,組 織内濃度

として測定 した。

結果,考 察:Tチ ューブか ら得 られ た胆汁内濃度の

Peak値 は2.5μg/mlか ら92.9gμ/mlで,30分 から

3時 間の間 でみ られ た。4時 間後 では,平 均1.0μg/ml

と殆 ん ど消失 している。6例 中3例 は高濃度に胆汁内移

行 を示 したが,3例 はPeak値 が2.5μg/ml,12.8μg/

ml,9.6μg/mlと 低値 を 示 し た。2例 は胆管癌で,う

ち1例 は血清 ビ リルピン5.4mg/dl,1例 は胆汁流出が

1日900mlと 多い症例 で,他 の1例 は高度黄疸を伴っ

た胆石症例 であ った。 肝 に お け る薬物の排泄機構の障

害,お よび,胆 汁分泌異常に よる影響が推定される。術

中胆嚢内か ら採取 した胆汁 中 の 濃度 は1例 だ け166.2

μg/mlと 高値を示 したが,他 の5例 は,い ず れ も低値

を示 してお り,胆 嚢へ の移行 には さらに時間を要するも

の と思われ る。胆嚢組織 内濃度は,胆 汁内濃度が高値を

示 した1例 だけ0.9μg/mlで,他 は全て移行 を認めな

か った。

408.Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

田 中 豊 治 ・橋 本 正 夫 ・納 賀 克彦

小 島 正 夫 ・加 藤 繁 次

東京歯大外科

新 し く開発 され た 注射用 セフ ァロスポ リン系抗生剤

Cefamandoleに つ いて若 干の臨 床的検討を加えたので

報告する。表 在性軟 部組織 感染症 では本剤 の投与によっ

て3日 以内に 自他覚的所 見の改善が み られ た ものを著

効,5日 以内を有効,7日 以内をやや有効,7日 以後に

おいて も自他覚的所見 が不変あ るいは増悪を きたしたも

のを無効 と判定 した。また,消 化管 ・胆道系感染症では

熱型,白 血球 数,排 膿(量,菌 検出 の有無),腹 部所見

等か ら総 合的 に判定 した。 疾患別では郷2例,感 染性粉

瘤2例,膿 瘍2例,急 性乳腺炎2例,急 性 リンパ腺炎1

例,胆 の う炎1例,穿 孔性腹膜炎2例 で あ り,年 令は

9～85才,男 子3名,女 子9名 で あ っ た。 投与量は

Cefamandole1日1～39を3～14日 間静注したo総

計12例 中,投 与効果 の認め られた もの10例(著 効1

例,有 効6例,や や有効3例)83%,無 効2例(17%)

であ った。無 効2例 はすべて穿孔性腹膜 炎症例で,臨床

症 状の改善が認め られないため,や むな く本剤の投与を

中止した。本剤の投与に より,副 作用 と思われる所見は

全例に認 め られ なか った。 重症感染症に対してCefa-
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mandoleを 使用 す る場 合に は,そ の投与 量 ・投与方 法

等についてさらに充分な検討を加 える必要 があるのでは

ないかと思われ る。

409.　 外 科 領 域 に お け るCefamandoleの 基

礎 的,臨 床 的 検 討

山 田 良 成 ・斉 藤 敏 明

川崎市立 川崎病院外科

目的:本 剤は他 の数種 のセファロスポ リン系薬剤 に勝

る抗菌力を有し,ま た胆汁 内濃度 はCEZの2～3倍 に

およぶと言われ る。胆道感染症,軟 部組織感 染症 につ き

臨床検討を,お よび,T管 挿入例 で血 中濃 度,胆 汁,尿

中回収を検討した。

方法:本 剤1gを 生食 水または20%糖 液で稀釈8時

間々隔で1日3回 静注した(外 来症例1例 を 除 く)。対

象例は,胆 石胆嚢炎,総 胆管結石等3例,シ ュロ ッファ

ー腫瘍,よ う,他10例,計13例 であ る。

胆汁,尿 中排泄,血 中濃度 の検討 は,総 胆管結石例

で,T管 を挿入 した。肝機能正常 な1例 につ き,T管 か

ら10#Foley's Catheterを 挿入,ビ ュー ロー吸 引 とし,

本剤1g静 注後30分,1,2,4,6時 間後 にサンプ

ルを採取した。

結果:胆 石胆嚢炎症例 はいずれ も臨 床的に有効であっ

たが,肝 硬変合併例1例 でT管 胆汁か らKlebsiellaを

認めた例は,細 菌学的 に無効であ った。

体液濃度の検討では,血 中濃度は30分 値,63.8μg/

mlを 得たが,以 後急速 に減少し,4～6時 間の間に0と

なる。胆汁内濃度お よび排泄量は1～2時 間で最高 とな

り,2時 間値144.9μg/ml,回 収3,728μg,6時 間回

収量は5,080μgで あ った。尿中排泄は1時 間628mg,

6時 間939.8mgで あった。

副作用に関しては,臨 床検査成績を含め,特 記すべ き

自他覚所見は認め られなか った。

410.　 外 科 領 域 に お け るCefamandoleの 基

礎 的,臨 床 的 検 討

柴 田清 人 ・由 良二 郎 ・品 川長 夫

土 井 孝 司 ・石 川 周 ・高 岡 哲 郎

花 井 拓 美

名古屋市大第1外 科

新し く開発 され た ファロスポ リン系抗生物質 で あ る

Cefamandoleに つ い て,外 科領域 での基礎的 ・臨床的

検討を行なった。

(2)抗 菌力:外 科病巣 由来 の 大 腸 菌27株,K1e-

bsiella 27株 について,本 剤 の抗菌 力を本学 会標準法 に

よって最 小発育阻 止濃度(以 下MICと 略)を 測定し,

あわ せてCefazolin(以 下CEZ)と 比較検討 した。大腸

菌 では,本 剤 のピークは6.3μg/mlに あ り,CEZの そ

れ と同 じ で あ った が,100μg/ml以 上 の株は,本 剤

33.3%,CEZ44.4%で あった。Klebsiellaに つ い て

は,大 腸菌 の場合 と同様に,本 剤の ピークは6.3μg/ml

にあ り,CEZの それ と同 じであ った。

(2)胆 汁中移行:胆 道系疾患 を有す る臨床例2例 に

おいて,本 剤1.0g,静 注時の血中お よび胆汁 中濃度を

測定 した。測定方法は,B.subtilis ATCC株 を検定菌

とす る薄層 カ ップ法にて行ない,標 準曲線には,血 清用

にはMonitrol-Iを,胆 汁用 にはpH8.0のPhosphate

bufferを 用 いた。 この結果,各 々の30分 後の血 中濃度

は73.5μg/mlと112μg/mlで あ り,す み や かに減少

した。 胆汁 中濃度は1例 は0～1時 間に11.1μg/mlと

ピークを示 し,も う1例 は1～2時 間 に20.6μg/m1と

ピーク値 を示 した。6時 間 ま で の 胆汁中移行率 は,

0.13%と0.11%で 比較的良好 な移行 であ った。

(3)臨 床使用成績:本 剤を外科的感染症11例 に使

用 した。 そ の結果,著 効1例,有 効7例,や や 有効1

例,不 明2例 であ った。本剤投与 に よると思われ る副作

用 は全例において認めなか った。

411.　 外 科 領 域 に お け るCefamandoleの 臨

床 使 用 成 績

藤 本幹 夫 ・森 本 健 ・上 田隆 美

平 尾 智 ・酒 井 克 治 ・白羽 弥 右 衛 門

大 阪市立大第2外 科

川 畑 徳 幸 ・土 居 進

大阪市立北市 民病院外科

沢 田 晃

大阪市立桃山病院外科

佐 々木 武 也 ・前 田 貞 邦

藤井寺市立道明寺病院外科

政 田 明 徳 ・北 野 福 男

城東 中央病院外科

健康成 人3人 に,あ らか じめ5%ブ ドウ糖液200ml

に溶解 したCefamandole 1gを1時 間で点滴静注 し た

のちの血 清中濃度な らびに尿 中排泄を測定 した。Cefa-

mandole 1g点 滴静注後 の血清中濃度 は,30分 後平均

31.67μg/ml,1時 間後す なわ ち点滴終了時には32.33

μg/ml,2時 間後7.77μg/ml,4時 間後0.92μg/ml,

6時 間後0.09μg/mlと な った。 この時の尿 中排泄 は,

2時 間 まで に平均492.9mg(投 与量の49.3%),8時
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間 までに平均59.51mg(投 与量の59.5%)で あった。

また,胆 石手術後T-tubeド レナージを うけ て いた患

者2例 にCefamandole 1gを 点滴 静注 して,そ の時 の

胆汁中濃度を測定 したところ,1例 は投与後3時 間 に ピ

ーク値6 .25μg/mlを,他 の1例 は1.5時 間後 に25

μg/mlを 示 した。現在まで にCefamandoleが 投与 さ

れ た外科領域 の感染症は16例 で,術 後肺炎4例,胆 嚢

炎1例,術 後遺残膿瘍3例,腹 膜炎5例,腹 壁膿瘍,創

感染,敗 血症 が各1例 ずつであった。本剤1日 投与量は

2～8gで,こ れ を2～4分 割して,す べて点滴静注 した。

投与期間 は5～20日 間,し た が って総 投与量 は14～

80gと なった。臨床効果の判定 は,わ れわれが従来か ら

用いている基準に従 った ところ,著 効4例,有 効5例,

やや有効2例,無 効4例,不 明1例 と な り,有 効率 は

73.3%で あった。副作用 として悪心 と灼熱感 を 訴 え た

ものが1例 ずつみ られた。 また臨床検査でGOT,GPT

値 の上昇が7例 にみ られ たが,う ち6例 では輸血 が行わ

れ ていた。

412.　 外 科 領 域 に お け るCefamandoleの 基

礎 的,臨 床 的 検 討

石 井 哲 也 ・横 山 隆

竹 田 真 円 ・市 川 徹

広島大第1外 科

Cefamandoleに つ い て基礎的,臨 床的検討を行な っ

たので報告す る。

臨 床分離株に対す る抗菌力 に つ い て 検討した結果,

Staph. aureusに おいて全株が3 .13μg/ml以 下のMIC

を示 し,極 めてす ぐれ た抗菌力 であ った。

グラム陰性桿菌では,E.coli,Klebsiellaに 対 し,

す ぐれた抗菌力を示 し,約50%が6.25μg/ml以 下 に

分布 していた。

Proteus vulgaris,Pseudomonas aeru8inosaに 対

してはほ とん ど100μg/ml以 上 に分布 していた。

血中濃度は,健 康成人につ いて1gのone shot静

注で検討したが,30分 値で40μgml前 後 の濃度を示 し

た。

尿 中排泄は静注後6時 間以内に90%以 上 と良好な尿

中排泄を示 した。

臨床例 では,外 科的感染症例 につ いて検討 したが,E.

coli.Staph.aureus等 を起炎菌 とす るものでは良好な

治療効果を示 した。

副作用については,血 液像,肝 機能,腎 機能,皮 膚所

見等について検討 した結果,と くに認むべ き副作用 は認

め られ なか った。

413.　 Cefamandoleの 臨 床 的 検 討

山 本 泰寛 ・古 原 清 ・志 村 秀 彦

福 岡大第1外 科

胆石症に て総胆管 ドレナージを施 行した2症 例にCe-

famandoleを500mg 1回 静注 で 投与 し,血 中,胆 汁

中お よび尿中濃度を経時的に測定 した。症例(1)は64才

の女性で肝障害があ り,症 例(2)は63の 女性で肝障害は

なか った。血 中濃度は症例(1)においては1時 間後に11.3

μg/ml,症 例(2)においては30分 後に30.6μg/mlと ピ

ー クをしめし
,漸 次下降 し,2時 間後には症例(1),(2)に

おいて2.3お よび5.0μg/mlと 低 下した。胆汁中排泄

濃度 は,症 例(1)は4～5時 間 目に5.4μg/ml,症 例(2)は

3～4時 間 目に19.8μg/mlと ピークを しめ し,肝 障害

のない症例は早い時間か ら高濃度 に排泄 した。尿中には

6時 間 目まで に ほ ぼ排泄 され,症 例(1)は59.0%,症 例

(2)は92.2%が1日 尿中回収率 であった。胆道疾患4例,

大腸疾患2例,胃 膵疾患各1例 の術後感染症として胆道

感染4例,創 感染2例,尿 路感 染2例 の計8例 に,Cefa-

mandole 1日2.0gを 分2で 点滴 にて5～18日 間投与

した。臨床効果は有効6例,無 効2例 の有効率75%で

あ った。無効例は末期の胆道癌 と大腸癌であった。細菌

学 的にPseudomonas 3株,E.coli 2株,Klebsiella

2株,Enterobaoter 1株,Aeromonas 1株,Staphylo-

coccus 2株 を分離検出 し,Pseudomonas 2株,Aero-

monas 1株,Staphylococcus 1株 を使用後に も検出し

た。 副作用 として,GOT,GPTの 使用後上昇した3例

があったが,い ずれ も使用前 に肝障害 があったことに原

因す ると考 え られ る。 また,発 疹 を使用5日 目にきたし

た術後胆管炎 の1症 例を経験 した。

414.　 Cefamandoleに 関 す る 臨 床 的 検 討

大 野 典 雄 ・三 宅 正 文 ・宮 本 慎 一

西 尾 彰 ・熊 本 悦 明

札幌医大泌尿器科

我 々は,新 合成セ ファロスポ リン系薬剤であるCe毎

mandoleに つ いて臨床的 検討を加え,以 下の成績を得

た。

対象:36～76才 の慢 性複雑性尿路感染症13例 で,

男子8例,女 子5例 であ る。 この うち,カ テーテル留置

例は6例,非 留置例は7例 であ る。感染菌は,E.coli2

例,P.mirabilis3例,P.vulgaris1例,K.pneumoniae

2例,P.aeruginosa3例 であ る。

投与量,投 与方法:全 例,1.0g×3回/日 のOne shot

静 注投与 で5日 間 とした。

効果判定:UTI研 究会の薬効評価基準に従った。
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結果:綜 合効果 で は,著 効2例,有 効3例,無 効5

例,脱 落2例 であった。

カテーテル留置例では,有 効1例,無 効4例 であ った

が,非 留置例では,著 効2例,有 効2例,無 効1例 であ

った。細菌学的効果では,消 失4例,菌 交代1例,不 変

6例 であった。なお感染菌別 の細菌学的効果 では,各 感

染菌間に大 きな差は認め られなか った。

415.　 泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefamandole

の 検 討

村 上 泰 秀 ・早 川 正 道

河 村 信 夫 ・大 越 正 秋

東海大 泌尿器科

目的:新 抗菌剤Cefamandoleの 泌尿 器科領域 におけ

る有用性について,基 礎的 な らびに臨床 的に検 討した。

方法:(1)健 康成人5人 にCefamandole 2gをone-

shot静 注 し,そ の血 中お よび尿中の濃度を測定 した。

また2分 かけて静注 した時 と16秒 間 で静注 した時 の差

を検討した。

(2)約4.5kgの ウサギ2羽 にCefamandole 5gを 血

管内投与し,血 清,學 丸お よび精液 内濃度 を測定 した。

(3)脱水ウサギ2羽 と正常 ウサギ に つ い て,Cefaman-

dole 1gを 静注 した時 の血 清内濃度差 の 有無 を検討 し

た。

(4)ウサギ膀胱 内にCafamandole 1g/5ml生 食 を注入

し,その血清への移行を 検討 した。

(5)泌尿器科的感染症11例 にCefamandoleを 投与

し,そ の効果を検討 した。

結果お よび考察:健 康成人では静注 され たCefaman-

doleは 比較的急速 に排泄 され,注 射速度は排泄速度 に

ほとんど関係がない。血清濃度 は1時 間 目で100μg/ml

弱で,3時 間でほぼ全部排 泄 され てしま う。 しかし脱 水

ウサギでは排泄が遅れ,6時 間位 まで遅延す る ことがみ

られた。正常 ウサ ギでは,血 清内濃度 は 人 と 同 じ 傾向

で,睾 丸お よび精嚢腺に もかな りの濃度で移行す ること

が知られた。

臨床的に尿路感染症 の5例 に静注,6例 に筋注で使用

し,UTI基 準に従 って判定 す る と,著 効4例,有 効6

例,無 効1例 であった。2例 に灼熱感が あ り,そ の うち

1例 は悪心も伴った。

416.　 高 齢 者 の 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お け る

Cefamandoleの 治 療 経 験

中 内 浩 二

養育院病院泌尿器科

新 しいCephalosporin系 抗生物質 で あ るCefaman-

doleを 用い,高 令者の複雑性尿路感 染症 に対 し6例,

7回 の治療経験を得たので報告す る。

対 象は81才 か ら69才 までの平均年 令75.3才 の入

院患者で,男 性4,女 性2例 であ り,1例 だけ2回 の治

療 を行 ったので7回 の治療経験 とな った。治療 方法は原

則 として1回500mg筋 注を1日3回,5日 間連続 して

行な った もので,1例 の総投与 量は7.5gと な る。

治療効果判定はUTI薬 効評価基準に従 ったが,患 者

選択 にややず さんな ところがあ り,総 合的臨床効果判定

の対象 とな り得た ものは3例 にすぎず,著 効1,無 効2

例であった。細菌学的効果の評価は4例 に可能で,消 失

率は緑膿菌(0/1),肺 炎桿菌(1/1),腸 球菌(2/2),総

計75%で あ った。 なお,起 因菌 の菌数が10 3×4の た

めに効果判定の対 象外 となった1例 で,発 熱,CRP上

昇,白 血球増多が本薬剤投与後改善 されてお り,一 方,

尿路以外に原因疾患の見 当 らなか った点か ら臨床的に有

効 としたい結果を得ている。 副作用は7回 の治療経験す

べ てで検討が可能であ ったが,1例 において尋麻疹様発

疹 が起 きた が,そ のまま治療を続行 し得 た こ と以外に

は,臨 床症状,検 査成績いずれか らも明 らか な ものは認

め得なか った。

以上,小 数例のため結論的な言及は避け,症 例の報告

だけに止めた。

417.　 Cefamandoleの 尿 性 器 感 染 症 に お け

る使 用 経 験

名 出頼 男 ・鈴 木 恵 三 ・藤 田民夫

新 村 研二

名古 屋保健衛生大泌尿器科

目的:Cefamandoleの 抗菌剤 とし ての評価を尿性器

感染症に投与して行った。

方法:11例 の 尿性器感 染症 にCefamandoleを 投与

した。 症例内容は,慢 性腎孟腎炎3例,慢 性膀胱炎5

例,急 性前立腺炎1例,慢 性尿道炎(尿 道 皮膚瘻を伴 う)

1例,非 感染性慢性膀胱炎の カテーテル留置期間中の感

染防止,1例 で あ っ た。 投与法 は,静 注,1日2回 が

10例,1日4回 が1例,投 与 量は1回19が2回 お よ

び4回 投与例で各1例,他 は1回29で あ った。

結果:6例 で著効ないし有効,3例 で無効,他 の1例
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はCefamandole単 独 投 与 で菌 減 少,KW1062を 併 用

し て有 効,従 って や や 有効 と され た 。 起 因 菌 は5例 が 大

腸 菌,Citrobacter-Enterobacter混 合 感 染1例,Pro-

teus群 が 各 種 併 せ て4例,内1例 は 緑 膿 菌 と の 混 合感

染 で あ った 。 特 記 す べ き副作 用 と し て は,1例 でGOT

が38.7か ら95.7と 使 用 中 に 上 昇 した が,そ の他 の症

例 には 異 常 を 認 め なか った 。

418.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefamandoleの

基 礎 的 な ら び に 臨 床 的 検 討

土 井 達 朗 ・坂 義 人

河 田 幸 道 ・西 浦 常 雄

岐 阜 大 泌 尿 器 科

目的:新 し いCephalosporin系 抗生 物 質Cefaman-

doleの 尿路 感 染 症 に 対 す る薬 効 を検 討 した 。

方 法:1.抗 菌 力:尿 路 由来 のAmpicillin-resistant

Ecoli(MIC>100μg/ml)97株 につ い て ,化 療 標 準 法

に し た が い,Cefamandole,CefazolinのMICを 測定

し た。

2.吸 収 ・排 泄:健 康 成人 男子1例 に つ い て,Cefa-

mandolel回1g静 注後 の血 中 ・尿 中 濃 度 を カ ップ 法

に よ り測 定 した 。

3.臨 床 的 検 討:慢 性 尿路 感 染 症17例 の うち,1日

量2,3,4g(各 分2)のCefamandoleを そ れ ぞれ

5,9,3例 に 対 し て5日 間静 脈 内投 与 し,臨 床 効果,

副 作 用 の 検 討 を 行 な った 。 なお,効 果 判 定 はUTI薬 効

評 価 基 準 に 従 って 行 な った 。

結 果:1.抗 菌 力:100倍 希 釈 液 接 種 で はCefaman-

doleが3.13と12.5μg/mlに,Cefazolinが3 .13μg/

m1にMICのpeakを 示 した 。 原 液 接 種 で はCefa-

mandoleのMICのpeakは100μg/ml以 上 に,Cefa-

zolinは12.5と100μg/mlに2峰 性 のpeakを 示 し

た 。

2.吸 収 ・排 泄:1g静 注 後 の 血 中濃 度 は15分 後 に

120μg/mlとpeakを 示 し,6時 間 ま で の尿 中回 収 率 は

87%で あ った 。

3.臨 床 効 果:17例 全 例 の有 効率 は53%で あ った
。

混 合感 染 例は す べ て無 効 で あ っ た が.単 独 感 染 例 は64%

と良 い有 効 率 を 示 した 。Serratia,Pseudomonas以 外

が原 因菌 と な って い る症 例 はす べ て有 効 で あ った 。 副 作

用 は17例 全 例 に 認 め な か っ た。

結 論:Cefamandoleは 単 独 感 染 例,お よびSerratia,

Pseudomonas以 外 が 原 因菌 と な っ てい る症 例 に 対 し て

は 良 い 抗 菌 力 を示 し た。

419.　 尿 路 性 器 感 染 症 に 対 す るCefaman-

doleの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

大 川光 央 ・川 口正 一 ・折 戸松 男

岡所 明 ・平 野 章 治 ・黒 田恭一

金 沢大泌尿器 科

目的:セ ファロスポ リン系抗生剤Cefamandoleに つ

い て,血 中お よび排泄動態を含め,基 礎 的,臨 床的検討

を行 ったので,そ の成績を報告す る。

方法:1.血 中お よび尿中排泄:腎 機能正常(24時 間

内因性 クレアチ ニンク リアランス100ml/min以 上)成

人3例 を対象 として,本 剤2.09を2時 間か けて点滴静

注 し,血 中お よび尿中動態に つ い て検討した。2.臨 床

成績:対 象は尿路感染症患者9例(急 性単純性腎盂腎炎

3例,急 性複雑性腎盂腎炎5例,慢 性複雑性膀胱炎1

例)お よび男子性器感染症5例(急 性副睾丸炎3例,急

性 前立腺炎2例)の 計14例 であ った。原因菌はE.coli

が7株 で半 数以上 を占めた。投薬方法は本剤2.0gを1

日2回,約2時 間か けて点 滴静注し,投 薬期間は5日 と

した。

結果:1.血 中濃度 お よび尿中排泄:血 中濃度は点滴

開始後1～2時 間 で最高値 を示 し,そ の後は時間の経過

とと もに速か に低下 し,血 中濃度半減期は約30分 と考

え られ た。尿 中排泄 も速か で,6時 間 までの尿中回収率

は平均79.3%で あ った。2.臨 床成績:尿 路感染症で

は著効3例,有 効5例,無 効1例 で 有効率88.9%男

子性器感染症では著効3例,有 効1例 で,副 作用出現の

ため投薬中止の1例 を除 く と有効率100%で あったOl

なお副作用 として全身発疹1例,GOT,GPT,ア ルカリ

フォス ファターゼ上昇1例,GPT上 昇2例 が認め られ

た。

420.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefaman-

doleの 基 礎 と臨 床 一

大 野 三 太 郎 ・黒 田 泰 二,

富 岡 収 ・石 神 嚢 次

神戸大泌尿器科

我 々は今回新 しいセ ファロスポ リン系 抗 生 剤である

Cefamandoleの 血 中濃度,尿 中排泄率,MIC等 を測定

す るとともに,複 雑性尿路感染症 の症例に臨床使用し,

その有効性,安 全性等を検討 した。 血 中 濃度 はCefa-

mandole 1g静 注 お よび1g筋 注をそれぞれ健康成人3

名つつに投与しCup-plate法 に て測定 した。1g静 注群

では静注後5分 で平均138μg/mlで ピークとな り,そ

の後急激に減少し,2時 間で2.3μg/ml,4時 間でほぼ



VOL. 27 NO. 3
CHEMOTHERAPY 555

0に 近ず く。1g筋 注 群 で は 筋 注 後30分 で27μg/ml

の ピー クを 示 し,同 様 に4時 間 で ほ ぼ0に 近 ず く。 尿 中

排 泄は,両 群 と も6時 間 で89～90%の 回収 率 を示 し た 。

各種臨 床分 離 株 に 対す るMICで は,E.coliで69%が

3.12μg/ml以 下 に分 布(10 6接 種)し,Klebsiellaで は

0.39μg/mlに ピー クを示 し,Proteus mirabilisで は

0.78μg/mlに ピー クを示 し た 。Enterobacter,Serratia,

Pseudomonasは 大 部 分 が 耐 性 を 示 した 。

次 に複 雑性 尿 路 感 染 症 症 例15例 に 臨 床 使 用 を 行 った 。

投 与量は1日1.59な い し49で4日 ～8日 間 投 与 を 行

った。1日1.59投 与 群 では100%有 効,29投 与 群 で

は30%,49投 与 群 では50%の 有 効 率 を 示 し,全 体 で

は53.3%の 有 効 率 を 示 した 。 起 炎 菌 別 消失 効 果 を み る

と,E.coli 4株 は 全 例 消 失,Citrobacterは2例 中1例

消失,Enterobacter,Serratiaは 消失 し た 例 は な か っ

た。

なお臨床 使 用 上,特 記 す べ さ副作 用 は認 め なか っ た。

421.　 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お け るCefaman-

doleの 使 用 経 験

藤 村 宣 夫 ・湯 浅 正 明

上 間 健 造 ・黒 川 一 男

徳 島 大 泌 尿 器 科

前立腺 肥 大症 術 後 の前 立 腺 床 炎3例,慢 性 腎 孟 腎 炎 の

急性増悪3例 にCefamandoleを 使 用 し,現 在 も症 例 を

追加検討 中 で あ る の で,そ の成 績 も併 せ て 報 告 す る。

投与 方法 は1gを 朝 夕2回 筋 注,1gを 朝 夕2回one-

shot静 注,2gを 朝 夕2回 点 滴 静 注 の い ず れ か に した 。

6例 の臨 床 成績 では,著 効2例,有 効2例,無 効2例

で,起 炎菌 に つ い てみ る と,E.coli 2株,Proteus ret-

tgeri 1株 は 消失 し,Enterobacter cloacae 1株 は 減

少 した が,Serratia marcescensの2株 は い ず れ も不

変で あった 。

な お,副 作用 は全 例 に認 め てい ない 。

422.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefamandoleの

臨 床 的 検 討

井 口厚 司 ・熊 沢 浄 一 ・百 瀬 俊 郎

九 州大泌尿器科

原 三 信 ・原 孝 彦

南 里 和 成 ・山 口 秋 人

三 信会原病院泌尿器科

尾 本 徹 男 ・武 居 哲 朗

黒 田 憲 行 ・伊 東 健 治

九州厚生年金病院泌尿器科

中 山 健 ・稗 田 定

宮崎県立病院泌尿器科

平 田 弘 ・大 楠雅 人 ・倉 本 博

広島 日赤病院泌尿器科

新抗菌剤Cefamandoleを 慢 性 ・複雑性尿路感染症22

例 に投与 した。1回0.591日3回 投与を2例,1回1

g1日2回 投与を1例,1回191日3回 投与を1例,

1回1.591日2回 投与を18例 に行 った。全例静注投

与 であ り脱落例は1例 であ った。臨床効果 は著 効5例,

有 効2例,や や有効4例,無 効5例,不 明5例 であ り,

副作用 は全身発赤,痒 感を来 した1例 と注射 毎の腎部,

外陰部の熱感 を来 した1例 を認めた。細菌学 的に消失 し

た ものはE.coli 4株 中3株,Klebsiella 5株 中3株,

Enterobacter cloacae 4株 中1株,Citrobacter 2株

中1株,.Enterococcus 3株 中1株,StaPhylococcuse 2

株中1株 であ り,細 菌学的有効率は43.5%(10/23)で

あ った。

423.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefamandoleの

使 用 経 験

今 野 繁 ・中 川 克 之

宮 原 茂 ・江 藤 耕 作

久留米大泌尿器科

目的:Cefamandoleの 臨床的効果 を検討す る 目的 で,

各種尿路感染症に投与 した。

方法:当 科入院 中の成 人 男 子6例,女 子8例 に 対 し

て,臨 床 的効果 を検討 した。対象疾患は,急 性単純性腎

孟 腎炎2例,慢 性複雑性膀胱炎6例,慢 性複雑性腎孟腎

炎2例,カ テーテル留置症例4例 であった。投与方法は

全例,1回500mgを 生塩水5m1に 溶解 し,1日3回

(8ha毎),5日 間連続 静注 にて投与 した。 臨床効果判定

は,UTI薬 効評価基準に準 じて判定した。 な お 本剤投



556 CHEMOTHERAPY MAY 1979

与 に よる副作用検索のため,自 覚症状の問診,可 能な限

りの血液,生 化学的検索を行な った。

結果 ならびに考察:急 性単純性腎孟腎炎2例 中,著 効

例,有 効1例 で有効率 は100%で あ った。慢 性複雑性膀

胱炎6例 中,著 効1例,有 効4例,無 効1例 で有効率は

83.3%で あ った。 慢性複雑性腎孟 腎炎2例 中,無 効2

例 で有効率は0%で あ った。カテーテル留 置 症 例4例

中,有 効1例,無 効3例 で有効率は25%で あ った。総

合効果 としては,14例 中8例 が有効以上(57.1%)で あ

った。起炎菌別 の臨床効果 をみると,E.coli 9株 中,消

失5,減 少1,菌 交代2,存 続1で あ った。Proteus

mirabilis 2株 中,消 失1,菌 交代1で あった。Kleb-

siella 2株 中,菌 交代1,存 続1で あった。腸球菌1株

では減少 であ った。 副作用 では14例 中1例 に悪心を認

めたが,投 与を中止 した例はなか った。 また,血 液,生

化学的検査にて も,著 変を認めた症例はなか った。

424.　 尿 路 感 染 症 に 対 す るCefamandoleの

使 用 経 験

岩 崎 昌太 郎 ・垣 本 滋 ・原 種 利

中野 信 吾 ・近 藤 厚

長崎大泌尿器科

複雑性尿路感染症患者 にCefamandoleを 使用 した の

で報告す る。

対象は39才 か ら73才 までの女性3例,男 性5例 の

合計8例 で,診 断 は急性腎孟腎炎3例,慢 性膀胱炎5例

であ った。基 礎疾患は左腎結石,右 水腎症,神 経因性膀

胱,前 立腺肥大症,右 腎孟腫瘍各1例,前 立腺癌3例 で

あ った。8例 中6例 に尿道留置カテーテ ル を 行 っ て い

る。

投与方法はCefamandoleを1回19,1日3回,リ

ドカ イン溶解液を用いて筋注,投 与期間は急性腎孟 腎炎

3例 中2例 に3日 間,他 の6例 は5日 間であった。

投与前の尿中分離菌はSerratia marceSCens 2例,

Proteus mirabilis 1例,Serratia marcescensとEn-

terobacter cloacaの 混 合 感 染2例,Serratia mar-

cescensとProteus rettgeriの 混 合感 染1例 ,Mor-

ganella morganiiとProteus mirabilisの 混 合 感染

1例,Morganella morganii,Proteus rettgeri,Pseu-

domonas aeruginosaの 混合感 染1例 で あ った。 菌 数

は いずれ も10 5/ml以 上 であった。投与後細菌消失例は

な く,菌 数減少例1例,菌 交代現象例2例,不 変5例 で

あ った。

UTI薬 効評価基準に よる効果判定では有効3例 ,無 効

5例 であった。

局所疼痛が2例 にみ られたが,他 に自覚的 な副作用は

認 め ず,一 般 検 血,血 液 化 学 的 検 査 に も異 常 は認めなか

っ た。

425.　 Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

川 島 尚 志 ・後 藤 俊 弘

大 井 好 忠 ・岡 元 健 一 郎

鹿 児 島 大 泌 尿 器 科

陣 内 謙 一 ・白 浜 勉

佐 賀 県 立 病 院 泌 尿器 科

Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 成 績 につ い て 報 告す

る。

1)抗 菌 力:UTI分 離E.coli50株,Klebsielza 50

株,Enterobacter48株,Serratia50株,Proteus mira-

bilis36株,Proteus vulgaris 36株 のMICを106接

種 で 測 定 し た 。E.coliで は 感 受 性 の ピ ー クは0.78μg/

mlに み られ た 。100μg/ml以 上 の耐 性株 がKlebsielle

28株(56%),Enterobacter 27株(56.3%),Serratia

48株(96%),Proteus vulgaris 16株(44.4%)に み

られ た。Proteus mirabilisで は3.12μg/mlに ピーク

を 示 した 。

2)吸 収,排 泄:血 中濃 度 は1gお よび0.5g静 注投

与 で,15分 後 に ピ ー ク値137μg/ml,56μg/mlに 達し,

30分 後 に43μg/ml,18μg/ml,1時 間 後 に15μg/ml,

8.1μg/=ml,2時 間 後 に4.2μg/ml,2.6μg/mlと 減少

した 。6時 間 目ま で の 尿 中 回 収 率 は 各 々44.9%,43.8%

で あ った 。 尿 中 濃 度 は 両 投 与 量 例 と も0～2時 間 目に各

各1,960μg/ml,905μg/mlと ピー クを 示 した。

3)臨 床 成績:慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染症20例 を対象と

し,投 与 量 は1日2～49,投 与期 間 は5日 間 と した。

UTI薬 効 評 価 基 準 に よ り判 定 した 結 果,総 合臨 床 効果

は20例 中有 効 以 上5例(25%)で あ った 。細 菌学的に

はE.coli 1/3(33.3%),Klebsiella 4/4(100%),En-

terobacter 3/4(75%),Serratia 1/2(50%),Pseudo-

monas aeruginosa 2/6(33.3%)お よびProteus mira-

bilis,Proteus rettgeri各1例 は 除 菌 され た 。

426.　 Cefamandoleの 基 礎 的,臨 床 的 検 討

松 田 静 治 ・清 田 明 憲

順 大 産 婦 人 科

丹 野 幹 彦 ・柏 倉 高

江 東 病 院 産 婦 人 科

目的:注 射 用Cephalosporin系 抗生 剤 で あ るCefa-

mandoleに つ い て 抗菌 力,吸 収,母 子 間移 行 の検討と臨

床 応 用 を 試 み た 。
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方法:各 種材料か らの臨床 分離株 を用 い,in vitroに

おける感受性試験を実 施し,CET,CEZと 比較す るほ

か,投 与後 の血中濃度,臍 帯 血,羊 水への移 行 状況を

Cup法 にて測定 した。臨床応用では産婦人科領域の感染

症について投与方法別(静 注,点 滴,筋 注)と 投与量別

(1.0g,2.0g,3.0g)の 効果を比較 した。

結果:1)E.coliに おけるMICは1.56～6.25μg/

mlは に分布する ものが多 く,Klebsiellaで は3.12μg/

ml,Proteus mirabilisで も1.56μg/mlにMICの ピ

ークがあ り,CETに 較べ て感受性効果 が認 め られた。

一方,Staph.aureusに 対 してはCETよ り若 干抗菌 力

が劣る結果が得 られた。

2)1.0g静 注時の血 中 濃 度 は30分 後48.2μg/mI

を示し,臍 帯血中へは母体血 の約1/2～1/3の 移行が認

め られた。1.Og点 滴静注時の母子間移行 もこれ とほぼ

類似した結果が認め られ,時 間 の経過 とともに羊水移行

が増す傾向が認め られた。

3)本 剤を骨盤 内感染症,尿 路感染症 など16例 に使

用し,約80%の 有効率を収めた。

427.　 Cefamandoleの 使 用 経 験

中 村 英世 ・林 茂 ・岩 田嘉 行

川崎市立川崎病院産婦人科

目的:新 しい抗生剤であるCefamandoleを 臨床 に応

用し,臨 床効果,細 菌学的 効果,副 作用等につ き調 べる

ことを 目的 とした。

方法:対 象は川崎市立川崎病 院産婦 人科病棟 に入院 中

の患者12例 で年令は22才 ～70才 となっている。12例

の うち,婦 人科悪性腫瘍を基 礎疾患に もつ ものが2例 含

まれてい る。投与方法は2例 が点滴静注,残 り10例 が

oneshot静 注 であ った。1日 投与量について も大部 分は

29で,3gの 症例は2例 であ り,総 投与 量 も8g～15g

となっている。

成績:臨 床効果につ い て み ると,著 効3例,有 効7

例,無 効2例 とな り,83%の 有効率 とな った。

細菌学的効果についてみ ると,菌 の消失をみた ものが

8例 であり,菌 交代現象が2例 み られた。

起炎菌についてみ ると,E.coliが5例 あ り,そ の他は

Enterococcus,Micrococcus,Enterobacter,Staph.

epidermidisが 各1例 であ った。

副作用:2例 み られた。1例 は 口唇周囲にヘルペ ス様

水庖を生 じた もので,も う1例 は全身に発疹をみた もの

であるが,投 与は続行 した。

臨床検査値に対 しては,1例 に投与終 了時GOT74,

GPT94,ア ル カ リフ ォスフ ァター ゼ1000i.u.と 上 昇

をみた。1週 間後のGOT,GPTは20,18と 正常に な

った が,ア ル カ リフ ォス フ ァ タ ー ゼ は488i.u.と 高 値

で あ る。

428.　 産 婦 人 科 領 域 お け るCefamandoleの

検 討

高 瀬 善 次 郎 ・白 藤 博 子 ・内 田 昌 宏

川 崎 医 大 産婦 人 科

Cefamandoleに つ い て,教 室 保 存株 のMICを,CET,

CEZ,CERと 比較 検 討 した 。Staph.aureusは10 8ml,

そ の他 の グ ラ ム陰 性 桿 菌 は10 6/ml接 種 に よ り検 討 した

も ので あ る。

Staph.aureusに 対 して は,CERが 最 もす ぐれ て お

り,Cefamandoleは 他剤 に 比 較 し てや や 劣 っ て い る 成

績 で あ る。

E.coliに はCefamandoleが 最 もす ぐれ て お り,0.39

～12.5μg/mlの 間 に 分布 し,他 剤 に 認 め られ た100μg/

ml以 上 の耐 性 菌 は な い 。

Klebsiellaに 対 し て もCefamandoleが 最 もす ぐれ て

お り,つ い でCEZが つ づ き,CET,CERは ほ と ん ど

同 様 の 成績 で あ る。

Proteus mirabilisに もCefamandoleが 最 もす ぐれ

て い て,CET,CEZが これ につ いだ 成 練 で あ る。

Proteus vulgarisに もCefamandoleが す ぐれ,100

μg/ml以 上耐 性 の1株 を 除 き1.56～50μg/mlの 間 に

分 布 して い る。

Serratia 50株 に 対 し ては100μg/ml,あ るい は それ

以 上 のMICの もの が34株 を し め,そ の他 が12.5～50μg/

mlに 分 布 して い た 。 しか し 他 剤 はす べ て100μg/ml以

上 のMICで あ った。

ま た,産 婦 人 科 領 域 の 感 染症 に 使用 し,良 好 な成 績 を

得 て い る。

そ の 他,胎 盤 通 過 性,羊 水 移 行,母 乳 中移 行 な どに つ

い て も検 討 成 績 を 得 て い る。

429.　 産 婦 人 科 領 域 に お け るCefamandole

に 関 す る 基 礎 的,臨 床 的 検 討

本 村 竜 太 郎 ・中 島 久 良 ・河 野 通 久

石 丸 忠 之 ・山 辺 徹

長 崎 大 産 婦 人科

私 ど もはCefamandeleの 基 礎 的 お よび 臨 床 的 検 討 を

行 い,次 の よ うな 結果 を 得 た。

抗 菌 力:Cefamandole,Cefazolin(CEZ)お よびCe-

phalothin(CET)の3剤 に つ い て,臨 床 分離 株 の グ ラム

陰 性 桿 菌 群(Escherichia coli 40株,Serratia mar-

cescens 15株,Proteus mirabilis 15株 お よびCitro-
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bacter freundii 10株)計80株 に 対 す る抗 菌 力 を比

較,検 討 し た。

どの菌 種 に 対 し て もCefamandoleは0.39～50μg/

mlに 多 く分 布 し,そ の 抗菌 力 はEscherichia coliお

よびSerralia marcescensに はCEZと 似 たpattern

を 示 し,CETよ りす ぐ れ,ま たProteus mirabilisお

よびCitrobacter freundiieこ はCefamandoleが 最 も

す ぐれ て い た。

体 内分 布:妊 婦(20例)にCefamandole 1gのone

shot静 注 を 行 い,体 内分 布 を 検 討 し た。

投与後13分 の症 例で母体血 清中濃度は64μg/mlお

よび臍帯血清 中濃度 は8.5μg/mlと ともにpeakに 達

し,羊 水中濃度は投与後2時 間10分 の症例で8.6μg/

mlとpeakを 示 した。

臨床成績:骨 盤内感染症(子 宮内感染症7例,付 属器

炎1例,術 後骨盤 死腔炎3例,骨 髄腹膜 炎2例)お よび

産褥性乳腺炎2例,計15例 に対 してCefamandole 2

～6gを4～7日 間 投 与 し
,有 効 率 は15例 中13例

(86.7%)で あ った。

特記す る副作用 は認 め られなか った。


